
    
      
        
      
    

  
































悪役令嬢は、庶民に嫁ぎたい！！ ２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　私こと、イザベラちゃん七歳。

　第二王子を誘拐して山小屋に潜伏している現在、魔術師団長子息のギース誘拐の冤えん罪ざいをかけられているところです。

　なぜこうなった。

　ちょっと良く分からないから、順を追って思い出そう。

　六歳のある日、ウルシュ君と出会った事で、前世の日本人だった記憶を思い出しました。ココまではＯＫ。

　思い出した結果、この世界が前世でハマっていた乙女ゲーム『ラブ☆マジカル』の世界だという事が、納得はしてないけど分かりました。だからなんでフィクションのゲームと同じ異世界があるんだよ。まぁ、そこは置いておこう、ココまでも一応ＯＫ。

　私はゲームの中で言う悪役令嬢『イザベラ・アリー・ロッテンシュタイン』の立ち位置に転生していた訳だけど、ゲームで大好きだったウルシュ君に出会えた嬉うれしさで転生を受け入れ、彼にその場でプロポーズ。

　なんやかんやで無事婚約し、私の前世についてもウルシュ君には打ち明けた。好きな人に隠し事したくないし。……ま、鑑定で『転生者』ってばれちゃったから言わざるを得なかっただけなんだけどね。

　でもウルシュ君も、ゲーム世界で起きていたイザベラのバッドエンドを回避する為ために協力してくれることになったから、結果オーライ。だって私一人じゃ無理ゲーだったもん。本気で。で、二人で綿密な計画を立てていたにもかかわらず、先走った私が、バッドエンドの原因になる乙女ゲームの攻略対象──第二王子のクリス殿下──を、彼に恋するもう一人の悪役令嬢、アマリリスちゃんことアリスちゃんと手を組んで王宮から誘拐したのだ。そのままウルシュ君と合流して山小屋に逃げてきたら、屋敷から追いかけてきたメイドのマリーちゃんにより、私に魔術師団長子息のギース誘拐の嫌疑がかけられているらしい話を聞く事になったのだ。今ココ。

　順を追って思い出したけど、やっぱり意味が分からない。第二王子の誘拐は認めるけど、ギースの誘拐については知らんがな。

　ここで、私に誘拐されたことになっている二人目の攻略対象、魔術師団長子息ギース・ネイ・トーランドについておさらいしよう。

　彼は、魔術師団長を父にもつ、ライトブルーの髪に青い瞳の青年。乙女ゲームの攻略対象だけあってイケメンだ。性格は若干オカンが入っている面倒見のいい青年だが、問題行動に対して、優しい笑顔のままブリザードを吹かせながら敬語で怒るキャラ。

　ギースのルートのライバルキャラは以下の通り。

　公爵家令嬢、イザベラ・アリー・ロッテンシュタイン。

　ギースの取り巻き（信者）、ライアン・トム・マーティン。

　婚約者候補、マリアンヌ・メイ・ホフマン。

　子爵家令嬢、ミリアーナ・リリィ・ヒルソン。

　の計四人。

　まず、ライバルキャラの私、イザベラについては前にも説明した通り、長兄がギースの姉と結婚するため、ギースと主人公ヒロインが結ばれると、庶民と親戚関係になるから嫌だという自分勝手な理由で二人の仲を邪魔する。だけど私はゲームと違って庶民が身内になるのは構わないし、それどころか卒業後は庶民のウルシュ君と結婚して行商に出るつもりでいるから問題ない。

　次に婚約者候補のマリアンヌは、伯爵令嬢で、〝ライバル令嬢〟枠のキャラクター。

　あくまで婚約者候補であって婚約者ではなく、悪役令嬢ではないので主人公ヒロインを虐いじめない。彼女と主人公ヒロインは正々堂々と戦う事で決着を付ける。

　次に、子爵令嬢のミリアーナは私と同じ〝悪役令嬢〟枠のキャラクターで一学年上の先輩。

　そして主人公ヒロインの腹違いの姉である。

　彼女は、ヒルソン子爵家の庶子である主人公ヒロインを嫌っていて、虐めを行うというキャラ。ミリアーナには主人公ヒロインと同い年の妹がいて、その子は騎き士し団だん長子息のブライアンのルートで出現する。

　そして、最後にご紹介するライバルキャラである、ギース信者のライアン。

　Ｖｅｒ．１の攻略対象の中で、唯一ライバルキャラに男が混じっているが、実はこのライバルキャラのライアンという男は、ギース本人も知らないギースの護衛である。

　なぜギースに護衛が付いているかと言うと、ギースは幼少の頃に誘拐された事があり、誘拐された先から自力で逃げ出す事は出来たものの、その後も犯人から執しつ拗ように狙われているという設定があるからだ。

　その為、ギースの父親がギース本人に内緒で、護衛としてライアンを同じ学院に入学させている。

　ただ、なぜライアンがギースの護衛という立場だけに留とどまらず、信者と化したのかは謎。

　とにかく魔術師団長子息、ギースのルートに入ると、この誘拐事件に関わるエピソードが入る。

　ちなみに、この誘拐犯はＶｅｒ．１で匂わす程度に出て来て、最終的に倒せるのはＶｅｒ．３。

　物語の流れで、Ｖｅｒ．２辺りから主人公ヒロインも狙われるようになるから、色々と面倒な敵キャラだ。

「えーと、馬車の件と魔術師団長子息の誘拐騒ぎですが、イザベラお嬢様が馬車を投げた事によってですね、それを目撃していた騎士達が、馬車の中に乗っていた子達の身元と無事を確認しようと、お茶会を担当している使用人に報告を入れたそうなのです。そこでアマリリス嬢の身元はすぐに分かったのですが、袋に入っていた子の身元が中々分からなかったそうで……」

　うん。袋に入っていれば誰だか分からないよね。

　第二王子を連れ出すと目立つだろうからと、王妃が王子を袋詰めにしてくれて、本当に良かった。

「そこで、今お茶会にいない子は誰だ？　と参加者を確認したところ、ちょうどお茶会の会場では魔術師団長子息のギース様のお姿が見えない！　と騒ぎになっていた事もあり、馬車に乗っていた袋詰めの子はギース様ではないかと予想されたのです。ですが王妃様が、イザベラお嬢様達と遊んでいる袋に入っていた子は、庭師の子供だと証言された事で、イザベラお嬢様はギース様の行方不明とは無関係だと、すぐに疑いが晴れました」

　王妃様ありがとうございます。もう少しでギース誘拐犯の第一容疑者になるところでした。

「ではギース様はどこに？　という事になりまして、王宮内の近この衛え騎士や使用人達で大捜索になったそうなのです」

「それでぇ……ギース様は見つかったのぉ？　あ、コレはイザベラのオムライスねぇ～。めしあがれ～」

　ウルシュ君が昼食を運んできてくれた。いつの間にかマーキスさんが昼食を用意していたらしく、ご飯の時間になったようだ。

「わぁ！　ウルシュ君運んで貰もらってゴメン、ありがとう。まだ手伝うことは残っているかな？」

「イザベラ達は座ってて～。マーキスが調理中の時に慣れない人が厨ちゆう房ぼうに入ると、被弾するからぁ～」

「……被弾？　料理してるんだよね？　銃撃戦してるんじゃないよね？」

「〝じゅうげきせん〟が何かは分からないけどぉ……ほら、厨房は戦場って言うじゃない？　そういう事だよぉ～」

　いや、そういう事って言われても、どういう事か分からないんだけど……。

「この世界に〝銃〟ってある？」

「じゅう？　聞いた事ないなぁ。それってどんな物？」

「あー。私の知っている武器の一種だけど、その武器の攻撃を受ける事を〝被弾する〟って言うんだよね。銃が無いなら、何が被弾するの？　料理中に」

　マーキスさんがどんな調理方法で料理をしているのか不安だわ。

　あ、オムライスがハート型で、ケチャップでお花が沢山描かれている……屈強な見た目に似合わず、随分と可愛かわいい盛り付けするわね。

「ん～、被弾するのは、マーキスが調理に使う為に放つファイヤーボールとかウォーターボールとかかなぁ？」

　ちょっ!!　行きたいっ!!　厨房に行きたいっ!!

　ファイヤーボールやウォーターボールを駆使した調理法が、是非とも見たいっ!!　被弾しても良いからっ!!

「ウルシュ君っ!!　今から……」

「駄目ぇ～。他にも危ないのが色々あるんだから、行ったら駄目だよぉ～」

　言いきる前に釘くぎを刺されてしまった。

　ウルシュ君。ちょっと過保護だと思うの。私だよ？　キングなコングレベルのＨＰ量を誇る私だよ？　大丈夫だからさ。そんな気持ちを込めて、ウルシュ君を見つめる。

「駄目ぇ～。そんな訴えかける目をしても駄目ぇ～。ほら、手伝いたいならスプーン並べるとか、他にも作業があるから、それをしようねぇ」

　ウルシュ君は、絶対に厨房へ行かせてくれないようだ。残念。

　昼食だということで話は一時中断し、お茶やスプーン等の準備をする。

　第二王子を顎で使うわけにはいかないので座っていて欲しいと頼んだが、手伝いたいと言い張るので、皆で用意をする事になった。

　アリスちゃんが、第二王子と二人で人数分のお茶を淹いれるという共同作業を幸せそうに担当しているので、これはこれで良かったかもしれない。

　わいわいと準備を終え、全員で席について食べ始めたところで、誘拐騒ぎについての話をマリーちゃんに再開して貰う。

「え～と。ギース様が見つかった経緯なのですが、捜索していた近衛騎士の班長が、大きな布に包まれた塊を抱えて裏口から出て行こうとする不審なメイドを見つけたそうなのですよ。高級そうな布だったので、余計に持ち出しているのがおかしいと」

「マリーちゃん。もしかして、その高級そうな布に包まれていたのが、ギース様？」

「そうです。近衛騎士が呼び止めようとしたところ、メイドは急に走り出し、逃げ出そうとしたのですが、すぐに近衛騎士達に取り押さえられたそうです。そして、布の中から眠らされたギース様が発見された事で誘拐未遂事件という事になり、捕縛されたメイドに事情を聞き出そうとしたところで……」

「急にメイドは血を吐いて息絶えた。でしょ？」

　後に続くであろう言葉を私が引き継ぐと、マリーちゃんは目を丸くして息を吞のむ。

　どうやら、私の予想が当たったようだ。

「イザベラお嬢様、一体なぜそれを？　もしかして、この誘拐騒ぎになにか心当たりでもあるのですか？」

　我に返ったマリーちゃんに問いかけられるが、それには答えず質問で返す。

「ギース様の包まれていた〝高級そうな布〟だけど、もしかして色は〝青〟じゃない？　それも、ギース様の髪の色とまったく同じ色。違う？」

「……はい。確かに〝青い布〟だったと聞きました。ただ、ギース様の髪色とまったく同じ色かまでは聞いておりません」

　本来のギース誘拐エピソードは、王宮のお茶会ではなく、騎士団長の家、つまりもう一人の攻略対象者であるブライアンの実家、アンダーウッド伯爵家主催のお茶会で起きる事件のハズ。そして、ブライアンは自分の家で開かれたお茶会で誘拐されてしまったギースに対して、引け目を感じるようになる。

　今回の誘拐騒ぎは、ゲームのギース誘拐エピソードと時期も場所も違う。だけど、二つの事件に共通点があるので、無関係とは思えない。

　犯行に及んだ者が、ギースの髪色と同じ色の布を用意していて、それでギースを包んで誘拐して行く点。誘拐の関係者が、事情聴取を受ける前に血を吐いて死んでしまう点。これらの共通点から考えられるのは今回の誘拐騒ぎは、ギースの誘拐エピソードが前倒しになったものではないかという事。

　同じ手口の誘拐犯は、そう何人もいないと思いたい。

　どうやら、ゲームでもかなり厄介な敵キャラが動き出したようね。

　アイツが倒せなくて、何度バッドエンドを繰り返し、何度ギースルートをやり直した事か。




　自分の妄想に取りつかれた芸術家気取り。誘拐を繰り返す犯罪者。




『カラーズコレクター』




「イザベラお嬢様、この誘拐は一体……」

　マリーちゃんが心配そうに私の様子を窺うかがってくるけど、一体どう説明したら良いだろう。

　噂うわさで誘拐についての話を聞いたと言ったら、どこで誰から聞いた情報か？　ってなるし。

　それに私の知っている情報は、全て前世のゲームで公開されていた情報だから、その情報が現実のこの世界で、どこまで通用するのか分からない。

　第二王子の時みたいに、ゲームでは語られていなかった裏事情とかもあるかもしれないから、適当な事言えないわよねぇ……。

　その後も話を聞きたがるマリーちゃん達をのらりくらりとかわしながら、オムライスを食べる。

　ウルシュ君……後でちゃんと説明するから、真横からガン見するの止めてね。なんか恐いのと恥ずかしいのとで、自分が今なに食べているのか分からなくなるから。








第一話









　昼食の後、第二王子とアリスちゃんはスキル操作の訓練として、マーキスさんから弓を習う事になった。

「ふぇ……弓ですかぁ？」

　てっきりスキルを実際に使ってみての訓練かと思っていたので、私達は首をかしげる。

「ウルシュ君。どうしてスキル操作の訓練に弓を習うの？」

「別に弓じゃなくても良いんだけどぉ、せっかくだから同時に新しいスキル取得も出来れば良いなって思ってねぇ」

　そもそも常時発動型のスキルを急に遮断しようとしても、無理なのだと言う。

　まずは常時発動の状態で、スキルを操作出来るようにならないといけないとの事。

「僕の能力と、第二王子の能力は種類が違うからねぇ～。僕はひたすら一点集中で、深くどこまでも鑑定する方法で精密操作の訓練をしたけど、第二王子の能力は完全に対人スキルだからねぇ。弓矢に慣れるとスキル発動するときのイメージ訓練にもなるかなぁ？　って思って個別に訓練を組んでみたんだぁ～」

　なるほど、確かにターゲットに狙いを定めてスキル発動するのは、矢を射るイメージがあっているかもしれない。常時発動で周囲に分散されている能力を、一点集中に絞って操作する感じかな。

　ウルシュ君の言葉に、アリスちゃんは胸の前で両手を合わせながら感心する。

「ふわぁ～。色々と考えられているんですのねぇ。でも、どうして私も弓矢を習うのですかぁ？」

「あ、それは私が勧めたの。アリスちゃんはレベル上げを続けなきゃいけないからね。アリスちゃんは、投とう擲てきや狙撃とかのスキルを持っているから、弓矢もすぐに出来るんじゃないかと思って」

　そしてアリスちゃんの耳元で、『第二王子との親交を深めるチャンスだよ』と囁ささやくと、アリスちゃんはキラキラした目で大きく頷うなずき両手をぐっと握った。

　その様子を見ていたウルシュ君は頷きながら、アリスちゃんと第二王子に視線を向ける。

「そうだねぇ。アマリリス嬢が第二王子と一緒に正義の味方をするならぁ、爆撃アイテムに頼らない戦闘方法も持っとかないとねぇ～。街の建造物の為ためにも」

「そうね。街中で広範囲爆撃は被害が甚大になるから、せめてピンポイント爆撃が出来るようになってくれたら、私も安心して行商に行けるわね」

　その私の発言に、ウルシュ君は考え込む。

「ピンポイント爆撃かぁ……そんな事が出来るようになったら、軍事利用されそうだねぇ」

　そもそもピンポイント爆撃自体が、軍事目的というか軍事攻撃だもんね。もしくは建造物の解体作業。

「まぁ、アマリリス嬢は第二王子の仲間に加わっているからぁ、軍事利用されないよう王子や王妃がなんとかしてくれるかな？　ふふっ、でも良いねぇ。ピンポイント爆撃かぁ。そんな便利なアイテムが出来たら、売れるかなぁ？」

　ウルシュ君、それ便利なアイテムちゃう。兵器や。

「創るのは良いけど、売るのは止やめとこう？　色々な所から狙われて面倒な事になりそうだから」

「そうだねぇ。売り出すのは止めようかぁ。よく考えたら行商で売れるような商品じゃないもんねぇ」

　ウルシュ君、ピンポイント爆撃出来るような物を、行商で売るつもりだったのか。行商の武器商人って、裏うら稼か業ぎよう臭しゆうが半端ない。

　そんな会話をしていると、マリーちゃんが後ろから恐る恐る声をかけてきた。

「あの……お嬢様。ポール様から私も山に入る準備をするようにと指示を受けたのですが、なぜでしょう？」

「あー。ちょっと事情があって、マリーちゃんにレベル上げをして貰もらう必要があるのよ。申し訳ないんだけど、ここにいる間マーキスさんとポールさんから訓練を受けて貰えないかな」

　そうお願いすると、マリーちゃんは困惑顔で自分のエプロンを摘つまみ上げる。

「そう言われましても、わたくし、お嬢様達の身の回りのお世話をするようにとしか聞いておりませんので、仕事着しか持って来ていないのです。とても山に分け入るような恰かつ好こうでは……」

　そうだよね。屋敷から出発する時に、まさか山でレベル上げをさせられるとは思わなかったよね。むしろ事前に察して、山に入る準備をして来てたら驚きだよ。

　アリスちゃんや第二王子は、マリーちゃんが持って来た荷物の中に、乗馬服や剣の訓練用の動きやすい服が用意されていたから良いけど、マリーちゃん自身の服はメイド服だけだ。

「マーキスさん。マリーちゃんが山で訓練できそうな、動きやすい服はないかな？」

　入り口近くの壁に黙ってもたれていたマーキスさんに声をかける。

「んー。ここは男ばっかだし皆デケェからな。サイズが合わなくて逆に動きづらいんじゃねぇか？　メイド服の方がマシかもしれねぇぞ」

　メイド服か……。でも、防御力を期待できない紙装甲だしな。どうするかな。ん？　メイド服？

　そういえば『ラブ☆マジカル』に『ティーパーティーガチャ』とかいうのがあって、そのアイテムにメイド服や執事服が含まれていた気がする。アバター衣装のメイド服って、なぜかとても欲しくなるのよね。可愛かわいくてしばらく自分のアバターにメイド服着させてたわ。

　ウルシュ君の創ったガチャの景品だから、防御力とか攻撃力が上昇する効果が付与されていた筈はずだ。

【クローゼット】を開くと、数種類のメイド服が入っていた。しかもダブリ多いし。よし、これを使おう。

　沢山あるメイド服の中で、防御力と経験値取得率上昇の効果が高い物を選ぶ。そして、そのメイド服をマリーちゃんに着させてみたのだが……。

「あ、あのお嬢様。このメイド服、スカートの丈が短いうえに装飾過剰で、作業に適しているとは思えないのですが……」

　マリーちゃんが今着ているのは、日本のメイドカフェとかで見るようなメイド服だ。

　マリーちゃんには申し訳ないけど、経験値取得率が一番高いのがその衣装なんだ。我慢してくれ。その次に経験値取得率が高いのは、もっと丈の短くて露出の激しいセクシー系のメイド衣装なのよ。

　アバターで見ていたときには気にならなかったけど、今改めて見ると、所持しているメイド服の半分が実用性を無視したデザインだった。

「えーと。マリーちゃんには大変申し訳ないんだけど、ある程度レベルが上がるまでは、そのメイド服で過ごして貰えないかな？　レベルが上がりやすくなるような効果が付与されているんだ、そのメイド服」

　そうマリーちゃんを説得すると、皆が驚いたような表情を浮かべた。

「レ、レベルが上がりやすくなる服なんてあるんですか!?」

「え、うん。そう。そういう効果が付与された服だから」

　うわずった声で問いかけてきたマリーちゃんに返事をすると、私の周囲にポールさんと、アリスちゃん、そしてマーキスさんが詰め寄ってきた。

「「「そのメイド服、もう無いの（か）!?」」」

「え……あるけど」

「「「着たい！　私（俺）も着たいっ!!」」」

　え、皆そんなにレベル上げたかったの？　メイド服着てまで？

　……アリスちゃんと、女装スキルを持っているポールさんはまだ分かる。だけどマーキスのオッサンは視覚的暴力だから駄目だ。何も知らない人が山の中で、メイド服着た屈強なオッサンに遭遇したら混乱しそう。二度見どころの騒ぎじゃない。

　とりあえず、アリスちゃんには同じメイド服を渡して、男二人には、メイド服より効果は落ちるが経験値上昇率を持っている執事服を渡しておいた。

　山の中で訓練するメイドと執事に遭遇したら、やっぱり混乱しそうだけど、まぁ良いや。




　着替え終わった皆が、山へと出発するのを見送ったところで、ウルシュ君が改めて切り出してきた。

「ところでぇ、さっきの誘拐未遂の話だけどぉ……なにか知ってるの？」

「う～ん、それね。ゲームの知識だから、マリーちゃんに説明が出来なくて困ってたのよね」

　私の前世を知っているのはウルシュ君だけだから、それ以外の人にゲーム知識を説明しようとすると、『どこかで聞いた』とか『なにかで読んだ』とかいうあやふやな情報になって、怪しい事この上ないんだよね。

「ゲーム設定シナリオってやつ？　それに今回の誘拐の事があるのぉ？」

「そう。本当はギースが、騎き士し団だん長子息のブライアンの家のお茶会に参加した日に起こる事件なのよね。それがなぜか誘拐が前倒しになったんじゃないかと思うのよ」

「ふ～ん。でも未遂に終わったから良かったねぇ」

「それが、かえって良くないの。ギースが誘拐されて逃げ出す事によって、誘拐事件の犯人である『カラーズコレクター』の存在が世間に知られるんだから。未遂という事は、あいつの存在が知られないままという事」

　ちなみに奴は失敗しても、一度狙った獲物は手に入れるまで諦めない。今回失敗した事によって、さらに慎重になるだろうから、かえって厄介になる。

「世間が存在を知らないと、なにかマズイのぉ？」

「シナリオ通りなら最低でも一人、七年前に十歳になるピンク色の髪の少女が誘拐されている筈はず。他にもその子を含めて、最高十二人。いや、ギースの誘拐に失敗したから、最高十一人が誘拐されている可能性があるの」

「ふーん。なんで犯人が誘拐するのは、最高十二人なのぉ？」

「十二色クレヨン」

「へ？　クレヨン？」

「クレヨンじゃなくても良いの。とにかく十二色セットの画材を想像してみて。犯人『カラーズコレクター』は、その十二色の髪色を持つ人間を十二色セットで集めたいのよ。だから『カラーズコレクター』もしくは『クレヨンコレクター』と呼ばれるようになるの」

　執念深くて、獲物に選ぶと中々諦めないから、本当に厄介なのよね。

　ギースみたいに〝青い髪の色〟を持つ人間が中々いないのも、諦められない原因になっているのかも。

　攻略対象や、主人公ヒロイン。それにレギュラーキャラって特殊な髪色をしているから、犯人にしてみればウハウハだね。

　ちなみに、その十二色とは、黄・橙だいだい・薄茶（肌色）・茶・赤・桃・紫・水色・黄緑・緑・青・黒。

　この国で一番の画材メーカーが出している、クレヨンと絵の具の十二色の組み合わせがコレだ。メーカーが違えば組み合わせが違うのだけど、この国で十二色セットと言えば大体の人がこの組み合わせを思い浮かべる。

　だから、金色の私と第二王子はセーフ。だけど黒のアリスちゃんと、薄茶のウルシュ君はアウト。

　二人を狙おうものなら私が全力でぶっ潰すけど、ゲームでカンストしていた私でも、苦戦した相手なのよね。今の私はゲーム設定を外れて、ゲームカンストの数値、ＨＰ：９９９を超えているけど、安心できないわ。

「……十二色に執着している……。ねぇイザベラ。その話、もっと詳しく教えてくれる？」

「いいよ」

　七歳のギースは、騎士団長子息、ブライアン・ニック・アンダーウッドの家である、アンダーウッド伯爵家で開かれたお茶会に初参加。そこでブライアンに誘われて庭を散策している時に、青い布で包くるまれ意識を失う。

　他の子供達と先に進んでいたブライアンは、振り返った時に布に包まれ連れ去られようとしているギースを目撃し慌てて駆けだすが、そのままギースを連れ去られてしまう。

　すぐにギースと誘拐犯の捜索が始まり、ブライアンに姿を目撃されていた実行犯は騎士団に捕らえられるものの、事情聴取をしようとした瞬間、急に実行犯は血を吐き死んでしまい、そのままギースの行方が分からなくなってしまう。

　誘拐されたギースは地下のような場所で目を覚まし、そのまま三ヵ月ほど監禁されたまま過ごす。

　そこで出会った十七歳のピンク色の髪をした女性に励まされ、なんとか気を強く保もつ事が出来る。

　彼女は十歳の頃、年の離れた姉が産んだ子供に会いに、毎日姉の家に通っていたのだが、その帰り道に誘拐されてしまい、七年も囚とらわれたままだと言う。他にも黄色や赤毛の人達、ギースより年下の子も囚われていて、ずっと出られないままだと。

　ある日の事、犯人の一瞬の隙をついて、ピンクの髪の女性がギースを地下から脱出させる。

　他の人達を助ける為に必死で逃げ、裸足はだしで森か山のような所を一日中走り続けて、なんとか人のいる所まで逃げ切ったギースは憲兵に保護される。

　そのまま熱を出し寝込んだギースは、三日後に目を覚ますとすぐに、他の囚われていた人達の救出を請うが、七歳のギースは必死に逃げ隠れしながら走り回っていたため、囚われていた場所をはっきりと特定出来なかった。

　ギースの曖昧な情報を頼りに大捜査が行われたが、最終的に監禁場所の発見に至らず、三ヵ月後、捜索が打ち切りとなる。

　自分だけが助かり、他の人達を助けられなかったギースは、その事に思い悩み、監禁場所を覚えていられなかった事を後悔し続ける事になる。

　さらに、誘拐犯がギースを取り戻そうと何度も手下を送り込んでくる為、ギースは心休まる時がなくなるのだ。

　だが周囲の人達を心配させまいと、穏やかな笑顔に全ての感情を押し隠し、あまり自分の気持ちを表に出さなくなっていくギースを見ていたブライアンは、責任感からギースの傍そばに付き添うようになる。

　その八年後、十五歳になったギースは魔術学院に入学し、監禁場所で一緒に捕らえられていた、ピンク色の髪の女性によく似た少女と出会う。

　その少女が主人公ヒロインである。

　主人公ヒロインは、自分を助け、地下から脱出させてくれた女性の姪めいだった。

　女性は十五年前、まだ赤子だった主人公ヒロインに会いに行き、その帰り道に誘拐されたのだ。

　ギースはヒロインの叔母に助けられたのにもかかわらず、自分はその叔母を助けられなかった事で、ヒロインに対して引け目を感じるようになる。

　そこでギースはヒロインをなにかと手助けすることにする。

　そんな日々の中で、彼はヒロインの前向きさ、誠実さを知り、心惹ひかれていく。

　しかし、ヒロインの叔母を助けられなかった事を引け目に感じているギースは、その思いを胸に秘めようとするのだ。

　Ｖｅｒ．１はこの辺りで、イザベラの悪事を暴いて断罪し終了。

　だが、Ｖｅｒ．２で急展開を迎える。

　Ｖｅｒ．１の頃はギースだけを狙っていた誘拐犯だったが、Ｖｅｒ．２からヒロインも狙い始める。

　そう、十二色コレクションの『ピンク色が欠けた』ために、補充として同じピンク色の髪を持つヒロインも狙われるようになったのだ。

　その事実を知ったギースは、彼女を最後まで救い出せなかった後悔に押し潰されそうになるが、ヒロインに支えられ、ブライアンを含む他の攻略対象と共に誘拐犯カラーズコレクターと対たい峙じする事を決めるのだ。

「最終的には、Ｖｅｒ．３でカラーズコレクターを倒し、他の囚われていた人達を解放して、氷漬けで保存されていたヒロインの叔母を無事に埋葬し、ギースが彼女の墓前で〝ヒロインをこれから先も守っていく〟宣言してギースルートはめでたしなんだけど、結局、監禁場所は端折はしよられていて具体的に分からないのよね」

「ふ～ん。それで……誘拐犯の見た目はぁ？」

「それも分からないのよ。結構身長が高い男だっていう事しか」

「うん？　どうしてぇ？　戦闘するんじゃないの？」

　そう、戦闘シーンはある。だが、犯人の見た目は分からないのだ。なぜなら……

「カラーズコレクターは豚の頭の皮をすっぽり被かぶっていて、素顔どころか髪の色も年齢も、分からないのよ」

　私の話を聞いて、頰ほお杖づえをつき、しばらく無言で考え込んでいたウルシュ君は、ふと私の方へと視線を向けた。

「イザベラは、この誘拐の件、どうしたいのぉ？」

「う～ん。カラーズコレクターとは関わりたくないっていうのが、正直な気持ち。カンストした私と高スペックな攻略対象六人を仲間にして、七人がかりでなんとか倒せる相手だから、今の私じゃ勝てないと思うの。実戦苦手だから」

「えぇ～。誘拐犯、そんなに強いのぉ？　……イザベラでも難しいのかぁ～。それ人族？」

「どうだろう？　種族については特に語られていなかったかな。とにかく、犯人を変につついてウルシュ君とアリスちゃんが狙われても困る。でも今、監禁されている人達や、ギースが狙われ続けている事を考えると……知らないふりは出来ないと言うか、なんとかしたい気もすると言うか」

　だけど、居場所も存在も分かっていない誘拐犯を捕まえる為に、他の人達の協力を得ることは難しいのよね。

「どうにかしたくてもぉ、イザベラ、勝てそうにないんでしょ？　危ないよねぇ」

「うん。ゲームではＨＰ・ＭＰ共に、上限９９９までっていう制限があったっていうのもあるけど……カラーズコレクター、素早い上に、当たり判定が厳しいのよね」
















「当たり判定ってなに？」

「攻撃がもろに入っているかどうかっていう判定の事。命中率っていうのかな？」

　ラスボス並みの固さと攻撃力に、鬼畜シューティングゲームが組み合わさったかのような広範囲攻撃を仕掛けてくる、鬼仕様だったんだよ。こっちの攻撃は、バグ技使ってんのかっ!?　ってくらいに全然当たらないっていうのに、向こうの攻撃は画面いっぱいに広がって、当たる当たる。

　あいつ、本当に人間だったのかな？

　もしかしてゲームで語られていなかっただけで、ウルシュ君が疑っているように人外だったんじゃないか？

　ウルシュ君と二人並んで考え込む。

「……。あれっ？　攻略対象六人を仲間に、七人がかり？　攻略対象って三人じゃないのぉ？」

　急に声を上げて、ウルシュ君が頭をあげる。

　そういえば、私に関係のあるＶｅｒ．１の攻略対象しか、ウルシュ君に説明していなかった気がする。

「えーと。Ｖｅｒ．２とＶｅｒ．３で三人ずつ攻略対象が追加されるんだよねー。私には全く絡んでこないし接点無いから省いたけど」

　それぞれの攻略対象を、ある程度攻略してイベントをクリアしたら、次のＶｅｒに進める仕様なんだけど、その間に攻略対象が増えていくので、逆ハー狙うのは大変なんだ。

　九人の攻略対象をクリアしたら、隠しキャラが攻略出来ると聞いて、『もしかして隠しキャラはウルシュ君では？　ウルシュ君が攻略出来るかもっ!!』と頑張って九人攻略して隠しキャラを出したけど、ウルシュ君じゃなかった時のあの絶望感。

　メイン三人攻略する間にも、学年が上がるたびに攻略対象が三人ずつ追加され、それぞれの悪役令嬢やら、カラーズコレクターといった敵やらの相手もしないといけないので、本当に時間がかかったんだよね。

　もし、ヒロインが私と同じ転生者だったとしても、ゲームのように逆ハーするのは、まず無理だ。あれはゲームだから出来る事であって、現実でやろうとしたら、命と時間がいくつあっても足りない。

「と、いう具合でね。ゲームの攻略対象は最終的に合計十人なんだよ」

「ふーん。まぁ、同じ学園に通う人達相手に十股っていうのは、現実的じゃないよねぇ～。やっぱり、そんなにゲームシナリオを恐れる必要はないんじゃないかなぁ？　現実世界にゲームの設定がそこまで影響するとは、僕には思えないなぁ」

「う～ん。確かに今は、心配する気持ちは無くなってきたかも。十人のうち学院外の攻略対象もいるけど、ヒロインじゃない私には接点が本当に無いのよね。ただ、カラーズコレクターと戦うなら戦闘要員として必要だし、どうしよう」

　全く接点の無い悪役令嬢の私が、どうやってカラーズコレクター退治に攻略対象者を巻き込めば良いのか、全然分からない。

「その攻略対象達って、今何歳くらいかなぁ？」

　ウルシュ君の質問に首をひねって必死で記憶の底をあさる。

　学院で会うキャラは同年代だし、学院の外の攻略対象は……

「最年長で、現在二〇〇歳超えかな」

「……。間違いなくその人は人族じゃないねぇ」

　まぁ、そいつ隠しキャラだけどね。

　他の学院外の攻略対象は現時点で、十代そこそこだったかな？　いや、二十代もいたかな？　正直、ウルシュ君以外に興味がなかったから、うろ覚えだよ。

「その、二〇〇歳超えの人は、カラーズコレクターと戦ってくれそうなのぉ？」

「いや、全然。その攻略対象は、カラーズコレクター退治のメンバーじゃないんだよね。彼は他の攻略対象を全て攻略しないと会えないキャラなのよ」

「じゃあ、ゲーム通りに攻略対象とカラーズコレクターを倒す案は無しだねぇ。別のメンバーを組んで行こうかぁ」

　ウルシュ君はメモとペンを用意して、机の上に広げる。

「あれ？　ウルシュ君。カラーズコレクター退治に協力してくれるの？」

　基本的に、自分が興味の無い人や事象の事はどうでも良いタイプのウルシュ君が、前向きにカラーズコレクター退治の作戦を立てている。

　一体何がウルシュ君の興味を引いたんだろう？

「だって、イザベラが気にしているんだもん。あのメイドさんの時や、第二王子を連れて来た時もそうだけどぉ、イザベラってば誰かの事が心配になると、暴走するでしょ？　危ないからって止めさせても、イザベラは気になって仕方ないだろうからねぇ」

　なるほど、気になるとジッとしていられない私の為でしたか。

　この短期間で苦労かけたね、ごめんねウルシュ君。

「でも、カラーズコレクターは本当に強いし危険だから、この件に関してはウルシュ君を巻き込めないよ。正直、ウルシュ君を危険に近づけるくらいなら、知らなかった事にして、やり過ごす事も考えるよ？」

　別に私は、全てを愛し守る聖人っていう訳ではないんだから、いざとなったらギースを犠牲にする事も選択肢に入れるよ。

　一生後悔する事になるだろうけど、ウルシュ君の身の安全には代えられない。

「でも、そんな事すればイザベラは悩むし、罪悪感を覚えるでしょ？　僕はねぇ、幸せそうに笑うイザベラを好きになったの。伸び伸びと自由に駆け回るイザベラが好きなの。だから、誰だか知らない他人の為に気に病んだり、罪悪感に駆られてイザベラが思いっきり笑ったり自由に駆け回れなくなってしまうのは、嫌だなぁ」

　そう言うと、ウルシュ君はフニャリと笑って、私の前髪をグシャグシャとかき混ぜる。

「だからねぇ？　イザベラを悩ませる、異常な誘拐犯には……早々に退場して貰おうねぇ？」

　あぁ、噴出している黒いオーラというか気配で、言外に『この世から退場』って言っている感がストレートに伝わってくるよ。私を思いやってくれて嬉うれしいのだけど、それ以上にウルシュ君が黒くて複雑な気分。

　私も、ギースや攫さらわれた他の人を見捨てようとする悪人だから、人の事をとやかく言えないけど、今のウルシュ君はなんだか悪役っぽいわぁ。

　でも、ウルシュ君がいれば、カラーズコレクターを余裕で倒せそうな気がしてきたよ。心強い。素敵!!

「じゃあウルシュ君。まだ世間一般に知られていない、カラーズコレクターを倒すのに必要な人材は、どこから見つけたらいいかな？」

　そもそも、どんな名目で集めたら良いのかも分かんないんだけど。

「その辺りは僕に任せてぇ。大切なのは戦闘要員の数じゃなくて、戦う前から勝敗をつける為に、どこまで事前準備が出来るかだよぉ？」

　おぉ……ウルシュ君。なにか凄すごく頼もしい事言ってる。ただ、私には〝戦う前から勝敗をつける〟の意味が理解できない。

　話についていけてない私を置いて、ウルシュ君はメモに計画や必要な作業を書き込んでいく。

「カラーズコレクターが世間に認知されてない今が、逆にチャンスかもしれないねぇ。つまり彼の存在や目的を知っている僕達の事も、相手は知りようが無い訳だからぁ……これは動きやすいよぉ」

　確かに。世間に存在を認知されてしまったら、相手のガードも固くなるかもしれないけど、自分の存在がまだ知られていないと思っている今なら、隙があるかもしれない。

「まずは、監禁先の特定だねぇ。憲兵に保護されたっていう事だからぁ、憲兵の巡回している地域から半径三〇㎞圏内の、人の住すみ処かや建物が無く、野生動物や魔物が少なく、かつ、あまり手入れのされていない山か森がある地域。これだけで結構絞れるはずだからねぇ」

「え～と。それぞれの項目について、なぜそうなのか、質問しても良いかな？」

「良いよ～。まず、王都の中心都市から離れるほどに憲兵の巡回が無くなるのはなんとなく分かるよねぇ？　ギースがなんで意識喪失したのか分からないけどぉ、目が覚めた時には地下だった事や、憲兵に保護された事から考えて、王都の中心都市からそこまで離れていないと思うんだぁ。憲兵の巡回地域より外なら、保護するのは冒険者になっちゃうからねぇ。もし冒険者がギースを保護した場合は、冒険者ギルドを通して、そのまま冒険者が護衛しながら王都まで一直線だから、憲兵が介入するタイミングが無いんだよねぇ」

「じゃあ、半径三〇㎞圏内っていうのは？」

「僕なら、自分の現在位置が分からない状態で、誰かから逃げ隠れしながら知らない山を歩く事になったらぁ、一日かけてせいぜいそのくらいの距離が限度かなぁ？　って思っただけだよぉ。もしかしたらもっと距離があるかもしれないけど、普段から山歩きをした事のない貴族の子供なら、そのくらいで十分じゃないかなぁ？　裸足はだしだったみたいだし？」

　なるほど、さっきの話でそこまで読み取る事が出来るのか。ウルシュ君スゲェ!!

「あと、その山だか森だかに拠点を持つ犯人から逃げ隠れ出来るっていう事は、隠れる場所が多いって事だよねぇ。起伏があって、手入れされていない鬱うつ蒼そうとした感じの場所だと考えられるしぃ、裸足で歩いたら怪我けがをしていると思うけど、血の匂いにつられた魔物や野生動物に襲われなかった事を考えると、やっぱり場所が絞られるよねぇ。と、いう事で僕が考える監禁場所候補は、三ヵ所かなぁ？」

　今の時点で、既に三ヵ所まで絞っている!!　ウルシュ君パネェ!!

「凄いよっ!!　流石さすがウルシュ君!!　たったあれだけの情報で、そこまで絞り込めるなんて!!」

　手を握り心の限り誉ほめ讃たたえると、照れ笑いをしながらウルシュ君は謙遜する。

「そんな事ないよぉ。多分、ゲームでもギースが保護された後に、騎き士し団だんや憲兵も同じ事を考えて、捜査したと思うよぉ？」

「いやいや、実際に保護した場所から絞り込んでいくのとは、全然違うよ!!」

　王都周辺の山や森が、どれだけあると思っているんだ。

　今の話だけで、三ヵ所に絞るって本当に凄いよ。高スペックすぎるよ。

「まぁ、監禁場所の特定は僕に任せて貰うとしてぇ……いざとなったときに犯人と戦えるように、戦闘訓練はしておいた方が良いねぇ」

　そうだよね、戦闘前に勝敗をつけるだけの下準備をしておくといっても、いざ戦闘になったときに瞬殺されるようじゃ、元も子もないもんね。

「具体的に、私はどんな戦闘訓練をしておいたら良いかな？」

「物理攻撃の練習だねぇ。たぶん話を聞いた感じだと、魔法攻撃は悪手だよぉ。これはあくまで僕の予想だけど、被っている豚の皮は、呪術系のアイテムじゃないかなぁ？　かなり高度な呪術具で、中々手に入らない代物だけど」

　そう言いながら、ウルシュ君はメモに豚の顔のイラストを落書きする。丸っこくて可愛かわいい豚だ。

「あれ呪術系のアイテムだったんだ。私はてっきり、カラーズコレクターが趣味で被っているのかと思ってたよ」

「呪術系アイテムっていうのは、あくまで僕の予想だけどねぇ。でも、本当に呪術アイテムだったとしても、豚の頭の皮を被るのは、ちょっとおかしいよねぇ。僕だったら被るの嫌だなぁ」

　ウルシュ君は豚の頭に人間の身体からだを描き足す。可愛い豚の頭に九頭身モデル体型の体を持つキャラクターのイラストが完成した。顔は可愛いけど、精神的に不安を煽あおるような、なにか不気味な絵だ。

「カラーズコレクターに攻撃が当たらないって言っていたけどぉ、ちゃんと当たってたんじゃないかなぁ？　もし豚の頭の皮が僕の知っている呪術具なら、受けた攻撃魔法の七割を吸収して自分のＭＰやＨＰを回復させる物なんだよねぇ。しかも、吸収したＭＰで放った攻撃は、そのＭＰの元々の持ち主だった相手に戻っていくかのように直撃するんだよねぇ」

「そうなの!?　だから攻撃魔法が当たっている筈なのに全然ＨＰ削れないし、広範囲の攻撃魔法をバンバン撃ってくるんだ!!　倒せない筈だよ……」

　カラーズコレクターの当たり判定の低さのカラクリに脱力し、テーブルに頭を打ち付けるようにして突っ伏す。その私の背中をウルシュ君が撫なでてくれる。

「ウルシュ君、実はカラーズコレクターへの対抗メンバーは七人中、五人が魔術メインだったんだよ。残りの二人も剣が使えるタイプの魔術師だからね」

「あはは～。そりゃ倒せないよねぇ～。なんでそんな偏ったメンバー編成したのぉ？」

「そもそもゲームの登場人物が魔術学院の生徒だし、カラーズコレクターの広範囲攻撃っていうのが、鬼畜シューティングゲーム並の弾幕で、画面が見えなくなるレベルだったんだよね。接近が出来ないから魔法による遠距離攻撃しか攻撃方法が無かったのよ」

　なるほど、カラーズコレクターの一番効率の良い倒し方は、魔術師メンバーを補佐に回して、ブライアンに特攻させれば良かったのか。

「よく分からない単語が多くて、話を正しく理解できているか不安だけどぉ、つまり魔法を使わずに遠距離攻撃を仕掛けて、広範囲攻撃をかわしながら接近する練習が必要な相手って事だねぇ」

　どんな練習をすれば良いだろう？

　ウルシュ君と頭をひねっていると、山小屋の戸が開きアリスちゃんが帰ってきた。

「ふえぇ。矢は爆発しないからつまらないですぅ。ベラちゃん、爆発する矢は持っていませんかぁ？」

「あ」

　思わずアリスちゃんを指さす私に、アリスちゃんは首をかしげる。

「ふぇ？」

　そうだ、アリスちゃんがいたっ!!

　攻撃方法は広範囲爆撃が主で、超加速が使いこなせれば素早く動けるし、子供だから的が小さく、こちらからの攻撃が当たりにくい。「広範囲攻撃」で「接近困難」「速い」「当たりにくい」と、もろに戦闘スタイルが、カラーズコレクターと被っている!!

　その事に気付いた私は、アリスちゃんに駆け寄り手を握ると、キョトンとしているアリスちゃんに、そのまま交渉を始める。

「私の所持している爆撃アイテムの半分をあげるから、私の戦闘訓練に付き合って!!」

　とたんにアリスちゃんの表情が、ぱぁっ！　と明るくなった。

「ふえぇぇぇぇ♡　本当ですかぁ!?　ちなみに半分ってどのくらいですの!?」

　ほっぺをほんのりピンク色に染めテカテカしたアリスちゃんは、軽くピョンピョンしながら、ちゃっかり量の確認をしてくる。

「王都くらいの広さなら、更地に出来るくら……」

「わあっ!!　素敵ですわっ!!　是非、戦闘訓練のお手伝いをさせて下さいっ!!」

　言い終わる前に、被かぶせるようにして返事をしてくるアリスちゃん。そんなに爆撃が好きか。

　ウルシュ君はスネイブル商会と連絡を取ったり、創りたいものがあると言うので山小屋に置いて行く事にして、爆撃アイテムを貰もらってホクホク顔のアリスちゃんと一緒に山へと向かう。

　マーキスさんが弓矢を教えてくれているという山中の開けた場所へと向かう途中、ティーポットとティーカップを持たされたマリーちゃんが、ポールさんと岩の上をピョンピョンと飛び跳ねながら移動している姿が遠目に見えた。

　着地のたびに、ティーソーサーの上で踊るティーカップと零こぼれるお茶にアワアワしながら、マリーちゃんは足場になりそうな岩に飛び乗り、岩場を登って行く。

　……何をやってるんだろう。岩場を移動するなら、ティーポットとティーカップ置けばいいのに。

　きっと修業の一環なのだろうけど、目指す先が分からない。どう進化を遂げたいんだ。

　疑問に思いながらも、必死に岩場を跳び越えているマリーちゃんの邪魔をするのは良くないかと、声はかけずに先を急ぐことにした。

　マーキスさんの元に辿たどり着つくと、てっきり矢を的に射る練習をしているものだと思っていた王子は、地面にしゃがみ込んで、地面に置いた矢に両手をかざしながら唸うなっていた。

　……何をやってるんだろう。弓も持たずに矢に手をかざしている姿を呆ぼう然ぜんと眺める。

　きっと修業の一環なのだろうけど、目指す先が見えない。これ、この世界的にはよくある修業の光景なんだろうか。まだまだこの世界には、私の知らない事が多すぎる。

　そんな中、山中の広場で爆撃アイテムを搭載されたアリスちゃんと戦闘訓練を始めた私達は、マーキスさんから『山火事になる』と怒られ、山から追い出されてしまった。

　仕方がないので平原まで降りた私達は、時々様子を見にくるマーキスさんに助言を貰いながら、通りがかる商隊や旅人達を見物客に、戦闘訓練を重ねていった。

　だけど正直、どれだけ戦闘訓練を重ねても、広範囲による派手な爆撃を主戦力とするアリスちゃんと、とにかく力技でゴリ押しするタイプの私では、大きな成長が見えない。矯正しようと奮闘するマーキスさんに、頭を抱えさせる有り様だった。ごめんね、マーキスさん。

　そういえば私、どんなゲームでも『レベルを上げて物理で殴る』方式でゴリ押しするタイプだった。計算とかでけへんねん。

　平原での戦闘訓練とマーキスさん達による山の中での訓練を繰り返しながら、あっという間に十日ほど経たった。

　マリーちゃんは、ＭＰ：１しか無かったのが、今ではＭＰ：７まで上がっているらしい。たった７かよとか思ってはいけない。普通は１しかないＭＰはどんなに訓練しても上がる事は無いらしい。ゲームアイテムのチート感がヤバい。

　そんな山小屋での生活にもすっかり慣れ、お風呂の順番待ちの間ウルシュ君と山小屋の屋根の上に並んで腰かける。ここに来てから雨が降らない限り、こうして屋根の上でお月見しながら、ウルシュ君とお喋しやべりするのが日課になっていた。

「ウルシュ君、商会の人から何か報告はあった？」

　あのギース誘拐シナリオを話した後、ウルシュ君は自分が動けない代わりに、スネイブル商会の情報収集担当に、過去の誘拐事件や行方不明事件について調べて貰っているらしい。

　それ、商会の職員がやる事じゃない気がするんだけど。情報収集担当の職員がいるってどういう事だ。最近よく分かんないよ、スネイブル商会。

「う[image: ][image: ]ん。それがねぇ、関係がありそうな怪しい情報がいくつか見つかったんだけどぉ、多分、それぞれ別件っぽいんだよねぇ。こじつければ繫つながりそうな気もするけどぉ」

「それぞれ別件？」

「そう。誘拐事件や行方不明は、治安が比較的良い王都でも、そこそこの件数があるんだぁ。髪色が珍しい子供を欲しがる人って一定数いるんだよねぇ。養子に自分や配偶者と同じ髪色の子が欲しいっていうのから、マニアな変質者まで」

　珍しい髪の色って需要があるのか。そういえばゲームでイザベラが、ヒロインを闇の奴隷オークションで売り払おうとした場面があったけど、ヒロインの髪はピンク色だから需要があったんだろうな。

「そこで、イザベラに確認したいんだけどぉ。カラーズコレクターは単独犯？　それと本当に男の人だった？」

「へ？　えぇ～と。捕まると血を吐いて死んでしまう実行犯がいるのは分かっているけど、それ以外に共犯者がいるかどうかは分からないかな。性別に関しては、豚の頭の皮を被っていたからはっきりしないけど、身長が女性とは思えない高さだし、体格もよかったし、男性の文官風の衣装だったから男だと思う」

　でも、よく考えたら、一人で十二人の見張りや世話って難しい気がするかな。共犯者がいたのかもしれない。

「ふ～ん。そっかぁ……分かった。ここから戻ったら、他の手掛かりからも探ってみる事にするよぉ」

「えっと、危険な事はしないでね？」

「わかったぁ。あと、良ければゲームに出てくる他の登場人物についても話を聞かせて貰いたいんだけど、良いかなぁ？」

「もちろんだよ。どんなキャラが良いとか、希望はある？」

「そうだねぇ。イザベラに関係ありそうな人物で、攻略対象以外かなぁ。出来れば珍しい髪色で」

　私に関係あるキャラか。だったらＶｅｒ．１に限られるかな？　攻略対象じゃないならライバルキャラで、イザベラに関係あるとすれば、第二王子関係。

「それなら、第二王子ルートのライバルキャラ。双子のメイド『メリー』と『アン』かな」

「……ふーん。双子ねぇ？　その子達の話が聞きたいなぁ。どんな子達？」

「第二王子のルートでのライバルキャラは、私含めて四人なんだけど、そのうちの二人は双子のメイドでね？　王子の親衛隊みたいな感じで、メイドっていうより護衛って感じなんだけど」

「うん」

「その二人はヒロインだけじゃなくて、イザベラに対しても、王子に接近する者には全方位に向かって攻撃するタイプでね？　その双子の妹の方が、〝アン〟っていうんだ。性格がアリスちゃんと似ていて可愛いんだよね～」

「似ているっていうのは、ゲームの妖艶系アマリリス嬢の方？　それとも今のアマリリス嬢の方？」

「あぁ！　今のアリスちゃんの方ね。だから、アリスちゃんがこのまま大きくなったら、アンとは気が合うんじゃないかと思うのよね」

　お茶会の時、魔術師団長の子息のギースとウルシュ君が、若干キャラ被りしているんじゃないか説が私の中で浮上していたけど、むしろ、今のアリスちゃんとメイドのアンの方が、キャラ被りしているわ。

「双子の、もう一人のメイドの方は？」

「もう一人のメイドは姉の〝メリー〟。この子は軍人っぽいのよねぇ。ウルシュ君も知ってそうな人で喩たとえるなら……ダイモン兄様に似てるかな」

「え!?　ダイモン兄様似のメイド!?」

　驚きの声を上げたウルシュ君がこちらを二度見する。焦りすぎだよ!!　きっと、多分、ウルシュ君は見た目的な感じで想像している。

「ちょっ、見た目じゃないからね!?　中身だからね！　あんな屈強なメイドいたら嫌だからっ!!」

　一瞬、あの大男のダイモン兄様がメイド服着てる姿を想像しちゃったじゃない。

「あ、あぁ……。中身ねぇ。そうだよねぇ。……でも中身って言われても想像つかないやぁ～」

「え、え～と。学院でふざけて第二王子に迷惑をかけた男子生徒とかを、アイアンクローして、そのまま頭を片手で摑つかんだまま引っ張っていくような子です」

「……それって、やっぱり屈強なメイドじゃないかなぁ」

　確かに。言われてみれば、屈強なメイドだ。

　でも見た目は可愛いのよ？　橙だいだい色の髪の毛を二つのお団子にして、姉のメリーが上に、妹のアンが下につけてるのだ。

　でも、アリスちゃん似のメイドの〝アン〟に、ダイモン兄様似のメイドの〝メリー〟。

　この第二王子の護衛のようなメイドの二人は、王子がスキルを使いこなせるようになって、塔に幽閉される未来が消えたとしたら、どうなるんだろう？

　第二王子の婚約者が悪役令嬢のイザベラじゃなく、例えば、アリスちゃんになったら。それでも、第二王子付きの専属メイドとして双子は雇われるんだろうか？





◆◇◆◇◆






　その夜、イザベラ達が寝付いた頃。深夜。

　王都の運河に沿って建つ船舶倉庫の一つ、その地下室に、男達が集まっていた。

　年齢は下は二十代半ばから、上は六十代後半だろうか。

　中にはマントのフードを深く被った者や、マスクを付け顔を隠した者など、実際の年齢や人種が分からない者も多い。

　地下室の中央では、丸テーブルを五人の男が囲み、それ以外の男達は壁にもたれて立っているか、無造作に置かれた箱やソファ等に座っていた。

「……今月末に予定していた、奴隷オークションは中止だ」

　丸テーブルを囲んでいる男の一人が、低く不機嫌そうな声で告げる。

「王都、東区内五ヵ所のアジトに運び込んだ、選えりすぐりの奴隷達が、全て騎き士し団だんに奪われましたからねぇ。オークションどころではありませんよ」

「それどころか、芋づる式にメンバーや協力者が捕縛されるときた。関係者名簿も奴らの手に渡り、既にこの国の王都支部は半壊だ」

「半壊だなんて、強がりはよせよ。関係者の三分の二が既に押さえられてんだ。壊滅状態だよ」

　重たい空気が地下室を支配する。

　誰からともなく、苛いら立だちを含む呟つぶやきが漏れた。

「なんで、あの日に限ってあんな騒ぎが……」

　今月末に、王都で行われる闇の奴隷オークションの為に各地から誘拐や買い取りで集めて来た商品達、その中でも特に高値で取引できそうな商品を、先日、運河や陸路を使い、秘密裏に王都に運び込む事に成功していた。

　商品全員をまとめて収容するのはリスクが大きい為、オークション当日まで商業施設や鉄工所の倉庫が多くある東区内、五ヵ所のアジトに分けて商品を収容する手て筈はずになっていた。

　だが、商品を移動させる当日、問題が起きた。

　王都、東区内を昼から深夜にかけて、王国軍の獣人ライカンスロープ部隊、騎士団に近この衛え騎士団、騎馬部隊、果ては多くの冒険者達が縦横無尽に走り回る騒ぎになったのだ。とある公爵令嬢を追いかけて、だ。

「くそっ！　獣人部隊は特に鼻が利くからな、あんな連中に街中嗅ぎ回られたら、たまったもんじゃねぇよっ！」

「そもそも、なぜ、商品を日中から運ぼうとしたんだ。人目に付きすぎるだろう？」

「それが、騎士団が何か情報を摑んでいたみたいでな、忌々しい事に深夜から明け方にかけて、憲兵と衛兵の見回りが強化されてたんだ。あの時期、深夜に荷馬車なんか走らせたら、辿り着くまでに五回は止められて、荷物検査を受ける羽目になる」

「それでも、五ヵ所全てが押さえられるのは、防ぎようが無かったのか？」

「一部の馬鹿が、やらかしちまったんだよ」

　街中を騎馬部隊や獣人部隊が走り回る原因となった公爵令嬢を捕まえて、早急に事態を収束させようと動いた者達の中で、愚かにも〝捕まえられないなら、どさくさに紛れて殺してしまえば手っ取り早い〟と考え、行動した者達がいた。

　確かにあの騒動の中、どさくさに紛れて公爵令嬢を殺し、犯人として誰かを突き出してしまえば、そこで事件解決。それ以上、街中を騎士や獣人部隊が走り回る事はなかっただろう。

　だが、件くだんの公爵令嬢は、簡単に殺されるようなタマではなかった。まず、刺し殺そうにも動きが速すぎて、接近する事はもとより、追いつく事すら出来ない。切りつけようとすれば、建物の壁面を駆け登り、手の届かない所へと行ってしまう。魔法も避よける。放たれた矢は全て叩たたき落おとす。どさくさに紛れて殺すつもりがムキになり、本来の目的を忘れ、なりふり構わなくなった者達が出てきた。そしてその結果、同じく公爵令嬢を追いかけていた騎士や、冒険者達に気付かれる事になってしまったのだ。

　当然騎士達は、公爵令嬢の命を狙っている者達の、正体や目的を追いかけ始める。

「最悪なのが、たまたまあの場に、冒険者パーティー〝架空の騎士団ペルソナナイツ〟のリーダーがいた事だ」

「あの、男装した仮面の女共のリーダーか。王宮で大人しくしていれば良いものを」

「下手に、騎士団を動かす権限を持っているから厄介だな」

「なんでまた、リーダーの〝深紅の役者クリムゾンペルソナ〟が街中に？　今となっては、そうホイホイと出て来れる立場じゃないだろう？」

「これはあくまで噂うわさだが、騎士団から公爵令嬢の身体能力の高さを聞きつけて、〝架空の騎士団ペルソナナイツ〟の次世代メンバーに、と様子を見に来たとか」

「多分、それだな」

「あの女が公爵令嬢を逃がしながら、殺やる為に追い駆けていった馬鹿共をおびき寄せて、道を封鎖して取り押さえやがった」

　あの壮大な鬼ごっこは、途中より、方向性が分かれていたのだ。

　公爵令嬢を追いかける騎士達、冒険者達。

　公爵令嬢を亡き者にしようと追いかける者達。

　公爵令嬢の命を狙う者達を追いかける騎士達。

　公爵令嬢の命を狙う者達から、公爵令嬢を逃がそうとする冒険者達。

「騎士団に引き渡された馬鹿の内の一人が、商品の輸送についてゲロッたんだよ」

「その結果が、部隊の追加投入さ。さらにはマジックアイテムの最大手のスネイブル商会まで巻き込んで、街中で野外放電灯を打ち上げやがった。おかげで裏通りという裏通り、深夜だというのに真っ昼間みてぇに照らされちまったよ。その上、野次馬の住民が大通りを占拠してるしよぉ。あれじゃ、商品の移動も出来やしねぇ」

　そうして、住民の眼めが公爵令嬢と、追いかける騎士団に惹ひきつけられている間に、別働部隊がアジト五ヵ所を制圧し、囚われていた者達を保護したのである。その際、重要書類や関係者名簿も押収され、その後、数日間で多くの関係者が捕縛される事となった。

「スネイブル商会はなぁ……。あそこの商品には世話になっているが、商会自体は色々と邪魔なんだよなぁ。どうにかなんねぇのか？　あそこ」

「スネイブル商会……あの魔女の店か。あの女は厄介だから、極力敵に回したくない。雇われている従業員連中も不気味な上に、変に統制がとれていて気味が悪い」

「この国、厄介な女ばかりじゃねぇか……」

「やはり、王族や王宮内部の深い所に、協力者や仲間を潜ませるべきだ」

「王宮内に潜入している者は、今回の件で殆ほとんどが捕まったから補充が必要だが、それ以上に、それなりに王宮内での権限を持った役職の者を引き入れたい」

　それに対して、部屋のあちこちで相談や、話し合いが始まった。

　しばらく、ざわついていた部屋の中だったが、ある者の発言によって静まり返る。

「そういえば、今代の〝取り替え子チエンジリング〟はどうした？　そろそろ育った頃じゃないか？」

「はい、現在〝取り替え子チエンジリング〟は十二歳になりました」

「第一王子と第二王子の間くらいの年頃か……。確か今代は女児だったか？」

「はい、女児で双子です」

「双子？　……どちらに能力が備わっている？」

「一卵性の双子ですので、どちらにも能力が備わっています」

　その報告に、周囲がざわめく。

「〝取り替え子チエンジリング〟が二人だとっ!?」

　中央の丸テーブルを囲んだ男達はしばらく話し合うと、指示を出した。

「その双子を、すぐに王都に連れてきなさい」

「既に、王都に運んできた。新しいアジトの一つに囲っている」

「第一王子は既に、同盟国であるサウザード国の王女との婚約が決まっている。サウザード国のハレムは侵入困難だから、取り替えは不可能だ。狙うは第二王子。第二王子の婚約者が決まればすぐにその者と、そして予備として第一王子の側妃か、第二王子の婚約者候補になりえそうな令嬢、特に家格が高い家の娘と取り替えよう。たとえ王子妃となれなくとも、それなりの家の娘なら、上級貴族へと嫁に行くだろう。そこから繫つながりを作っていけばいい」

「今一番権力がある家の娘で、王子達と年が近いのは、件の公爵令嬢ですが」

「あれは駄目だ。取り替える為には、〝取り替え子チエンジリング〟よりも相手のＨＰとＭＰが低くなければならない。〝取り替え子チエンジリング〟よりも低くなるまでＨＰ・ＭＰを削れば取り替えられなくもないが、そもそも、あの娘のＨＰ・ＭＰが簡単に削れるようであれば、今回みたいな事態にはなっていない」

「あの娘、回復薬ポーシヨンも使わずに半日も騎士団や冒険者、そして我々から逃げおおせたからな。一体、なんなんだアレは」

　あの騒ぎを実際に見た者達の中で、ひそひそと会話が始まる。一部の者は、遠い目をしていた。

「しかもアレは、スネイブル家フアフニールが目を付けている。既に、あそこの次男坊の婚約者だ。王子の婚約者候補から外れているだろう」

「ますます手が出しにくくなるな、スネイブル商会は……」

「今は、スネイブル商会の事は置いとけ」

「では、誰だ。どこの娘が一番取り替えやすい」

「次に、第二王子の婚約者になれそうなのは、ブルネスト侯爵家の次女。アマリリス・エリー・ブルネストですかな？」

「ふむ。では、これからブルネスト家の次女についての情報収集を始めよう。取り替えた時に違和感が無い程度に、〝取り替え子チエンジリング〟に教育と知識を教え込まねばならないからな。更に急ぎで、もう一人の取り替えるべき候補者を見繕おう。子供のうちに取り替えていた方が、後々気付かれにくいからな」

　これで、ひとまずは話が終わったと場の空気が緩み始める。立ち上がり、早々に帰り支度を始める者も現れた。緩んだ空気を引き締めるように、咳せきばらいをした男が宣言する。

「では、これにて闇ギルドの緊急会議を終わる。次回の開催期日はそれぞれいつもの方法で知らせる。次回の開催場所もその時に。では解散」








第二話









　ウルシュ君が平原に防御壁を張る。聖属性魔法のシールドと結界系マジックアイテムを組み合わせた、混合型二重構造だ。

　戦闘訓練を始めた当初は一時間で壊れていた防御壁だったが、日に日に強固に改良されていき、ウルシュ君いわく、今日の防御壁なら理論上、ドラゴンブレス五発分の攻撃に耐えられるそうだ。

　ウルシュ君、簡単に言ってるけど、それ、商人の領域じゃないよ。

「はい。直径一〇㎞で防御壁、張り終わったよぉ。そっちは準備出来たぁ？」

　広い平原のど真ん中に、蔦つた模様のような幾何学模様のような、ドーム型の蒼あお白じろい光の檻おりが出来ている。

　その外側から手を振るウルシュ君に、内側から手を振り返す。

「ウルシュ君お疲れ様～。こっちは大丈夫だよ！　身体強化も万全だし、防御アイテムもフル装備済み。では!!　アリスちゃん、第二王子、始めていいよ[image: ][image: ]っ!!」

「はーい。ベラちゃんっ!!　それではっ、行っきまっすよ～っ!!」

「……いくよー……」

　同じくドームの内側にいるアリスちゃんが遠くで大きく手を振り、第二王子は弓を構える。

　はじめの頃はアリスちゃんと二人で行っていた戦闘訓練だったが、そのうち第二王子も参加するようになった。第二王子を爆撃に巻き込んで死なせるわけにはいかないので、彼は色んな作用のあるアイテムを、悪趣味な成金みたいにジャラジャラと重ね付けさせられている。

　その装備品の中に、ガチャの『ＳＳレア』である『反はん魂ごんの首飾り』がある。コレを着けていると、死亡もしくは即死攻撃を受けても一瞬で完全復活出来る、使い切りアイテムだ。

　ゲームだとその効果を聞いても『ふーん』みたいな反応だけど、現実世界で存在しちゃうと、ちょっと恐ろしいものがあるよね。ウルシュ君ですらその首飾りを見て、顔を引きつらせていた。

　本当にゲームのウルシュ君何者やねん。十五歳かそこらで完成させて良い代物じゃないよ。

　そのアイテムの効果・作用どころか、所持している事すら他言しない方が良いと言うウルシュ君の忠告に従い、第二王子には『超凄すごい治癒アイテム』と言って装備させた。……五本。

　そう、初日に五本重ね付けで装備させたのだ。しかし、どういう事か、今は三本しか第二王子の首に残っていない。

　いや、本当はどういう事かは分かっている。第二王子はアリスちゃんの広範囲爆撃に、これまで二回巻き込まれて即死しているのだ。

　内容としては、アリスちゃんの爆撃によって、ヒビの入った防御壁を内側から修理しようと走り回っていたウルシュ君が、視界が悪いせいか第二王子とすれ違いざまに衝突し、そのまま第二王子が転倒。そこに偶然アリスちゃんの爆撃弾が第二王子に直撃し即死。『反魂の首飾り』が発動される、というのが一回。ちなみにウルシュ君は無傷。その日から内側からの防御壁の補修を禁止した。

　もう一つは、ジャラジャラと付けさせた物理攻撃耐性のアイテムが、爆撃弾の流れ弾によって、ことごとく破壊されて無くなり、とうとう爆撃弾の衝撃波に巻き込まれ吹っ飛び、全身を強く打って即死。『反魂の首飾り』が発動される。というのが一回、合計二回。

　念には念を入れてっていう感じで、保険のつもりで付けさせてたんだけど、まさか、本当に戦闘訓練で第二王子が死ぬとは思わなかった……。それも二回。

　流石さすがのアリスちゃんも、第二王子が加わったら控えめになると思っていたんだけど、『爆撃狂ボマー』の称号はダテじゃないわ。開始直後のアリスちゃんは落ち着いているんだけど、途中からテンション上がって第二王子のいる位置を忘れて爆撃する。

　アリスちゃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん!!　君っ!!　好きな男の子、二回爆撃してるからねっ!!

　でも、一度死亡して復活する際に、第二王子のステータスが爆上がりするから、ある意味アリスちゃん自分の首を絞めているのよね。そして、レベルが爆上がりし、爆撃に慣れた今の第二王子、結構厄介だったりする。

　爆撃と飛び散る石いし礫つぶて、舞い上がる粉ふん塵じんなどをアクロバティックな宙返りで軽々と回避しながら、スナイパーのように確実に狙って矢を放ってくる。

　二ｍ近くの高さを軽々宙返りしながら矢を放つ王子（七）ってなんだ。出てくるゲーム間違えてるだろ。

　しかも矢に風魔法を乗せているのか、どんなに逃げても避よけても、矢が追尾ミサイルのように追って来るんだ。修業中に矢に向かって手をかざしていたのは、この魔法を付与させる為ためか。

　第二王子ってば、大罪王スキルの操作訓練の為に弓矢を習い始めたっていう本来の目的忘れてない？

　弓矢自体をそんなに極めてどうする。どこへ向かっているんだ、君は。

　そんなこんなで戦闘訓練により、意図せぬ形で四人全員がレベルとステータスを爆上げして、三週間経たった頃、急に第二王子が王都に帰らなければいけなくなった為、今回の山小屋合宿最後の戦闘訓練が始まった。

　第二王子を迎えに来ている、護衛の近この衛え騎士と騎士達と……王妃達に見守られて。

　なぜ、急に第二王子が王宮に帰らなくてはいけなくなったかと言うと、例のギース誘拐未遂事件が深刻化した事が原因らしい。

　お茶会での誘拐未遂事件直後も、第二王子が王宮から出ている事を知っている一部の者から、早急に王子を城へと戻すべきだという声が上がっていたそうだ。

　しかしギースが誘拐されかけた場所が王宮である事により、誘拐を手引きした人間が王宮内に潜んでいる筈はずだと主張する王妃によって、第二王子を王宮へ戻す事は見送られていた。

　だが、二日前にアンダーウッド伯爵家のお茶会に参加したギースが、アンダーウッド伯爵家の敷地内から行方不明となる事件が起きたため、再び第二王子を連れ戻そうという声が上がったのだ。

　私が悠長に構えている間に、ゲームのシナリオ通りにギースの誘拐が起きてしまった。

　でも正直、私だけが悪い訳じゃないと思っている。

　そりゃ確かに事件が起こる事を知っていて、悠長に構えて放置していた私も悪いよ。だけどギースの家もさ、誘拐未遂に遭ったばかりの息子を、騎き士し団だん長の家のお茶会だからってホイホイと出し過ぎだと思うの。

　まだ誘拐犯捕まってないんだぜ？　黒幕どころか、動機や目的も不明な状態なんだぜ？

　もっと警戒しろよっ!!　もっと過保護になれよっ!!

　その話を聞いた時に思わず、トーランド家の警戒心の無さを指摘してしまったのだが、なんでもギース本人がどうしても行きたがったらしい。

　そのお茶会はかなり前から予定されていたもので、王都で現在大人気の画家や人形師を招き、新作を持ち込んでの小規模の個展を兼ねていたそうだ。その招かれている画家の一人が無名の頃に、ギースが大切に持っている植物や昆虫の図鑑の絵を描いていたのだと。普段全くと言っていいほど我わが儘ままを言わないギースの望みをかなえようと、ギースの父親が許可を出してしまったのだという。

　その結果が、二度目のギースの誘拐事件だ。しかも今回は未遂ではなく、未いまだギースの行方が分かっていない。

　とにかくそういった事情で、流石さすがの王妃も周囲の心配する声を抑えきれなくなり、護衛の騎士達を大勢つれて第二王子を迎えにきたという訳だ。

　話は分かったけど、王妃自ら迎えにくるのはどうかと思う。誰か止めろよ。この国の最高権力者の嫁だぞ？

　今朝、戦闘訓練の為に平原へ向かおうと準備していると、ぞろっと近衛騎士と騎士を率いて王妃が山小屋に現れた時には、本当にどうしようかと思ったよ。

　ぶっちゃけ、第二王子を二回も爆死させたりと、安全に過ごさせていたとは言えないからね。

　一体なぜココに彼らが来たのか事情が分からなくて、王子爆殺がバレたのかと内心冷や汗ものだった。

　結局それは杞き憂ゆうで、第二王子が城に戻るという話を聞き、その日の戦闘訓練は取とり止やめようとしたのだけど、帰る前に王妃が是非戦闘訓練を見学したいと言ったので、急きゆう遽きよ平原に王妃の観覧用のテントが設置された。

　私は、アリスちゃんと対たい峙じしながらチラリと横目でテントの方を窺うかがう。護衛に囲まれた王妃は面白がっているような表情でウルシュ君の創った防御壁を眺めていた。

「ですとろーいっ!!」

　アリスちゃんの掛け声と共に、直径一〇㎞の防御壁の内側上方に五〇個の、淡く薄紅色に輝く、茎の無い花が浮かぶ。

　アリスちゃんの生み出した爆撃魔法の一つ、『浮ふ遊ゆう爆ばく華か』。

　花が開くまでに十三秒。花が開くと一分間、回転しながら爆華弾を放出し続ける。この『浮遊爆華』の爆撃自体はそこまでの威力はないとはいえ、当たれば痛いし、土が舞い上がり視界が悪くなる。

　ちなみに訓練の一環として、私だけ『視界クリアゴーグル』は着けていない。

　花が開くまでの十三秒の間に、どれだけの花を壊せるかで視界の確保状況が変わる。

「桜おう花か五ご連れん閃せん光こうっ!!」

　上空の花に向かって剣技を放つ。今回手にしているのは、Ｖｅｒ．２に登場する、東方から留学してきた攻略対象のイベントで出現する、アイテムガチャの『Ｓレア』。日本刀によく似た『桜おう花か風ふう月げつ』。ってかこれ日本刀だろ。

　見る角度によって刀身に桜と風と月の模様が浮き上がる人気アイテム。私もお気に入り。

　このアイテムをガチャで出すと、セットで剣技の『一いつ閃せん』と『桜花五連閃光』を手に入れることが出来る。ちなみに『桜花風月』は交換出来るけど、剣技は交換不可。つまり、剣技が欲しければガチャぶん回して、自力で『Ｓレア』である『桜花風月』をゲットしなければいけない。運営、商魂たくましいな。

　巨大ナイフより『桜花風月』の方が剣技を放つには良いので、最近はこればかり使っている。

　残り時間三秒で三〇以上の『浮遊爆華』を叩たたき壊こわす。残りの二〇は放置で。だって全然関係無いくらい凄く遠い位置にあるんだもん。コレはアリスちゃんの悪い癖。広範囲爆撃は良いけど、敵のいない所まで広く爆撃するのはＭＰの無駄撃ちだよね。

　それに、私が放っておいても第二王子が練習がてら矢で打ち落とすからね。私は痛いだけで済むけど、第二王子は当たると大怪我けがするから慎重になる様子。慎重なのは良いことだと思う。

「ですとろーいっ!!」

　次はなんだと花を見上げていた視線を戻すと、直径一〇㎞の防御壁内側の地面〝一面〟に膨大な数の魔法陣で出来た絨じゆう毯たんが広がる。

　コレは『爆ばく華か野の』いわゆる地雷型の爆撃魔法だ。この絨毯を踏むと魔法陣が爆発し、吹き飛ぶ。私は平気だけど、第二王子は大怪我です。一般人なら即死。

　十三秒で直径一〇㎞を埋め尽くすほど用意できるようになるなんて、アリスちゃん驚きの成長したね……。最近、若者の人間離れが深刻だと思うの。ただ、これもアリスちゃんの悪い癖なんだけど、子供二人狙うのに一〇㎞全部を魔法陣で埋め尽くす必要ないよね!?

「無駄が多いっ!!」

　そうっ!!　無駄が多いっ……って今の声、誰？

　声のした方に視線を向けると、王妃様が仁王立ちしていた。

「派手さを求めず、最小威力で確実に殺やれっ!!　じゃなくてだな……お殺やりなさいっ!!」

　王妃様、丁寧に言い直したのは分かるけど、お殺りなさいってなんだ。

　そもそもこれ、戦闘『訓練』だから殺っちゃ駄目だよ。あの人完全に『Ａ級冒険者』としてではなく『王妃』としてこの場に来ている事、忘れてる。

　まぁ発言内容の前半は、激しく同意。

　最小威力で一撃必殺。地味だが強い。それこそ奥義。

　そんな荒ぶっている王妃をガン無視で、第二王子は『爆華野』に矢を撃ち込み誤爆させては、着々と自分の行動範囲を広げて足場を確保し、淡々と矢を放っていく。

　って、あれ？　矢が消え……。

「どわぁっ!!　危なっ!!」

　自分に向かってきた見えない矢を、慌てて『桜花風月』で叩たたき落おとす。

「光学迷彩っ!?」

　消える魔球……じゃなくて消える魔〝矢〟の正体は光学迷彩にあり……。

　第二王子……矢に『風魔法』だけじゃなく『水魔法』と『光魔法』を組み合わせて光学迷彩を創り出しおったっ!!　矢を水で覆って、光を屈曲させて矢を隠す。君は斜め上の進化を遂げていくね。

　そして、派手さを求めず、最小威力で確実に殺りにきてるよね。暗殺者かっ!!

　それ、一般的な王子キャラの戦い方じゃないですからっ!!

　ただ、まだ『光魔法』の精密操作が出来てないせいで、若干チカチカ光っているから矢が来ているのが分かっちゃうんだよね。これが上手に矢を消せるようになったら、末恐ろしい物があるわ。

　アリスちゃんと第二王子の二人を足して、二で割れば……うん。どちらにしても正義の味方っぽくないな。誰かどこかで二人の軌道修正をお願いしたい。っていうか丸投げしたい。私には無理だコレ。どうしてこうなったんだろう？　私の所為せいでもあると思うけど、全ての原因が私にあるとも思えないんだ。

　私が矢を全て叩たたき落とすと同時に、第二王子は私の周囲の『爆華野』を次々と射ぬいて爆発させる。

　地面がえぐれ、飛び散る土砂で視界が悪いなか飛んでくる矢を叩き落とし、移動していく。

　移動しながら、ふと疑問に思う。

「なんで第二王子の矢が尽きないんだろ？」

　開始直後に見た時、第二王子が背負っていた矢は一〇本。だけどもう既に五〇本は射うっている。

　アリスちゃんは、爆撃魔法の無駄使いでＭＰをかなり消費しているから、もう撃てる魔法攻撃は少ないはず。派手さを求めなければ、爆撃魔法の残数は三〇くらいかな。

　ちなみに、アリスちゃんは一週間前に爆撃アイテムを使い切っていて、もう持っていない。

　だけど第二王子の持っている矢の残数が分からない。所持している矢と実際に使っている矢の数が合わないんだ。嫌な予感を感じて第二王子の装備アイテムを《強欲王かんてい》する。

　…………。なんだアレ。

　あんなアイテムを渡した覚えはないし、あの機能を持ったアイテムは『ラブ☆マジカル』には無かったぞ。そもそも『ラブ☆マジカル』に、あの機能アイテムは必要ないんだ。

　だってゲームには【クローゼット】が標準装備だからね。

　という事は、アレはきっとウルシュ君が創った物だ。第二王子の身に付けている、あのウエストポーチは。


『亜空間ポーチ』

　内部に一立方ｍ分の空間拡張魔法が組み込まれたウエストポーチ。



　つまり、あれは俗に言う『マジックボックス』もしくは『マジックバッグ』。

　それにしても、一立方ｍか……。弓矢が何本入るだろう……。

　え～と。一〇本の束で確かこのくらいだから、幅・奥行き・高さが一ｍの箱の中に大体……

　あ[image: ][image: ]っ!!　分からんっ!!

　弓矢の残数が、さっぱり分からんっ!!　計算苦手なのよっ!!　もう面倒くせぇっ!!　奪っちまえアレっ!!

　考えるのが面倒になって、第二王子のポーチを奪おうと接近しようとするも、第二王子はチョロチョロ良く動くし、放たれた矢は追尾型なうえ光学迷彩だし、アリスちゃんはなにか巨大な魔法陣を上空に組み立ててるし……ってっ!?

　なんだアノ巨大魔法陣っ!!

　アリスちゃんっ!!　アレなにっ!?

　初めて見るよ!?　待ってっ!!　なんか嫌な予感しかしないんだけどっ!!

　待て待て待て待て！　第二王子よりアリスちゃんが先だっ!!　あの爆撃狂を先になんとかしなきゃっ!!

　慌てているうちに巨大魔法陣は完成したようだ。

『陣』自体は白く光っているが、周囲が薄い紫色のオーラで覆われているので、いかにも『魔法陣です』って雰囲気で結構好きなんだけど、威力が分からなすぎて怖い。

　最悪王妃の目の前で、第二王子が爆死して即座に復活、っていう出来事が起こりかねない。

　ヤバイヤバイヤバイ……

　アリスちゃんっ!!　正気に戻って[image: ][image: ][image: ]っ!!

　私の想おもいはアリスちゃんに届かなかったようで、アリスちゃんは両手を大きく広げて、上空に向かって高らかに唱える。

「ですと……」

　わぁぁぁぁぁっ!!　駄目だっ!!

「《暴食かいしゆう》っ!!」

　魔法陣をなんとかしなければとパニックに陥った私は、『実体を持たない魔法陣』に対して《暴食グーラ》を発動させる。

【クローゼット】には実体の無いエフェクト等は収納出来ない事から、今回《暴食グーラ》を発動させても意味はないんだけど……。

《暴食グーラ》さん。良い仕事しますね。《暴食グーラ》さんは便利スキルだと思っていたら、チートスキルのようだったでござる。

　上空にあった『魔法陣』は、竜巻のように渦巻きながら、私の片目に吸い込まれていった。

《暴食グーラ》さん。視界に捉とらえられたら、魔法にも有効なんかーい!!

　でも、【クローゼット】には入って無いぞい。魔法陣は一体どこに行ったんだっ!?　怖いっ!!　これ怖いっ!!

　もしかして、良く探したら、【クローゼット】から消えていた実体を持たない『エフェクトアイテム』も、どこかにあるっていう事か!?　やだ怖いっ!!　私の人間離れが深刻っ!!

　アリスちゃんは、残っていたＭＰを巨大魔法陣に全て注ぎ込んでいたらしく、その場でＭＰ切れで倒れて戦闘不能。脱落した。

　アリスちゃんが倒れても、『爆華野』はまだまだ広範囲に残っているし、第二王子の矢も尽きてはいない。

　ここで、試してみたい事が出来た。

《暴食グーラ》の発動条件なんだけど、他人の所有物や装備は回収できるのか？　って事。

　今までは他人が所持、装備している物は《暴食かいしゆう》出来ないだろうと思い込んでいて、試した事もなかったけど、どうやら《暴食グーラ》様はチートスキルだ。他人の所持品でも視界に入っていれば、回収もとい、奪う事が出来るんじゃないかな？

　という事で、第二王子のウエストポーチをロックオンっ!!

「《暴食かいしゆう》っ!!」

　無事、《暴食グーラ》が発動。

　すると、なんという事でしょう。

「「「「「「…………」」」」」」

「……わぁ…………」

　第二王子がパンツ丸出しで、平原の真ん中に立っているではありませんか!!
















　周囲の皆は沈黙し、第二王子は無表情で驚いた後、立ち尽くしています。

　……いや、ほんとゴメン。本当はポーチだけを奪うつもりだったんだ。ズボンまで一緒に奪うつもりは無かったんだっ!!　信じてくれ!!

　第二王子、ポーチのベルト部分を、ズボンのベルト通しに通していたんだね。そして、腰に着けているポーチを遠くから見ると、ズボンも一緒に視界に入るよねっ!!　ポーチとズボンが繫つなげられていて、一緒に視界に入っているんじゃ、そりゃセットで回収される事態も起こり得るわっ!!

　なんで予測が付かなかったんだ、私……。

　第二王子を地雷型爆撃魔法が広がる平原の真ん中で、無防備なパンツ丸出しの状態にしてしまうなんてっ!!

　不敬罪で捕まるかも……と思って、チラリと王妃様の方を窺うと……

　王妃は椅子から転げ落ちて、声も出ないくらい大笑いしていた。腹を抱えてミュート状態で大笑いしていた。もう王妃様、ノリが脳筋系の女冒険者か無法者アウトロー系だよね。いや、実際、女冒険者なんだけど。

　お茶会の時の、第二王子の首根っこ捕まえて袋に詰め込んだ行動の辺りで、息子の扱いが雑すぎるとは思っていたけど、流石に平原ど真ん中でパンツ丸出しの息子を指さして笑うのは止めてさしあげて。

　第二王子は精神的なダメージで、戦闘不能。脱落した。





◆◇◆◇◆






　さて、ウルシュ君と平原の地雷型爆撃魔法を撤去した後は、馬車に乗り込んで王都に帰還します。

　傷心の第二王子は、王妃から『正義の味方になりたいって？　それなのに、あの程度の精神攻撃で戦闘不能になるなんて、気合が足りないな。たとえ全裸になろうと最後まで戦え』と無茶振りされて、王妃の実家であるランバート家での修業を勧められながら、馬車に詰め込まれていた。

　王妃……ダンジョンに第二王子を放り込むのは止めてあげてね。

　アリスちゃんも、第二王子と王妃の乗る馬車に、王妃によって詰め込まれていました。

　私は王妃に、アリスちゃんを広範囲爆撃好きに変えてしまった事を白状し、これから先のアリスちゃんの訓練方法の事を相談する。

　アリスちゃんを馬車に詰め込みながら、王妃は『アマリリス嬢のあの追い求めると周りが見えなくなる性格は根っからの物だからね。血筋みたいな物かな。こればかりは素人に矯正できるような物じゃないから後の教育は私達に任せてくれ。ブルネスト家も、この手の馬鹿の矯正には慣れている筈はずだよ』と、引き受けてくれた。

　ブルネスト家って、ブルネスト侯爵家だよね……。アリスちゃんの家の事だよね。矯正に慣れてるとか血筋とか、ブルネスト侯爵家ってなんなんだ……。

　アリスちゃんの実家について考えていると、王妃様から私とウルシュ君も一緒の馬車に乗って帰らないかと誘われたが、丁寧にお断りする。いくら王家の馬車と言っても、従者も含めて六人は流石に狭いだろうし。

　それに、私は個人的にウルシュ君に確認しておきたい事があるから、出来ればウルシュ君と二人になりたい。という事で私とウルシュ君は、ココまで乗ってきたスネイブル家の荷馬車で帰ります。

　王妃達の乗った馬車が先に出発するので、ウルシュ君と見送りに並ぶ。

　すると馬車の窓から第二王子が顔を出したので、ウルシュ君と手を振りながら声をかけた。

「第二王子、またお会いしましょう」

「第二王子、もうスキル制御は上手うまくいくはずですよぉ。精密操作の練習を頑張って下さいねぇ？」

　すると、第二王子は少し困った表情で首をかしげると、私達に疑問をぶつける。

「……なんで……ずっとボクを『第二王子』って呼ぶの……？」

「「…………」」

　貴方あなたが攻略対象キャラなので、万が一、貴方が私の婚約者になると破滅フラグが建つから、あまり親しくならない為です。とは言えない。

「……仲良くしたいのに……それがずっと寂しかった……」

　捨てられた子犬みたいな目で見つめられて、たじろぐ私とウルシュ君。

　え～と。傷付けていたみたいで、なんか本当にごめんなさい。

「「で、では、クリストファー殿下で……」」

　私とウルシュ君は声を揃そろえて、名前を呼んでみる。すると、クリストファー殿下は馬車の窓を両手でチョコンと摑つかむと、フルフルと首を横に振る。

　なんだ、何がお気に召さないんだ。

「……『アリスちゃん』みたいな……仲間みたいな呼び方が良い……」

　ニックネームが御お望のぞみですか……。

「「クリス様？」」

　すると、またクリス様は首を横に振る。お気に召さないらしい。

「…………『様』は……なんかヤダ……」

『なんかヤダ』と言われましても……。

　困っているとウルシュ君がクリス様を諭す。

「クリス様、流石に平民の僕がこれ以上クリス様を気安く呼ぶのは無理ですよぉ。あと、イザベラは僕という婚約者がいるので、他の男性を気安く呼ぶ事は出来ません」

　うん。そうだよね。そうなんだ。だから、そんな寂しそうな目でこれ以上見ないで。

　ウルシュ君と二人、クリス様の悲しげな視線に困っていると、王妃がクリス様の頭を摑んで窓から引き離す。

「初めての友達に浮かれるのは良いけど、その友達を困らせるんじゃないよ。では、お二人とも、ウチの息子が世話になったね。この子を、こんなに普通に会話が出来るようにしてくれて、本当に感謝している。もし困った事があれば、私と王家、ランバート家が力になるから何でも言ってくれ。では、ごきげんよう」

　王妃がそう言って親指を立てると馬車が動き出す。王都へと戻って行く馬車にウルシュ君と並んで手を振っていると、再び窓から顔を出したクリス様が手を振り返してくれた。

　アリスちゃんは、まだ魔力切れで気絶している様子。来た時はクリス様が寝ていて、帰るときはアリスちゃんが寝ているのが、なんか可笑おかしい。

　目が覚めて、王妃とクリス様と一緒の馬車に乗っている事に気付いたら、ビックリするんじゃないかな？

　姿が見えなくなるまで手を振り返してくれたクリス様の馬車を見送った後、私達はスネイブル家の荷馬車に乗り込む。御者は行きと同じくポールさん。

　マリーちゃんは山小屋の片付けをしてから、来た時と同じように我が家の馬車で帰るそうだ。

　私とウルシュ君は荷台に並んで座ると、今回の山小屋での出来事を二人で話す。

　馬車が道中の半ばに差し掛かった頃、ウルシュ君に気になっていた事、確認したかった事について問いただした。

「ねぇ、ウルシュ君」

　緊張気味に声をかける私に、ウルシュ君は首をかしげてフニャリと笑う。

「なぁに？　イザベラ」

「なんでクリス様にぶつかったの？」

　私の質問に、ウルシュ君は笑顔のまま固まった。あぁ、その反応。やっぱりアレは意図的だったのか。

「う～ん。『ぶつかった』っていつの事かなぁ？」

　分からない。といった風に質問を返してくるウルシュ君に、もう一度問いかける。

「クリス様の一回目の『反魂』、『黄泉よみ返り』の時だよ。ウルシュ君、あの時わざとクリス様にぶつかって行ったでしょう？」

　ウルシュ君から笑顔が消える。

「なんで、そう思ったのかなぁ？」

　今日の戦闘訓練では、あれだけの爆撃魔法を展開するほどに成長していたアリスちゃんだけど、初めから一〇㎞全域をカバー出来るほどの爆撃魔法を展開できていた訳ではない。

　つまり当初は、戦闘場所だけに爆撃魔法やアイテムが展開されていたのだ。

　そしてあの出来事は、ウルシュ君の防御壁がまだ弱く、爆撃弾の流れ弾や衝撃波で防御壁がよく壊れていた本当に初期の頃。

　ウルシュ君は防御壁の修理の為走っていて、クリス様は爆撃を避けつつ、弓矢で私を狙う為走っていた。

　ウルシュ君は防御壁に用があるんだから、壁周辺である端の方を走っているのが普通なのに、爆撃弾が次々と降ってきて視界が悪くなっている戦闘場所ど真ん中を突っ切っているのは不自然。

　しかも、偶然にもクリス様と激突って、色々怪しい。

「いくら視界が悪くても、直径一〇㎞の中で、違う意図で走り回る子供二人がぶつかって転ぶ確率は少ないよ。たとえ、それが偶然だったとしても、その後がおかしいもの」

「ふ～ん。その後ってぇ？」

　ウルシュ君はうっすら微笑ほほえむと、話の先を促す。

「偶然、ウルシュ君とぶつかって転んだクリス様に、偶然、アリスちゃんの爆撃魔法が直撃。偶然、クリス様が身に着けていた大量のアイテムが作動せずに即死。偶然にもウルシュ君は無傷」

　これだけ偶然が続けば、それはもう必然だよ。

　特にアイテムが作動せずに、クリス様が即死しているのがおかしい。

　だって、二回目の時は全部壊されてしまったけど、それまでは流れ弾で怪我しないようちゃんと作動していた。

　護身用のアイテムが全部壊れてしまったから、二回目の時は、爆撃に巻き込まれて死んだのだ。

　だけど、一回目のあの時は物理耐性に魔法攻撃耐性、防御魔法に自動回復。他にも色々な効果のあるアイテムを悪趣味なほどに身に着けていたのに、一撃の爆撃弾で即死？　あり得ない。

「そっかぁ～。そうだよねぇ。流石に無理があったよねぇ」

「ウルシュ君の目的がなんなのか良く分からなかったから、防御壁の内側での作業を禁止にさせて貰うだけにしたんだけど……。結局アレは何がしたかったの？」

　ウルシュ君は困ったように笑うと、私の耳に手を添えて、内緒話を打ち明けるようにして囁ささやく。

「実はね。あそこで、クリス様に死んで貰う必要があったんだぁ」

　スゲェ。『死んで貰う必要がある』って悪役のセリフ感が半端ない。っていうか、そんなセリフ、悪役しか言わない。まともな行商人が言うセリフじゃない。

　しかも答えを聞いたはずなのに、かえって何がしたかったのか分からなくなってしまった。

「え～と……なぜ？」

「クリス様がスキルを制御出来るようになっても、根本的な解決にはならないからだよぉ」

　ウルシュ君は私の耳に当てていた手を外し、姿勢を戻して前を向く。

　私は小さな声でも聞こえるように、ウルシュ君の方に寄っていき、膝を抱えてくっ付いた。

　別に小声で話すのに、くっつく必要は無いんだけど、なんとなくウルシュ君と心の距離を感じてしまったので、どこか触れておこうと思ったのだ。けして、今のうちにウルシュ君の匂いを嗅ぎ溜ためておこうと思った訳ではない。本当だ。

「どうしてスキル制御出来ただけじゃ、解決にならないの？」

　聞くとウルシュ君も私にピタリと引っ付いてきて、囁くように答える。嬉うれしい。

「イザベラ、クリス様が生き返った後の『ステータス』の変化を見たでしょ？　僕とクリス様は、アレが目的だったんだぁ」

　確かに私はクリス様の『ステータス』を確認した。そしてステータスの変化に気付いていたけど……〝あの変化〟を狙ってやったというのか？

　そして、その変化を起こす方法が反魂……って、ちょっと待て。今、ウルシュ君は……。

「クリス様とウルシュ君の目的だったって言った？　という事は、クリス様は……」

「知ってるよぉ。僕達は利害が一致した協力者どうしだからねぇ。もしもの時の為に、記録映像のマジックアイテムで遺言も残してもらってたんだぁ。これで、失敗して本当にクリス様が死んでも一安心」

　クリス様ぁっ!!　お前もグルかよっ!!

　そっか、クリス様が協力者でウッカリ死んじゃった時の為に遺言残してくれていたなら安心だよね……って、それもどうなんだっ!?

　クリス様、何考えてんのっ？　なんか良く分かんないけど、一か八かで死んでみたって事!?　『よし、目的の為に、成功するかどうか分からないけど、いっぺん死んでみよう』って事？

　ちょっと理解できない!!　自己防衛意識みたいなのが欠けてないか？　どんな思考回路してんの!?　なんでそうなったの？

「えっ!?　ちょっ!!　どういうことっ!?　じゃ……じゃあアリスちゃんは？　アリスちゃんも？」

「アマリリス嬢には『僕は』言ってないよぉ～。だから知っていたのかどうかは分からないねぇ。予想じゃ知らないと思うけど……どうだろぉ？　考えてみれば、ちょっとピンポイントでクリス様に当たりすぎてたかなぁ？　と、いう気もしてきたかなぁ」

　えっと、ひとまずウルシュ君自身はアリスちゃんに協力を求めてないっていう事ね。

　そして、クリス様が協力を求めた可能性があるかもしれないけど、その辺りはウルシュ君も分からないという事で……。

「ウルシュ君、私はもう、なにがなんだか良く分からないから、順を追って説明してくれないかな？　根本的解決にならないとか、その辺りからもう良く分からないんだけど」

「順を追って説明すると、最低でも、この国が建国された八〇〇年くらい前に話が戻るんだけどぉ」

「そんな遡さかのぼるっ!?　なんでっ!?」

　なんか話が壮大になってきてるぞ？

「う～ん。これはある男から聞いた話を元に、僕が調べて辿り着いた説なんだけどねぇ。その男の言う事と僕が調べた内容が確かなら、クリス様が持っていた『傲慢王ルシフアーの耳』といった『◯◯王の◯』っていうスキルは、元となったスキルに追加で〝ある物〟を組み合わせて作られた、『人工スキル』なんだぁ。そうして出来上がったスキルが『大罪王の欠片かけら』だよぉ。それらのスキルが出現したと思われるのが、一〇〇〇年～八〇〇年くらい前なんだけどぉ、その〝ある物〟には『組み込む』というか『固定する』というか、そんな作用があるんだよねぇ。その作用で『特定の血族の人間』にスキルが発現するように、その『一族に固定』もしくは『血に組み込んで』いるんじゃないかなぁ？　経緯は知らないけどぉ」

「その情報をウルシュ君に教えてくれた人は、なんでそんな事を知っているの？　信用できる人なの？」

　そこまで詳しい事情を知っている人がいるのなら、クリス様が『傲慢王の耳』を『心の病』や『幻聴』だと思って苦しむ必要は無かったんじゃないかな。

「僕はその男の事、死ぬほど嫌いだから信用する気がないんだよねぇ。でも、聞かされた内容を検証していくと今のところは正しいみたいなんだよねぇ……。イザベラもその男に会った事があるよぉ」

　ウルシュ君が死ぬほど嫌いで、私も会った事がある人？　誰だ？

「まぁ、その男の事は置いといてぇ……。その『大罪王の欠片』スキルに一度組み込まれた、〝ある物〟を、後からわざわざ抽出したのが『七大罪の魔眼』ってイザベラが呼んでいるスキルだよぉ。本家本元の〝ある物〟じゃなくて、あくまで『大罪王の欠片』を作るために、一度組み込まれた〝ある物〟を抽出した物だからねぇ？　元とは変質していて違うものになっているから、その辺りは間違えないでねぇ」

　間違えないでねぇと言われても、話が全然理解できなくて間違う以前の状態なんだけど。

　え～と、カレーに入っている牛肉を、後から取り出しても、カレーに入れる前の生肉とは違うよ。火が通っているし、肉汁がルーの中に逃げて、香辛料がしみ込んでいるから、入れる前の生肉とは別物だよ。みたいな感覚で良いのかな？　うん。多分あってる（適当）。

　え～と『大罪王の欠片』スキルから、わざわざ〝ある物の一部〟だけを抽出？　……っていう事は、

「『七大罪の魔眼』を抽出した人がどこかにいて、その人は『大罪王の欠片』スキルを持つ七人全員に接触した事があるっていう事かな？」

「そうだねぇ。そして、その男はイザベラの前世に遡って、抽出した七つ全てをイザベラの『魂』に『組み込んだ』んだよぉ」




　…………は？




　え？　どういう事？

　私の前世に遡った？

　私がチート転生したのは、〝イザベラの前世〟である日本人の私に、来世からスキルを埋め込みに来た人がいるからって事？

「え～と……。色々聞きたい事があるんだけど……とりあえず……なぜ？」

「イザベラの魂がたまたま七つ全てを組み込むのに適していたかららしいよぉ？　僕も色々調べたけど、大概の人はどんなに条件が良くても、特殊なスキルを外から植え付けられるのは三つが限度みたいだねぇ。まぁ、七つ組み込める魂を持つ人も探せばいるらしいんだけど、イザベラは、その男と活動範囲が被っている時期があるって事で、観察するのに良い条件に当てはまっていたんだよぉ。だから実験台として選ばれた訳」

「実験台!?　観察!?　ちょっと待って!!　そいつ誰？　その頭がどうかしてる男は誰!?」

　思わぬ情報に、引っ付いている状態から、更にウルシュ君に詰め寄る。

　クリス様を殺した理由を聞いていたハズなのに、ガッツリ私の前世や人生が絡んできている!!　なんだコレっ!!

「その男っていうのは、僕にこの話を教えた男なんだけどぉ……。僕はそいつに協力する気は無いっていうか、むしろそいつの邪魔をする気でいるんだよねぇ……。多分、イザベラはこれから先、その男に会う事はないから安心して良いよぉ」

　もう会う事ないの？　でも気になるんだけど!!　誰なの？　教えてよウルシュ君っ!!

　しつこく聞くがウルシュ君は全然教えてくれる様子がない。

　肩を摑んで揺すっても笑うばかりで全然口を割らないウルシュ君に、私は根負けして聞き出す事を最終的に諦めた。

「まぁ、僕はその男が嫌いだけど、今のイザベラと出会えた事はその男のおかげだから、唯一その点に関しては感謝しているかなぁ。で、話の続きだけどねぇ……『七大罪の魔眼』を『魂』に組み込んで、『大罪王の欠片スキル』と混ぜたら、『大罪王スキル』に進化する。ただし、『七大罪の魔眼』を魂に組み込むためには、そのスキルの〝レシピ〟を持った状態で〝一度死ぬ〟必要があるんだぁ。と、いうより〝レシピ〟を持って死ぬ事により『七大罪の魔眼』が完成されるって言っても良いかなぁ？　イザベラが前世で〝レシピ〟を持って死んで、今世に『七大罪の魔眼』を持って生まれ変わってきたように。それを、今回クリス様で、疑似的に同じ事をやってみたんだよぉ。〝レシピ〟を持たせて、一度殺して復活させる事によって」

「なんか話が難しくなってきたんだけど……。でも、ウルシュ君、クリス様に渡した〝レシピ〟はどこで手に入れたの？」

「山小屋に来た初日かなぁ？　イザベラ達がワームを殲せん滅めつしている間に、眠っているクリス様から〝レシピ〟を抽出してみたんだぁ。あの男に出来て、僕に出来ない筈はずがないからねぇ。抽出している間にクリス様が起きてしまったんだけどねぇ」

　あぁ、そういえば初日の朝、ウルシュ君は私とアリスちゃんがレベル上げしている間に、クリス様に山小屋にいる理由や、『幻聴』の正体が《傲慢王の耳》スキルにある事などを説明してくれていたんだっけ。

「で、起きて来たクリス様に現状を説明したところでぇ……会った事のない大叔母が、死ぬまで塔に幽閉されていた理由が『呪い』でも『心の病』でもなかったっていう事を知ったクリス様から、泣きながら協力して欲しいって言われたんだよねぇ」




『……大叔母様や、それより前に塔に閉じ込められていた祖先達と同じ苦しみを、……ボク達の孫やその子供達が感じる事がないように、……ここで、ボクで終わらせる協力をしてくれないかな？　こんな思いをするのは、ボクまででいい。そこから先の人達はこんな苦しみは知らなくて良い。……君は、この力を封じられるアイテムを創れるのだから、この力そのものを消す手伝いをしてくれないかな？』

『その為なら、命かけられる？』

『……いくらでもかけるよ。ボクは苦しんでいる人を助ける事に決めたんだ。……だから自分の子孫達だって助けたいんだ。……それすら出来ない男に、他の沢山の人達を救う事なんて、出来る訳無いよ……』




「〝根本的解決〟って言うのはねぇ……。クリス様がスキルを制御出来たとしても、次に継承した人が制御出来るかどうか分からないでしょ？　それどころか、次のスキル継承者に正しく情報が伝えられるかも分からないからねぇ。人の思考を読むなんて厄介な能力だから、スキルの存在自体を隠蔽されて、再び『呪い』だと聞かせるかもねぇ。つまり、継承されていく《傲慢王の耳》というスキルの存在自体をどうにかしないと、自分のように苦しむ子孫がいるだろうってクリス様は考えたわけだよぉ」

　そこでウルシュ君は、抽出した〝レシピ〟をクリス様に渡す事にしたらしい。

　後は、一度クリス様に死んで貰もらって、復活させる方法を探すだけ。それが成功すれば、《傲慢王の耳》に《傲慢》が合わさる事で《傲慢王》に進化し……。

『クリス様の〝魂〟』にスキルが固定される。

　そう、『七大罪の魔眼』が魂に組み込まれている為に、それに合わさって進化した『大罪王』も魂に組み込まれる、と。

「それで、そうする事によって『大罪王の欠片』が王家に継承されなくなるっていうのも、その男の人に聞いたの？」

「聞いていないよぉ。それについてはイザベラの《強欲王マモンの眼》が《強欲王》になってから、僕のステータスが変更されて初めて知ったんだぁ」

　そういえば、私がウルシュ君の《強欲王の眼》を《嫉妬ふくせい》スキルで手に入れようとした時、《強欲王の眼》が私達の思惑から外れて《強欲王》へと進化して、ウルシュ君の『継承特殊スキル』の《強欲王の眼》が消えて、『特殊スキル』の《絶対鑑定》っていうのに変わっていた。

「そういえばアレはなんで？　なんでウルシュ君の《強欲王の眼》が消えたの？」

「多分だけど、《強欲王の眼》は『《強欲王》の欠片』なんだと思うんだぁ。《強欲王》スキルを誕生させるために、その欠片を材料に使っちゃったから無くなったんだと思う。多分、僕の《絶対鑑定》っていうスキルに〝ある物〟を組み合わせて作られたのが《強欲王の眼》スキルだねぇ。その〝ある物〟がスキルを血か一族に固定していた訳だから、それが消えた事で《強欲王の眼》が《絶対鑑定》に戻って、継承性も消えたんだよぉ。もう、スネイブル家に《強欲王の眼》を持つ者は生まれてこない。便利なスキルだけど仕方がないねぇ」

　ウルシュ君、スネイブル家の皆さんゴメンナサイ……。

　クリス様の《傲慢王の耳》に比べて、《強欲王の眼》は、商人であるスネイブル家にとって、かなり重要なスキルだったはずだ。

　それを私が《強欲王》を手に入れる過程で奪ってしまったのなら申し訳なさすぎる。

「こうなるって知らなかったんだから、気にする事ないよぉイザベラ。むしろ僕が謝らないといけないよ。僕も方法は知らなかったけど、《強欲》が《強欲王》に進化するっていう事は知っていたんだぁ。だから僕の方が予測してなければいけなかったんだよぉ。《強欲王の眼》を《嫉妬ふくせい》するよう言ったのは僕だしねぇ。でも、その結果、進化の条件が分かったんだぁ」

　なるほど、《強欲王》の進化過程と、それによる『大罪王の欠片』の消失を経験したから、それを元にクリス様の《傲慢王の耳》スキルの継承性の消去が出来たのか。

「ちなみに、イザベラは《強欲王》を手に入れてから、自分のステータスを確認しなくなったよねぇ？」

「あぁ～。レベルが上がり切っているから、あまり自分のステータスを細かくチェックする必要性も感じなくて……。さらに言うと、自分の『身分』の所が気持ち悪い変化してるから、あまり見たくないのも理由かな……」

　ゲームでも、レベルを一生懸命上げている時は、こまめにチェックしていたけど、カンストした後は全然ステータスの成長具合を見てなかったしね。

　そして、それ以上に《強欲王》に進化した時から、私のステータスが文字化けしていて気持ち悪いから、あまり見たくないんだよね。なんかじっと見ていると、ゾッとするような、精神崩壊しそうな、なにか精神的に不安になる感じがするのよ。

　しかも、その時おかしくなったステータスを見たウルシュ君から忠告を受けていたので、余計に大変な事かも？　って少し不安でね。




『イザベラ、もし明日のお茶会で、他の「大罪王スキル」を持った人達を見つけても、絶対に《嫉妬ふくせい》しちゃ駄目だよ？　安全性が確認できないからねぇ？』




　だから、ウルシュ君の忠告に従って、クリス様のステータスをチェックした時に、《傲慢王の耳》が《嫉妬ふくせい》可能と鑑定されていたけど、手に入れる事はしなかった。これ以上、自分のステータスが気持ち悪くなったら怖いっていう気持ちもあったし……。

　そして、私と同じ変化をしている人がいる。

　ウルシュ君との計画で、無事《傲慢王の耳》を《傲慢王ルシフアー》に進化させる事に〝成功した〟クリス様だ。

「だから、イザベラは自分のステータスから、《傲慢》が消えた事に気付いてないんだねぇ。もっと確認をしておいた方が良いよぉ……」

「へっ!?　《傲慢》が消えてるの!?　でも、その後も私《傲慢ぼうえん》を使ってたよ？」

　ウルシュ君の言葉に、慌てて自分のスキルチェックを行う。
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　よく見ると、おかしくなってるの身分だけじゃないわ……。

　あと、《傲慢》が《千里眼》に変わってる……。普通に使えていたから、気付かなかった。

「これ《傲慢》が消えている理由って……」

「《傲慢王ルシフアー》をクリス様が手に入れたからだろうねぇ。イザベラも気付いていただろうけど、クリス様のステータスも《傲慢王》を手に入れてから身分のところが変になってるよねぇ……種族のところもだけど……。イザベラが《傲慢王》を手に入れなくて良かったよぉ。そしたら、イザベラのステータスがもっとおかしくなってただろうからねぇ」

　ちなみに、最後に見た時の、クリス様のステータスが確かこんな感じ。
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　ちなみに、《傲慢王の耳》スキルが《傲慢王》へと進化したと同時に、常時発動型スキルではなくなっていた。もう、アリスちゃんはレベル上げを必死にしなくても良いのだ。

　まぁ、クリス様にレベルを追い越されると、意図的にスキルを発動された時に読心されちゃうけど、クリス様の性格的に、そんな事は滅多に起きないだろう。

「イザベラ、これから先も絶対に他の『大罪王スキル』に手を出しちゃ駄目だよぉ？　今回、クリス様が《傲慢王》を引き受けてくれたから、イザベラが七つ全ての大罪王を揃そろえてしまう事態を防ぐ事が出来たけど、それでも複数持つ事によってイザベラの身体からだや体質にどんな変化が起きるか分からないからねぇ？」

「そういえば、ウルシュ君とクリス様の〝利害が一致した〟って言っていたけど、もしかしてウルシュ君の目的っていうのは……」

「イザベラが大罪王の全てを手に入れないように、《傲慢王》を他の誰かに押し付ける事だよぉ？　僕の判断ミスで、イザベラに《強欲王》を渡してしまったからねぇ……。イザベラ、ごめんね？　僕の所為でイザベラのステータスに異常が出てしまったね。ソレが今現在イザベラにどう影響しているかは分からないけど、あまり良くないのは想像つくよ。ゴメンねイザベラ……」

　ウルシュ君は謝りながら、私をギュッと抱きしめた。

　……………………。

　ふおぉぉぉぉぉっ!?　抱きしめられてるっ!?　抱きしめられてるッスよ、奥さんっ!!　私、ウルシュ君にギュって抱きしめられていますよっ!!

　よっし、ＯＫ分かったっ!!

「ウルシュ君は全然悪くないけど、謝ってるし、よく分かんないけど、許そうっ!!」

　謝る必要ないよって言ったところで、ウルシュ君は納得しそうにないから、許しちゃえば解決よね!!
















「イザベラ……ゴメンね。僕、イザベラに他にも言ってない事があるんだ。でも、それはまだ僕の決心がつかなくて、言えそうにない」

　他にもあるのかぁ……。でも、なんとなくだけど、その件について、ウルシュ君は直接関係無いような気がするんだよね。悪くないのに、自分が悪いって責任感じて謝っていると予想。これ、女の勘。多分当たってる気がする。

「そっか、うん。言えるようになったらで良いよ。ウルシュ君が言えるようになるまで待っているから。あと、その件がどんな話か分からないけど、多分、許しちゃうと思うから、思いつめなくても良いよ」

「うん。ありがとうイザベラ」

　ウルシュ君は私の首のあたりに顔を埋うずめるようにして呟く。

　弱気なウルシュ君が珍しくて、そんなに思いつめる何かを持っているウルシュ君の事が心配になる。

　少しでも、ウルシュ君が落ち着けるようにと、ウルシュ君の頭に片手を回して、後頭部を優しく撫でると、ふかふかした髪が撫でる手に合わせて、浮いたり沈んだりする。

　しばらく黙って撫でられていたウルシュ君だったけど、落ち着いてきたのか、今言える事だけ伝えておくよと、そのままポツポツと話し始める。

「クリス様に試した、疑似的な方法で『七大罪の魔眼』を魂に植え付けられるのは、二つが限度なんだってぇ」

「それは、ウルシュ君が嫌いだって言ってた男に聞いたの？」

　顔を埋めたままのウルシュ君に、優しく静かに問いかける。

「ううん。それは僕が調べた結果だけどぉ……その男もその答えに辿り着いたと思うんだぁ。その後彼は色々試した結果、七つ全てを魂に組み込むためには、魂が『肉体』を得る前に〝レシピ〟を適合者に植え付ける必要がある事に気が付いたんだぁ」

　それで、前世まで遡ってきたのか……。来世の身体をまだ持たない状態で植え付けたら確実だと。でも、なんで七つ全てを一人に植え付ける必要があったのかな？

「イザベラに組み込んだ『七大罪』を全て『大罪王』に進化させたら、イザベラは『七大罪の王』になる。それはもはや人間ではないんだ」

　でしょうね。『七大罪の魔眼』だけでも人間離れしている感じなのに、それが全て進化したら、確実に人間を辞める事になる。

「その男はね……たまたま見つけた、実験台として条件の良いイザベラを材料に、人工的に創り出そうとしたんだ。……『魔王』を」

　おい。どこのどいつだ、その男。一発ぶん殴らせろ。

　人間離れどころか、魔王になるところだったでござる。……まじか。

　ウルシュ君……本当に止めてくれてありがとう。そして、《傲慢王》を引き受けてくれたクリス様もありがとう。

「僕、その男が大嫌いだ。僕のイザベラを実験台になんてするもんか。イザベラを『魔王』になんてしない。そんな狂った実験なんて邪魔してやる」

　ウルシュ君、私達気が合うね。私も嫌いだよ、その男。

「うん。大丈夫。私がなるのは『魔王』じゃなくて『ウルシュ君のお嫁さん』だよ」

　悪役令嬢どころか、魔王か……。

　私、絶対、庶民ウルシユ君に嫁ぎます。そんで、ウルシュ君とのんびり行商に出るんだ。絶対。








第三話









　ウルシュ君に送ってもらい久々に帰り着いた屋敷の中は、なんだか落ち着かないようなソワソワした空気感が漂っていた。

　私を迎え入れた執事のショーンが、お茶の準備をしながら切り出してきた。

「後ほど旦那様と奥様から説明があるとは思いますが、しばらくお嬢様に専属の護衛が付く事になりました。一人はお嬢様も良く知っているムハイミーンです。あともう一人雇うようですが、現時点でははっきりと決まっておりません」

　ショーンさんが言うには、護衛が二人決まってからでないと、外出は許可できないらしい。

「なんで急に専属で護衛が付くようになったの？」

「トレヴァー様の婚約者であるルーシー様の弟君、ギース様が行方不明になった事で身辺に注意をして欲しいとの事でございます」

　トレヴァーとは我が家の長兄の事である。

　どちらかと言うと母親似の顔で、無精髭ひげに長髪とだらしがなく、いつも眠たそうな目をしたイケメンである。

　王宮で父の仕事の補佐をする傍ら、魔術師団本部でなにやら研究に明け暮れているらしく、殆ほとんど屋敷に帰ってこない為ため、久々に会った時にはたいへん甘やかしてくれる優しい長兄だ。

　そんなトレヴァー兄様は、魔術師団長のご息女であるルーシー・リドル・トーランド様と魔術学院で知り合い、大恋愛の末に学院卒業と同時に婚約しているのだが、今年で二十二歳になるのにまだ結婚していない。

　ルーシーお義姉ねえ様はトレヴァー兄様と同い年なので、そろそろ結婚しても良いと思うのだが、色々忙しいようで、婚姻が延期され続けている。

「トレヴァー様とルーシー様の婚姻がなれば、トーランド家と縁続きになります。今回のギース様の誘拐事件は、ロッテンシュタイン家にも少なからず影響が御座いますので、イザベラお嬢様の周辺にも注意をしておきたいとの事でございます」

　その結果ダイモン兄様の後輩で傭よう兵へいであるムハイミーンさんと、正式に私の専属護衛として契約をかわし、更にもう一人の護衛を探しているという事だった。

「今回の誘拐事件により護衛を雇う家が増えまして、優秀な人材の争奪戦が起きているそうですので、お嬢様にはもうしばらくお待ち頂く事になると思います」

　困ったな。ギースの誘拐を調べるために、ウルシュ君の所に通う予定だったから、護衛を早く決めて貰わないと外出できない。

　コッソリ出ても良いんだけど、状況が状況だから今まで以上に監視が厳しくなるし、抜け出した時に使用人達が怒られるかもしれない。

　でも、護衛か……。私を良く知っているムハイミーンさんはともかく、新しく来た護衛の人が厳しい人だったら、ギースの誘拐に頭突っ込む事を止められたり報告されたりして面倒だな。できれば、私を良く知っていて、適度に放置してくれる人が良い。

「ねぇショーン。私、護衛になってくれそうな優秀な人を知っているんだけど、その人をお父様達に紹介する事は出来ないかしら？　ただ、雇う事になったら、スネイブル商会に許可を取らないといけないんだけど」

「どういった人物か、先にお伺いしておいてもよろしいでしょうか？」

「えぇ。山小屋にいる間、私達をずっと護衛してくれていた人で、スキルの訓練もして下さった、私の先生のような方でもあるの」

「おや、お嬢様の訓練を監督出来るほどの方でございますか。それは期待できますね。では、その方のお名前と、もう少し詳しい情報を教えて下さい」





◆◇◆◇◆






「今日から専属護衛になったムハイミーンだ。これまでも護衛に付いた事があったから、イザベラお嬢ちゃんも知っていると思うが、何か俺に質問とかあるか？」

　あれから五日ほどで護衛が決まり、今日は顔合わせとなった。

「ムハイミーンさんの名前は知っているんだけど、苗みよう字じは？」

「あぁ、サウザード国にはそもそも姓というものが無いんだ。この国での手続きとかで、どうしても必要な時は父親の名前を姓代わりにして使うんだよ」

　なるほど。ロゼリアル王国は皆、平民でも姓を持っているから他の国でもそうなのかと思っていたけど、国によってはそういう事もあるのか。

「そうなんだ。じゃあ、これから改めてよろしくね。ムハイミーンさん」

　ムハイミーンさんと握手を交わしていると、横から声をかけられる。

「じゃあ、次は俺の自己紹介だな。知っての通り、スネイブル商会から派遣されて来たマーキス・ジェファーソンだ。しばらくの間は俺が護衛に付くけど、ずっとという訳にはいかねぇから、そのうち別の人間に交代されると思う。それまでよろしく頼むな」

「ありがとう、マーキスさん。貴方あなたとスネイブル商会には本当に無理を言ってしまったわね。申し訳ないわ」

「いや、前から奥様が、嬢ちゃんに黙って勝手に商会の職員を護衛に付けていたんだ。だから今回、声かけて貰もらった事で堂々と護衛を付けられるって喜んでいたから気にする事ないぜ」

　奥様っていうのはウルシュ君のお母様か。護衛が付いていたなんて全然気が付かなかった。恐るべしスネイブル商会。

「多分、そのうち俺じゃ不安だって言い出して、他の護衛を寄こしてくるぜ。まぁ嬢ちゃん達の邪魔にならないような奴を選んでくると思うから、安心してくれ」

「そう、ありがとうマーキスさん。しばらくの間よろしくね」

　マーキスさんと握手を交わして挨拶を済ませ、早速二人に外出に付き合って貰う事にする。

「じゃあ、今から出かけるんだけど、護衛をお願いしても良いかしら？」

　私の言葉に、マーキスさんが片手を挙げながら返事を返す。

「よしきた。何しにどこに行くんだ？　嬢ちゃん」

「そうね、ちょっと連続誘拐犯のアジトを壊滅させに行くの。日帰りの予定だからそのままの装備で大丈夫よ」

「「………………は？」」

　私の発言に、ムハイミーンさんとマーキスさんが同じ表情でポカンとする。

　この二人、なんだか気が合いそうね。良い事だわ。

「まずはウルシュ君達と合流するわよ。さぁ、二人ともボサボサしてると夕飯までに帰れなくなるわよ、急いで!!」

　そう声をかけて急ぎ足で部屋から出ると、二人は騒ぎながら慌てて追いかけてきた。

　早足で廊下を歩きながら、横で静かに付き添うマリーちゃんに確認する。

「マリーちゃん、お弁当の準備は出来てる？」

「はい。ご用意しておりますよ」

「マリーちゃんは危ないから付いて来なくてもいいのよ？」

「いえ、私はお嬢様の専属侍女ですので、外出時もお傍そばでお世話をさせて頂きます。危険な時はお嬢様のお邪魔にならないように、どこかに隠れておきますので、お気になさらないで下さいね」

「そう。じゃあ、本当に危険な時は、ちゃんと隠れるか逃げるかしてね？」

　マリーちゃんと約束しながら、スネイブル商会へと向かう為に馬車に乗り込む。

　馬車の中は私とマリーちゃんだけだ。護衛の二人は馬に乗ってついてくる。

　十五分ほど馬車で走り、スネイブル商会の王都中央地区支店の正面に馬車を付けて店内に入ると、すぐにウルシュ君達の待つ奥の部屋へと通された。

「皆、お待たせ。どうやら私が最後みたいね」

　部屋に入り、集まった顔ぶれを確認すると、待っていたメンバーに声をかける。

　一緒に入ってきたマーキスさんは、集まった顔ぶれを見てげんなりし、ムハイミーンさんは困惑しながら入り口付近の壁際に立った。

「大丈夫だよイザベラ。集合時間にはまだあるからねぇ」

　ウルシュ君に笑顔で迎えられながら、ウルシュ君の座っている二人掛けソファに腰かける。

「ふわぁ!!　ベラちゃん、ごきげんよう。私も今到着したばかりなのですわぁ」

　そう言いながら、横の席からアリスちゃんが私の前の小皿に、お菓子を取り分けてくれた。

「……久しぶり……イザベラ嬢」

　クリス様は何かの書類を見ながら、ゆったりと返事をしてくれる。

「アリスちゃんとクリス様は、護衛はどうしたの？」

　部屋に二人の護衛らしき人がいないので、疑問に思って聞いてみると、驚きの返事がきた。

「ふわぁ、それが今日の護衛は王妃様なのですぅ」

　は？　王妃が護衛？　王妃〝が〟護衛？

「え～と……王妃様の護衛が、護衛してくれたの？」

「違いますぅ。王妃様自身が私達の護衛をしてくれたのですぅ」

　王妃を護衛に付ける侯爵令嬢ってなんだよ!!　贅ぜい沢たくすぎるだろ!!　そして王妃も何やっているんだ。あんた護衛される立場だろ!!

「……で、その破天荒な王妃様は一体どこに？」

「ふえぇぇ。ココまで一緒に来てくれていたんですけどぉ、気が付いたらいなくなってましたぁ」

　それ、護衛としてどうなんだ。王妃のＡ級冒険者のライセンスは、剝奪してしまった方が良いと思う。色んな観点から見て。

　胃を痛めているであろう王宮の従者や政務官に心の中で同情していると、人数分の書類を用意したウルシュ君が作戦会議を始めるべく声を上げた。

「じゃあ皆が揃そろったことだしぃ、改めて説明するよぉ。ここ数日のうちに、それぞれにギースの誘拐事件に関して分かった事をコッソリ報告書として届けていたから、話の流れは分かっていると思うけどぉ、今からギース救出に向けての最後の会議を始めるねぇ」

　ウルシュ君から配られた最新の報告書に目を通しながら、それぞれお茶を飲む。

　そんな中、クリス様が片手を挙げて発言した。

「……その前に皆に謝らないといけない事がある……お母様に計画を知られてしまったんだ」

　クリス様が落ち込みながら打ち明けた内容に、思わず私は固まってしまったが、ウルシュ君は苦笑いをしながら、大した事ではないかのように返した。

「うん。なんとなくそんな気はしてましたよぉ。王妃様が今回自分で護衛してきたうえに、勝手に離脱してるからねぇ。多分、余程の事が無い限り、王妃様は出てこずに様子を見てるだけだと思うからぁ、とりあえず放置で良いんじゃないかなぁ」

　なるほど、王妃の監視の元で作戦決行になるのか。一体どこから見てるんだ、王妃。

「さて、今から話すのはぁ、今まで渡した報告書には載せていなかった内容についてだよぉ。ギースをアンダーウッド伯爵家から誘拐した状況についてだよぉ」

　ウルシュ君の進行に従って、報告書に視線を落とす。

「まず、お茶会の会場についてなんだけどぉ。前に起こった王宮での誘拐未遂事件を受けて、普段より多くの警備と護衛がいたんだぁ。アンダーウッド家が用意した警備や護衛と、招待客が連れて来ている護衛ねぇ。かなり物々しかったみたいだねぇ。まぁ、ココまでは報告書で事前に説明した通りかなぁ」

　さらに、ウルシュ君が続けた話によると、アンダーウッド伯爵家の出入り口は当然ながら、敷地周囲にも一定間隔に警備の人間が立っていたらしい。

　それも警備に立つ人間から、自分の左右に立っている警備員が見える間隔だと言うから、かなりの人員を割いたと思われる。

　そして、現アンダーウッド伯爵は王国騎き士し団だんの団長である。団長の家で開かれるお茶会にもしもの事があってはいけないので、敷地周囲を騎士が巡回していたらしい。

「その状況で、どうやってギースをアンダーウッド家から誘拐できたのよ……」

　話を聞いた限り、どう頑張っても無理ゲーである。

「で、ここからが今までの報告書には書いてなかった内容ねぇ。色々調べた結果、状況的にギースの姿が見えないって騒がれて大捜索が始まった時には、まだギースは敷地内から出ていなかったと思われるんだぁ」

「えっ!?　じゃあ皆が探している時は、まだ誘拐されていなかったっていう事？」

「そうだよぉ。ギースが行方不明になったとお茶会で大騒ぎになるまでに、アンダーウッド家から出入りした人間がいないんだぁ。だから警備や護衛もビックリしたみたいだねぇ」

「という事は、その大騒ぎで警備や護衛達に聞き取りが始まった辺りのゴタゴタしている最中に、ギースは運び出されたのかな？」

「それか、招待客が帰る時だねぇ。招待客は貴族ばかりだから、いつまでもその場に押おし留とどめておくわけにはいかないからねぇ」

　という事は、お茶会の最中にアンダーウッド家の敷地内にいた人間が犯人という事か。

　でも、子供一人を運び出すというのは、かなり大きな荷物になる。そんな大荷物を抱えて出ている人間がいたら、目立つなんてもんじゃないんじゃないかな。

　そもそもお茶会に大荷物で来るような人間なんているはずないし。

　考えても分からないので、何か気付いた事は無いかアリスちゃんやクリス様に視線を向けてみると、アリスちゃんは報告書でお花を作り、クリス様は黙々とお菓子を食べていた。

　そうだよね。七歳だもんね、コレが普通だよ。話がよく分からないよね。

　前世の記憶がある私はともかく、ちゃんと話を理解して説明、進行しているウルシュ君が規格外なんだった。これは、私とウルシュ君だけで話を進めていかないといけない感じか。

　そう考えていたら、ムハイミーンさんが片手を挙げてウルシュ君に質問した。

「お茶会の前後に、食材とかを運んできた業者はいないのか？」

　ムハイミーンさんの疑問に、ウルシュ君は楽しそうに返す。

「お茶会の前にはいたけどぉ、後にはいないかなぁ。いたとしても運び出す時に警備からチェックされるだろうからねぇ。ちなみに今回のお茶会は個展を兼ねたものでねぇ、画家や人形師が作品を持って来てたんだけど、持ち帰りの作品とかの荷物はちゃんとチェックを受けていたみたいだよぉ」

　そういえば、画家と人形師が作品持って来てたって、第二王子迎えに来た時に王妃も言ってたな。

　画家と人形師なら、沢山作品を持って来ると大荷物になるから、子供一人くらいなら隠して運び出せそうだけど、チェック済みか。

「ふぇ!!　人形師さんって、どういう種類の人形師さんですの？」

　報告書で大量のお花を作り出していたアリスちゃんが、急に顔を上げてウキウキと質問する。

「人形師は三人だねぇ。いま王都で人気の人形師でそれぞれ、ビスクドール、球体関節人形、あと人形と言っていいのか分からないけどぉ、ヌイグルミだねぇ」

「わぁ、素敵ですわねぇ。私も行きたかったですぅ。今王都で人気のヌイグルミと言ったらクレヨンシリーズですわぁ。十二色シリーズで自分の髪や瞳の色と同じヌイグルミを持つのが流行はやりですのよ」

　うわぁ……。明らかに犯人っぽい奴出て来たわ。

　確か『カラーズコレクター』は別名『クレヨンコレクター』だったハズ。

「アリスちゃん。そのヌイグルミだけど、サイズはどのくらい？」

「サイズは沢山ありますわぁ。手の平サイズから大人くらいの大きさまで。私のお友達のメラニー様も一番大きなサイズを持っているのですぅ。ベッドに乗せたらメラニー様が寝る場所が無くなってしまったんですの。だからメラニー様は、ヌイグルミの上に乗って眠ってるそうなんです」

　その後もアリスちゃんはメラニー様とやらの話を続けたので、話が進まず困っていると、見かねたクリス様がアリスちゃんの話を聞くのを引き受けてくれた。

　さて、ベッドに乗せると子供でさえ寝る場所が無くなるサイズと言ったら、かなり大きいぞ。

　ウルシュ君に視線を向けると、ニッコリ笑顔を返してくれた。

「イザベラの考えている事は分かるよぉ。ギースをヌイグルミの中に隠したんじゃないかって思っているんでしょ？　でも、それは調べに来た騎士団も考えたみたいでねぇ。全部持ち上げて重さを調べたり、触ったりして確認したんだぁ」

「えー。いかにも怪しいと思ったんだけどなぁ」

　だって、十二色展開のクレヨンシリーズだよ？　これ以上ないくらい怪しすぎるよ。

　その考えが表情に出ていたのか、ウルシュ君は苦笑いを浮かべる。

「そもそも、持って来た作品ヌイグルミがその個展で売れて、お客さんにその場で持って帰りたいって言われたらどうするつもりなのぉ？」

　確かに。じゃあ、誰なんだよ。

「うーん。そのヌイグルミの人形師が犯人かと思ったのに。十二色展開っていうところが特にそうだと思ったんだけど……」

「そうだねぇ。でも、十二色展開が流行っているのは、ヌイグルミだけじゃないんだよぉ。今、色んな物が流行っていてねぇ、ビスクドールと球体関節人形も十二色展開なんだぁ。それはそれは綺き麗れいな十二色の髪を持った美しい人形達なんだよぉ。ところで、イザベラは生き人形って知ってる？」

「生き人形？　何それ？」

「人に似せて作った等身大の人形の事だよぉ。球体関節の物と、そうではない生活感のあるポーズを取らせたまま固定された物とあるんだけどねぇ、今回呼ばれた球体関節人形の人形師はねぇ、抱っこできるサイズの人形から生き人形まで、様々なサイズの人形を作っているんだぁ」

「球体関節人形って確か、関節を繫ぐ紐ひもを内部に通す為に、中が空洞になっていたよね？」

「そうだよぉ。しかもその人形師はリアル感を出す為に、生き人形の中に重りを入れて、人形に体重を設定していたらしいんだぁ。壊れ物だから箱に入れたままの検分だったみたいだよぉ」

　なるほど、騎士団や護衛というのは殆ほとんどが男性だ。人形に詳しくないから、中が空洞だという知識を持っていなくてもおかしくない。

　全ての人形が重たかったら、陶器のような見た目とサイズ感も相まって、そういう物だと思い込んでもおかしくはない。

「でも、ヌイグルミと同じで、売れちゃうかもしれないじゃない？」

「生き人形を衝動買いする人は少ないと思うよぉ。金額もヌイグルミの比じゃないし。さらにヌイグルミよりも遥はるかに製作期間が長い物だから、売買契約は結べるけどすぐに手元に来る物でもないんだぁ。何件かの展示会や作品展が終わってからようやく手元に来る事もあるんだよぉ」

　あ[image: ][image: ]。それは……。

「ちなみにウルシュ君、今回のお茶会に生き人形の作品は来てたの？」

「大人サイズの人形が五体来てたよぉ。女性型が三体、珍しい男性型が二体。そのうちの一体が今人気の英雄譚たんの英雄をモデルにした、とても体格の良い大きな作品なんだぁ」

「人に気付かれずに、子供を人形の中に隠す事って出来ると思う？」

「そういう特殊スキルを持っていれば、可能だよ」

　そうだった。ここは魔法やスキルのあるファンタジー世界だった。

　魔法やスキルがあるなら密室殺人だろうが、脱出イリュージョンだろうがなんでもありじゃん!!　全部、魔法で片付くじゃん!!　今までの推理って一体なんだったんだよ!!

　私の複雑な感情を読み取ったのか、ウルシュ君は私の肩をなだめるように叩たたきながら、おどける。

「まだ転移魔法や転移スキルが見つかっていないから、魔法やスキルで敷地内から脱出する可能性を除外したけどぉ、そんなスキルを持った人が犯人ならお手上げだねぇ」







　ウルシュ君が絞り込み、商会職員が特定した誘拐された人達の監禁場所がある山の方へと向かって、三台の荷馬車を走らせる。

　誘拐犯に不審に思われないように、スネイブル商会の荷馬車を数台用意して商隊を装っているのと、荷馬車が三台もあれば、囚とらわれた被害者が沢山いても、王都の騎士団まで乗せて行く事が出来る。

　コレは良い考えだなと、御者台の横に腰かけていると、護衛のマーキスさんが馬で横に並んだ。

「お嬢ちゃん。わざわざ自分達で救出に行かなくても、情報を騎士団に送れば良かったんじゃないか？」

「う[image: ][image: ]ん。さっきのやり取りを聞いていたなら分かると思うけど、推測の域を出ない情報じゃない？　監禁場所について分かった事も、不確かな情報を頼りに絞り込んでいるから、確実な情報とは言えなくて、騎士団がその情報を元に動いてくれるか分からないのよ。それに王宮に誘拐を手引きした人間がいるかもしれないんでしょ？　そこから今回調べた内容が裏で手を引く犯人に伝わって、逃げられたら困るもの」

「それでもなぁ……」

　納得のいっていない様子のマーキスさんを横目で見ながら考える。

　騎士団に伝える為に一番説明が難しくなるのが、監禁場所をどうやって特定したかだ。

　これは私の知るゲームの情報を元にウルシュ君が絞り込んだ物だから、具体的に監禁場所まで辿たどり着つく物証や状況証拠といった物が全く無い。その時点で情報の説得力が無くなるのだ。そんな説得力の無いあやふやな情報で動いてくれるほど、騎士団は暇じゃない。

　ギースがゲームのシナリオ通りに監禁場所から逃げ出せれば、そこから絞り込んだって言えるのだけど、シナリオに無かった王宮での誘拐未遂事件と、シナリオと違う今回の誘拐方法が気になってしまうのだ。

　シナリオと違う要素がある以上、シナリオ通りにギースが監禁場所から逃げ出せるとは限らないし、ギースの脱出を待っている間に他の被害者にもしもの事があるかもしれない。

　だったら心配ばかりしていないで、動いた方が気持ち的に楽だ。

　そうこうしているうちに監禁場所に近づいたらしく、前の馬車から停止の合図がかかった。

　馬車から降りて、マリーちゃんの用意したお弁当を開くと、馬車を操そう舵だしてくれていた商会職員さんを集めて、この場所でお昼食をとって貰う。

　丁度昼時にこの辺りに到着するように計算して出て来たので、彼かれ等らは昼休憩の振りをしながらこの場で待機だ。

　私達は静かに鬱うつ蒼そうとした山の中へと踏み込んでいった。




　さて、それからの事はダイジェストで説明しよう。

　クリス様が展開した《傲慢王》スキルで、囚われていた被害者の心の声を捉とらえると、その心の声の方向を頼りに監禁場所へと一直線。

　草や落ち葉で隠された地下への扉を発見し、私が《色欲とうし》で中の状況を確認すると、アリスちゃんが入り口周辺を扉ごと爆破ですとろーい。

　巻き上がる土煙に乗じて、『視界クリアゴーグル』を着けた私とムハイミーンさん、マーキスさんが突入し、中で被害者の管理をしていた共犯者達を制圧。

　先陣を切っている私達の後ろをついて来たウルシュ君は、被害者が閉じ込められている監禁部屋を解錠して行き、外で待つマリーちゃん達の元へと送り出した。

　人形師はいなかったけど、共犯者や被害者を確保できたし、犯人を特定できそうな書類も確保できたので、捕まるのも時間の問題だと思う。

　保護した被害者の中に、ヒロインの叔母らしきピンク色の髪のお姉さんと、守られるように彼女に抱きしめられたギースがいた。

　地下から出て山から下りる間、ギースはピンク髪のお姉さんの手をギュッと握り、不安そうな表情で私達を見つめていたが、馬車に乗り込む頃には助かった事が理解できたのか、強こわ張ばった笑顔で小さく手を振ってくれた。

　ちなみにメイドのマリーちゃんだが、ギースより小さな子供達を小脇に抱えて、馬車を停とめた所まで岩場をひょいひょいと移動して運んでいた。山小屋での修業の成果がこんな所で発揮され、何気に大活躍だった。

　衰弱していた人もいたが、無事に王都の騎士団まで連れて行く事が出来、治療を受けさせる事ができた。そのまま騎士団で保護してもらい親族を探してもらう予定だ。拘束しておいた共犯者達は、重要書類と共に身柄を引き渡して、救出作戦は大成功に終わった。

　ただ、その件を知ったダイモン兄様に、後日死ぬほど怒られた。




　それから一ヵ月、ウルシュ君の作業場に遊びに行き、事件の顚てん末まつを聞いた。

　あの後、騎士団の立ち入り調査で、地下の奥に隠し部屋が発見され、これまで行方不明とされていた人達が氷漬けにされた状態で発見されたらしい。

　どの人も皆、美しい見た目をしていて、犯人の人形師がこれまでに発表した人形にどことなく似ていたとの事。

　保護された人達は、見た目が若く美しいうちは人形に使う髪の毛を手に入れる為に生かされ、美しさに翳かげりが見え始めると氷漬けにされて、美しさを残したまま保管される予定だった。

　今回のギースの誘拐は、青い髪の女性が氷漬けにされる事が決まったので、その人の代わりになる青い髪の美しい人間を物色していた犯人の目に、ギースが留まったことによって起きたらしい。

　ギースを手に入れた事で、あの数日後には青い髪の女性が氷漬けにされる予定だったので、危機一髪と言えるだろう。

　そして、すぐに犯人は捕まったのだが、捕らえられた人形師はゲームで見た『カラーズコレクター』と違い、平均的な身長の、初老の女性だった。

　騎士団が犯人へ行った取り調べによると、あの日アンダーウッド家のお茶会で初めてギースを見かけて衝動的に誘拐したので、王宮での誘拐未遂事件については何も知らないと言いはっていると。

　さらに、スネイブル商会職員が独自に調べた報告書によると、ゲームの『カラーズコレクター』が誘拐に使用していると思われる、標的となった人を誘拐する時に包む髪と同じ色の布や、豚の頭の皮で出来た呪術具の所持を確認できなかったとの事。

　詳しく調べてくれてありがとう、スネイブル商会職員の皆皆様。

　でも優秀であればあるほど、私の中のスネイブル商会のイメージが、謎の組織と化していく。

　本当に商会なの？　商会は世を忍ぶ仮の姿で、本当は裏世界を牛耳る秘密結社とかじゃないよね？　私の考えすぎだよね？　ちょっとスネイブル商会に対する疑惑が湧いたが、それよりも聞いておくことがあるので、ウルシュ君に問いかける。

「もしかして、ウルシュ君が前に『カラーズコレクター』の性別を聞いてきたのは、あの時点で既に人形師が怪しいって思っていたからなの？」

「そうだねぇ。調べていて、ある女性人形師が怪しいって思ったんだけどぉ、イザベラが言っていたカラーズコレクターと性別が違うから、不思議だったんだぁ。でも、今回の顚末ではっきりしたよぉ。イザベラの言う『カラーズコレクター』のシナリオには、別個の二つの誘拐犯グループが起こす、二つの誘拐事件が混ざり合っているねぇ」

　ウルシュ君が言うには、シナリオには無かった王宮での誘拐未遂事件といった時系列の違いや、実際にアンダーウッド家からギースを誘拐した方法などが違うのは、実際の出来事をゲームのシナリオへと変化する段階で混ぜ合わされて、一つの物語へと変化してしまったからではないかと言う。

　確かに、二つの誘拐事件が同時進行とか、ギースルートだけでデータも内容も重すぎてお腹なかいっぱいだ。いっそ、一つの事件にまとめてしまいたくなる気持ちはよく分かる。

「と、いう事は、まだギースシナリオは……」

「終わってないよぉ」

　なんてこったい。次は、豚の頭の『カラーズコレクター』を探し出して対決しないといけないのか。

　頭を抱えて机に突っ伏した私の後頭部を、ウルシュ君は撫でながら口を開く。

「大丈夫だよぉ、イザベラ。そっちもすぐに終わるよぉ」

「でも、もう一人の強い方の『カラーズコレクター』の居場所も正体も目的も、全く分からない状態じゃない……」

　私のぼやきにウルシュ君は立ち上がると、チェストの引き出しから書類の束を持ってきた。

「はい。邪悪な方の『カラーズコレクター』もちゃんと調べておいたよぉ。こっちの『カラーズコレクター』の方は調べるのに命がけだったから心して読んでねぇ」

「人形師の方も十分に邪悪だったと思うんだけど、それ以上なの!?　しかも調べるのに命がけって、本当にヤバ過ぎるよっ!!」

　もう精神的に疲れているのと、読むのが恐ろしいのとで書類を受け取る気になれない。

　ウルシュ君にお願いして、概要だけ説明して貰う事になった。

「まぁ、結論から言うと『カラーズコレクター』の正体は、ヒロインであるマリエタ・プレア嬢のお父さんだね」

　へ[image: ][image: ]。ヒロインの名前ってマリエタ・プレアっていうんだ。ゲームではプレイヤーが名前を付けるシステムだったから、ヒロインの名前を知らなかったのよねぇ。

　それにしても、主人公の親がラスボスってよくある展開……って──

「は、……はぁああああああああ!?　ヒロインの父親が『カラーズコレクター』!?」

　勢いよく起き上がった私に、ウルシュ君はなんでもないかのように話を続ける。

「イザベラが言っていた、豚の頭の皮で出来た呪術具って言うのは、本当に創るのに時間もコストもかかる物でねぇ、高額取引されるような品物だから、製造場所や取引場所さえ見つけ出せば、そこから辿たどっていけるんだぁ。その結果、ヒロインの父親であるアーロン・ニック・ヒルソン子爵に辿り着いたんだよぉ」

　なんか、それを聞いただけで、どれだけ危ない橋を渡ったのかがなんとなく感じ取れるわね。

「でも、ヒロインも『カラーズコレクター』に狙われるんだよ？　父親が娘を誘拐する意味が分からないんだけど」

「二つの誘拐犯が合体している所為せいだとも言えるけどぉ……」

　あぁ、そうだった。

　ゲームの『カラーズコレクター』は二つの誘拐事件が混ざり合っているんだったわね。

　そう納得していると、ウルシュ君が続けた言葉に頭を抱える事になる。

「だけどヒルソン子爵は、実の子供であっても関係無く犠牲にするタイプだからぁ、常識に当てはめない方が良いと思うよぉ。どうも調べていくと、始めからそのつもりで子爵令嬢二人と腹違いのヒロインを作った節があるんだよねぇ」

　流石さすが、邪悪な方の『カラーズコレクター』。実の子供に血も涙もない。

「えーと。そのヒルソン子爵の誘拐や、ヒロイン達を作った目的は一体なんなのかな？」

「呪術の材料だねぇ。コレは迷信なんだけど、珍しい髪色の人間を材料にして創り出した呪術や呪術具は、威力が上がるって言われているんだよぉ。ちなみにこれは十二色は関係無くて、とにかく珍しい髪色ねぇ」

　最悪だ。こっちの『カラーズコレクター』は、人形師のようにしばらく生かしておく気すら無い。攫さらわれたが最後、あっという間に得体のしれない呪術の材料にされてしまう。

「確か、ヒロインの髪色がピンク色で、悪役令嬢のヒルソン子爵令嬢姉妹は、髪色が黄緑だったわね。どうしよう、ヒロインはともかく、ヒルソン子爵令嬢は一緒に暮らしている家族だから、『カラーズコレクター』の元から、どうやって保護すればいいか分からないよ」

「その辺はちゃんと考えているよぉ」

　そう言って、ウルシュ君は手に持った報告書をヒラヒラさせながら笑う。

「とりあえずヒルソン子爵令嬢達に、ディアナ王国に行って貰えば解決するんだぁ」

　なるほどねー。ヒロインの腹違いの姉妹であるヒルソン子爵令嬢達には、ディアナ王国に行ってもらうのかー。それなら『カラーズコレクター』と引き離せるねー。

「……いや、なんで？」

　ウルシュ君。話の流れが全然分からないよ。

　今のは絶対、私じゃなくても分かんないと思う。

「まず、子爵家なんだけど、前子爵の浪費癖でお金がなくて、今の奥さんの実家から援助して貰いながらやりくりしてるんだけどねぇ……」

「その、援助を受けている立場の子爵が、ヒロインの母親に援助している、と。私が奥さんなら、子爵を灰皿で殴るな。それもガラス製の重いやつで」

　いくら政略婚と言っても、奥さんの実家から援助して貰いながら愛人養うって子爵さいてー。

「イザベラなら灰皿使わなくても、素手でオーバーキルだよねぇ。まぁ、僕はイザベラ以外に興味持てないから、そもそも浮気しないけどぉ」

　私ウルシュ君が相手なら、灰皿どころか、平手打ちすら出来ないかもしれないけど、黙っとこう。

「で、話を戻すけど子爵の奥さんは、それに対して怒るような性格じゃないんだぁ」

「ん？　怒ってないの？　私はてっきり奥さんが怒り狂って、令嬢達と一緒にヒロインと母親を苛いじめてると思ったんだけど……」

「どちらかと言うと、子爵婦人は気弱で泣き暮らすタイプらしいんだよねぇ。ショックで、もうずっと臥ふせっているらしいよぉ。それで子爵家の令嬢達は、ヒロイン親子が居なくなれば、母親が元の元気な母親に戻るって思っているみたいだねぇ。実際はそんな簡単な話じゃないんだけど。まぁ子供の考える事だからねぇ」

　ウルシュ君、君も子供だよっ!!　子爵令嬢の姉の方は、私達より一つ年上だよっ!!

「でも、それを聞いちゃうと、虐いじめを行っている子爵令嬢達を一方的に責めるのは良くないわね。彼女達は自分の母親の心を守ろうと考えて実行している訳でしょ？」

　人の数だけ正義があるって言うように、彼女達は彼女達の正義の為に行動しているのだ。方法は決して褒められたものじゃないけど。

「そうだねぇ。そして、ヒロインもそれが分かっているから、黙って虐めに耐えているみたいだねぇ」

　そうなのか、ヒロイン……。

　どうしたら良いんだ、コレは……。誰を責めたら良いんだ……まぁ、子爵はギルティ有罪だけど。

　あとは、ヒロイン母がなぁ……この辺も事情を聞かなきゃなんともなぁ。平民と貴族という立場上、どうにも出来なかった事情があるかもしれないし。詳しい話を聞いてみなきゃ判断出来ないわね。

「そこでねぇ、子爵夫人の実家である商家がウチの商会の傘下なんだけど、今回調べた事実を実家が知っているのか確認を取ってみたんだよねぇ。どうも子爵夫人は実家に心配かけないように隠していたみたいで、実家はその事知らなかったらしいんだぁ。貴族と繫つながりを持つために行った政略結婚だけど、〝娘婿の愛人の援助までやってられるかっ!!　たかだか官職の法服貴族のクセして舐なめ腐りおってっ!!〟って、もう父親がカンカン。あっはっは～」

　ウルシュ君、なんか楽しそうっすね。喋しやべりながら笑い出す姿なんて、初めて見たわ。

　ウルシュ君が楽しそうでなによりです。

「それで、子爵夫人の実家っていうのが、薬草や薬の素材を扱っている老舗しにせの問屋でねぇ。取引しているディアナ王国の薬草専門の貿易会社に、子爵夫人の幼おさな馴な染じみが勤めているらしいんだぁ。彼は子爵夫人に片思いしていたらしくてねぇ、今でも諦めきれずに独り身でいるんだってさぁ。その貿易会社に勤めているのも、いつか子爵夫人の実家に認めて貰もらって、子爵夫人と結ばれる機会を手に入れようと、虎こ視し眈たん々たんと狙っていたからって訳。だから子爵夫人には離縁して貰って、その幼馴染に嫁いでいって貰おうかなって」

　なんだろう……。貴族に取られてしまった幼馴染を諦めきれない一いち途ずな男の話なのに、ウルシュ君の言い方のせいで、ヤバイ男にしか聞こえない。多分ウルシュ君が〝虎視眈々〟って言ったせいだな。

　あと、子爵夫人の意見がどこにもないよ、この計画。

　それにしても、ディアナ王国かぁ……。私のお姉様がお嫁に行った国だな。

　ディアナ王国はロゼリアル王国の北側に位置する隣国だ。

　ロゼリアル王国が『魔術師』の育成に力を入れているとするなら、ディアナ王国が力を入れているのは『医者』や『治癒術師』『薬師』といった、医術系の人材の育成だ。

　元々、薬草や薬の素材になる物がよく採れる地で、そうした素材の輸出や、医術系の人材の派遣を主要外交にしている。

「子爵夫人と子爵令嬢が幸せになれるのなら、それで良いんだけど……後はどうする予定なの？　ヒロイン親子が、子爵家に入るの？」

　私の疑問に、ウルシュ君はニヤリと笑う。

「ヒロイン親子なんだけど、そもそもヒロイン母はヒロインを産んだ後、妹と一緒に王都を去ろうと思っていたみたいなんだぁ。既婚者の子供を産んだから、その奥さんや子供に申し訳ないってねぇ。でもある日突然、大切な妹が消えた」

　彼女は妹と一緒に孤児院で育ったが、孤児院は十二歳で出て行かなければならない。

　妹より先に孤児院を出た彼女は、いつかお金を貯ためて妹を引き取ろうと考え、孤児院の近くで洗濯婦として働いていたが、ある時子爵と出会う。

　その後の詳しい経緯は分からないが、彼女は十五歳でヒロインを産んだ。

　妹は孤児院から、毎日姉の子供を見るために通っていたが、その帰り道に姿を消す。

「だから、ヒロインの母親は王都から離れられなかったんだぁ。いつか妹が帰って来た時に、自分が王都にいなかったら妹は帰る場所がないんじゃないかって。で、今回人形師の元から妹は救出されたでしょ？　もう王都にいる必要性はないよねぇ」

　妹が見つかった事で彼女はもう王都にいる必要はない。それどころか妹が誘拐されるなど、王都にはあまり良い思い出が無いので、妹の心の療養を兼ねて三人で静かな町に引っ越したいと考えているようだ。

　そこで、スネイブル商会が、ロゼリアル王国の最大規模と言われる、広大な果樹園を有するワイン工場の仕事を、人ひと伝づてに持っていったらしい。

　ワインの有名な土地で、水が綺麗で美味おいしい場所だ。街では年に数回お酒のお祭りが開かれるなど、田舎なりに栄えている。

　ヒロインの母親は、渡りに船とその話に飛びついたそうだ。

「で、話の初めに戻るねぇ……。子爵夫人には離縁して貰って、姉妹を連れてディアナ王国へ渡って貰う。ディアナ王国は医術やそれに関する学問が進んでいるからねぇ、髪の色で効果が云うん々ぬんといった迷信は鼻で笑うよ。この国より安全かな？」

　ウルシュ君の話に頷うなずきで返す。

「ヒロイン一家をヒルソン子爵は逃がす気が無いだろうからぁ、王都から彼女達が出る前に急いで彼と呪術師集団を潰さないとねぇ」

　ここまで聞いたら、それが今出来る一番だと思う。

　ヒロインも子爵令嬢達も、一刻も早くヒルソン子爵家から逃げ出して欲しい。





◆◇◆◇◆






　重たく大きな音を立てながら進み始めた機関車を、遠くからマリーちゃんと見送る。

「お嬢様、本当に声をお掛かけしなくて、よろしかったのですか？」

「えぇ、良いの。彼女達は私達の事を知らないから、声を掛けても不審がられるだけよ」

　ディアナ王国方面へと、徐々にスピードを上げながら走り去って行く車体を見つめながら、私はマリーちゃんに答える。

　あの機関車には、子爵夫人……いや、〝元〟子爵夫人と二人の娘達が、新しい父親となる予定の貿易商の男性と共に乗り込み、新居のあるディアナ王国へと旅立っていった。

　国王から婚姻や離婚の許可が必要となる伯爵家未満とはいえ、子爵も立派な貴族だ。

　離婚には時間が掛かると思われたが、スネイブル家と夫人の実家が裏で手を回したようで、一ヵ月で離婚が成立した。

　子爵は離婚を拒否しごねていたのに、どうやって離婚を成立させたのか疑問でウルシュ君に尋ねたところ、流石にウルシュ君は役場のお偉いさんを動かす力は持っていないという事で、代わりにウルシュ君のお母様が裏で動いてくれたらしい。

　そういえば私、ウルシュ君のお母様に会った事ないなと思い、後日ウルシュ君のお母様にお礼とご挨拶に伺いたいと伝えたんだけど、『十歳以上になるまで会ってはいけないっ!!』とウルシュ君とポールさんに強く止められた。……なんでよ。

「さぁ、お嬢様。機関車も見えなくなった事ですし、そろそろお屋敷に戻りましょう」

　走り去る汽車を見ながら考え込んでいた私に、マリーちゃんが帰宅を促す。それに返事をし、駅の前に待たせている馬車へと戻る。

　屋敷へ帰る馬車の中で、マリーちゃんは夢見心地で話し始めた。

「それにしても素敵なお話でしたね。政略結婚で泣く泣く引き離された幼馴染を、ただひたすら想おもい続けていた男性が、その幼馴染が嫁ぎ先で辛つらい目に遭っている事を知って助け出しに来て、最後に二人は結ばれるって……本当に素敵。男性と再会したあの女性が、彼の胸へと泣き崩れていった姿を見て、私もつられて泣きそうになりました」

　そう。裏でスネイブル家が手を回していたんだけど、表向きはそういう形に収まった。

　カラーズコレクターの話は完全に伏せて、夫人の幼馴染の男性に協力を要請したところ、男性は計画に飛びつき快く了承。

　彼に表舞台に立って貰い、今回の離婚騒動は〝想い続けていた幼馴染の女性が辛い生活のあまり、心労で臥せってしまった事を彼が知り、彼女を救い出そうと尽力した結果〟という事になっている。

　当初二人の娘達は複雑そうにしていて、嬉しそうな母親の様子を見て無理やり納得した様子だったが、さっき汽車に乗り込む時には、新しい父親となる男性からの暑苦しいほどの構いように、照れ笑いのような表情を浮かべていた。なんとか上手うまく交流を深めているようだ。

　今まで家庭を顧みない父親と、その事に苦しみ臥せってしまった母親といった具合に、自分達を見てくれる人がいなかったので、新しい父親の暑苦しいほどの構いようは、反応に困りながらも悪い気はしないのだろう。新天地で彼ら家族が上手くやっていけると良い。

　屋敷に帰り着くとすぐに、ウルシュ君がポールさんを連れて訪ねてきた。

「人形師の方に誘拐されていた被害者達は、身元確認が取れるまで教会に保護されていたんだけど、そこで家族達と再会できたみたいだよぉ。ヒロインの叔母さんもねぇ」

　あとは被害者達の精神状況と家族の受け入れ態勢を見て、行き先や身の振り方を決めていくらしい。

　子供の頃に誘拐された人の中には、文字が読めず仕事に就くのが難しい人もいるので、そういう人は教会で少しずつ日常生活に必要な事を学んでいくと。

「もう一人の『カラーズコレクター』の方の、誘拐した人を一時的に監禁している場所とか、共犯の呪術師組織の潜伏先とかは分かったの？」

　ウルシュ君は残念そうに首を横に振る。

「流石に長いこと裏に潜んでいただけあって、中々呪術師達の拠点が摑めないんだぁ。うちの従業員達もあまり深入りさせると、命を落としかねないからねぇ……」

「ここまで調べられただけでも十分すぎるよ。これ以上は流石に無理はさせられないよね」

　ウルシュ君に返事を返しながら、私は【クローゼット】の中身を確認する。確かアレが大量にあった筈はず……複数の攻略者を同時攻略するために必須だったアイテム。あぁ、あった……。コレだ。

【クローゼット】から取り出したアイテムを、テーブルの上に並べる。

「ふふふ……コレの出番が来たようね」

「コレは……『変身☆ヘアカラーシリーズ』？　なにコレ？　これもゲームのアイテム？　うわぁ……色んな色があるねぇ……」

　そう、変装アイテムだ。

　実は『ラブ☆マジカル』は、攻略対象者とのデート中に、他の攻略対象と鉢合わせする事件アクシデントがランダムで起こる。

　……だいたい、デートの三回に一回は他の攻略対象に見つかる。見つかると、その鉢合わせた攻略対象者の好感度がかなり下がってしまう。

　それを防ぐには、攻略対象者とのデートイベントの時に、変装アイテムを使用する必要があるのだ。

　……そこまでして複数人とデートしたいか？

　まぁそれは置いといて、それを使用すれば〝せっかく上げた好感度を下げる心配が無くなる〟という事で用意されている変装アイテムのうちの一つが、この『変身☆ヘアカラーシリーズ』だ。

　ちなみに、この変装アイテムは全て課金アイテムです♡　本当に商魂たくましいな、このゲーム会社（？）。

「そう、今なら人形師が全ての誘拐の犯人だと思われているから、彼らは動きやすくなっている筈。それに、闇ギルドとかいうのが潰されて、人身売買や奴隷オークションが開かれなくなったんでしょ？　きっと獲物が手に入らなくて困っている筈よ！　そこに珍しい髪色の子供が一人で歩いていたら、絶対に奴らを釣れると思うの」

「まさか、その囮おとり役をイザベラがするとか言わないよねぇ？」

　私の作戦を聞いて、ウルシュ君は黒い気配を漂わせながら満面の笑みを向けてくる。あっ、これ絶対反対される流れだ。

「いや……。ほら……。捕まっても無事に逃げられるの私くらいじゃない？　例えば魔力を封じられるアイテムとか使われても、私のＭＰ量なら封じる事は困難そうだし、たとえ封じる事が出来ても、私の地竜並みのＨＰなら、どんな拘束されても力技で引き千切れるし、どんな場所からでも脱出できそうだし、なにより私には《状態異常無効》があるから呪術師が相手でも、呪いによる状態異常は効かないし……」

　思いつく限りの利点を並べ立て説得を試みる。が、どんどんウルシュ君の気配が怖くなっていく……そんなに怒らなくても良いじゃんかぁっ!!

　涙目でウルシュ君の返答を待っていると、ウルシュ君は深くため息をついた。

「仕方が無いなぁ……僕が駄目って言っても、イザベラはコッソリやりかねないから、見張りを付けてやらせた方が良いのかなぁ……。絶対に一人でしちゃ駄目だからねぇ？」

　そう言ってウルシュ君は、絶対に監視役から離れない事を条件に許可を出してくれた。




　そして、決行日。私は紫色に髪を染めて、青い髪の美女と手を繫つないで街中を観光しています。

　私と美女の設定は、他の領地から観光の為、王都にしばらく滞在する予定の親子です。〝しばらく滞在〟っていうのがミソです。

　急いで誘拐しないと、観光を終えて王都から出て行っちゃうよー。中々いないよー。紫色の髪の子なんてー。貴重だよ[image: ][image: ]。レアだよ[image: ][image: ][image: ]。

　街行く人達が、ギョッとした目で私の髪を二度見するレベルで珍しいよ[image: ][image: ][image: ]。

　うん。本当に中々いないらしいんだ。紫の髪。人形師が誘拐していた人達の中にも、今回はいなかったほど。

　全くいないっていう訳でもないんだけど、本当にレア。

　前世の日本では紫の髪のお婆ばあちゃん、珍しくないんだけどなー。あれも人工染料だけど。

　え？　一緒に手を繫いで歩いている青髪の美女は誰かって？

　ポールさんです。

　はい。ポールさんです。

　彼、《女装》スキルと《変装》スキルと《演技》スキルと《声帯模写》のスキルを持ってます。他にも色々なスキルがあるんだけど……。

　まぁ、前の職業で必要だったんでしょうね。今でも重宝しているみたいですけど。

　そんな感じで、街中を練り歩いていて三日目、私達親子（偽）に声をかけてきた人達がいました。

　背後から声をかけられ、ポールさんと振り返ると立っていたのは憲兵が三人。

「奥さん失礼致しますが、この辺りの方でしょうか？」

　憲兵の一人がポールさんに問いかける。

　それに対してポールさんは、声帯模写を使って女性の声で返す。

「いいえ、観光のために北東の港町から来ましたの。ディアナ王国との国境に近い町です。それがなにか？」

　あ、これ、この声はマリーちゃんの声だっ!!　ポールさん、マリーちゃんの声を再現してる。凄すごいっ!!　このスキル欲しいっ!!

　感動している私をよそに、ポールさんと憲兵の会話は進んでいく。

「あぁ、そうでしたか。どうりで。実は今、王都では珍しい髪色の人を狙った誘拐事件が多発しているので見回りをしているんです。奥さんと娘さんは、特に珍しい髪色をしているので気を付けて頂きたいと。もう日が傾いてきているのですぐに宿泊先に戻った方が良いでしょう」

　おぉう。仕事熱心な憲兵さん達に当たったようだ。

　誘拐される事が目的です、とも言えないので、素直に今日の囮捜査は終わりにするかなぁ。

「まぁ、そんな怖い事件が王都で起こっていたのね～。知らなかったわ。娘が幼いから心配ね。ご親切にどうも有難うございます」

　ポールさんが憲兵にお礼を言って、その場を離れようとすると、呼び止められる。

「あぁ、奥さん。お子さんが幼いようですし、すでに日も暮れてきていますので、我々の馬車で宿まで送りますよ。こちらに馬車を停めていますのでどうぞ」

　はい。ダウト。

　我々の馬車ってなんだ。王都内を馬車で優雅に見回りする憲兵がどこにいるんだよ。大通りしか見回れないだろソレ。日本のパトカーによるパトロールとは違うんだぞ。

　ポールさんと繫いでいた手を、軽く三回握って合図する。それに返事をするようにポールさんも手を二回、握り返してくる。

「あら、どうしましょう？　あと少し見て回りたいものがあるのだけど……」

　ポールさんが話を引き延ばしてくれている間に、憲兵らしき三人の鑑定をする。

　三人に呪術系スキルは無し。呪術を掛けられている様子も無い。

　……だけど憲兵に必要そうなスキルも無いんだよなぁ。身分は確かに憲兵のようだけど。怪しいと言えば怪しいけど、呪術師や子爵と関わっているか判断がつかない。

　困ってポールさんを見上げると、ポールさんは、握った手を軽く振って合図する。

　たぶん合図の意味は、〝判断がつかないなら、判断がつくまで相手してみれば良いじゃん〟って感じだろうな。どうやらついて行ってみるらしい。

　確かに、今のところなんの手掛かりも摑めていないので、怪しい餌があるなら片っ端から食い付いていくしかないわね。

「ママ、私もう足が痛いから帰ろ。憲兵さんに馬車に乗せて貰お」

　その私の言葉にポールママはニコニコと笑顔を返す。

「そう？　足が痛いの？　じゃあ、送って貰おうか？」

　そしてポールママは憲兵らしき人達に向き直り、お言葉に甘えてお願いしますと、頭を下げた。

　そのまま馬車まで案内されながら手を繫いで歩いていると、私達の周囲を憲兵がさりげなく囲んできた。

　横目で憲兵の動きを確認していると憲兵の一人と目が合ったので、試しにニッコリ笑いかけてみて反応を見るが、無表情でスルーされる。

　憲兵としても、そして誘拐犯だとしても、愛想が無いわね。特に、誘拐犯には愛想は必須だと思うよ。

　そのまま無言で案内についていくと、歩いて五分ほどの距離の人目につきにくい場所に、馬車が停めてあった。

　馬車の中を《色欲とうし》で確認する。……はい、ビンゴ。

　繫いでいる手の人差し指と中指の二本でポールさんの手を三回叩たたき、合図を送る。

（馬車の中に二人。当たり）

　馬車の中に男が二人、青い布と紫の布を用意して潜んでいる。あれが被害者達を誘拐する時に包くるんでいる布かしら？

　馬車の中の男達が持っている布に対して《強欲王かんてい》を発動。


『眠りの呪い織』

　意識消失の呪いが織り込まれた布地。

　染められた色と同じ色彩を身体からだに持つ者が、この布に包まれると意識消失する。

　それ以外の者には効力が無い為、他の布に紛れ込ませる等、潜ませるのに有利。



　あ[image: ][image: ]。私とポールさんには効かないわ、この布。

　今は髪染めているから紫だけど、実際は髪も目も紫じゃないし、ポールさんは髪も目も茶色だから青い部分無いなぁ。

　布に包まれた時に、気絶した振りをすれば良い話なんだけど、そんな事を知らないポールさんに、布に包まれたら気絶した振りをするように伝えるには、どうしたら良いかな？

　馬車に乗り込む前に、ポールさんに作戦をどうにか伝えないと。と、そんな事を考えていると急に馬車の扉が開き、布を持った男達が駆けだしてきた。

　私とポールさんが逃げないように、憲兵（偽）が背後を塞ぐ。

　……いや、ちょっと待ってお前ら。

　なんで、馬車から出てきた？

　人目に付くかもしれない外じゃなくて、私達が馬車に乗り込んだ時にその布で捕獲しろよっ!!　さてはお前ら素人シロウトだな!?

　誘拐犯のあまりの計画のずさんさに、ポールさんと思わず呆ぼう然ぜんとしていると、その隙に男の一人が青い布をポールさんに被かぶせた。

　当然、ポールさんには効果が無い為、布を被せられたポールさんはキョトンとしたまま立っている。

　なんてこったいっ!!　まだポールさんにこの布の効力を説明出来ていないのにぃぃぃっ!!

　お前らがずさんな誘拐をしようとするから、説明する暇が無かったでしょっ!!　説明出来ていたら、気絶した振りして上手く誘拐される事が出来たのにっ!!　誘拐が成功したのにっ!!

　呪い布が効かない事に動揺する誘拐犯達。

　ポカンとしたまま、頭に中途半端に引っかかった布を取るポールさん。その時、布と一緒にポールさんが被かぶっている青毛のカツラが、一緒に取れた。

　私とポールさん、憲兵（偽）と馬車から降りてきた誘拐犯達の空気が凍り付く。

「あ……外れちゃいました」

　強張った表情で、ポールさんは思わず地声で呟つぶやく。その声で誘拐犯達は我に返った。

「囮捜査だっ!!」
















　その瞬間、馬車から出てきた二人の男は、口から血を吐き崩れ落ちた。

　いやぁぁぁぁ!!　ちょっと待って!?　仲間の切り捨てが早すぎる!!

　しまったっ!!　憲兵には口封じの呪いが掛かっていなかったけど、後の布を持っていた二人には呪いが掛かっていたのかっ!!

　誰がどこから術を発動させてるの!?　どんな条件で発動するの!?　この人達助かるの!?

　血を吐いている目の前の男性二人にパニックを起こしていると、憲兵（偽）の男達はポールさんを突き飛ばし、馬車に飛び乗るとすぐに馬車を発進させた。

　まずい、このまま逃げられたら、せっかくの手掛かりをなくしてしまうっ!!

「ポールさんっ!!　その人達をお願いっ!!　私はあいつ等らを追うわっ!!」

　そのまま、血を吐きながら苦しむ誘拐犯と、ポールさんをその場において、走り去る馬車を追いかける。

「ちょっ!!　お嬢様っ!!　待って下さいっ!!」

　背後でポールさんの呼び止める声が聞こえるが、気にせず走る。このまま奴らを逃がしてしまうと、慎重になって潜まれてしまう!!　だったら、ここで手掛かりを逃がす訳にはいかないっ!!

　全力で走り馬車に追いついた私は、馬車の後ろにしがみつくと、そのまま馬車を静かによじ登る。そのまま体を伏せて、爆走する馬車の天井に張り付いた。

　このまま、アジトまで案内して貰うわよ。








第四話









　馬車を追いかけていったイザベラの背中を見送り、ポールは血を吐きながら苦しむ誘拐犯らしき男達に駆け寄る。

　離れた場所からイザベラを見守っていたマーキスとムハイミーンが、慌ててイザベラの後ろを追っていったので、なんとかなるだろう。

　さて、目の前で苦しんでいる男達に、口封じの呪いをかけられているという事は、彼らは有力な手掛かりになる情報を持っているはずだ。

　ここで死なれては困ると判断したポールは、念の為ため持たされていた呪い耐性のブレスレットを外し、男達の腕につける。既に呪いが発動しているので、どの程度の効果が期待できるか分からないが、時間稼ぎさえ出来れば、呪いを解除できる仲間が駆けつける筈はずだ。

　ポールが男達を裏路地の端に移動させた頃、ウルシュが目元を透けた布で隠した三人の女性を連れ、裏路地に現れた。

　ポールは現れたウルシュに頭を下げる。

「坊っちゃん、申し訳ありません。イザベラお嬢様を行かせてしまいました」

「あ～、想定範囲内だから良いんだよぉ」

　そのウルシュの言葉にポールは首をかしげた。

　今回、近づいてきた不審者が呪術師や子爵関係の誘拐犯だったら、囮おとり捜査だという事をうっかりを装ってバラして逃がし、泳がせる作戦だったはず。奴らを尾行するのはスネイブル商会職員の予定だった。

　なぜイザベラが誘拐犯を追いかけて行ったのかが、ポールには分からない。

「……ウルシュ坊っちゃん。今回の作戦、イザベラお嬢様に伝えてますよね？」

「伝えてないよぉ。イザベラ、誘拐される気満々だったからねぇ。捜査の為とはいえ、イザベラが誘拐されるのは反対だったから、堂々と追いかけて行かれた方が、まだマシなんだよねぇ」

　だったら、始めから囮捜査を許可しなければ良いのに、とポールは思ったが口には出さずに、ため息をついた。

「追いかけていくのも危険でしょうに」

「誘拐犯と一緒に、馬車の中という密室で大人しくされているより、大暴れしてもらったほうが全然いいよぉ～。陽動にもなるし？　それに、イザベラの危険度が周囲に知られたほうが、手出ししようとする馬鹿が減って良いかなぁ？　なんて」

　そう言うと、ウルシュは背後で待機している三人の女性に、地面で苦しんでいる男達を指さし合図する。

　音もなく地面の上を滑るようにして移動し、男達の傍そばにしゃがみ込んだ女性達は、無言で彼らを覗のぞき込む。それを横目で眺めながら、ポールはウルシュに疑問を投げかける。

「そんな事して、かえって目をつけられませんかねぇ？」

「一応、イザベラは王族の親族だし、なにより権力過多なロッテンシュタイン家の令嬢だから、囲い込むのは大変だと思うよぉ。だから、どちらかというとイザベラ自身より、イザベラの婚約者である僕か、スネイブル商会の方が目をつけられるだろうねぇ」

　そう言うとウルシュは、不気味に微笑ほほえむ。

　ウルシュ坊っちゃんや商会に目をつける馬鹿は終わったな。とポールは視線を遠くする。

「さて、ポールの機転で呪いが彼らの体にあまり回ってなかったから、予想より早く済んだみたいだねぇ。もうすぐ他の応援が来ると思うから、彼らを運んでおいて」

　無言のままいつの間にか並んで立っていた女性達の足元で、気絶して静かになっている男達を指さし、ウルシュはポールに指示を出すと歩き出した。そのウルシュの後ろを、三人の女性達が無言でついていく。

「お気をつけて、ウルシュ坊っちゃん」

　そのポールの言葉に、ウルシュは振り返らないまま返す。

「うん。気を付けるよぉ～」





◆◇◆◇◆






「くそっ!!　この小娘がっ!!　そこから降りやがれっ!!」

　私は、蛇行して走る馬車の上でステップを踏み、御者台から憲兵が振るう鞭むちを避よける。

　ふはは、ウルシュ君の鞭の威力とスピードに比べれば、そんな攻撃ぬるいぬるいっ!!

　だけど周囲の人達の反応で馬車の上にいるのがバレるなんて、私もまだまだね。

　考えてみれば、馬車の屋根に子供が張り付いているのを見たら、そりゃあ周囲の人は悲鳴を上げたり、指をさしたりするわよね。気配遮断するとか、クリス様の光学迷彩を真似まねして姿を消すとかするべきだった。追いかける事に意識を向けすぎて、そこまで頭が回らなかったわ。

　仕方がないわね、本当はアジトまで案内させるつもりだったけど、ここで彼らを捕獲する事にしましょう。連れて帰りさえすれば、後はウルシュ君が必ず彼らの口を割らせて、情報を引き出すはず。

　爆走する馬車の上で、放たれる鞭を飛び回り避けながら、馬車の屋根の四隅を手加減しながら平手で叩たたき割わる。馬車って結構やわらかいのね～。

　拳で殴ると馬車が粉々に砕け散るかもしれないから、優しく壊しすぎないように叩き割る。最後に跳び上がり、馬車の屋根に肘鉄を喰くらわすようにして体当たりをかますと、砕け落ちる屋根と一緒に馬車の中に侵入する。

　粉々の屋根と一緒に降ってきた私に、中に乗っていた憲兵二人が驚きよう愕がくの表情で固まった。

　憲兵が放心している間に内側から馬車の扉を蹴破ると、進行方向の座席に座っていた憲兵の胸倉を摑み、爆走する馬車の外に投げ飛ばした。受け身も取れずに石畳に叩きつけられる憲兵。たぶん肩の骨と、肋ろつ骨こつが何本か逝ったかも。

　我に返ったもう一人の憲兵が素早く剣を抜くと、私に向かって振り下ろす。屋根が無くなって開放感のある馬車に変わったとはいえ、狭い馬車内で剣を振り回すのは悪手だよ。お兄さん。

　子供の小さな体を利用して、振り下ろされる剣を軽々と避ける。

　避けられた剣が座席にくいこみ、憲兵が一瞬動けなくなった隙をついて、憲兵を後方座席側に蹴り飛ばした。

　つぶれたカエルみたいな声を出して憲兵が気絶したのを確認すると、馬車の床を蹴って跳躍し、宙返りをする要領で御者台側に飛び移る。

　あれ？　さっきまで御者台から私を鞭で攻撃していた憲兵がいない。ふと馬のほうを見ると、憲兵は馬の上に飛び移っていたようで、馬に跨またがったまま、馬と馬車を繫つなぐハーネスを切断しようとしていた。

　現時点じゃ手を出しづらいので、切断が終わるまで待つ。

　無事、ハーネスが切断されると同時に、ハーネスを繫ぐ馬車の部品が石畳に叩きつけられ、部品を砕きながら馬車が止まった。

　馬車を置いて馬で走り出し、ドヤ顔で振り返った憲兵に向かって微笑みを返すと、手の平を地面に向ける。

　今まで力技のゴリ押しだけでなんとかなっていたから使う機会が無かっただけで、魔法の勉強してなかったワケじゃないんだよ？　私。

　しかも、私には《嫉妬ふくせい》というチートスキルと、万能なウルシュ君という素晴らしい教師がいるから、殆ほとんどの属性魔法をゲットしている。

　と、いう事で喰くらうがいい。イザベラオリジナルの追尾型爆撃魔法、『地ち中ちゆう雷らい』。

　地中で爆発が起き、下から石畳を爆散させ土を巻き上げながら、馬で逃走する憲兵を『地中雷』が追いかける。石畳を粉砕しながら馬を追いかけた『地中雷』は、あっという間に憲兵に追いつき、馬ごと彼を空中へと高く吹き飛ばすと、役目は終わったとばかりに沈黙した。

　前方に向かって吹っ飛んでいった憲兵は、馬ごと石畳に叩きつけられる。

　流石さすがに死にかねないので、地面に激突する間際に馬には強化魔法とシールドを、憲兵には死なない程度に強化魔法をかけておくという、女性ならではの細かい気遣いは忘れない。狙い通り、馬は無傷。憲兵は気絶という、我ながら素晴らしい結果だ。

　しかし、五〇〇ｍ以上の石畳が粉々になった。しかも日が傾いている上に、土煙で視界が悪い。

　叩たたき壊こわすより直す方が手間がかかるから、本当はあまり使いたくないんだよなぁ。魔法。

　私の魔法、威力が強すぎて、ファイヤーボール程度でも直径五〇〇ｍくらいの、ガラス質のクレーターが出来上がるからなぁ……。下手に使えないから、結局、腕力に物を言わせて力押ししちゃうんだよね。

　あぁ、私の女子力が息してないわ。

　とりあえず、騒ぎを聞きつけた他の憲兵や衛兵が来る前に、石畳の修理をしておこうと『視界クリアゴーグル』を着けて、袖をまくった。




　石畳の修繕が終わり、追いついたマーキスさんとムハイミーンさんが憲兵三人をガチガチに拘束したところで、ポールさんが駆けつけてきた。

「ごめんなさい、ポールさん。途中で気付かれて、アジトまで辿り着けなかったわ」

「いえっ!!　良いんですっ!!　それよりも聞いて下さい、イザベラちゃんっ!!　大変な事が起こったんですっ!!」

　慌てた様子のポールさんが、私と視線を合わせるようにひざまずくと、両肩を摑つかんで私の瞳を真っ直ぐに見つめる。

「誘拐され、監禁されていた方々が保護されていた教会が、何者かに襲撃されましたっ!!　現在、行方不明者などを確認中ですっ!!　ウルシュ坊っちゃんがお待ちですので、ついてきて下さいっ!!」

　ん？　なんか違和感。……『イザベラちゃん』って言ったか？　このポールさん。

　ポールさんって、私をそんなに親しげに呼んだかなぁ？

　目の前にいるポールさんをよく観察する。青い髪の美女に変装したポールさん……に、変装した……。誰だコレ？　《強欲王》発動。

　……おい。なんでアンタがココにいるんだ。

「あの～。……なにしてるんですか？　ルーシーお義姉ねえ様……」

「なんの事でしょう？　イザベラちゃん」

「「……」」

　二人の間に、変な沈黙が流れる。

　鑑定した結果、目の前にいる『青髪の美女に変装したポールさんに変装した女性』は、ルーシーお義姉様。

　彼女はロゼリアル王国、魔術師団長のご息女で、ギースの姉。そして我が家の長兄トレヴァーの婚約者で、未来のロッテンシュタイン公爵夫人だ。

「ルーシーお義姉様っ!!　結婚の準備期間中なのに、一体何をしているんですかっ!?」

　私の叫びに、ルーシーお義姉様は大慌てで、人差し指を唇に当てる。

「イザベラちゃんっ!!　し[image: ][image: ]っ!!　し[image: ][image: ]っ!!」

「し[image: ][image: ]っ!!　じゃないですよっ!!　貴女あなたが毎年、毎年、予定が悪いだなんだと言ってノラリクラリと婚姻式をかわしまくるから、次兄のダイモン兄様が、兄を差し置いて結婚できなくて、未いまだに家にいるんですよっ!!　早くあの鬼は外に出したいんですよっ!!　こんなところで暗躍してないで、結婚準備を優先して下さい!!　お願いですからっ!!」

　涙目でルーシーお義姉様に摑みかかりガクガク揺さぶる私を、お義姉様は必死でなだめる。

「落ち着いてっ!!　落ち着いてっ!!　その話はまた後日しましょうっ！　ひとまず今は、私はココにいないことにしてっ!!　私の名前を連呼しないでっ!!　とにかく私について来て欲しいのっ!!　今はソレどころじゃないからっ!!」

　そうだった。教会が襲撃されたんだ。偽ポールさんと、その正体がルーシーお義姉様だという二重の驚きで頭からその情報が吹っ飛んでた。

　でも、ルーシーお義姉様とウルシュ君が協力しているのは初耳だわ。ウルシュ君ってば、どこまで人脈を築いているのかしら。顔が広すぎて、ウルシュ君の関係者や繫つながりを把握出来る気がしないわね。

　私はマーキスさん達に捕らえた憲兵を丸投げして、そのままルーシーお義姉様について行く事にした。





◆◇◆◇◆






「クリス様、お久し振りです。今日はアマリリス嬢も来てたんですねぇ。お元気でしたかぁ？」

　僕はポールと別れた後、クリス様に呼ばれていたので、王宮へと足を運んだ。

　王宮の従者に案内されて図書室に行くと、クリス様と一緒にアマリリス嬢がお茶をしているところだった。図書室って普通は飲食禁止じゃないのかなぁ……。

「……やぁ。ウルシュ、久しぶり……呼びつけてごめん……」

「ふわぁ～！　ウルシュ君、お久し振りなのですっ!!　私は元気ですわぁっ!!　あ、そういえばクリス様の事は親しげに呼んでいるのですね。ずるいですぅ……私の事も、ベラちゃんが呼んでるみたいに、アリスって呼んで下さいっ!!」

　クリス様が、いつもと同じ脱力したような話し方で挨拶をすると、それを聞いていたアマリリス嬢が、駄だ々だをこねるように上半身を左右に振って、僕に親しげに呼ぶことを要求する。

　僕としてはアマリリス嬢よりも、イザベラを親しい呼び方で呼びたいんだけど。

　なんで僕より先にアマリリス嬢が、イザベラをベラって呼ぶことが許されているんだろう、と少しイラっとする。表情かおには出さないけど。

「え～と……ではアリス様で。それにしても、お二人はずいぶん仲良くなったんですねぇ」

　そう二人に声をかけると、アリス様は恥ずかしそうに笑う。意外にもクリス様の口元にも、うっすらと笑みが浮かんだ。どうやら色々と上手くいっているようだね。イザベラが見たら喜ぶよ。

　あの山小屋でクリス様の《傲慢王ルシフアーの耳》スキルが《傲慢王》へと進化したことによって、常時発動が解除され、スキル封じのアイテム無しでも日中の会話が可能になり、クリス様の精神状態や体調は日に日に回復していった。

　そして王宮への帰還後、アリス様との婚約話が持ち上がっているらしい。

　相手がイザベラじゃないなら、誰が王子の婚約者になろうと僕にはどうでも良い話だけど、イザベラはアリス様とクリス様が婚約するのを期待していたから、喜ぶんじゃないかな？

「そういえば、今日はベラちゃんは来てないんですの？　久しぶりにベラちゃんに会いたかったのに残念ですぅ……」

「イザベラは、誘拐犯らしき馬車を走って追いかけていったから、一緒には来てないですよぉ。戻ってきたら合流できるように、協力者に案内をお願いしておいたから、そのうちココに来るんじゃないですかねぇ」

　多分、イザベラはアジトまで辿り着けずに、途中で馬車を横転させるとかして、誘拐犯を捕獲する事態になるだろうから、早めに合流出来るんじゃないかな？

「そういえば、クリス様は王妃様に訓練してもらう事になったそうですねぇ。どうですかぁ？　冒険者流の訓練は」

「……うん。……そのうち訓練で、ボク死ぬかもしれないから、一週間おきに遺書を書いてる……」

「…………」

　どうも、山小屋以上のしごかれ方をしているらしい。

「ふぇ……。私も、書いてますぅ……」

「あぁ、そういえばアリス様も実家での教育の合間に、王妃様からの訓練を受けてるんでしたねぇ」

「そうなのですぅ。ちっちゃな爆発の練習ばかり何千回もさせられて、死にそうなのですぅ。でも練習しないと、来年ダンジョンに入れられた時に、爆発を使えないのですぅ。……だって、生き埋めになっちゃう」

　来年ダンジョンに放り込まれるのが、すでに決定しているんだね。頑張って、アリス様。

　そして、王妃様もアリス様の訓練を頑張って下さい。王都内とダンジョン内の安全の為に。

「ところでクリス様。急な呼び出しでしたけどぉ、もしかしてお願いしていた、王宮内にいる誘拐犯の協力者を見つける事が出来たんですか？」

　実はクリス様には、王宮内に呪術師組織や子爵の協力者がいないか、秘密裏に調べて貰えないかお願いしたのだ。

　ギースは、王宮の温室で誘拐されそうになった。そして、誘拐実行犯の女性は、調べによると、王宮どころか城中のどの部署にも所属していない人物だったらしい。だが彼女は王宮メイドの制服を所持し着用していた。ならば、必ず王宮内に協力者や、手引きをした人間がいるはずだ。

　僕の質問に、クリス様は小さく頷く。

「……ボク、お喋しやべり苦手だから……人に話を聞く事が出来なかったんだ……それでね、王宮内にある、悪い感情だけを察知する事にしたんだ……」

　クリス様は、進化した《傲慢王》スキルを利用したらしい。

　ちなみに《傲慢王》スキルは、望遠の能力、地獄耳の能力、読心の能力、感情の察知能力、その場に残った感情の残ざん滓しを把握する能力、といった多彩な能力を持っていた。

　こんな能力を持っているんじゃ、クリス様とはカードゲーム出来ないねぇ。手の内や、イカサマがばれちゃうから。

　う～ん。今の僕には調べる事は出来ないけど、クリス様の能力を考えると、《強欲王》スキルにも、精密鑑定、絶対鑑定、看破の他にも別の能力があるかもしれない。

　僕が考え込んでいる間にも、クリス様はゆっくりと話を続けた。

「……それでね、そういった悪い感情を辿たどっていった先で、読心を繰り返したら……誘拐された人達が保護されている教会を……襲撃して、彼らを奪い取る計画がある事を知ったんだ……」

「凄すごい情報を手に入れましたねぇ……その計画、他の人には伝えましたぁ？」

「……騎き士し団だん長は、綺麗で真っ直ぐそうな、強い感情しか持ってなかったから、信用して話したら、襲撃を防ぐ為に動いてくれたよ……」

　レベル差の為にクリス様は、騎士団長の読心までは出来なかったと。だけど、感情程度ならばレベルに関係なく読めるらしい。ちなみに好奇心で、どんな風に感情が読めるのか聞いてみると、感情は、気配やオーラのような感じで把握が出来るとの事。

「でも、騎士団長だけ？　魔術師団長は？　信用できない感じでしたぁ？」

「……ううん……魔術師団長は……変わり者だけど信頼は出来る……でも」

　クリス様はそこまで話すと言いよどみ、視線をあちこちに彷徨さまよわせる。

　アリス様も、詳しい話は聞いていなかったようで、不思議そうに首をかしげたまま、クリス様が口を開くのを待っていた。

　しばらく思案して、話す決意が固まったのか、ゆっくりとクリス様は口を開く。

「……ギース誘拐の協力者が……魔術師団に……いるのがわかったんだ……だから、魔術師団長には言えなくて……」

「あぁ～。それなら仕方が無いですねぇ。魔術師団長が、魔術師団に指示や命令を下す段階で、一味に情報が洩もれるかもしれないですもんねぇ」

「ほぇぇぇ～。魔術師団は王宮内に研究所や訓練場がありますものねぇ。そこに悪い奴の協力者がいるなら、王宮内に侵入するのは簡単ですわぁ。……ふえぇ……ソレ、よく考えると凄く怖いですぅ」

　真っ青になったアリス様の頭を、よしよしと撫でながら、クリス様はつらそうな表情を浮かべ話を続けた。

「……それもあるんだけど……その協力者っていうのがね……魔術師団長の娘さんなんだ。……だから……なんだか言えなくて……」

「え？　魔術師団長の娘？　……魔術師団長に娘さんは……たしか一人しかいなかったですよねぇ？」

「……うん。……ギースの姉上のルーシーだよ……魔術師団長は自分の娘が、自分の弟を呪術師に売ろうとしたことを知ったら……きっと悲しむから……ボクからは、どうしても言えなかった……」





◆◇◆◇◆






　トーランド家は、魔術師の育成に力を入れているロゼリアル王国の中でも群を抜く魔術の名門で、過去に宮廷魔術師や、魔術師団長となる実力者を数多く輩出してきた家系だ。

　そのトーランド家を、私が継ぐのだと、ずっと思っていた。

　私は、トーランド家の現当主である父の唯一の子で、将来は婿養子を貰もらって、我が家系の存続と発展に力を入れていくのだと思っていたし、そう教育されてきた。

　それは、私の望みでもあり、誇りでもあった。

　あの子が、ギースが七年前に生まれてくるまでは。

　魔術学院への入学準備の時までは、私は周囲に次期トーランド家の当主として期待され、祝福されていた。

　だけど入学の半年前に、もう第二子は望めないだろうと言われていた母の懐妊が分かった事で、それまで私を次期当主と持ち上げていた周囲の人間が、『男児であれば、ようやく待望の次期当主が』と、喜び始めた。

　ようやく？　待望の次期当主？　だったら私は？

　今まで私を次期当主だともてはやしておきながら、本心では私を次期当主とは認めていなかったのか。

　これまで私が、女性であっても次期当主として相応ふさわしくあろうと続けてきた努力はなんだったのか。もし、男児が生まれたら、私はもう用済みなのか。

　そんな不安に襲われ、母の懐妊を心から祝福できずにいた私の苦しみに唯一気付き、慰めてくれたのは、その身重の母だった。母は自分の妊娠に、弟か妹の誕生に、素直に喜べない私を叱るでもなく寄り添ってくれた。

『ルーシーが将来、次期当主になろうとも、それ以外の道に進む事になろうとも、貴女は私の誇り。貴女はいつまでも私の大切な娘であり、現ロゼリアル王国の魔術師団長である、素晴らしい才能を持ったお父様の娘よ。立ち位置が変わったところで、貴女の価値はこれまでと何一つとして変わりはしないわ』

　そう言って慰めてくれた母は、私が魔術学院に入学してすぐ、十五歳の初夏に、弟ギースの誕生と引き換えに命を落とした。

　知らせを受けて、慌てて屋敷に戻って私が見たのは、男児の誕生の喜びに沸く親族と関係者、そして、屋敷の奥の部屋でひっそりと、一人静かに眠る母の亡なき骸がらだった。

　私は生涯、忘れはしない。

　薄暗い部屋でたった一人、冷たくなった母の身体からだに縋すがって泣きながら、遠くから聞こえてくる喜びの声を聞いた日を。

　私から母を、当主の座を、奪った弟ギースの誕生を祝う、喜びの声を。




「だから、ギースを呪術師に売ったんですか？　ルーシーお義姉様」

「ええ。そうよ、イザベラちゃん。これは復ふく讐しゆうなの。母の死をそっちのけで、ギースの誕生を祝っていたあいつらへの復讐なの。それに、ギースが死ねば、奪われた当主の座だけでも取り返せるもの。そしたら、イザベラちゃんのお兄様であるトレヴァーは、我が家に婿養子として来る事になるわね。お父様はトレヴァーを気に入っているから、失ったギースの代わりに、息子として大切にすると思うわ。だからイザベラちゃんは安心して逝ってね」

　そう言って、ルーシーお義姉が歪ゆがんだ笑みを浮かべるのを、私は樽たるの中から見上げた。

　ルーシーお義姉様についていった先で、私は身体の自由と魔力を封じる呪術具を着けられ、ココまで連れて来られた。と、言うよりも、相手がルーシーお義姉様だからと、特に警戒心も抱かず、言われるままに両手と首に呪術具を着けたんだけど……。

　連れて行かれた先は、そこそこ大きな、元は教会か修道院だったであろう廃はい墟きよ。

　そこに、深くフードを被かぶった人や、仮面を被った人、透けた布で目元を隠している人など……とにかく顔を隠している人達が揃そろっていた。顔を隠したところで、私には意味ないけど。ちなみに彼かれ等らの鑑定結果は、呪術師。

　って事は多分、ここは呪術師組織のアジトか作業場の一つだな。

　連れて来られた廃墟の、ジメジメと苔こけの生えた石造りの地下には、魔法陣の上に乗った樽が大量に並んでいた。

　キッチリと封をされた樽の上には、セージの束と骨がクロスするように置かれていて、樽の表面に魔法陣の呪術式的な物が、びっしりと書き込まれている。……多分、中身はワインとかではないな。

　流石さすがに、中身を《色欲とうし》で見る勇気が無くて《強欲王かんてい》のみにしたんだけど、その判断は間違いではなかったようだ。

　出た鑑定結果を詳しくは語らないけど、呪術師達のやっている事には反吐へどが出る。

　私は目元を透けた布で隠した男達に抱えられ、並ぶ樽の一つ、まだ未使用の空っぽの樽の中に入れられた。

　ルーシーお義姉様の目的が分からず問いかけたところ、返ってきた答えが今の話だ。

「もしかして、トレヴァー兄様との結婚を先延ばしにしていたのは、お嫁に行かずに、ギースが死んだ後でトレヴァー兄様をお婿に貰う為なの？」

「そうよ。一応、正式な様子見もあったのよ？　もしギースに魔力や魔法の才能が無かったら、私が当主になるでしょ？　でも駄目ね。ギースには魔法の才能があった」

　なるほど。正式な様子見ね。

　正直、長兄のトレヴァー兄様の結婚が延期されたところで、それは当事者達の都合なんだから、ダイモン兄様は気にせずマリンお義姉様とさっさと結婚すれば良いのに、と思っていたんだけど、そういう事情もあったのか。

　トレヴァー兄様が婿養子になる事になったら、ダイモン兄様が次期ロッテンシュタイン公爵で、マリンお義姉様が公爵夫人になるんだね。って事は、トーランド家の当主がハッキリとしないうちは、どちらにしても結婚は無理だったのか。

　誰か、教えてよ私に。実の兄達の結婚の事なんだからさ……。

　まぁ、普通は七歳の子供に、そんな深い事情説明しても分かんないだろうから、言わないんだろうけど。この、子供は蚊帳の外な感じ。前世でもあったわぁ～。

　さて、ルーシーお義姉様の事情は分かった。だからもう、私は大人しく樽に入っておく必要は無いし、呪術の材料になる義理も無い。

「ルーシーお義姉様、貴女あなたの憤りと悲しみは分からなくはないけど、私はそれに付き合って死んでやる気なんて無いわ」

「ふふ、イザベラちゃんがどんな気でいるかなんて関係無いのよ。ギースの誘拐が失敗する切っ掛けを作っただけじゃなく、呪術師組織の存在を表に引きずり出そうとしているイザベラちゃんは邪魔なの。私達を嗅ぎ回っている、イザベラちゃんの婚約者もね。安心して、イザベラちゃんとイザベラちゃんの婚約者の魂は、同じ呪術具の材料として使用してあげるから。そしたら、二人はずっと一緒よ」

　それ、遠回しにウルシュ君も殺して、呪術の材料にするって言っているのよね？

　それを理解した瞬間、こんな状況でも残っていた、私の中のルーシーお義姉様に対する情が、全て引いていくのが分かった。

「……私、さっきまで貴女に対する同情心が少しだけあったけど、それが今、全て消え失うせたわ。ウルシュ君に危害を加えるような発言をした時点で、貴女は私の身内ではなく、私の敵」

「あら、残念だわ……。私にとってイザベラちゃんは、今でも可愛かわいい義妹いもうとなのに。だけど、イザベラちゃんがどんなに怒っても、ここから出られない以上どうする事も出来ないわ。イザベラちゃんも、婚約者のウルシュ君っていう子？　その子も死んで、ここに並ぶの」

「私の婚約者の名前を気安く呼ぶな。あと、私が、ここから出られないってどうして思った？」

　本気で私を、この程度の呪術具で封じられると思っているなら、大間違いだよ。私を封じるなら、中型地竜を封じられる程度の、ウルシュ君製の物を持ってこい!!　金属製だろうと、魔石で出来てようと、ウルシュ君が合成した物じゃないなら、私の握力の前では、クッキーみたいなもんよっ!!

　両手と首に着けた呪術具を力任せに素手で握り砕くと、入れられていた樽を内側から叩たたき割る。

　爆散するように砕け散った樽の破片を防ぎながら、ルーシーは驚きよう愕がくに目を見開いた。

「そんなっ!!　高度な術が組み込まれた、強固な樽がっ!!」

　え？　この樽、なんか術が掛かっていたの？　普通に壊れたけど。

　だけど、壊すのはこれだけじゃないから。

　私は天井に向かって、人差し指を突き出す。これ、魔法が使える世界に転生してから、ずっとやりたかった魔法なのよね。




『雷撃ライトニングっ!!』




　その夜、轟ごう音おんを立て、王都の端で巨大な雷の柱が、下から上へと落ちていくのを多くの者が目撃した。








第五話









　私の放った雷属性魔法によって、天井どころか屋根まで吹き飛んだ。いや、壁の一部も吹き飛んだ建物は、もはや建物として意味をなさずに、石壁の囲いのようになっていた。

　ちょっとした威嚇射撃を兼ね、地下から一階に繫つながる穴を開けて、跳び上がってその穴から脱出するつもりでいたのにだ。

　私、大技しか使えないんじゃ、魔法は最後の切り札にするしかないじゃない。とても視界の良くなった天井から、星空を見上げながら虚うつろな目で佇たたずむ。

　え？　呪術師やルーシーはどうしたって？

　建物経由で感電して、瀕ひん死しの重体で倒れていたので、拘束した後に治癒魔法で中途半端に治して、その辺に転がしています。

　はい。完全に治して反撃されると面倒だから、中途半端に治してます。今現在も意識不明のままです。

　どうやら彼らは、魔法攻撃耐性のあるマジックアイテムを身に着けていたようだけど、さっきの雷魔法の威力に負けて、アイテムが全て焼き切れてしまったらしい。

　アイテムを着けていたから瀕死で済んだけど、これ着けてなかったら全員死んでたな、確実に。

　彼らに向けて放った魔法じゃないんだけどなぁ……。近くにいるだけでこの威力かぁ。もう、この攻撃魔法は封じよう。禁じ手だ禁じ手。

　そうして、しばらく星空を見上げていると、ウルシュ君と騎き士し団だんが駆けつけたのだった。

「結構、早かったね、ウルシュ君」

　馬車の上に腰かけて、引っ立てられていく呪術師達と、ルーシーを横目で見ながらウルシュ君に声をかける。

　雷を見て王都から駆けつけたにしては、あまりに早い到着だ。

「うん。イザベラがポールを置いていった後、状況報告の当番で隠れてたウチの従業員が、その後の一部始終を見ていて報告をしてくれたんだぁ」

　相変わらずなんなんだろう、スネイブル商会。状況報告の当番って、ふわっとした言い方してるけど、つまり監視とか隠おん密みつとかでしょ、ソレ。商会の従業員がやる事じゃないよね。それも当番制で。

「でもココまで、その状況報告の当番の人が追跡してた訳じゃないんでしょ？　誰かが尾行してる感じはなかったんだけど、ウルシュ君はどうしてこの場所が分かったの？」

「うん。ルーシー嬢がイザベラを連れて行った辺りで、状況報告の当番の人は報告に走ったみたいだからねぇ。この場所が分かったのは指輪だよぉ」

　指輪？　指輪が理由ってなんだろう？　と思い、ふと自分の指を見ると、山小屋でウルシュ君から貰った指輪が光っている。

　これって、自分のステータスが見られる指輪じゃなかったっけ？　……まさか。

「イザベラは自分でステータスチェックが出来るから、その機能は要らないでしょ？　だからその機能は抑えて、居場所が特定できる機能を指輪に付けておいたんだぁ～」

　なんてこったいっ!!　ウルシュ君に、知らない間にＧＰＳを身に着けさせられてたっ!!　どこにいてもウルシュ君には分かるっていう事かっ!!　まぁ、良いや!!

「さて、そろそろイザベラを連れて帰って、無事な姿を見せてあげないとぉ、王都が火の海に変わるから急がないとねぇ」

　ビックリして指輪を見つめていた私の横で、ウルシュ君は物騒な発言をした後、両手を組んで伸びをする。

「へ？　なんで私が無事な姿を見せないと、王都が火の海になるの？」

「う～ん。簡単に言うとねぇ。イザベラ誘拐の報告が伝わった時に、クリス様とアリス様がいたんだけどぉ……止める間もなくアリス様が走り出してぇ、魔術師団を襲撃してぇ、魔術師団長の邸やしきの場所を聞き出した後、王宮を飛び出していったんだぁ……クリス様を連れて」

　一瞬、ウルシュ君が言っている事が理解できずに思考が止まる。

　思考が止まり固まったままの私を置いて、ウルシュ君は馬車の上から飛び降りると、御者台に座り、馬車を王都に向かって走らせ始めた。走る馬車の上に座って夜風を浴びていると、徐々に思考がクリアになってくる。

　え～と……アリスちゃんが、魔術師団を襲撃して……

「魔術師団を、アリスちゃんが襲撃[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

「イザベラやっと旅立っていた意識が帰ってきたねぇ。おかえりー」

「えっ？　っちょ!!　なんでそんな事にっ？　どうして誰も止めなかったのっ？」

「止められる人がいなかったのとぉ、僕も止めようとしたんだけどぉ、なんかもう、無事なイザベラを直接その目で見るまで止まらないなぁ……って感じだったからぁ、王都は魔術師団の人達に任せてイザベラを迎えに来るのを優先したんだぁ」

　なんてこったい……。私が吞のん気きにルーシーについて行った所為せいで、王都が爆破されてしまう危機に陥ってしまうなんて。

　まったく予想もしていなかった……。

「えーと、王都を魔術師団に任せたっていう事だけど、騎士団は？」

「騎士団は、教会が呪術師組織に襲撃されるっていう情報をクリス様経由で摑つかんでいたから、教会やその周辺の警護をしてたんだけどぉ、多分、今頃は呪術師と交戦中かなぁ？　憲兵や衛兵はその分手薄になる王都の守りの応援に回っているよぉ」

　なるほど、ルーシーが言っていた、教会が呪術師に襲撃されて～……っていうのは本当の話だったのか。実際には襲撃が騎士団によって防がれているみたいだけど。

「でも騎士団が全て教会に行っている訳じゃないんでしょ？」

「そうだねぇ、一部だけだねぇ。残りの騎士団は憲兵と一緒に、王都内に潜伏している呪術師組織を追っているっていうのとぉ……この混乱に乗じて闇ギルドの残党が変な動きをしないように、警戒しているみたいだよぉ。なんか珍しい能力を持った子供を闇ギルドが王都内に招き入れたっていう噂うわさを、ウチの商会も摑んでいるしねぇ……なんかその関係でも、騎士団は忙しいみたいだよぉ」

　なんだ、その三みつ巴どもえみたいな状況は。ＶＳアリスちゃんに、ＶＳ教会襲撃呪術師組織、ＶＳ王都内潜伏呪術師組織、ＶＳ闇ギルドって……混乱しすぎだよロゼリアル王都。

　その中でも一番被害を出しそうなのが、親友のアリスちゃんだというのが、頭痛の種だ。とにかく王都でアリスちゃんと合流して、アリスちゃんの暴走を防ぐだけでも、騎士団や魔術師の負担をかなり緩和出来るだろう。

　とりあえず、アリスちゃんに私の無事をすぐに理解してもらえるように、殆ほとんど落ちかけて斑まだらになっている髪の色を、綺麗に落とす事にした。

　馬車の上で仁王立ちになり、髪色を元に戻していると、振り返って困ったように私を見上げたウルシュ君が、声をかけてくる。

「ねぇイザベラ。そろそろ馬車の上から降りて、馬車の中か、御者台に移動しない？」
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　ブライアンは騎士団長である父親から、剣の稽古を受けたり、騎士団に混ざって雑用をするなど、王宮の訓練所に出入りをしていたため、時々王宮の魔術師団を訪ねてくるギースとは幼い頃からの付き合いだ。

　誘拐され、そこから保護された日から、ギースは日中、魔術師団長である父親の目の届く魔術師団で過ごすことになった。

　その幼おさな馴な染じみのギースを訪ねて、ブライアンは魔術師団に来ていた。

「アレから変な奴は来たか？」

　そう声をかけると、ギースは図鑑から顔を上げ、無言で首を横にプルプルと振る。
















「そうか、変な奴を見かけたら、必ず親父さんか、騎士団に助けを求めるんだぞ？」

　ギースはそれに無言でコクリと頷く。

　その様子を、ブライアンは頰ほお杖づえをついて眺めながら、内心ため息を吐ついた。

　……コイツ、豆知識を喋しやべるとき以外は、本当に喋らねぇな。俺、何度も顔合わせてるのに、一度も普通の会話をしているのを聞いたことがねぇぞ。なにか喉に、声が出なくなるような怪我けがや古傷でもあるのか？

　そう思ったブライアンは、ギースの首元を覗のぞき込み、話せない原因を探る。

　至近距離で首元を覗き込むという不審な行動をしているブライアンを、顎を少し上げ、困惑した表情でギースが見つめているが、考え事をしているブライアンは気付かずに、自分の思考に入り込んでいた。

　ふ～ん。特に声が出なくなりそうな怪我とかは無さそうだな。まぁそうか。そんな怪我したら魔術師団長の親父さんが、なんとかして治療するわな。ギースの親父さん、魔法がなんかスゲーもんな。こうドカーンって。

　色んな場所壊しまくって、宰相とかいうオッサンが腹がイテェって、いつも倒れてるもんな。多分、ギースの声が出なくなったら、ギースの親父がギースの喉を、魔法でドカーンって治すハズ。

「じゃあ、なんでオメェ喋んねぇの？」

　思いつくままに質問をするブライアンに、ギースは会話の前後の繫つながりが分からず、無言で首をかしげる。

　ブライアンは無言で首をかしげるギースと、見つめ合った。

　そのまま五分経過。

「だぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　オメェなんか喋れよっ!!」

　両拳を天井に向かって突き上げ、ブライアンが叫んだと同時に、どこからか爆音が響き、建物が揺れた。

　ブライアン達のいた室内の照明が、大きく揺れ、天井からなにかがパラパラと落ちてくる。

「え、なんだ？　なにがあった？」

　とっさにテーブルにしがみついていたブライアンは、嫌な予感に襲われ、呆ぼう然ぜんとしているギースを引っ捕まえるとテーブルの下に飛び込んだ。その瞬間、二回目、三回目の爆音が響き、建物が再び大きく揺れた。

　テーブルの下で這はいつくばり、必死に衝撃に耐える。

　テーブルの上に落ちてきた照明の破片が床に飛び散り、ブライアン達が避難しているテーブルの下にまで転がってくるが、二人は明あかりを失った暗い部屋で、爆音と衝撃が収まるのをただただ待った。

　どのくらい経たっただろうか。爆音が収まり静けさが戻ると、ブライアンは恐る恐るテーブルの下から出た。そんなブライアンを追って、ギースもテーブルの下から這い出てくる。

　ブライアンはギースに手で合図を送ると、静かにドアの近くへと移動し、外の気配を探った。

　しばらく静かだった廊下の気配が徐々に騒がしくなり、あちこちに走り回る大人達の様子を感じ取れるようになると、二人はソロリと部屋の外へと出た。

　ブライアンは慌てて走り回る大人達に聞き取られないよう、小さな声でギースに話しかける。

「おい、ギース。なんかあったみたいだぜ。さっきの音、どこからだろうな。お前分かるか？」

　それにギースは頷うなずきで答えると、爆音の聞こえた方向を指さす。

「そっちか。王宮側だな」

　そう呟つぶやくと、ブライアンはしばらく考え込んだ後、悪戯を思いついた悪ガキのような表情で笑う。

「なぁ、ギース。見に行ってみないか？」

　ブライアンの提案に、ギースは無言でコクリと頷く。ブライアンはそれに更に頷きで返すと、騒ぎの中、魔術師団の施設をギースと一緒に走り出した。
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　魔術師団の研究室に、騎士団によって捕らえる事が出来た呪術師組織の人間が身に付けていたという、効力不明の未確認マジックアイテムと思われる首飾りが持ち込まれた。その調査に、私、ニコライは連日追われていた。ここ数日は、研究室で仮眠を取りつつ、魔術師団の建物内だけで生活している。

　まぁ、魔術師団の建物から出ないのは、今に始まった事ではないが。

　今日も新たに読み取れた首飾りの術式を部下と共に記録していると、突如、轟ごう音おんと衝撃に部屋が揺れた。

　物品が崩れ落ち、騒然となる研究室。

　慌てた様子で数人が扉へと向かい、廊下を覗き込んでいる。

　どこかで魔術の暴発でも起きたのかと思い、様子を見に行くため、首飾りを保管用の入れ物に突っ込むと、保管庫へと向かうため姿勢を変えた。

　と、その瞬間、再度襲ってきた建物を揺らす衝撃に膝をつく。

　轟音が連続して鳴り響いている様子から察するに、コレは魔術の暴発ではなさそうだと、床に膝をついたまま予想をつけていると、一緒に首飾りの記録を取っていた部下が、怯おびえた様子で叫んだ。

「ニコライ室長、なんでしょうコレっ!!」

　聞かれたところで、私に分かるわけないでしょ。

　今の時点で、状況を判断するために持っている材料は、私も君も一緒なんだから。

「う～ん。なんだろねー」

　首をかしげて笑って答えると、部下から叱責が飛ぶ。

「室長っ!!　こんな状況で、なにヘラヘラしてるんですかっ!!　様子を見に行ってくださいよっ!!」

　酷ひどいな。一応、私が上司なのに……。

「そう言われてもねぇ？　この揺れじゃ立ち上がる事すら出来ないよ。私も必死なんだよー？」

　部下とそんなやり取りをしていると、轟音がやんだ。

　状況を把握して来てくれとせっつく部下に、首飾りの入った入れ物を預けると、廊下に出る。正直、状況を把握するのは、研究室室長の私がする仕事じゃないと思うんだよね。

　まぁ、あのまま研究室にいて、避難指示とか遅れて問題になると面倒だし、情報だけでも手に入れておこうと、素直に現場へと足を運ぶ。

　通りすがりに会う団員や職員に騒ぎの位置を聞きながら進んでいくと、向かいから団員が走ってきた。

「あっ!!　ニコライ室長、良いところにっ!!　大変ですっ!!　ブルネスト侯爵家の令嬢が、第二王子と一緒に入り口を爆破し、そのままこの施設に侵入しましたっ!!　既に玄関ホール及び一階の半分が、彼女達によって制圧されてますっ!!」

　え……なにそれ。意味が分からない。

　聞きたい事がありすぎて、もはや何から聞いて良いかが分からない。

　まず、入り口を爆破ってなんだ？　普通にドアを開けて入ってよ。

　第二王子が一緒なら顔パスで入れるでしょ？

　あと、なにすんなり魔術師団の施設を、子供二人に短時間で制圧されてんの？　意味不明なんだけど。

　っていうか、イザベラに続き、最近の七歳児ってやる事が派手すぎてオッサンの私にはついていけない。いや、待て。落ち着こう。まず、どうして襲撃されたんだ？　理由は？

「第二王子と、ブルネスト侯爵家の令嬢がココを襲撃って……どうして？」

　私の疑問に団員は首をかしげる。

「さぁ？　それが良く分からなくてですね。とにかく『魔術師団長を出せ、もしくは魔術師団長の自宅の場所を吐け』の一点張りなんですよ」

「え？　団長の自宅の場所を吐けとか言ってるの？　最近の令嬢は怖いなー」

　思わず遠い目をした私に、慌てた様子で団員は両手を振った。

「あ、いや流石さすがに『吐け』とは言ってないですけど……。あ、あと他に、二人を引き止めようとしている糸目の少年が一緒にいるんですよ。僕の記憶が正しければ、多分彼は、スネイブル商会の子じゃないかと思うんですが……」

　続けて団員が寄こした情報に、意識を戻される。

「ん？　スネイブル商会の糸目の少年？」

「はい。とりあえず、僕は団長を探しに行ってきますけど、ニコライ室長はどうされますか？」

「ん[image: ][image: ][image: ]。実は〝彼〟にはまだ会った事ないから、その現場の様子を見に行ってみるよー」

「そうですか、お気をつけて、では僕はちょっと団長を探しに行ってきます」

　そう言って駆けて行った団員を見送って、私は過激派の少年少女達がいるという一階へと足を運んだ。

　制圧されたという現場に辿たどり着つくと、我が国の第二王子であるクリストファー殿下が、まるで廃はい墟きよのようになった食堂にて、魔術師団の団員と職員に、脱力したような話し方で尋問を行っていた。

「……魔術師団長は、今日ココに居るの……？」

「え、え～と。殿下。団長になんの用でしょうか？」

「……そう。いないのか……制圧された呪術師組織のアジトの検証に行ってるんだね……ねぇアリス……ココに団長いないって……」

　確実にクリストファー殿下と職員の会話が、不気味な感じに嚙かみ合あっていないが、尋問がサクサク進んでいる。

　……なにアレ怖い。

　その異様な尋問風景を、恐々と物陰から窺うかがっていると、背後から声が聞こえた。

「ふえぇ……クリス様ぁ。ココにだらしのなさそうな不審者がいますぅ……」

　驚き振り返ると、私の背後に、黒髪、ワインレッドの瞳の美少女が立っていた。硬直した私に向かって、涙目の彼女は、私の喉元に巨大なフォークを突き付ける。

　多分、彼女がクリストファー殿下と一緒に、魔術師団に襲撃をかけたブルネスト侯爵家の令嬢だ。

　確か……七歳。

　ヤバイ。七歳児の女の子に背後をとられた……軽くショック。

　ってか、なにこのフォーク。大きすぎない？

　なんで武器にフォークの形を求めたのっ!?　お前の命を飯のたねに、俺はビックに育ってやるゼ、的なメッセージでも込められているの？

　もうヤダ、なにこの状況。

　そもそも、だらしのなさそうな不審者って私の事か？

　確かに無精髭ひげとか生やしてるけど、これオシャレのつもりなんだけど……。

　あ、ここ数日、研究室に缶詰のせいで、ヨレヨレになったローブと無精髭が合わさって、くたびれ感が出てるのか？

　いや、現実逃避はこの辺で終わりにしておこう。なんとなくだけど、早く降参しないと命がヤバイ気がする。

　そう判断して、恐る恐る両手を後頭部に組んで、ゆっくりと床に両膝をつき、抵抗しない意志を表した時、軽快な足音と共に、この食堂に一人の少年が飛び込んできた。

「あっ!!　ここにいたんですねぇ。クリス様とアリス様。いい加減にしないと、王妃様が自ら事態の収拾に動き出しますよぉ……って、アレ？」

　アリス嬢とやらに視線を向けた少年は、そのアリス嬢の前で膝をついている私に気が付き、声を上げた。

　薄茶色の髪に、糸目の七歳くらいの少年。

　あぁ、彼はスネイブル商会の次男。ウルシュ・スネイブル君だ。きっと彼は、暴走している殿下と令嬢を引き止めに来たのだろう。

　私はウルシュ君に向かって、助けを求める視線を送る。するとウルシュ君は困ったように微笑ほほえむと、アリス嬢に声をかけた。

「アリス様……その人にフォークを突き付けちゃ駄目ですよぉ～。その人、イザベラの身内なんですからぁ……」

　おや、彼は私の事を知っているのか？　私と彼は初対面のハズなんだけどな。

　イザベラが私の写真か絵姿でも見せていたのだろうか？

「ふ、ふえぇぇぇぇっ!?　この人、ベラちゃんの親しん戚せきなんですかぁっ!!　この無精髭に、眠そうな半開きの眼めをした、顔は良いけど、かなり胡う散さん臭くさそうなオジサンがっ!?　あ、でもよく見たら、ベラちゃんに似てます」

　そう言って、アリス嬢は私に向けていたフォークを下げた。ありがとうウルシュ君。

　なるほど、彼女はイザベラの知り合いなのか。……どうりで。過激派というか、武闘派というか。

　っていうか、私への評価、酷くない？　ちょっと、オジサン悲しい。

　本当はオジサンっていうような歳としでもないけど……いや、七歳児にはオジサンか？　そんな事を考えていると、私のすぐ横までやってきたウルシュ君が、アリス嬢に向かって私を紹介する。

「アリス様、クリス様。彼は、魔術師団研究室のニコライ室長。ちなみにニコライはミドルネームだよぉ。ファーストネームが副団長と同じだから、区別するためにニコライって呼ばれてるんだってぇ。ファーストネームはトレヴァー。トレヴァー・ニコライ・ロッテンシュタイン。イザベラのお兄様で、ルーシー嬢の婚約者だよぉ」

　やれやれ、これでやっと解放される。……と、思いきや、再びアリス嬢から巨大フォークを突き付けられた。

　なんで!?　今、私の身元が証明されたよねっ!?　なんで私はまた武器を突き付けられてるの!?

　って言うか、さっきよりもフォーク近くない!?

　ギリギリだよ？　ギリギリ!!　って言うか目に刺さりそう!!　超コワイっ!!

　なんで身元が判明した事で、更に警戒されてるの!?　私、彼女達に何かした!?

「え、アリス様……ちょっと待ってぇ、落ち着こう？　彼がココにいて、状況が分かっていない事から考えて、彼は今回の騒ぎには関わってないと思うよぉ？　ねぇ？　クリス様」

　そう言って、ウルシュ君はアリス嬢をドウドウとなだめる。なんて良い子なんだ、ウルシュ君!!　君がイザベラのお婿さんになってくれるなら安心だよ。応援するよ。

　そして、サッパリ状況がつかめないんだけど、何がどうなっているの？

　今回の騒ぎってなんだ。状況が理解出来ずに混乱する。だが、ウルシュ君に声をかけられたクリストファー殿下が、私達に近づき発した言葉で、事態が僅かに開示される。

「……うん。……彼はギースの誘拐にも、……そしてイザベラ嬢の誘拐にも関わってないよ……」

　はっ!?

　私はギースの誘拐の関与を疑われてたのかっ!?

　いや、待て。その後に、信じられない発言を聞いたよ!?　イザベラが誘拐っ!?

　ダイモンに近この衛え騎士や騎士、そして獣人ライカンスロープ部隊と冒険者の合同作戦でも捕らえられなかったイザベラを、誘拐!?

　いやいやいや!!　そんな馬鹿なっ!!

　誰だよ、そんな事を可能にした奴はっ!!　魔王か!!

「……ルーシーだよ……」

　クリストファー殿下が、私の疑問に答える。

　あれ？　私は今、疑問を口にしていたかな？　いや、イザベラの事を知っていて、更に私の表情を見れば考えも予想が出来るか。

　しかし、ルーシーかぁ。ルーシーがイザベラを誘拐ねー。

　は？　ルーシーがイザベラを誘拐？

　ルーシーが、イザベラを誘拐？

　なんで!?

　まさかの私の婚約者、最強説!?

　たすけてっ!!　意味が分からないっ!!　小出しにされているとはいえ、状況を把握する為の情報が、入れば入るほど状況が見えない!!

　そんなパニック状態の私を、さらに追い詰めるアリス嬢。

「ふえぇぇ……トレヴァー様ぁ。今すぐルーシー様のいる所か、自宅に案内するですぅ」

　え？　もしかして魔術師団が襲撃されているというこの事態は、ルーシーとイザベラによって引き起こされてる感じ？

　って言うか、アリス嬢止やめてっ!!　そのフォークで私の額をグリグリするの止めてっ!!

　もうやだ、最近の七歳児っ!!

　とか考えてたら、いつの間にか子供が増えてない!?

　いや、増えた子供の一人は知ってるっ!!

　ちょ……助けて。願いを込めて彼に呼びかける。

「ギースっ!!」

　私の声に、ウルシュ君とクリストファー殿下、そしてアリス嬢が私の視線の先を見る。

　食堂の真ん中にルーシーの弟、私の義理の弟になる予定のギースが、赤毛の少年と一緒に立っていた。

　静かに首をかしげて何も言わないギースの代わりに、赤毛の少年が口を開く。

「え[image: ][image: ][image: ]と。クリストファー殿下？　……と、誰だアイツら。まあ良いや、なにしてんの？」

　それに対して、アリス嬢が返答をする。

「ふえぇぇぇ、誰ですかぁ？　今、ルーシー様の居場所を聞き出すのに忙しいのですぅ。邪魔すると『ですとろーい』ですわぁ」

　なんだ、ですとろーいって。可愛かわいらしい響きの裏に、物騒な何かが隠されている予感がして恐ろしいのだけど。

「え～と。ルーシーってギースコイツの姉貴の事か？　なんで探してるんだ？」

　頭を搔かきながら、赤毛の少年がアリス嬢に問いかける。

　その横で、ギースはキョトンとした表情で、赤毛の少年とアリス嬢を交互に見ている。が、次のアリス嬢の言葉に、ギースは動きを止めた。

「悪者だからですわぁ」

　その言葉に、赤毛の少年が眉をひそめ首をかしげた。

「は？　ギースの姉貴が悪者って……なんだそれ。確かに、ギースの姉貴は俺も好きじゃねえけどよ、悪者って言うほどじゃねえだろ」

　その赤毛の少年の発言に、ウルシュ君は笑いながら口を開いた。

「ブライアン様はルーシー嬢の事、好きじゃないんですねぇ？　なんで？」

「ん？　だってよぉ、ギースの姉貴がギースを見る時の眼が、な～んか嫌いなんだよ。なんでかは自分でも分かんねぇけど、俺は嫌い。ん？　そういや、お前誰？」

「あ、自己紹介が遅れましたぁ。僕ウルシュ・スネイブルって言います。よろしくお願いしますねぇ」

「おう、よろしく。ウルシュな、覚えた。俺はブライアン。なんとなくだけど、お前とは仲良くしておいた方が良い気がするから、俺達は今日からダチな。だから敬語はいらねぇ」

　目の前で、謎の友情（？）が育まれているが、今はそれどころじゃない。私の婚約者のルーシーが、悪者として彼女達に探されている理由が早く知りたい。一体どういう事なのかを、早く聞かせて欲しい。

　その私の心の訴えに気付いてくれたのか、クリストファー殿下が脱線した話の流れを戻してくれた。

「……ルーシーが、ギースを誘拐させるために……犯人を王宮に入れたんだ……あと……ウルシュの婚約者のイザベラ嬢を、ついさっき誘拐していった……らしい……から探してる……イザベラ嬢はアリスとボクの親友だから……」

　クリストファー殿下、説明有難うございます。だけどそれは、さっきも聞いたので、なぜかを教えて頂きたい。なぜルーシーがイザベラを攫さらうんだ。動機が分からない。

　ギースの件については……動機が全く無い訳じゃないから、信じたくはないが否定は出来ない。

　詳しい事を聞くために、クリストファー殿下に問いかける。

「それは確かな情報なんですか？　私にはルーシーにイザベラを誘拐する理由があるとは思えないんだ。もっと詳しく教えて頂けないでしょうか？」

　私の問いかけを受けて、クリストファー殿下は私からウルシュ君に視線を移す。

「……ボク、話すの苦手……ウルシュ、よろしく……」

　クリストファー殿下に、そう説明を任されたウルシュ君は、七歳児とは思えないような理路整然とした説明を順を追って始めた。

　聞かされた内容に、私は愕がく然ぜんとする。

　私が今までやってきた事は、結局、役に立たなかったのか。ルーシーが追い詰められ、行動に移すまでに間に合わなかった。

「と、まぁ……今起きている事がこんな感じなんだぁ。ただ分からないのは、ルーシー嬢が命を狙うほどギース様を憎んでる理由だよねぇ」

　そう話をまとめたウルシュ君は、呆ぼう然ぜんとしている私に視線を向ける。ウルシュ君の話を黙って聞いていた、赤毛の少年、ブライアン君は両手を腰に置き、天井を仰ぐ。

「ほんとだよな。なんでギースの姉貴はそんなにギースを嫌ってんの？　って言うか、クリストファー殿下が、そんなに盗み聞きが得意って初めて知った。色んな奴の話を集める特技、そこまでいくとスゲェな」

「ブライアン、盗み聞きじゃなくてぇ、諜ちよう報ほう活動って言おうか。流石さすがに王子のクリス様が盗み聞きが得意って、人聞きが悪いからねぇ？　で、トレヴァーお義兄にい様は、なにかルーシー嬢の事情を知ってますかぁ？」

　そう、ウルシュ君は私に問いかける。

　それに対して、私はゆっくりと、かつて婚約者から聞いた彼女の心の闇の原因を話し始める。

　彼女が私に心を許し、だからこそ語ってくれた心の内を、彼女の許可を得ず子供の彼らに語るのは気が引けたが、事態が動き始めている以上いつまでも隠しきる事は出来ないだろう。

　それに、なんとなくだが、情けなくも私にはどうする事も出来なかった事態を、彼等なら打開する手段を持っているのではないかという期待が生まれていた。他の者が聞いたら、子供に期待するなんて情けないと呆あきれるだろうが、私は今、どう動いたら良いのか途方に暮れ、子供にすら縋すがりたい気分だった。

　ルーシーが子供時代に受け続けたプレッシャーと、血のにじむような努力。そして、それらが無駄になりそうな時に、慰め励ましてくれた母親の存在。唯一の心の拠より所どころだった母親を失った悲しみと、その母親の死をそっちのけでギースの誕生を祝い、喜ぶ身内への不信感と憎しみ。

　それらを、少年少女達は黙って聞いていた。

「そのルーシーの苦しみと憎しみを、少しでも和らげようと寄り添い続けたが、どうやら彼女の心を癒すには、私の力は足りなかったようだね」

　そう自嘲して笑う私に、ブライアン君が声を荒らげる。

「いや、悲しかったのは分かるけど、ギース関係ねぇだろソレ。悪いのギースの親父じゃねぇの？　恨むなら、誘拐するならギースの親父にしろよっ!!」

「……いや……それもどうかと思う……」

「なんでだよっ!!　ギースが生まれて喜ぶのは分かるけど、死んだ嫁さん放置ってオカシイだろ。ギースの親父が、両方ちゃんとしないのが悪いっ!!」

　そう言って怒るブライアン君に、私は魔術師団長のフォローをする為に口を開く。

「実は、その場に団長はいる事が出来なかったんだ。どうしても自宅に帰る事が出来ずに、奥方の出産の立ち会いなど、全てを身内に任せていたんだよ。そして団長は、身内から男児が誕生した事だけを報告され、三ヵ月後に帰宅出来た頃には、すでに奥方の葬儀が終わり、娘であるルーシーと埋めようのない溝が出来上がっていた。団長は奥方の死も知らず葬儀にも出なかった事を引け目に感じて、ルーシーと上手うまく接する事が出来なくなったらしい」

「はぁ!?　ギースが生まれて嫁さんが死んでんのに、帰れねぇわけないだろっ!!　それより大事な事ってなんだよっ!!」

　真っ直ぐな気持ちのまま怒るブライアン君の子供ながらの素直さは、その素直さを手放しながら大人になってきた身には堪こたえ、気持ちが押されながらも言い訳のように説明を続ける。

「ギースが生まれる五ヵ月前かな？　私もまだ当時十五歳くらいで、詳しい事は知らないんだけど、王都のどこかに大きな次元の亀裂が入り、そこから大量の『力』が流れ込んだんだ」

　王都は混乱に陥った。様々な憶測が王都内に流れ、なかには言い伝えにある、遥はるか昔に次元の隙間に封じ込められたとされる魔王が復活したのではないかという噂うわさまで、まことしやかに流れる始末だった。

　だが、その力は一ヵ月ほど王都内に停滞したのち、ある日急に消失した。

　その『力』の正体と、なぜ消えたのか、次元の亀裂が王都のどこに出来たのか、なぜ出来たのか。

　その正体を突き止める為、その頃の魔術師団は長い期間調査に明け暮れた。

「もちろん、団長は魔術師団のトップだから率先して調査に走り続けなければいけなかったし、報告を受けたり、まとめたり、国に提出したりもしなければならなかった。子供の出産に立ち会いたいから帰りたいとは言える状況ではなかったんだ」

　その話に、フォークを私に突き付けたまま、今まで黙っていたアリス嬢が反応した。

「ふぇ、その話、お母様から聞いた事がありますわぁ。結局、何も分からなかったらしいと聞きましたぁ」

　そう、亀裂がなぜ出来たのか、どこに出来たのか、まだ亀裂が存在するのか。そもそも本当に次元に亀裂が入ったのか。そして亀裂から流れ込んできたとされる『力』の正体と、なぜ消えたのか、もしくはどこかに行ったのか、全てが未いまだに解明されず、謎のままとされている。

「あぁ、結局は何も分からなかった。でも、その当時は団長には家族を置いてでも、調べなければいけない立場と義務があった。たとえそれが無駄に終わったとしても。私はルーシーとの婚約が決まってから、ルーシーと団長の間に出来てしまった溝を埋めようと、魔術師団に所属する事にしたんだ。少しでも二人の仲を取り持ちたいと」

　私は魔術学院に入学出来たが、魔力の量は入学にギリギリ足りる程度だった。

　入学した学院で私はルーシーと出会い、彼女を知り彼女の為に、魔力の少なさを補えるだけの知識を身に付け、研究室の研究員として魔術師団に入団した。

　魔術師団に入団してからは、彼女と団長の距離を縮める事と、研究に全力をそそいだ。

　もし、彼女と父親の仲を修復できなかったとしても、私が、誰も無視できないほどの大きな研究を成し遂げ、名を世に知らしめることが出来れば、私は魔術の名門であるトーランド家の婿養子になる事が出来るのではないか？　そして、彼女をトーランド家の当主にしてあげる事が出来るのではないか？　と。

　そんな期待を込めて、着実に成果を残し続け、研究室の室長まで上り詰める事が出来たが……

「時間切れだ。彼女の心を救うのに私の力は及ばなかった。私は彼女の心を癒す事が出来ずに、彼女を凶行に走らせてしまった」

　自分自身への情けなさと、後悔の念に押し潰されそうになり、視線を下に落とした。

　廃はい墟きよのようになってしまった食堂に、沈黙が落ちる。様子を窺うかがっていた、制圧され拘束された職員や団員も静かに、固かた唾ずを飲んで見守っている。

　沈黙を破ったのは、冷たさを含んだ、しかし優しげにも聞こえる笑い声だった。その笑い声が食堂に染み渡るにつれて、徐々に室温が下がるような、体温を奪われるような気持ちに襲われる。

　笑い声の聞こえる方向へと視線を向けると、笑っていたのは優しげな表情を浮かべたギースだった。

　気の済むまで笑ったギースは、静かに口を開く。

「ふふふ、つまり、僕の誘拐もトレヴァー兄様の妹であるイザベラ嬢の誘拐も、僕の家族の所為で起こった事だという事ですね。そういう事なら、家族のした事は家族の僕がきちんと終わらせる事にしましょう」

　それに、対してブライアン君が驚きの声を上げる。

「お前、豆知識以外も喋れるんじゃねぇかよっ!!　普段から喋れよっ!!　あと、終わらせるってどうすんだ？」

　それに対して、ギースは笑顔を浮かべる。心なしか、更に食堂の室温が下がる。いや、気のせいじゃなく下がっている!!

「姉上には呆あきれますね。大切な母上が自分の命と引き替えに産んでくれた僕を殺すという事は、母上の命すら軽く見ている事になるというのが分からないんですから」

　ギースを中心に、床が凍り付き始め、パキパキと音を立てながら床から壁、天井が氷に覆われ始めた。どんどん下がっていく室温に、アリス嬢は震え始め、クリストファー殿下がそのアリス嬢に上着をかける。

「ふふふ、こんな大騒ぎになるような事をした僕の姉上は、自分の努力が報われずに僕が当主の座に収まるのが納得できないんでしょう？　でしたら姉上と、そして姉上が協力した呪術師組織とやらを全て叩たたき潰し、断罪し、僕の方が上だと証明するんです。姉上ではなく僕こそが、当主に最も相応ふさわしいと。男だからという理由だけで、当主になれたと思われるのは癪しやくですからね」

　そう言って、満面の笑みを浮かべたギースの周りにブリザードが吹き荒れた。物理的に。

「寒いぃっ!!　めっちゃ寒い!!　ちょっ！　ギース寒いから吹雪ふぶき止めろっ!!」

　肩をすくめて両腕を抱き締めるように組んだブライアン君が、その場で足踏みをしながらギースに苦情を訴える。

　その時、食堂の壁に金色の魔法陣が発生した。

「うぅ……寒いですぅ。……『ですとろーい』」

　アリス嬢の呟つぶやきに反応するように、爆発する魔法陣が大きな音をたて、壁を外側へと吹き飛ばした。その衝撃で大きく揺れる建物。

　コレかっ!!　さっき魔術師団を襲っていた、衝撃と轟ごう音おんの正体はコレかっ!!

　壁が吹き飛んだ事により、食堂から外へと繫つながる大穴が空き、室内の冷気が逃げ寒さが和らぐ。

「うおぉぉぉお！　ヤベェ!!　今の魔法なんだよっ!!　魔術師団をボコボコにした犯人お前かよっ!!」

　ブライアン君は壁に大きく開いた穴を、目を見開いて凝視しながら叫んだ。そんなブライアン君を放置して、アリス嬢はギースに向き直り、宣言する。

「わ、私。ギース様を手伝いますわぁ。ギース様、一緒にルーシー様を探しましょう。ルーシー様はもっと愛に生きるべきだったのですぅ！」

「「え？」」

　アリス嬢の宣言を黙って聞いていたギースだったが、アリス嬢が言い放った最後の言葉に首をかしげる。
















　私もアリス嬢の言っている事が理解できず、ついていけない。

「だって、そうです！　ルーシー様は嫌だった事ばかりを今も見てて、周りが見えてないですぅ！　ルーシー様は、何もしてくれないどころか、嫌な事しかしてこないトーランド家なんて、すぐに捨てちゃって、自分の事をちゃんと見てくれて、支えてくれているベラちゃんのお兄様の手を摑むべきだったんです！　それなのにベラちゃんを誘拐したりして、ルーシー様はもうなんか駄目ですわぁ！　ギース様!!　ルーシー様を叩き潰しましょう！」

「は、はい。叩き潰すのは良いんですね？」

　アリス嬢の分かるような分からないような謎主張に押されて、困惑しながらギースが確認をする。

「はい！　王妃様も、王子妃教育の時に言ってました！　修正のきかない馬鹿は徹底的に叩き潰しなさい。その方が世のためですわよ。って！」

　え？　アリス嬢って王子妃教育受けてるの？　あ、だからクリストファー殿下が一緒に……。

「王子妃教育の前に、お前は王妃様から学ぶべき事があるだろっ!!　王宮の敷地内にある魔術師団施設を爆破してんじゃねぇよっ!!」

　ブライアン君が叫ぶが、残念ながら王妃様から学んでいるからこそ爆破している可能性もあるんだよ。

　あの方なら一階の半分と言わず、館内全てを制圧しているかもしれない。そもそも成人するまでダンジョン内で育った王妃様が、まともな王妃教育を受けているかも疑問だ。常識面の教育は、王妃ではなくアリス嬢のご家族に期待しよう。

「ふぇ？　今回の事はルーシー様と呪術師組織の人が悪いんですよぅ。だから爆発は仕方がないんですの。さぁ、これでルーシー様の弟君と婚約者さんが見つかりましたぁ。クリス様ぁ、私は魔術師団の詰所と寮に放り込んだ『眠り玉』の効果がなくなる前にココから逃げて、団長のおうちにルーシー様の行き先が分かりそうな物を探しに行きますわぁ。クリス様は、どうされますかぁ？」

　あっさり責任をルーシーと呪術師に押し付けたアリス嬢は、聞き捨てならない事を言い放つ。

『眠り玉』を魔術師団の詰所と寮に投げ込んだ!?　どうりでこんな状況なのに、応援の団員が来ないハズだよ!!　その事実に驚いていると、ウルシュ君が更に新事実を放り込んだ。

「アリス嬢。僕が、周囲に防御壁を張って魔術師団の侵入を防いでいるから、もう少し猶予はあると思うよぉ。あと、ルーシー嬢を探すって言ってるけどぉ、僕、イザベ」

「アリス……ボクも一緒に行くよ……尋問とか情報手に入れるのが得意……だし、周囲の様子とか分かるから……ボクが行くと便利。……それに正義の味方は悪者と戦うべき……だからね……」

　ウルシュ君、魔術師団が駆けつけない原因に君も一枚嚙かんでいたのか……君は味方だと思っていたのに……お義兄様、悲しい。そして何かを言いかけたウルシュ君の言葉を遮って、クリストファー殿下がアリス嬢に協力することを表明した。

　いや、表明しちゃ駄目ですよ。第二王子（七）が呪術師組織と戦うのは、どうかと思うよ。

「ねぇ、二人ともぉ。そんな事しなくても僕はイザべ」

「ふわっ!!　クリス様が一緒なら心強いですわぁ。じゃあ、ベラちゃんのお兄様を人質にしながら、ギース様のお宅を目指して出発ですぅ」

　ちょっ!!　私が人質にされることが、勝手に決定しているっ!!

　やめてっ!!　やめてっ!!

　暴れる私のローブを、アリス嬢は巨大フォークでパスタのように巻き込んで、私の体を持ち上げた。

　凄すごい力だねー!!　アリス嬢！　身体強化かな？　身体強化だよね!?

　なんで、君みたいな幼い令嬢が、身体強化を習得してるのかな？

　いや、うちの末妹も身体強化が出来るらしいけど、そんなポンポン習得出来るような物じゃないよね!?

　そのまま私をぶら下げたフォークを肩に担ぐと、アリス嬢は先程壁を爆破して開けた穴から外に出て走り出した。続いてクリストファー殿下とギース君が走り出す。それをウルシュ君が慌てて、大きな声で呼びかけ引き止めようとする。

「わぁ[image: ][image: ]っ!!　アリス様!!　クリス様!!　待ってぇ!!　イザベラの居場所分かっ」

「はいっ!!　ベラちゃんの居場所は必ず突き止めますわぁ。ウルシュ君は知らせを待っていて下さい！　ベラちゃんの居場所が分かったらすぐに知らせますからぁ[image: ][image: ][image: ]」

　ウルシュ君が引き止める声に返事をしながら、アリス嬢は足を止める事なく走り続けた。私はアリス嬢との身長差のせいで、ガクガク揺さぶられる度、靴のかかとが地面にぶつかり削られている。

　地味に痛いっ!!　誰かっ!!　誰か助けてっ!!

　遠ざかる魔術師団施設を涙目で見ていると、大穴から出てきたウルシュ君が、大きな声で私に言葉をかけてくれた。

「トレヴァー義兄にいさ[image: ][image: ]ん。すぐにイザベラを連れて助けに行きますので～！　それまで彼女達が街を火の海にしないように頑張って止めておいて下さ[image: ][image: ][image: ]い！」

　は!?　この子達、街を火の海にする可能性があるのっ!?

「なにそれっ!!　ムリ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」








第六話









　叫びながら遠ざかっていくトレヴァー義兄にいさんを、手を振って笑顔で見送る。トレヴァー義兄さんは無理だと叫んでいるけど、彼はイザベラとダイモン様のお兄様をやってきた実績があるので、なんだかんだと上手うまくやれるんじゃないかな？　多分。

　彼らの姿が見えなくなると、僕は隣に立っているブライアンに目を向けた。

「え～と。ブライアン？　は、皆と一緒に行かないのぉ？」

　するとブライアンは苦笑いしながら首を横に振って、否定する。

「ついて行ったら、俺も仲間だと思われるから嫌だ」

　どうやら彼には、それなりに危機管理意識があるようだ。でも、見通しがまだ甘いんじゃないかなぁ？

「このまま引き止めもせず、自由に行かせてぇ……なにか問題があったとき、共犯として一緒に怒られるんじゃないのぉ？」

「あ[image: ][image: ][image: ]!!　あり得るっ!!　それヤベェ!!　ついて行っても勝手に行かせても共犯にされちまうなら、俺どうすりゃ良いんだ？」

　ブライアンは頭を抱えて、唸うなりながら上半身を振る。

　僕について来られても困るので、彼らを追いかけていって貰もらう事にしよう。

「ブライアンは騎き士し団だん長の息子で、訓練も受けてるんでしょ？　だったら知り合いの騎士もいるよねぇ？　その人達に状況を伝えて、クリス様と街の安全を守るために騎士と一緒に追いかけたらぁ？」

「あー。そうだな、それが一番親父に怒られずに済む方法かもな。ありがとなウルシュ。……で、お前はどうすんの？」

　う～ん。何も聞かずに素直に行ってくれれば良かったのに、上手うまいこといかないなぁ。

　まぁ、聞かれて困ることじゃないし、本当はアリス様達にも伝えたかった事だから言っても良いかな。

「ルーシー嬢が攫さらっていった僕の婚約者であるイザベラには、居場所が分かるようなアイテムを着けておいてるんだぁ。だから僕はそれを頼りにイザベラを迎えに行くよぉ」

「お前、それもっと早く言えよ!!　アイツら飛び出して行っちまっただろ!!」

　アリス嬢達が去っていった方を指差したブライアンから責められるけど、僕もわざと言わなかった訳じゃないから、一応言い訳はさせて貰う。

「言おうとしたのに、アリス様とクリス様が盛り上がっていて、僕の話を遮って聞いてくれなかったんだよぉ」

「……そういやウルシュ、お前、何回かなんか言い掛かけたな。すまん、ちゃんと聞いてやらなくて」

　思い当たったのか、ブライアンは僕に向かって軽く頭を下げながら謝る。

　うーん、素直。

「良いよぉ謝らなくてもぉ。僕も彼らの相手するの面倒くさくなって、途中で言うの諦めた訳だしぃ」

「諦めんなよ!!　もっと粘れよ!!」

　まぁ、諦めた原因は面倒だったのもあるけど、彼らを連れてイザベラの元まで駆けつけるのは、ちょっと疲れそうだと思ったんだよね。

　そしてなにより……

「よく考えたらぁ、イザベラの元に駆けつけるのは、僕一人でいいかなぁ……って」

「お前……一人で駆けつけて、婚約者に自分だけ良い恰かつ好こうするつもりだな？　あれ？　ところで、その居場所が分かるアイテムが着けられているの、婚約者の方は知ってんの？」

「知らないよぉ？」

「うわっ!!　いくらお前が俺の親友とは言っても、その行動には引くわ」

　さっき友人になったばかりなのに、いつの間に親友に格上げされたんだろう。

「まぁ良いや、ウルシュ。婚約者の所にはギースの姉貴がいるかもしれないんだろ？　ギースの姉貴も魔法が得意だからさ、俺の知り合いの騎士に、お前について行って貰うよう頼むから、何人か連れて行けよ」

「別に騎士は要らないかなぁ。イザベラは強いから、今回の相手程度、自力でなんとかしてそうだしぃ」

「んな訳ないだろ!!　相手はギースの姉貴だし、呪術師集団もいるかもしれないんだぞっ!!　大人が相手だし、罠わなとか戦略とか策略とか使われると、いくら婚約者がすっげぇ強くても、負ける事があるんだぞっ!!」

　確かに、どんな強者も頭脳戦で負ける事はある。あるんだけど…………イザベラの場合は……

「ブライアン、君の言う事は正しいけど、圧倒的な強さの前には、どんな策略も意味をなさない事があるんだよぉ。イザベラは罠があろうが、どんな策略や戦略が張り巡らされてようが、それらをあざ笑うかのように力技だけで全て叩き潰して、ねじ伏せるだけの力を持っているんだぁ」

「それが本当なら、ヤバ過ぎだろお前の婚約者。魔王かよ」

　魔王に一番近い存在だけど、彼女を魔王にしないように頑張っているんだよ、僕は。

「人の婚約者を魔王扱いするのやめてねぇ？　とにかくそういう理由で、イザベラの無事は確信しているんだけどぉ、そんな事を知らずに誘拐していったルーシー嬢は災難だったねぇ。むしろ相手の無事が心配だよぉ」

「お前、相手を心配するような事言いながら口元が邪悪さを隠してないからな？　ゲスいぞ、今のお前の笑顔」

　ブライアン。親友にゲスい笑顔は酷ひどいんじゃないかなぁ？

　確かに、相手を心配してるなんて心にもない事を言った覚えはあるけど、そこまで僕の表情は邪悪ではないハズ。

「とりあえずお前の反応で、お前の婚約者が無事なんだろう事は分かったけど、違う意味で心配になってきたから、絶対に騎士を連れて行けよな」







「それでブライアンが、騎士の人に僕の付き添いを頼んじゃったから、彼かれ等らと一緒にイザベラの所まで来たんだぁ」

　馬車を走らせるウルシュ君の隣に座ると、ウルシュ君の方では何が起きていたのかを教えて貰えた。

　とりあえず、トレヴァーお兄様が巻き込まれた事は、よく分かった。普段なかなか屋敷に帰ってこず、顔を会わせる機会が少ないトレヴァーお兄様だったけど、会えた時はとても甘やかしてくれる優しい人だ。いつもなぜか疲れきっているけど。

　どちらかと言えば、文官タイプで戦闘力のないトレヴァーお兄様に、アリスちゃん達のストッパー役は荷が重いかもしれない。早く駆けつけないと、トレヴァーお兄様が倒れるな。

「ところでウルシュ君。深夜にもかかわらず、ココから見える街の方がかなり明るいんだけど……街、燃えてないよね？」

「う[image: ][image: ]ん。燃えてる明るさじゃないよねぇ。焦げ臭くもないしぃ」

　灯あかりの元を探ろうと、御者台に立つと《千里眼（元傲慢）》を使って街の様子を見る。

「ウルシュ君。街の上空に鬼ごっこの時に見た、スネイブル商会の円盤型照明が浮いてるんだけど、今回もウルシュ君ところの商会が協力してるの？」

「うん？　打ち上げ式の野外放電灯の事？　商会が協力するなんて話は聞いてないなぁ。あの照明は騎士団がいくつか購入してくれたからぁ、それじゃない？」

　なるほど、騎士団が野外放電灯を打ち上げたのか。

　いや、なんで？

　もしかして、今度はアリスちゃんチームＶＳ騎士団チームで、鬼ごっこでもしてるのか？

　だったら騎士団には、是非ともトレヴァーお兄様を捕獲、保護して頂きたい。うっかりトレヴァーお兄様がアリスちゃんの爆撃魔法に巻き込まれたら、必ず死ぬから。

　そんな事を吞のん気きに考えながら街に近付いていくが、徐々に街の様子がおかしい事に気が付く。

　軍馬で走り回りながら、住民に向かって大きな声で指示を飛ばす騎士団。

　完全武装で班ごとに分かれ、走り回る騎士隊に魔術師、そして冒険者。

　二階の窓から、心配そうに外を見ている住民達。

　街の至るところで魔法が発動する音が聞こえ、騎士や冒険者が武器を振るい戦っている様子が見える。

　そんな彼等が戦っているのは……

『建物から出ないで下さい!!　建物から出ないで下さい!!　二階以上の建物に住んでいる住民の方は出来るだけ上の階へと上がり、部屋の入り口をしっかりと閉め、出来れば家具などで扉を塞いで下さいっ!!』

『平屋に住んでいる、もしくは一階から移動できない住民の方は、部屋の入り口をしっかりと閉め、扉と窓を家具などで塞ぎ、窓から離れて下さい!!』

『外に出ている住民の方は、ただちに建物内へと避難するか、放電灯の光の下にて待機して下さい!!　神官スキルをお持ちの方でアンデッド系の魔物の討伐経験のある方は、巡回中の憲兵の荷馬車が通った際に名乗り出て馬車に乗るか、王都の大広場に集まって下さい!!』

『アンデッドに嚙まれた、もしくは引っかかれた方や、そういった人を見かけた方は迅速に巡回中の衛兵にお知らせ下さい!!　治療、浄化できる者をすぐに駆けつけさせます!!』

　なぜか、王都内に大発生しているアンデッド。

　スケルトン系じゃなくて、ゾンビ系。

　それらと戦う騎士団や、魔術師、冒険者達。

　この世界、いつの間に乙女ゲームから、生物災害バイオハザード系ゲームの世界に変わったんだ？

　呆ぼう然ぜんと御者台に立って大騒ぎの街中を見ていると、ウルシュ君に引っ張られ御者台に腰を下ろす。

「イザベラ、ちょっと馬車のスピードを上げるよぉ」

　そう言うと、ウルシュ君は馬車をとばして、ゾンビをはねとばした。

　凄すごいよウルシュ君!!　一切の迷いも無くゾンビに向かって馬を走らせてるよっ!!

　馬車のスピードを落とすどころか、ぐんぐんスピード上げて、ゾンビと戦っている人達まで逃げまどっているよ!!　いや、待ってっ!!　ちょっと待って!!

　私、全然展開についていけてないっ!!

「ウ、ウルシュ君!!　ウルシュ君!!　なんでこの短時間で街中にアンデッドが発生してるのっ!?」

「分かんないっ!!」

　なんてこったい!!　ウルシュ君にも分からないって、本当にどうしてこうなったっ!!

「これ、アリスちゃん達は」

「アンデッドの発生には、アリス様達は関係無いと思うよぉ？」

「いや、原因がアリスちゃん達にあるなんて、私も思ってないよ!?　そうじゃなくてアリスちゃん達は無事かな？」

　アリスちゃん達は年齢の割に実力あるし、ちょっとやそっとでは負けない気がするけど、私と同じで経験が足りない。

　ウッカリ何かミスして、大おお怪け我がとかしたら……。

「僕はむしろ、アリス様がゾンビもろとも王都を爆破しないか心配だなぁ」

　ウルシュ君の言葉に、アリスちゃんの『爆撃狂ボマー』という称号を思い出した。

　あぁ、ゾンビに向かって思う存分、爆撃魔法を炸さく裂れつさせるアリスちゃんの姿が目に浮かぶ。

「あ、うん。そっちの心配の方が深刻かもしれないね……」

　トレヴァー兄様とクリス様、爆発に巻き込まれてなければいいけど……。

　今回は『反はん魂ごんの首飾り』をクリス様に渡してないので、アリスちゃんが欲望のまま爆撃して、うっかりクリス様を爆死させると、クリス様は死ぬ。いや、爆死したら死ぬのは当然なんだけど、っていうか爆死した時点で死んでいるんだけど、ってなんか意味分かんなくなってきた。ああああああ。

「実は僕ねぇ、さっきから遠くで爆撃魔法らしき音が聞こえてくるのが、気になってしょうがないんだよねぇ……」

　ウルシュ君に言われて、我に返る。

　耳を澄ましてみると、怒号や色々な所から聞こえる攻撃魔法の発動音に紛れて、少し抑えたような爆発音が遠くから聞こえる。

「多分これ、アリスちゃんの地雷型爆撃魔法の『爆ばく華か野の』だ。アリスちゃん、今のところ控えめに爆撃してる!!」

　凄い!!　コレが王妃様の教育の賜たま物ものなのだろうか？　アリスちゃんが広範囲に、むやみやたらに爆破してないっ!!

「とりあえず、爆撃音のする方向に馬車を走らせるからぁ、イザベラは道すがら浄化魔法をかけていってくれるかなぁ？」

「あ、そうだね!!　ボケっとしてた。私、聖属性魔法と神官スキル持っているから、浄化が出来るんだった」

　攻撃魔法は威力がヤバくて使えたもんじゃないけど、治癒魔法と浄化魔法は威力がヤバくても問題になる事は無いだろう。王都の外壁内を全部浄化しても良いくらいじゃないかな？

　いや、一応ウルシュ君に確認しよう。

「ウルシュ君。王都の外壁内を全部、一気に浄化しても大丈夫？」

「それしたら、イザベラは女神か何かとして崇あがめられてぇ、商人の身分しかない僕のお嫁さんにはなれなくなるけどぉ……それ、僕は嫌だなぁ。浄化、やっぱりしなくて良いよぉ」

　よし!!　外壁内全域の浄化は、やめよう。私は女神にも正義の味方にもなりたくはない。私はウルシュ君の嫁になりたい。

　騎士団や冒険者の皆様もいる事だし、私が自分の人生縛ってまで出しゃばる必要はないだろう。うん。

　私は聖人じゃないから、自分の幸せを追い求めさせてもらうよ。

「ウルシュ君。私、程々に浄化できるように、全身全霊をもって威力を落とすよ……」

「……うん。全身全霊のかけ方が普通と逆だけどぉ、それでお願い」

　それから私は、前世含めて過去にないくらいの集中力を発揮し、限界まで浄化威力と範囲を抑え込んで発動した。

　おぉっ!!　やれば出来るじゃない、私!!

　ほらっ!!　浄化魔法の効果範囲が、直径三〇ｍくらいに抑えられてる!!

　──ってまだ、広いわっ!!

「イザベラ……効果範囲を縮小するのも大事だけどぉ、威力も落とそう？　浄化魔法の光が触れた瞬間に、アンデッドが塵ちりも残らず一瞬で消失しているせいで、消滅したのか瞬間移動したのか皆判断に困ってるよぉ」

　そう、ウルシュ君が指摘するように、なんとか効果範囲は狭く（？）出来ているんだけど、威力がまだ強いようで……。

　アンデッドが浄化の光に触れた瞬間、パッと消える。

　転移したのか？　瞬間移動したのか？　っていう感じで、本当に塵も残さずパッと消える。

　そのアンデッドと戦っていた騎士や冒険者が、「えっ!?」って一瞬動きを止めて二度見するくらいにパッと消える。

　仰々しく断末魔の叫びを上げながら燃え尽きるか、灰になるか崩れ落ちるかしたら分かりやすいんだけど、残念!!　パッと消える。

　なんだこれ……。いまいちアンデッドを倒している感が無くて、モヤモヤ感が残るんだけど……。

「ウルシュ君、私……女神と思われちゃうかな？」

「う～ん。奇跡の御み業わざと言うより、謎の現象っぽくなってるからぁ……大丈夫じゃない？　あ、爆撃音がそろそろ近いよぉ？」

　ウルシュ君に言われて、浄化を止め前方を見ると、懐かしいアリスちゃんの爆撃魔法の輝きが見えた。

　ゾンビには勇ましく突っ込んでいった馬が、アリスちゃんの爆撃魔法には怯おびえて進まなくなったので、通りの端に馬車を停とめて、ウルシュ君と爆撃魔法が繰り出されている方向に走る。近付くにつれて見えてきたのは、やっぱりアリスちゃんだった。

　周囲の騎士や冒険者が、爆撃魔法に阻まれて近付こうにも近付けず、遠巻きにアリスちゃんの戦いを見守っている。

　アリスちゃんは周囲に小型の『爆華野』をいくつも発動、そしてそれを地面の上で素早く不規則に移動させている。その『爆華野』の間を器用にすり抜け移動しては、ゾンビを巨大フォークで殴り付け『爆華野』の上に放り出していく。

　相手のゾンビ達は、チョロチョロと地面を動き回る『爆華野』とアリスちゃんをなんとか避けながら……避けながら？　……ゾンビが？

　ゾンビって、簡単に言ってしまえば動く死体だよね？

　知能がないために進行方向に地雷があろうが、仲間が吹き飛ばされようが、理解できずに進んでいくイメージを持っていたんだけど、違うのか？

　私は走りながら、隣のウルシュ君に疑問を投げ掛かる。

「ウルシュ君、私、ゾンビを初めて見たんだけど……ゾンビってあんなに判断力というか知能を持っているものなの？」

「ゾンビに知能は無いよぉ。リッチとかなら別だけど。アレは普通のアンデッドじゃないねぇ。なにかの詠唱もしているみたいだし……」

　ウルシュ君に指摘されて、ゾンビ達をよく見てみると、確かに何体かがなにかを詠唱している。が、ランダムに動き回る『爆華野』に気をとられて上手く詠唱を組み立てられないようだ。逆に詠唱の方に意識をとられると、足の下に移動してきた『爆華野』が爆発する。

　自分から足の下に潜りこんでくる地雷って、新しいな。

　空が飛べない限り脅威だわ。

　ちなみにアリスちゃんは一人ではなく、クリス様もいる。クリス様は騎き士し団だんの馬車の上で、アリスちゃんの地雷型爆撃魔法から逃げまどうゾンビ達を、爆撃魔法を付与された弓で、次々と射うっていた。

　ギースとブライアンはどこだろうと視線を周囲に向けようとした時、駆けてきた私達にアリスちゃんが気付く。

「ふわぁぁぁああ☆　ベラちゃんです!!　ベラちゃーん！　ブタさんがいたんです！　ブタさんがネックレスを着けたアンデッドさんを、いっぱい連れてきたんですぅ。ネックレスを着けたアンデッドさんは頭が良くて、なかなかドッカーンてならないから気をつけて下さーい！」

　ブタさん？　アンデッドを率いるブタってなんだ？

　アリスちゃんの言っている事が理解できず首をかしげて考えていると、困ったように笑ったウルシュ君が、私に問いかける。

「もしかしてイザベラ、ルーシー嬢の事とか色々ありすぎてぇ、カラーズコレクターの存在を忘れてない？」

「へ？　……あ、いたね、そんな敵も」

「イザベラ、一番重要な敵を忘れないでよぉ。まぁ、傍そばにいる僕が覚えているから忘れても問題ないけどぉ」

　そうだ、そうだった。そもそも私達は、カラーズコレクターを追っていたんだよ。本来の目的が記憶の彼方かなたに押しやられていたわ。

　ウルシュ君という頭脳担当のパートナーがいてくれなかったら、私はカラーズコレクターの存在を未み来らい永えい劫ごう忘れたままだったかもしれない。色んな意味で、私はウルシュ君がいないと人生渡っていけないわ。

「ウルシュ君、ずっと見捨てずに私の傍にいてね」

「当然」

　当然なのかぁ。そうなのかぁ。ふふふ。

「それでぇ話を戻すけどぉ、アリス様が見かけたブタさんっていうのは、ブタの頭の皮を被かぶったカラーズコレクター。つまり僕達が倒すべきヒルソン子爵じゃないの？」

「あ～。……ヒルソン子爵ね」

　カラーズコレクターの正体が子爵なのはなんとなく覚えていたけど、名前ってヒルソンだったっけ？　全然覚えてないわ。

「イザベラ……ヒルソン子爵の事も半分忘れてたでしょ？」

「……うん」

　いや、本当に記憶力の無い婚約者で申し訳ないです。そんなんじゃ商人の嫁をやっていけないから、せめて人を覚える能力は鍛えよう。

　ウルシュ君とそんな会話をしている間に、ココにいた最後のゾンビが爆散し、アリスちゃん・クリス様ペアと、ネックレスゾンビ集団の決着が付いた。

　アリスちゃんは残った爆撃魔法を消すと、褒めながら撫なでてこようとする騎士や冒険者達の間をかき分けながら、私の元へと一直線に走ってくる。そのアリスちゃんの後ろを、アリスちゃんを撫でようとしていた騎士や冒険者の一部に対して、不愉快そうな視線を浴びせながらクリス様が追いかける。

　威圧するクリス様を眺めていると、アリスちゃんが走るスピードを落とす事なく、私に突っ込んできた。

　七歳のアリスちゃんが突っ込んでくるくらいなんてことないんだけど、目の前で止まると思っていたから、受け止めつつもビックリさせられる。

　勢いよく突っ込んできたアリスちゃんは、そのまま私にしがみつくと思いっきり頰ほお擦ずりしてきた。

「ふぇぇぇ。ベラちゃんが無事だったのですぅ……良かったですぅ。私、ベラちゃんを助けに行きたかったのにぃ、変なブタさんがアンデッドさんをいっぱい連れて来てぇ、街がなんか大変でベラちゃんを探せなくてぇ……心配だったんですのー」

「ありがとう。心配してくれてありがとうアリスちゃん」

　心配だったと涙声で頰擦りしてくるアリスちゃんの背中を撫でる。親友のアリスちゃんが、心から心配してくれていた事がよく分かったよ。とても嬉うれしいよ。とても嬉しいんだけど、でも、その頰擦りはそろそろ止やめて欲しいかな。ちょっと離れてアリスちゃん。

　しかし、私の気持ちが届かないのか、アリスちゃんが中々離れない。

　困ってウルシュ君に視線で助けを求めると、満面の癒しの笑みで頷いたウルシュ君が、アリスちゃんの肩を摑むとバリっと私からアリスちゃんを剝はがす。

　……おう。まさかの実力行使。

　なんだろう、妬やいてくれたんだろうかウルシュ君。なにそれ照れる。

　引き剝がされて、キョトンとしているアリスちゃんに、ウルシュ君は質問する。

「アリス様に聞きたい事があるんですけどぉ、一緒にいたギース様、トレヴァー義兄にい様、あとついでにブライアンは、どこに行ったんですかねぇ」

　ウルシュ君についで扱いされたブライアン、まだ関わった事ないけど不ふ憫びん。

　そして質問に対して首をかしげながら、のんびりと返すアリスちゃん。

「ブタさんが連れて行きましたわぁ」

「え？　ブタさんが連れて行った？」

　いやいやいや、アリスちゃん。とんでもない事実をあっさり言うね君。

「はい。ギース様が、アンデッドさんを引き連れたブタさんに魔法攻撃を仕掛けたんですけどぉ、ブタさんには魔法が全然効かなくてぇ。それでブライアン様が剣で切りかかったんですけどぉ……ブタさん素手で強くてぇ、魔法も使えてぇ。あっという間にブライアン様を気絶させたブタさんは、赤毛だからという理由でブライアン様を抱えて行こうとしたんですけどぉ。そこにギース様がブタさんに魔法を当ててぇ、でも当たったのにブタさんには効いていなくてぇ。ギース様は負けましたの。それで、ギース様は珍しい青い髪だから連れて行かれたんですけどぉ、私とクリス様は黒髪と金髪で珍しくないから無事でしたの」
















　とりあえず、ブライアンとギースがカラーズコレクターに敗れた事は分かった。

　今のギースとブライアンのレベルを知らないけど、勝てるわけがないんだよ。カラーズコレクターに。

　あいつには、十八歳のハイスペックなギース、ブライアン、クリス様と、私がカンストするまで育てたヒロイン、そして他の攻略対象達の七人がかりでも、何十回と負けたんだから。

　アリスちゃんの話を聞いていたウルシュ君は、納得したように頷く。

「やっぱり豚の頭の皮で出来た呪術具をどうにかしないとぉ、アリス様の爆撃魔法でも勝つのは難しいよねぇ。魔法攻撃を吸収して自分のＭＰとＨＰに変えちゃうんだからぁ。魔法攻撃が主なギース様が負けるのも当然かなぁ」

「でも吸収できるのは魔法攻撃だけで、物理が効くなら、アリスちゃんの爆撃魔法は有効だよね」

　私の言葉に、アリスちゃんとクリス様が首をかしげる。

「ふぇ？　でも、今ウルシュ君が魔法攻撃は吸収してＭＰにしちゃうって……爆撃魔法も魔法ですよ？」

　うん。そうだね。でも、カラーズコレクターに直接当てさえしなければ、吸収できない。

　どうやら私と同じことを考えていたらしいウルシュ君が、私の代わりに説明する。

「え～と。つまり、イザベラが言いたいのはぁ、爆撃魔法で直接『攻撃』しなければ良いって事だよぉ。例えばブタ頭の上にある屋根とかを吹き飛ばして崩落させるとかねぇ？　崩落してきた屋根は『攻撃魔法』じゃないでしょぉ？　ある意味、物理攻撃になるよねぇ」

「ふわっ!!　つまり、ブタさんが近くにいる時は、好きなだけ建物を爆撃しても良いんですの!?」

　良くない。

「あー。そう取るかぁ……そう取るよねぇ……そうだよねぇ」

　ウルシュ君が遠い目をして、否定の言葉も説明の続きも投げた。すごいなアリスちゃん。ウルシュ君になにかを諦めさせている。頑張って、諦めないでウルシュ君。このままじゃアリスちゃんが、王都内で広範囲爆撃する建前が出来ちゃう。

　それにカラーズコレクターが建物内にいるとも限らないし、よく考えたら倒壊する建物にギース達が巻き込まれる。とにかく、あの魔法攻撃が吸収される呪具がネックだ。

　装備されたブタ頭の皮をなんとかしないと……。

「あっ!!　そうだ!!　大丈夫だよ、ウルシュ君。私があの豚の頭の呪具を、《暴食かいしゆう》で奪っちゃえば良いんだ！　そしたら魔法攻撃が効くよ！」

　よく考えたら、私の《暴食かいしゆう》なら、被っている呪具なんてすぐ奪える。

　いつかクリス様の装備していたズボンを、奪ってしまった時のように!!

「それは無理だよぉ。だってイザベラの《暴食かいしゆう》は生き物には効果が無いしぃ」

「生き物？　いや、私はカラーズコレクターその物じゃなくて呪具を奪おうと……」

　すると、ウルシュ君は腕を組んで首をかしげると、しばらくして何かに気付いた表情をした。

「あ、そうか。イザベラはあの呪具がどうやって出来ているのか、知らないんだねぇ」

「え、ウルシュ君あの呪具の創り方知ってるの？」

「うん。少し前に創ってみようと思って調べたことがあってねぇ。でも、創る前にイザベラと出会ったから、創るのやめたんだぁ」

　私と出会ったのと、呪具を創るのをやめるのとに、どんな関係があるんだろう？

　私の疑問が顔に出ていたのか、ウルシュ君は自分の髪をかき混ぜながら、気まずそうに説明をする。

「あんなの創ってるのを知られたらぁ、イザベラのお父さんから婚約を許されなかっただろうしぃ、イザベラから嫌われるかもしれないからねぇ」

　私はちょっとやそっとの事ではウルシュ君を嫌うことはないけど、創るだけで婚約が許されないって、どういう代物なんだろう。アレ。

「そんなにヤバイの？　あの呪具」

　私の質問に答える代わりのように、ウルシュ君はブタ頭の呪具メイキング講座をはじめた。

　待ってウルシュ君、私、メイキング講座は、頼んでない。

「まず雄と雌の子ブタを、オークキングの脂ラードを混ぜた餌で育てるでしょぉ、そしたら凄く狂暴なブタが出来るんだぁ。本当に凶暴だからぁ、雷魔法が付与されたマジックアイテムが飼育に必須だよぉ」

　オークキングの脂を手に入れる時点で、コストがかかりすぎじゃないだろうか。それだけで中々手に入らない呪具になるのも、頷けるよね。そして、雷魔法付与のアイテムっていうのは、スタンガンみたいな物かしら。スタンガンが必須の養豚場って、物騒にも程があるわよ。

「ふぇぇ……そもそもなんでオークキングの脂ラードを、ブタさんのご飯に混ぜようと思ったんですかぁ」

　本当だよ。一番はじめに『ブタにオークキングの脂を喰くわせてみようぜ☆』って言い出した奴、頭どうかしてる。

　そして、それを実際に実行に移した行動力に引くわ。

「いや、なんでって言われてもぉ……そうなった経緯までは知らないけどぉ。多分、新たな魔獣でも作り出そうとしたんじゃないかなぁ」

　どちらにしても、ろくな奴じゃないな。それを考えついた奴は。

「そうして育った狂暴なブタを番つがいにすると、肉食で狂暴な子ブタが、必ず六匹生まれるんだぁ。で、それをやっぱりオークキングの脂ラードを混ぜた餌で六十六日間育てまーす」

　コストが上がっていく……。あのブタ頭の呪具の値段が、凄く気になり始めたんだけど。

　それに、養豚場の衛生面も気になってきたわ。食用でないうえに、スタンガン必須なレベルで凶暴なブタを飼育している豚舎を、掃除できる気がしない。ラードでベタベタした上に悪臭がしそうで、絶対に行きたくないかも。

「でぇ、六十七日目に狂暴に育ったブタを六匹、頑丈な檻おりに入れてぇ、餌を与えるのをやめまーす」

「それ、確実に六匹で弱肉強食の争いが始まるよね」

　やっている事が倫理に反する感じで引くんだけど、作り出すのが『呪具』であることを考えれば、普通の事なのか？　呪術師、本当にヤバい。

「ちなみにこの段階にくるまでにぃ、飼育員が五～六人は犠牲になる事を、始めの計算に入れておかないといけないよぉ」

　え、飼育係が五～六人犠牲になる事が前提とされてるの？　もはや、コスト以前の問題じゃないの、それ。

　なんで、そこまでしてアノ不気味なマスクを創りたいの？

「最後の一匹になったブタを、魔法か薬で眠らせてぇ、魔法陣の中で頭のてっぺん以外の場所に、呪術の専用塗料で術式をびっしり書き込みまーす」

　あ、なんか儀式っぽくなってきたな。そして、呪術専用塗料とか存在するのか。あんまり塗料の材料は知りたくないけど。

「そして、そのブタを呪術でアンデッドに変えまーす」

「え？　ブタをアンデッド？」

　とうとうブタを魔物に変えよった。

　考案者が危険人物すぎる。

「そう、ポイントは『呪術で』ってところねぇ。じゃないとアンデッドに襲わせてアンデッド化する方法じゃ、せっかく書いた呪術式が消えちゃうからねぇ。そうして出来上がったアンデッドのブタは、術式の書かれていない頭のてっぺんに魔核が出来るんだぁ」

　普通、魔物の魔核は心臓か胃の近くにあるものなんだけど……。

　頭のてっぺんに魔核があったら、倒されやすいんじゃないのかな？

「最後に、魔核を壊さないように魔核ごと頭の皮を剝はがして干してぇ、裏に呪術式を書き込んだら……頭の皮だけになったブタのアンデッド、呪術具『魔力喰らいのマスク』別名『暴食の豚』の完成だよぉ」

　ん？　ちょっと待って、それじゃあ……

「あのブタの頭って、魔核が無事だから生きたままなの？」

「アンデッドだからぁ、『生きてる』と言えるかは分からないけどぉ、魔物としては生きてるよぉ。皮だけになっちゃってるから自力で動けないけどぉ」

「つまり子爵は、皮だけになりながらも生きている魔物アンデツドを、頭に被っていると」

「そうだよぉ。どうかしてるよねぇ。そして、そんな男に連れ去られたのが、ギース様とブライアンだねぇ」

　最悪だよ!!　余裕かまして話していたけど、それどころじゃなかった!!　子爵の危険人物度が、私の中で爆上がりだ!!

「すぐ助けに行かなくちゃ!!」

「ふぇぇぇぇ!!　ブタさんが思ったより怖いですぅ！　大変ですぅ！　アッチです！　ベラちゃん!!　怖いブタさんはアッチに行きましたぁ」

　半泣きになったアリスちゃんが示す方向に走り出そうとしたが……。

　あれ？　ちょっと待って、誰か忘れてない？

　何かが気にかかり振り返ると、ウルシュ君がクリス様に声をかけていた。

「クリス様、さっきから話題に出てないんですけどぉ……トレヴァー義兄さんはどこに行ったんですか？」

　ウルシュ君ナイスっ!!　そうだっ!!　トレヴァーお兄様がいない!!

　完全に存在を忘れていた……ゴメン、お兄様。

　聞かれたクリス様は、さっきまで上に登っていた騎き士し団だんの馬車を指差して答える。

「……トレヴァーは……アンデッドのネックレスを見て……自分が調べていた押収品……と同じ首飾りだって……言って……アンデッドから奪う事が出来たネックレスを……あの馬車の中で調べてる……」

　あぁ、あの知能があるアンデッドが着けていたネックレスか。

「ウルシュ君、ウルシュ君もあのネックレス見たよね？　あれ、知能を持ったアンデッドを産み出すネックレスなのか、あのネックレスを着けると魔物に知能ができるのか、どっちなのかな？」

「んー。多分アレは失敗作だねぇ。昔から残されている文献とかでアイテムを復刻というかぁ、復元というかぁ……とにかく失伝されたアイテムなんだけどぉ、それの失敗作」

　なるほど、失敗作ということは、本来の効果は違うのかな？

　そして、ウルシュ君が失敗作だと解わかるということは、ウルシュ君は本物を知っているのかしら。もしかしたら本物を所持しているか、創った事があるのかも。

「本物はどんな効果があるアイテムなの？」

　興味本位で聞いてみると、ウルシュ君にしては歯切れが悪く、少し答えたくなさそうに返事をした。

「んー……とにかくアレは失敗作。だけど、あの人達が失敗作を増産しているところを見るに、あの人達は本物を知らないんだろうねぇ。本物を知らないから、ああいう効果のアイテムだと思い込んでるんじゃないかなぁ」

　なんか本物について知られたくないような答え方をするのね、ウルシュ君。

　多分ウルシュ君の事だから、今必要な情報だったら、隠さずに教えてくれると思うのよね。きっと、ウルシュ君に何か考えがあって言わずにいるんだろうから、深く突っ込んで聞くのはやめておこう。

「ふえぇぇぇ……ネックレスの事なんて今は良いですよぉ。早くブタさんをドッカーンってしないと、あの二人が変な風にされちゃいますわぁ～」

　変な風にってなんだろう……。

　いや、確かにアリスちゃんの言う通りだ。ネックレスの事は、今は置いておこう。

　トレヴァー兄様が調べてくれているわけだし、そのうちネックレスの正体も分かるだろう。

「そうね、早くヒルソン子爵を追いかけて、ギースとブライアンを救出しましょう」

　だけど、そんな私達をウルシュ君が引き止める。

「でもぉ、ヒルソン子爵が向かった方向しか分かっていないんだよねぇ？　その方向に走って闇雲に探しても見つかるわけがないよぉ。今まで騎士団とかの眼を欺いて、隠れきっていたわけだしぃ」

　確かにそうよね、今まで上手く隠れていたのだから、こんな騒ぎの中で私達が呪術師の隠れ家なんて見つけられないわ。

「一応確認なんだけどぉ……クリス様。ヒルソン子爵の痕跡を辿る事は出来ますかぁ？」

　クリス様に向かってウルシュ君が確認すると、クリス様は自分を指さして首をかしげる。

「……え……ボク？」

　ウルシュ君がなぜクリス様がヒルソン子爵の痕跡を辿れると思っているのかが分からず、ポカンとしていると、それを察したウルシュ君が私に説明をする。

「そういえばイザベラは知らなかったよねぇ《傲慢王ルシフアー》の能力は、望遠、地獄耳、読心、感情察知、そして、その場に残った感情の残ざん滓しを察知する能力といった、精神と距離……距離じゃなくて空間かもしれないけどぉ、とにかくそういった物に関連した、多岐にわたる能力があるんだぁ」

　よく分かんないけど、簡単に言っちゃうと『自分の縄張りを、正しく把握・情報収集する系の能力』って事かな？

　それなら、クリス様の能力を使えば、ヒルソン子爵の感情の残滓とかを追いかけて、見つけ出す事が出来るかもしれない。

　言われたクリス様は、真剣な表情で周囲を見渡し……思いっきり肩を落とした。

「……あっちこっちで、怯おびえている人の感情や……戦っている人……走り回っている人達の強い感情があって……ゴチャゴチャしていて……良く知らない人を特定するのは……無理。……ごめん」

　ん[image: ][image: ][image: ]。残念。でも、仕方が無いと言えば仕方が無い。

　ゾンビが王都内をウヨウヨしていて、右へ左への大騒ぎのところ、最近手に入れたばかりの《傲慢王》を使って、ここから知らん奴を見つけ出せって言われても、正直お手上げだよね。

　だからクリス様、そんなに目に見えて落ち込まないで。本当に仕方が無いんだ。クリス様悪くない。

「ふぇ……クリス様ぁ……落ち込まないで下さいませぇ。他に方法がある筈はずですからぁ」

　アリスちゃんはクリス様に寄り添うとそっと手を握り、クリス様はそんなアリスちゃんに、悲し気な表情で頷く。

　そして、そんな良い感じの雰囲気の二人に、ウルシュ君がのんびりとした声で割り込んだ。

「だよねぇー。無理だよねぇー。この状態じゃ無理も無いよぉ。だからなんの情報も無しに走り回るのは止やめよう。他の手掛かりをイザベラが思い出すまでぇ。ね？　イザベラ」

　ちょっ……ウルシュ君。今二人がいい感じの雰囲気だったのに……

　──って……は？　え？　……私？　私、何か手掛かりを持っていたっけ？

「手掛かりと言われても、これといって思い付かないんだけど……」

　知っている事があれば、すでに伝えているはずなんだけど、とウルシュ君を見つめると、笑顔を返される。

「イザベラが手掛かりと思ってないだけかもしれないでしょ？　ほら、あの豚マスクがヒルソン子爵へ繫つながる手掛かりになったように、何気ない事が重要な情報かもしれないよぉ」

　なるほど。私が知っているゲームの情報と、ウルシュ君が知っているこの街の情報を合わせる事によって、手掛かりに繫がる情報に変わると。でも、どの情報が手掛かりに変わるんだろう？

　考え込んでいると、クリス様が周囲をキョロキョロと見渡して提案する。

「……話の続き……トレヴァーのいる馬車で……しよう。……周りバタバタしてる……し、アンデッドが来るから」

　言われて周囲を見ると、残って私達の会話を一緒に聞きながら、騒ぎを引き起こした豚マスクの人物について話し合っている騎士と、新たに寄ってきたアンデッドを倒している冒険者達で、ざわざわしていた。

　クリス様と面識のある騎士さんに一言声をかけ、お兄様がネックレスを調べている馬車へと向かう。

　馬車の扉をウルシュ君が開くと、中にいたトレヴァー兄様が振り返る。

「あぁ……ウルシュ君、こっちに追いついたん……イザベラっ!!」

　ウルシュ君に話しかけながら、こちらに視線を向けたトレヴァー兄様は、私の姿に気が付くと転がるようにして馬車から降りてきた。

「イザベラ……無事だったんだね？　お前はダイモンに鍛えられていたから、きっと大丈夫だろうという思いもあったんだけど、それでもやっぱり誘拐されたと聞いて心配で仕方が無かったんだよ……良かった、無事で本当に良かった」

　そう言ってトレヴァー兄様は私を抱きしめた。

「お兄様、心配させてしまって申し訳ありません。この通り、私は無事ですわ」

　そう言ってお兄様の背中を、ポンポンと叩いてお兄様が落ち着くのを待つ。しばらくして落ち着きを取り戻したお兄様は、私の肩に手を置いて気まずそうに口を開いた。

「その……私の婚約者のルーシーが、……お前に危害を加えたようで申し訳ない。悪かった。私の方から謝罪させてくれ。……ところで今、ルーシーはどこに？」

「ルーシーでしたら、私が放った雷魔法に巻き込まれて、重傷を負っていますわ。今は駆けつけた騎士団に囚とらわれていると思います。命は無事ですから安心して下さいませ」

　私の話を聞いたトレヴァー兄様は、オロオロと視線を彷徨さまよわせた後、ガックリと項うな垂だれた。

「そうか……とりあえず、今のこの街の状況を考えると、騎士団に囚われている方が安全かもしれないな。この騒ぎが起こった時に街中にいなかった証拠にもなるし……彼女との話し合いは騒ぎが片付いてからにしよう」

　そう言ってため息をついたトレヴァー兄様は、ゆっくりと立ち上がり、フラフラと馬車の中に戻って行く。その後ろを私達もついて馬車に乗り込むと、扉を閉めた。

　しばらく沈黙していた馬車内だったが、トレヴァー兄様がネックレスの入ったトレーを取り出して膝に置くと、自分はこのネックレスの解析を急いで進めないといけないから、君達は君達のする事をしていて良いと言ってネックレスを前に自分の思考の海に潜ってしまった。アリスちゃんとクリス様は武器の手入れと、二人で戦う時の戦術や合図について相談を始めた。

　私とウルシュ君は先程の話に戻る事にしたのだが、一体何を思い出せば良いのか分からずに、ウルシュ君に指示を求めた。

「ウルシュ君。具体的にどんなところを思い出したら良いかな？」

「まずは、誘拐の実行犯や、カラーズコレクターが登場する前後のシーンかなぁ」

　そう言われて、必死に関係のありそうなシーンを記憶の奥底から引っ張り出す。ギースやヒロインであるマリエタが誘拐されそうになって撃退するイベントって、結構多いのよね。

　思い出せるだけのシーンを語っていったなか、一つだけウルシュ君が食いついたシーンがあった。Ｖｅｒ．３のギースルートの終盤。カラーズコレクターとの最終決戦イベントへと進むシーンだ。

「主人公ヒロインがギースと約束していたお弁当を作るために、いつもより早く起きるの……」

　朝早く起きて、心のこもったお弁当を作り終わったところで、いつも家を出る時間より少し早く用意が済んでしまう。

　そこで、このギースルート最後の分岐点とも呼べる、選択肢が現れる。


　・少し時間が余ったから、家を出る時間までお茶にしよう

　・楽しみで待ちきれないから、いつもより早いけど家を出よう

　・早起きして眠たいから、時間まで少しうたた寝をしよう



　ちなみに正解は、いつもより早く家を出て、誘拐される事だ。

　家を出る時間までお茶をすると、ギースの方が誘拐されて死亡のバッドエンド。

　うたた寝を選ぶと、昼過ぎまで寝過ごして約束を守れず、好感度が下がるしイベントも起きない為、攻略失敗だ。

　それまでどれだけ苦労して好感度を上げていても、最後の最後で全て引っくり返される選択肢だ。結構簡単な選択肢だから、失敗する人は少ないんだけど。

　正しい選択肢を選ぶと、通学中に誘拐犯から桃色の布で包くるまれて気絶するマリエタだったが、抱えられて運ばれる中、一瞬意識を取り戻す。

　暗くて自分を担いでいる犯人の姿もはっきり見えない中、身に着けていた髪飾りが通路に落ちてしまう。それは、ギースが身を守る魔法をかけてプレゼントしてくれた、大切な髪飾りだ。

　マリエタは落ちてしまった髪飾りに向かって手を伸ばすが、意識を僅かに取り戻しただけの身体からだは、こわばり身動きが取れず、運ばれて行く彼女の手に髪飾りは届かない。

　真っ直ぐ延びる暗い通路の先で、遠くなっていく髪飾りの光を見つめながら、再びマリエタは意識を失う。意識を失う瞬間に、『ギース……』と呟つぶやきながら。

　その呟きが聞こえたかのように、学院へと向かう為馬車に乗り込もうとしていたギースは『マリエタ？』と言いながら振り返る。

　嫌な予感に襲われたギースは、学校に行く途中でマリエタの家に寄るが、マリエタは既に家を出ている事を知る。それなら学校でマリエタに会おうとするが、彼女はまだ来ていない。

　寄り道でもしているのかと、マリエタが来るのを待つが彼女は中々現れず、焦燥感に襲われているギースに気付いた他の攻略対象に声をかけられ、事情を知った攻略対象達と協力し合ってマリエタを探す。

　このゲームは、他の攻略対象との好感度も攻略に反映される為、攻略対象全員の好感度を一定まで上げていなくてはいけない。このイベントでは、好感度の高い五人の攻略対象が協力してくれる事になり、そのままカラーズコレクター戦での戦力となる。

　この『攻略キャラ全員の好感度を一定まで上げないといけない』というシステムの結果、私がライバルキャラでもないブライアンルートでも、Ｖｅｒ．１の終盤で断罪される事になるんだけど……。

「最終的に、マリエタが落とした髪飾りの魔力を辿たどって、連れ去られたルートを見つけるの」

「ふ～ん。なるほどねぇ。ちなみにヒロインが見つかるのは何時頃？」

「え～時間までは分からないよ」

「あー……そうだよねぇ。都合よく時間が分かったりしないかぁ。じゃあ、日が高いとか夜になっていたとかは？」

　う～ん。マリエタが見つかった時に、日が高かったかどうか……。

「たぶんなんだけど、マリエタ発見時はまだ日が高かったんじゃないかなぁ？　カラーズコレクターを倒してアジトから脱出した後、夕焼けに赤く染まる町の中、ギースと二人で座って『遅くなっちゃったけど』って言ってお弁当を取り出して約束通り食べるシーンがあるから」

「『たぶん』っていう事は、カラーズコレクターと戦っている場所は外の様子が見えない所？　屋外だったら昼間かどうかは分かるよねぇ？」

　ウルシュ君の指摘通り、カラーズコレクターとの最終決戦は屋外ではない。屋内だ。でも、窓とか無かった気がするから、やっぱり外の時間や外の風景が分からないんだよね。

　場所を特定するには情報として弱いかな？

「う～ん。ごめんねウルシュ君。窓の無い屋内だから、やっぱり時間がいつ頃か分からないや。でも、凄く広い場所だったよ。カラーズコレクターの弾幕みたいな魔法を炸さく裂れつさせる事が出来るくらいだし」

　私がそう言って、大した情報を持ってなくてごめんと謝ると、ウルシュ君はニヤリと笑った。

「ううん。今の情報で十分だよイザベラ。ウチの商会が中々見つけられなかった王都内の奴らのアジトが、今ようやくどこに在るのかが分かったよぉ」

　相変わらずウルシュ君は、情報を整理・把握する能力がすごいな。私が王都の地理や建物の場所を良く知らないっていうのを差し引いても、今のエピソードで一体何が分かるのか、私にはさっぱりだよ。

　どう判断したのかはさておき、アジトの場所が判明する事は良い事だから、答えを聞こう。

「え～と……呪術師のアジトはどこにあるの？」

「まぁ、簡単に言えば『地下』だねぇ。ねぇイザベラ。ベノゲーデン帝国って知ってる？」

　ベノゲーデン帝国？　近隣にそんな国は無かった筈だけど。

　まったく自分の知識に無いので、素直に首を振り、知らないと意思表示する。

「ベノゲーデン帝国っていうのは、一〇〇〇年くらい前にココにあったとされている国だよぉ。内乱だか革命だかが起こって消えたと言われている国だけどねぇ。その後も何度か革命やらなんやらで国が変わってねぇ、その戦火によって殆ほとんど記録に残ってないんだけど、呪術系魔道具マジツクアイテムの生産が盛んだった国なんだってぇ。多分、トレヴァー義兄にいさんが調べているネックレスも、その国で創られたとされているアイテムの一つだよぉ」

　そういえば、家庭教師から八〇〇年前にロゼリアル王国が建国されるまで、なかなか国が安定せずに変わっていったって聞いたな。頻繁に国が変わりすぎているのと、幼い公爵令嬢には特に必要な知識でもないから、その時はサラッと流されていたんだけど……。

「そのベノゲーデン帝国が、今回の呪術師組織のアジトとなにか関わりがあるの？」

「確証は無いんだけどねぇ。結構マイナーな話なんだけどぉ。『王都の南地区の地下には、封鎖されたベノゲーデン帝国の皇族の墓地があって、そこにはアンデッドが守る貴重な魔道具のレシピが眠っている』っていう都市伝説があるんだぁ」

　いろは歌に隠された、徳川埋蔵金伝説みたいな話が出てきたな。この国にもあるんだ、都市伝説。

「実際にあるの？　ベノゲーデン帝国の皇族の墓地が地下に」

「スネイブル商会の先々代の会長が生涯かけて探したけど、見つからなかったよぉ？　先々代会長である僕の曾ひい祖父じいさんは、その都市伝説に執着していたらしくてぇ、だから僕もその都市伝説を知っていたんだぁ」

　なんだろう、生涯かけて結局見つからなかったとはいえ、男のロマン的な何かを感じてカッコイイわ。でも、曾祖父さんが見つけられなかった墓地が、本当に存在するのだろうか？

　その疑問が顔に出ていたらしく、ウルシュ君が続けて説明する。

「ベノゲーデン帝国の皇族の墓地かどうかは分からないけどぉ、アジトは王都内である事と、地下である可能性は高いと思うなぁ。まず、ヒロインがどれだけ早く家を出たのか知らないけどぉ、ギースが家を出るまでの間にそこまで遠くに行っていないと思うんだぁ。まず、王都からは出てないと思うよぉ。それなのに自分を運んでいる犯人の姿も確認できないくらいに暗い場所を移動しているというのは、地下通路かなにかだと考えた方が良いかなぁ？　って思って」

　確かに、ゲーム映像では暗くて長い通路を運ばれていっていたけど、その段階でギースが家を出ようとしているんだから時間は朝よね。

　それなのに、窓から漏れる光も無く、髪飾りの輝きだけがポツリと浮かんでいたわ。あんなに長い直線通路なのに、窓も無いっていうのは地下じゃなければ変かな？

「さらに言うとぉ、カラーズコレクターが弾幕みたく派手に魔法を放てる広さを持っている場所なのに、窓が無い建物なんてぇ……王都には無いよぉ？」

　確かに、あれだけの魔法を放とうと思えば、国立歌劇場レベルの広さが無いと無理だけど、そんな大きなアジト目立ってしょうがないし、廃工場みたいな建物としても、まったく窓が無いのは不自然。

　言われてみれば、納得のいく話ばかりだ。やっぱりウルシュ君が言うように、地下に違いないっ!!

「凄いよっ!!　相変わらず冴さえてるよウルシュ君!!　名探偵だよ!!」

　ウルシュ君の名推理ぶりに感動して、両手をシェイクしながら褒めたたえる。褒めたたえてはいるけど、私本当に語彙が無いな。凄いしか言えんのか。

　だけど、そんな語彙の足りない褒め言葉に、ウルシュ君は照れて前髪をかき混ぜる。

「僕がベノゲーデン帝国の皇族の墓地だと思ったのは、そのネックレスのアイテムを創る為のレシピか文献を手に入れている事とぉ……このアンデッド騒ぎかなぁ。王国民に殆ど被害が無さそうなのに、この大量のアンデッドはどこから湧いてきたんだろう？　って思って」

　あぁ、都市伝説だと、アンデッドが貴重な魔道具のレシピを守っているんだよね。あのネックレスがベノゲーデン帝国時代に創られた魔道具かもしれないのか。

　興味を引かれて、トレヴァー兄様が調べているネックレスに視線をやる。ウルシュ君がネックレスについて、あまり語りたがっていなかったけど、あれってどんなアイテムなんだろう？　コッソリと鑑定してみよーっと。




『反魂の首飾り』※粗悪品　▽




　これ……。私、コレ持ってる[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　しかも粗悪品じゃない、完成された物を大量にっ!!

　コッソリ鑑定していたのも忘れて、勢いよくウルシュ君の方を振り返る。

　焦っている私の表情を見て、私がネックレスを鑑定した事を察したウルシュ君は、苦笑いを浮かべて頷く。

　ちょっ!!　なんて事だゲームウルシュ君!!　君はなんて物を完成させているんだっ!!

　そして、そんな都市伝説というか、伝説級の品物をガチャの景品にぶち込んじゃ駄目でしょっ!!　そんなアイテムの入ったガチャを、魔術学院内で生徒相手に売りさばいちゃ駄目でしょっ!!

　なんなのゲームウルシュ君!!　君、本当になんなの!?

　これ、ウルシュ君に初めて『反魂の首飾り』見せた時に、絶対に所持している事を他人に言うな、って言ってた本当の意味が、今ようやく分かった気がする。

　単純にアイテム効果だけが問題なのかと思っていたけど、そういう問題じゃなかった。このアイテムの背景及びたぶんだけど製造方法がヤバい。たぶん『魔力喰らいのマスク』より、製造方法がヤバい。そんな予感をひしひしと感じる。この『反魂の首飾り』を創り出す奴は、外道だと言っていいレベルで危険人物だとも。

　え？　もしかして、あの日あの瞬間にウルシュ君と出会ってプロポーズしていなかったら、ウルシュ君ってば、あの豚マスクを創ったり、この危険な匂いのする首飾りを創る道に進んでいたっていう事か？

　うおぉぉぉぉっ!!　ヤッベェェェェ!!　ギリギリセーフッ!!

　よくやった自分！　よく前世の記憶を取り戻したよ自分!!　褒めて遣わす!!

　一人でガッツポーズを繰り返していた私を眺めていたウルシュ君は、私との距離を詰めて寄り添うと、小さな声で語りかける。

「イザベラはさっき、僕に『ずっと見捨てずに私の傍にいてね』って言ったよねぇ」

　急になんなんだウルシュ君。確かに、カラーズコレクターのことを忘れていた自分の記憶力のヤバさと、頭の悪さを改めて知った時に言ったよ。それに対して、ウルシュ君は『当然』とだけ返してくれて、かなり嬉しかったんだ。ふふ。

　そう思い出しながら頷くと、ウルシュ君は困ったように笑う。

「その言葉は僕が言うべき言葉でもあるんだぁ。僕にとってイザベラは良心。僕が間違った方向へ行かないように、抑えてくれる大切な枷ストツパー。イザベラが僕の傍に居てくれて『凄いっ!!』ってキラキラした笑顔を向けてくれる限り、僕は道を間違えずにいられる。ねぇイザベラ、ずっと見捨てずに僕の傍に居てねぇ」

「当然」

　むしろ、よろこんでっ!!

　そこまで言われて手を放す馬鹿がいるもんか。望むところだよ。私がウルシュ君の良心なら、ウルシュ君の人生が終わる瞬間まで横に居座るよ。

　あと、なんか……ウルシュ君より先には死ねん気がしてきた。ウルシュ君を置いて逝ったらヤバい気がするので、ウルシュ君より長生きしよう。そうしよう。

　私の返答に安心したように笑ったウルシュ君は、前髪をかき混ぜながら照れくさそうにしながら話を戻す。

「え～と……それでぇ。アジトなんだけどぉ……多分移動時間を考えるとぉ、ヒロインの家から近いんじゃないかなぁって思うんだよねぇ。あとヒルソン子爵の屋敷の位置からも考えて」

　マリエタの家はウルシュ君の家の近く、私が鬼ごっこした王都東地区の商業地区にある集合住宅の一つらしい。

「そしてぇ、ベノゲーデン帝国の皇族の墓地は、都市伝説によると南地区。だけど南地区は曾祖父が調べ尽くしたから、たぶんないよぉ。だから東か北か中央地区なんだけどぉ、中央地区は王宮があるからきっと違うんだよねぇ。王宮は球体型のシールドが張られていて、地下もシールドの範囲内だから、たとえ地下でも呪術組織の人間が出入りする事は出来ない」

「じゃあ、東か北よね。あれ？　さっきアリスちゃんが言っていた、カラーズコレクターが向かった方向って、西地区方面じゃない？」

「西地区は魔術学院と、騎士学校があるから違うんじゃないかなぁ。あそこも王宮ほどじゃないとは言え、シールドが張られているし、怪しい人間がウロついていたら目立つよねぇ。さらに、あからさまにアジトの方向に向かうとも思えないからぁ、引っかけじゃない？」

　確かに、アリスちゃんの話だと、アンデッドを引き連れるといった目立った登場をしていたみたいだし、欺く意図があるのかもしれない。

「じゃあ、東か北か。広いからせめてどちらか絞る事が出来れば良いよね」

　う～ん。とウルシュ君と二人で考え込む。

　しばらくして、ウルシュ君がポツリと呟く。

「もしかしてぇ……北かなぁ？」

「北？　なにか思い当たる事でもあった？」

　聞くと、ウルシュ君は自信なさそうに答える。

「思い当たる事は無いんだけどぉ……。さっきの引っかけって言ったのが、これにも当てはまるんじゃないかと思ってぇ。まず『南地区の地下に墓地がある』って都市伝説があれば、ウチの曾祖父みたいに南地区を探し回る人が現れるでしょ？　もし、その墓地を隠したい人達がいたら、その都市伝説をそのままにしていないと思うんだぁ。だから、その都市伝説の『南地区』が、そもそも引っかけなんじゃないかと思って」

「だから、南の真逆に位置する北じゃないかと？」

「うん。まぁ、安易な考えだけどねぇ」

　ちなみに王都の東南地区に、蒸気機関車の線路が通っていて、南地区は交易が盛んな地区。

　北は農業・畜産地区でもあり、チーズとかベーコンなどの食品加工系の工場がこの地域には多い。

「農場や牧場の地下に、アンデッドが守る失われた帝国の墓地があるのは、なんか微妙。大丈夫かな？　農作物」

「う～ん。確かにまともに植物や動物は育ちそうにはないかぁ……。あ、そう言えば北東地区に農作物が育たない地域があったなぁ。工場建ててもすぐ倒産して閉鎖されてぇ、集合住宅も出来たんだけどぉ、人の出入りが激しくて居つかないんだよねぇ」

「それ……あからさまに怪しくない？」

「うん。なんで、すぐに思いつかなかったんだろぉ……でも、人が居つかず出入りが激しいけど、誰も住んでない訳じゃないんだよぉ？　治安が若干悪くてガラの悪い人が多いけどぉ、そこそこ賑にぎやかなんだぁ。国が安定しているからスラム化もしてないしねぇ」

　ん[image: ][image: ]。賑やかなのかぁ。まぁ、ベノゲーデン帝国が在ったのは、一〇〇〇年前の話だしなぁ。

　前世の日本でも、大昔の合戦場に住宅出来てたりしたしなぁ。

「賑やかな地区なら、いよいよ探すの大変そうだね。どこに地下への入り口があるのか分からないし。特に建物の中に入り口が隠されていたら、見つけ出せる気がしないよ」

　そう頭を抱えると、ウルシュ君は不思議そうにする。

「え？　入り口は見つけなくて良いよぉ？　とりあえず、カラーズコレクターとの最終決戦になった広い地下ホールだけ見つければいいんだよぉ。イザベラは前回ワームが地下にいるのを見つけたでしょ？　その要領で通路じゃなくて、ホールを見つければ済む話だよぉ」

　え？　そうなの？　それなら簡単に見つけられる気がしてきたわ。








第七話









　ロゼリアル王国王都・北東地区、集合住宅街が並ぶ場所から離れた、王都の外壁が遠くに見える位置に、その廃工場はひっそりと在った。その廃工場に音も無く接近する、四つの小さな影。

　もちろん、その影は私達だ。これから行う事を、あまり多くの人に見られると後々問題があるので、騎士達には声をかけずにコッソリと四人だけでやってきた。

「あれぇ……この工場、半年前に縫製工場になったばかりなのに、もう撤退しちゃったんだぁ」

　ウルシュ君が声を潜めて、工場を見上げる。

　それを聞いて、アリスちゃんは工場の中をそっと覗のぞき込み、涙目で震えた。

「ふぇぇぇぇ……お化けが出そうで怖いですぅ」

「……大丈夫だよ。アリス……出るのはお化けじゃなくて、アンデッドだから」

「だったら大丈夫ですわぁ。アンデッドならドッカーンって出来ますからぁ」

　クリス様の慰めに、すぐさま元気になるアリスちゃん。……それで良いのか。

　なんでもアリスちゃんは、爆撃出来ないゴースト系が苦手との事。

「さて、イザベラ。地下の様子はどう？」

　ウルシュ君の言葉に、《色欲とうし》で地中の様子を確認しながら、返事をする。

「バッチリよ。この下が最奥の広間みたいな所だね。中で灯あかりを付けてくれているから、見やすくて助かる。今は下で撤退作業をしてるみたいね。ギースとかブライアンを含めた、囚とらわれている人があの辺り。合計五人。赤・青・橙だいだい・黄・緑の五色の人達が捕まっているね」

「多分、王都内がアンデッド騒ぎでゴタゴタしている間に、王都から離脱するつもりだったんだろうけどぉ、随分のんびりしているねぇ。王都内にアンデッドを放り込んだ時点で撤退作業を完了させてなきゃ駄目だよぉ。しかも欲を出して誘拐までして荷物を増やすんだから、目も当てられない」

　ウルシュ君が呪術組織に駄目出ししている横で、私は下の状況を見ながら一番良さそうな所を探す。

　準備が整ってきたところで、ウルシュ君とクリス様、そしてアリスちゃんに『反はん魂ごんの首飾り』を三本ずつ身に着けてもらった。正直、材料も知りたくないようなヤバげなアイテムだけど、ゲームでのカラーズコレクターの強さを知っている以上、身を守るアイテムとして、これ以上の効果の物は無い。

　首飾りが奴らに見つからないように、上からお揃そろいのバンダナを巻く。更に、ゴテゴテと耐性系や緩和系、強化系のアイテムを重ね着けして貰う。

　全ての準備が整ったところで、ウルシュ君が囁ささやくように確認する。

「皆、計画は頭に入ったぁ？」

　それに私達三人は、頷うなずきで返す。

「それじゃあ……行くよっ!!　用意っ!!」

　その言葉に、アリスちゃんが地面に巨大フォークを突き刺し、そこに魔力を通すと、私達の足元に直径三ｍほどの金色の魔法陣が広がる。

　魔法陣が完成すると同時に、ウルシュ君が号令を出す。

「ドンっ!!」

「ですとろ[image: ][image: ][image: ]いっ!!」

　私達の足元で魔法陣が閃せん光こうを放ち、爆撃魔法が下へ向かって炸さく裂れつした。

　爆音と共に足元が崩れ落ち、私達四人は下へと落ちていく。地面と一緒に落下しながら、土煙に紛れて、今度は威力を落とさずに浄化魔法を発動させる。

「え～と『王国民が困っている物に対してだけ浄化発動』っ!!」

　滅茶苦茶な呪文なのは分かっているんだけど、ウルシュ君が私のレベルであれば、たぶん可能なんじゃないかと言ったので、信じてコレでいく。

　なぜ、全て浄化では駄目なのかと言うと、必要な封印具や、召喚士サモナーに使役テイムされている魔獣や魔物まで浄化してしまう恐れがあるからとの事。

　吹き飛ばされた地面と一緒に落ちている現状では、効果があるのかないのかサッパリ確認できないまま、目的の場所に到達し着地する。

　その際、ウルシュ君を受け止めるのも忘れない。アリスちゃんとクリス様は自力で着地している。

　私は、ゾンビと戦うアリスちゃん達の元へ駆けつけるまで、二人は私と同じで戦闘経験が足りないからって心配していたんだけど、王妃様から訓練を受けている二人は、どうやら私より戦い方を知っているみたいだ。心配するどころか、心強いよ二人とも。

　着地と同時にウルシュ君を降ろすと、ウルシュ君とクリス様は土煙に身を隠しながら、状況が理解できずパニック状態で右往左往している呪術師達の横をすり抜け、囚われている人達の元へと走る。

　辿り着いたと同時にウルシュ君が、囚われの人達と自分達の周りに防御壁を組み立て、更に地下空間が崩落しないよう、地下壁を強化するように防壁を張る。

　それを確認すると、アリスちゃんは『浮ふ遊ゆう爆ばく華か』を頭上に展開させる。

『浮遊爆華』から『爆華弾』が放出するまで十三秒。その間に『浮遊爆華』に気付かれてウッカリ撃ち落とされないように、土煙に紛れて呪術師をちぎっては投げ、ちぎっては投げして意識を逸そらす。

　意識を逸らしながら、豚マスクを被かぶっている奴らの頭上にコッソリとシールドを張った。

『爆華弾』を浴びる事によって、ＭＰを吸収されて回復・利用されたら困るからね。だけど、豚マスクを被っている奴が、五人もいるのはどういうこっちゃ。

　どれがヒルソン子爵なんだよ。しかも豚マスクはアンデッドのハズなのに、浄化されてないし。

　あ……豚マスク自体には『王国民は困ってない』し、『浄化魔法』は豚マスクに対して『攻撃魔法』だから、ＭＰ吸収されちゃうのか……。

　厄介すぎだよっ!!　豚マスクっ!!

　心の中で叫んだ瞬間、『浮遊爆華』が発動。

　アリスちゃんが地面を崩落させてから、ココまで多分、三分前後。

　疾はやきこと風の如ごとく、侵略すること火の如くって、戦国大名も言っているし、相手が態勢を整えられないレベルで、物事を素早く進めていくのが勝利への道ですよ!!

　コレで、厄介な豚マスク以外の呪術師が、ある程度脱落するはず。

　多分ルーシーや、ルーシーと一緒にいた呪術師みたいに、防御系のアイテムを身に着けているだろうけど、戦闘不能になるのは間違いなし。

　とか、余裕かまして『爆華弾』が降り注ぐのを眺めていると、私の身体からだが横に吹っ飛び壁に激突した。

　一瞬、衝撃で壁に張り付いたが、重力に従って身体が下に落ちる。が、綺麗に着地してやる。

　自分の身体が吹き飛んだ原因を求めて振り返ると、豚マスクを被った長身の男が立っていた。

　マスク越しに男と目が合う。と、瞬まばたきをする間もなく、すぐ目の前に男が迫っていた。とっさに地面を蹴り上げ、男を跳び越えながらナイフを二本、男の背中に向かって投げる。男は私が立っていた場所の壁を、ウルシュ君が張った防壁ごと蹴り砕きながら、後ろ手に私の投げたナイフをキャッチし、振り向きざまに投げ返してくる。

　そのナイフを、『巨大ナイフ』を回転させて弾はじきながら、後ろに飛び退のき男と距離を取りつつ叫ぶ。

「アリスちゃんっ!!　防御壁の中に撤退っ!!」

「ふえぇぇぇっ!!　無理ですぅ!!　さっき『浮遊爆華』でやっつけた呪術師さんが、全員ネックレスのアンデッドさんに変わりましたぁ!!」

　アリスちゃんの言葉に、男から目を離さないまま《千里眼》で視界を変えて周囲を見渡すと、『反魂の首飾り』の粗悪品によって、『意識を保ったアンデッド』へと変わった呪術師が、次々と起き上がってきていた。

　わらわらと起き上がってくるネックレスアンデッド。

　浄化魔法を放とうにも、豚マスクにＭＰプレゼントするようなものだから、魔法が使えない。

　さっきみたいに浄化魔法の効果対象を『ネックレスを着けたアンデッドを対象に浄化』みたいに限定して発動しようにも、余波が豚マスクにいきそうだよなぁ。

　とか考えていたら、ネックレスアンデッド達が一斉に魔法を発動。それもなぜか矛先が全て私。なんでよ!!

　アリスちゃんが狙われるより、全然良いけどさっ!!

　ネックレスアンデッド達の魔法攻撃を避よけて、立体機動スキルで壁面を駆け登る。

　その私を追いかけるように、攻撃魔法が次々と壁面に着弾し弾ける。炸裂する攻撃魔法に潜んで、接近してくる長身豚マスク男と交戦しながら、地下空間を駆け回る。

　駆け回るっていうか、もはや空中戦。

　交戦している間も、ネックレスアンデッドの放つ魔法攻撃が降り注ぎ、長身男にも当たっているが、奴はものともしない。豚マスクが、味方への誤爆フレンドリフアイアを有利に働かせているようだ。

　本当にあのアイテムは厄介っ!!

　私を執しつ拗ように攻撃してくる豚マスクは、長身の男が一人。ん？　他の四人の豚マスクは何をしているんだ？　アリスちゃんが相手しているのだろうか？

　長身男が強くて、視線を外すと命取りになるから、アリスちゃんの方が確認出来ないのだけど、無事だろうか？

「アリスちゃんっ!!　無事!?」

　長身豚マスク男から目を放さないまま、アリスちゃんへ声をかける。

　すると、さっきと違い落ち着きを取り戻した様子の、アリスちゃんの穏やかな声が返ってきた。

「はぁいベラちゃん。なんとか無事ですわぁ。さて……ですとろ[image: ][image: ]い!!」

　アリスちゃんの掛け声と共に下から爆音が炸裂する。

　どうやら、私への攻撃に夢中になっていたアンデッドの足下に、『爆華野』を滑り込ませ爆破したようだ。それと同時に、私に降り注いでいた攻撃魔法が減る。どうやらアンデッド組が脱落した模様。

　多分、今のアリスちゃんの攻撃で残っているのは、手て練だれの長身男を含めた、五人の豚マスクを被った人達だろう。

　向こうからの魔法攻撃は効くけど、こちらからの魔法攻撃は効かない上に、ＭＰを取られる状況。

　だからもう、アリスちゃんは爆撃魔法を攻撃に使えない。

　ピンチ……なんだろうなぁ。普通なら。

　だけど、私達にはコレがあるのよね。

「アリスちゃんっ!!　パス!!」

【クローゼット】から取り出したアイテムを、アリスちゃんに投げる。

　魔法攻撃が駄目なら、物理攻撃。

　アイテムをキャッチしたアリスちゃんが、歓喜の声を上げる。

「ふわぁ!!　ベラちゃんっ!!　もうコレを使っても良いんですかぁ！　嬉うれしいですぅ!!」

　取り出したるは、懐かしの爆撃アイテム『爆撃弾』。しかしコレは、ワームを倒した時の物とは違い、ウルシュ君が今回の為ためだけに作った物です。

　私達は事前に、敵が豚マスクを所持していることも、その効果も知っているんだよ。対策しない訳がない。

　ウルシュ君いわく、勝敗を分けるのは、どれだけ敵の情報を持っているかと、どれだけ準備が出来ているか、だからね。

　従来の爆撃アイテムは、魔石に爆撃魔法を付与して創られた『マジックアイテム』でございました。豚マスクには、ソレじゃ効かない。

　だから新たにウルシュ君が作ったのは……。今までマジックアイテムが主流で、この世界では創られていなかった科学兵器……いえ、魔力を使っていないタイプの爆撃アイテムです。はい。

　ぶっちゃけ、マジックアイテムよりコストが高いにもかかわらず、威力はマジックアイテムとほぼ変わらないか、僅かに低い残念な代物。だけどコレは今回の戦いには必須なので、ウルシュ君が沢山作ってくれました。

「ですとろ[image: ][image: ]い☆」

　アリスちゃんが、さっそく爆撃アイテムを地下空間に、全部ぶちまけた。それはそれは、とても幸せそうな満面の笑みでぶちまけた。

　ぶちまけた物が爆撃アイテムでなければ、とても微笑ほほえましく素敵な光景だっただろう。その素敵に爆撃アイテムをぶちまける姿は、私にはスローモーションのように見えた。

　──ってアリスちゃん、まだ許可も合図も出してないよっ!?

　私は、長身豚マスク男の攻撃を慌ててかわすと、急いで身をひるがえし、アリスちゃんに体当たりをするように回収。

　アリスちゃんを、お姫様抱っこしたまま地下空間から飛び出し、地下通路へと転がり込んだ。と、同時にウルシュ君が防御壁で地下空間の出入り口を塞ぐ。

　その直後、ぶちまけられ宙を舞っていた爆撃アイテムが地面に着地。

　着地した衝撃で、次々と爆発する科学兵……爆撃アイテム。

　防御壁越しに、轟ごう音おんと空気を揺さぶる衝撃が届く。防御壁を挟んで、地下空間側から溢あふれだす閃せん光こうを背に、私達三人は出口に向かって通路を駆け抜ける。

　駆け抜けながら、アリスちゃんが高らかに言い放つ。

「ですとろ[image: ][image: ]い!!」

　実はさっき、アリスちゃんがアイテムをぶちまけた時の『ですとろ[image: ][image: ]い☆』の掛け声は、爆撃魔法の魔法陣を展開させる為の掛け声だ。

　そして今の掛け声は、爆撃アイテムの閃光に紛れ込ませた、地下空間の天井部分に展開した、金色に光る魔法陣を発動させる為のもの。

　アリスちゃんの合図で魔法陣が作動し、私達が走っている地下通路まで激しい振動が襲う。多分今頃、地下空間の天井部分が崩落し、地上では廃工場が地盤沈下で崩れているだろう。

　ほら、言ったでしょ？

　爆撃魔法を使用して天井を崩落させたら、それは魔法攻撃じゃなくて、物理攻撃だって。

　豚マスクがＭＰを溜ため込んでいるから、かなり強力な身体強化の魔法や、防御魔法が使えるはず。だから爆撃アイテムだけじゃ、倒せるか不安だったのよね。

　だから科学兵器と崩落してくる天井の二段構えで、倒せなくてもせめて溜め込んでいるＭＰの枯渇、もしくは豚マスクの破壊が出来れば良いなぁ……と。

　豚マスクって頭のてっぺんに魔核があるらしいからね。落ちてきた天井が魔核にクリティカルヒットしてくれたら嬉しい。

　いやぁ、ここの地下空間の真上が住宅地とかじゃなくて、廃工場で良かった……。

　住宅地だったところで、地下で繰り返し行われていた呪術からくる淀よどんだ瘴しよう気きによって、上の工場みたいに訳アリ物件と化して、廃はい墟きよになっていたかもしれないけど……。

　長い地下通路を駆け抜けながら、爆撃アイテム（コレはマジックアイテム）を撒まいていたアリスちゃんが、進行方向を見ながら声を上げる。

「ベラちゃん!!　もうすぐ出口ですわぁ」

　地下通路の出口には、囚われていた人達と先に脱出していたクリス様が、明かりを持ち、手を振りながら立っていた。

　クリス様は、私達が侵入する際に舞い上がっていた土煙と、アリスちゃんの『浮遊爆華』から放出され炸裂する『爆華弾』によって視界が悪くなっている間に、囚われていた五人のうちギースとブライアンを叩たたき起こし、『光学迷彩』を使いながら他に囚われていた三人を連れて地下空間から先に脱出していたのだ。

　ようやく地上に帰り着き、クリス様と合流すると、アリスちゃんは笑顔で爆撃アイテムのスイッチを入れる。

「うふふぅ……ですとろーい」

　大きな地響きをたてながら、地下通路は崩れ落ち、完全に封鎖された。

　それを確認すると、私はクリス様に向き直る。

「さて……クリス様。豚マスクの人達は、どうなっているでしょうか？　確認できますか？」

「……ボクが今、読心出来るのは……二人。……でも三人分の鼓動が聞こえるから……三人生きてる……し、地上に向かって上がって来ている……みたい」

　二人脱落したみたいだけど、粗悪品の『反魂の首飾り』を持っていたかもしれない。アンデッド化していたら、鼓動が無く、クリス様レーダーに引っかからないだろうから、油断は禁物。

「ふえぇ……さっきの爆発じゃ仕留めきれなかったんですの？　残念ですぅ」

　アリスちゃんは不服そうに言うが、もし豚マスクの魔核を破壊出来ていれば成功だ。上出来だろう。

「逃げられると面倒だからぁ……廃工場があった場所に向かって、地上に出てくる彼らを迎え撃つよぉ。準備はいい？　補助アイテムの交換が必要ないか確認してねぇ？」

　ウルシュ君の言葉に、私達はそれぞれ装備品の確認をし、交換が必要そうな物は新しいものと交換する。

　そう言えば、私とアリスちゃんの着ているドレスがボロボロだな。

　私は囮おとり捜査の為、平民だけど裕福なお嬢さん風の動きやすいドレスを着ているけど、アリスちゃんは王宮で第二王子であるクリス様とお茶会をしていたので、高級かつ若干動きづらそうなドレスだ。

　どちらのドレスも度重なる戦闘行為と爆撃の所為せいで、ビリビリに破れて、ゾンビプリンセスのコスプレみたいになっている。

　でも着替えとか持ってきてないしなぁ……ん？　着替え？

　あるじゃん。着替えなら【クローゼット】の中に、ゲームガチャのノーマル品のドレスが沢山。

　その中の戦闘向きな、動きやすいデザインのドレスを選べば良くないか？

「アリスちゃん、流石さすがにドレスがボロボロだし、今から地下空間よりも広い地上での戦闘になるから、動きやすい服に着替えない？　ねぇクリス様。埋まった彼らが這はい上あがってくるまで、どのくらい時間がありそう？」

　私の質問に、クリス様はしばらく考えて口を開いた。

「……まだ、下の方。底の方で埋まってる……」

　時間があるのかないのか分からなくて困っていると、ウルシュ君が代わりに答えてくれた。

「廃工場の瓦が礫れきだけでもかなりの重量があるからねぇ。そこに更に地面が加わるでしょ。着替えて食事する時間くらいは取れると思うよぉ。二時間はあると思うけど、万が一っていう事があるから、一時間で廃工場跡には行きたいねぇ」

　なるほど。上に工場が建つくらいだから、地盤も固かった筈はずだし、着替える時間は十分あるわね。

「決まりね。アリスちゃん、戦闘の邪魔にならないような、動きやすい恰かつ好こうに着替えましょ」

「でもベラちゃん。私、着替えを持ってきていませんわぁ」

「大丈夫よ、私が持っているから。うふふ、だから全身コーデを任せて頂戴!!」

　地下空間に続く地下入り口は、北東地区の霊園にあった為、ひとまず着替えの出来そうな場所に移動する事になった。

「ここに来る前に、商会の職員にどこか待機場所を確保して貰うように伝えておいたんだぁ。捕まっていたギース達を休ませる場所も必要だしねぇ」

　ギースとブライアン、そして他の捕らわれていた三人は、クリス様と商会の人達で、その場所に移動させ休ませているとの事。

　ウルシュ君から説明を受けながら霊園から出ると、眉毛がフサフサしたお爺じいさんが待機していた。

　この眉毛のお爺さん、ウルシュ君に会いにスネイブル商会やスネイブル家に行ったとき、よく見かけるのよね。耳が遠くてあまり会話にならないんだけど、時々ティッシュに包んだお菓子とかオレンジをくれる。

　そのお爺さんに案内されながら、北東地区にある古い集合住宅方面に歩いていく。

　そこは酒場が多いようで、深夜にもかかわらず笑い声や大きな話し声、楽器の音も聞こえてくる。道には酔いつぶれて寝ている人達もいる。こんな所で寝ていて、スリに遭わないか心配だ。

　飲み屋街の建物の間にある細い道を通っていくと、長屋のような建物が密集していた。長屋と長屋の間も狭く、通路に物が乱雑に置いてある。上から、なんのためにぶら下げているのか分からないボロボロの布が垂れ下がってきていて、それを潜っていく。

　そしてやはり酒場と同じように、深夜にもかかわらず、多くの人達が起きていた。

　長屋の一部が作業場に使われているらしく、美味おいしそうな匂いと蒸気、賑にぎやかなオバちゃん達の声が漏れ聞こえてきていた。

　なにかの仕込み中だろうか。そんな事を考えて、賑やかな長屋の中を覗いていると、どうやらその長屋が目的地だったらしく、私達も中へと招かれた。

　仕込み作業中のオバちゃん達の間を通り抜け、奥の部屋へと進んで行く。

　横をすり抜けていく私達を、オバちゃん達はワシワシと撫で「さっきの子達の友達かい？　これ食べて行きな」と蒸した肉まんのような物を手渡してくれた。私達は肉まん（のような物）を待ったまま、お礼を言いつつオバちゃん達の間をかき分けて、奥の休憩室へと辿り着く。

　休憩室は手前と奥で二部屋に分かれていて、ギースとブライアンは、疲れ切って奥の部屋で他の三人と眠っているらしい。私とアリスちゃんは手前の部屋に並んで腰かける。

　クリス様は、ギース達の様子を見てくると言って、奥の部屋へと入っていった。

　早速【クローゼット】を開き、肉まん（のような物）を食べながら、アリスちゃんの能力にピッタリな効果を持った、可愛かわいい衣装を探す。

「そういえば、アリスちゃん。《超加速》のスキルを持っていたと思うけど、王妃様との修業で使いこなせるようになった？」

「ふえぇ……それが全然ですぅ。あ、このパン中にお肉が入ってます!!　ちょっと胡こ椒しようが辛いですけど美味しいですよぉ」

「う～ん。《超加速》が使い放題なら、スピードを上げる系の衣装を着て貰おうと思ったんだけど、あまり速く動けないなら、多少スピードを上げてもねぇ……じゃあ、防御系重視にしようか？」

「ふぇぇぇ。ベラちゃん、このパン上手に食べないと、お肉の汁がいっぱい出て来て、手がベタベタになりますぅ。でも美味しいですわぁ」

　アリスちゃん、肉まんもどきに夢中で、こっちの話聞いてないわ。

　もう勝手に選んじゃおう。あまり時間も使えないし。

　スピード強化系は捨てて、防御力や攻撃力の強化を重視で選ぶ事にしよう。

　防御系、防御系っと。あ、このテディベア風の熊耳衣装可愛いなぁ。

　丁度良さそうなドレスを探して、【クローゼット】を覗いていると、後ろから肩を叩かれたので振り返れば、ウルシュ君が立っていた。ウルシュ君は奥の部屋を指さして言う。

「僕も奥の部屋を見てくるよぉ。ちょっと気になる事があるんだぁ」

「気になる事？　なにか問題でもあったの？」

　もしかして保護した中に、向こうの仲間が紛れてるとか、そんな感じだろうか？

　心配になって問いかけると、ウルシュ君はのほほんとした笑顔で首を横に振る。

「ううん。問題は今のところないよぉ。単純に保護した三人の中に気になるスキルを持った子がいてねぇ、ちょっと調べようかなぁ、って」

「え、ウルシュ君が興味を持つほどのスキルってどんなの!?」

「具体的な能力はまだ分からないけどぉ……スキル名で大体の予想が出来るかなぁ？　まぁ、具体的に分かったら教えるからぁ、イザベラは気にしなくても良いよぉ」

「うん、分かった。こっちの準備が整ったら声をかけに行くね。すぐに準備を済ませるからもう少し待っていて」

「うん分かったぁ。あとクリス様も行くらしいんだけどぉ……男物の服は流石に無いよねぇ？」

　男物か……執事服はマーキスさんとポールさんにあげた物で終わりだったな。だけど、男物というのとは少し違うけど、『男装ガチャ』があった筈。男物はドレス以上に興味無くて、交換で大量放出したから殆ほとんど残ってないけど、それで良いかな？

「一応探してみるよ。男物じゃなくても、クリス様とウルシュ君が身に着けられそうな小物とか無いか探してみる」

　よし、ウルシュ君に、アニマル耳の帽子を被かぶせよう。そうしよう。絶対に可愛いハズだ。滾たぎる。萌もえる。

　そんな私の邪よこしまな考えが透けて見えたのか、ウルシュ君は少し困った表情で前髪を混ぜながら、よろしくと頼んで奥の部屋へと入っていった。

　さて、オシャレより動きやすさ重視で選ぶなら……。

『ラブ☆マジカル』Ｖｅｒ．２のイベント『牙が楼ろう帝国の第二皇子♡ワクドキ魔物討伐☆護衛イベント』の時の『なりきり獣人ガチャ』のアイテム衣装だな。

　イベント詳細は省くとして、魔物討伐の護衛とあって機動力重視だし、防御・攻撃力を強化する効果が高い。

　アリスちゃんに怪我けがをさせたくないので、ノーマルではなく『真レア』を着せちゃおう。

『真レア』とは、『ラブ☆マジカル』の五〇〇円ガチャには大抵ついている物で、『Ｓレア』一種と『レア』二種を含めた、全てのアイテムをコンプリートさせるとプレゼントされる品だ。ちなみにプレゼントされた『真レア』は交換不可。

　二頭身キャラになったゲームウルシュ君が、手渡しでプレゼントボックスをくれるので、交換できていたとしても前世の私は手放さなかっただろう。

　という事で……。アリスちゃんには『真レア』のブラックタイガーの戦闘ドレス『春眠』。ブラックタイガーっていうけど、海老えびじゃないよ。黒い虎だよ。

　黒地に赤ラインの黒虎衣装は、黒髪にワインレッドの瞳のアリスちゃんには良く似合っている。

　私は『Ｓレア』のタイガーの戦闘ドレス『暁』を身に着けた。普通の金毛の虎衣装だけど、金髪の私には違和感なく調和している。

　なんとなく皆さんの予想が付いているだろうが『真レア・春眠』と『Ｓレア・暁』は色違いのお揃いだ。能力的には『真レア』の方が上だけど。

　そして、流石ゲームウルシュ君の創る衣装だ。着る人の身体からだのサイズに合わせて、衣装の大きさが変わるという謎技術が使われている。なんかもう最近、ゲームウルシュ君が怖いんだけど。お前何者だよ。

　クリス様には、『男装ガチャ』のゴシック系衣装。

　黒の燕えん尾び服ふく風なんだけど、一応男装とは言っても女性物デザインで、ショートパンツにニーハイで絶対領域が出来る。ミニシルクハットもセットで付けちゃおう。ステッキも持たせちゃおう。

　ウルシュ君には、『男装ガチャ』の狩人かりゆうど系衣装。男装だけど若干森ガール風。それに『なりきり獣人ガチャ』のテディベアドレスの小物である、熊耳だけを加える。ウルシュ君に熊耳っ!!　これは凄く似合うはずっ!!

　衣装の準備が出来たので、早速奥の部屋にいるウルシュ君とクリス様を呼ぶと、二人に用意した衣装を着て貰う。

　そこでクリス様から、ステッキは邪魔だと却下されてしまった。確かに弓と短剣が主要武器のクリス様にステッキは邪魔よね。残念だけど仕方が無いわ。

　ウルシュ君は、思っていたより無難な組み合わせだったと安心しながら着てくれた。私がどんな衣装をウルシュ君に着せようとすると思っていたのかしら？

　そして想像通り、熊耳のウルシュ君は尊とうとかった。信仰したいレベルで尊いよウルシュ君。

　と、ここで問題発生。ウルシュ君の衣装を見たクリス様が、自分だけ動物シリーズじゃないと拗すねだした。

　自分も動物の耳が欲しいと。そこで、ミニシルクハットは無しにして、『なりきり獣人ガチャ』のウサギ戦士ドレスのうさ耳だけを付け加えました。クリス様は耳が良いから、ピッタリじゃない？　あと燕尾服風なのも合わさって、不思議の国のアリスのウサギみたいで良い具合にマッチしている。

「時間取らせてゴメン!!　急いで廃工場跡に行こうか」

　そう言って、部屋から飛び出そうとすると、クリス様に呼び止められる。

「……まだ……彼らは地上に出て来てない……のと、ギースとブライアンが起きた。……事情を説明したら……一緒に行きたいって……」

　う、う[image: ][image: ][image: ]ん。どうしようか？

　現時点での二人の実力が分からないし、彼らは一度敗れて囚われたのよねぇ……。冷静に考えると連れて行かない方が良いんだろうけど……どうしよう？

「ギース様とブライアンは、連れて行かない方が良いと思うよぉ」

　私が悩んでいると、ウルシュ君がそう言って首を横に振った。

「そう？　ウルシュ君がそう言うなら、連れて行くのは止やめとくけど……一応、理由を聞いても良い？」

「いいよぉ。まず、イザベラの持っている沢山のアイテムや、能力を知る人を増やしたくないというのが一つでしょ～。もう一つは、さっきですら倒せなかった豚マスクと戦うのに、一度敗れた事のある彼らを連れて行くのは、正直リスクが高すぎるよぉ。そもそも彼らの戦い方を知らないんだから、チームワークもなにも無いよねぇ」
















　正論ごもっともです。ウルシュ君。

　ウルシュ君が止めなければ、私は感情論だけで連れて行くところだったよ。敗者復活戦的なノリで。

「それじゃあ、置いて行くしかないわね」

「ふえぇ……ベラちゃん。それは駄目なのですぅ」

　ギースとブライアンを置いて行く事を決定したところで、まさかのアリスちゃんから待ったがかかった。

「え？　アリスちゃんは二人を連れて行きたいの？」

「違いますぅ。置いて行くのは良いのですがぁ、ただ置いて行くだけだと、中途半端に追いかけて来られたり、要らない事をしでかされて足を引っ張られるのが、物語のお約束なのですわぁ。明日のお昼まで目が覚めないようにしてから閉じ込めておくべきですぅ」

　アリスちゃん……慎重すぎるよ。誘拐犯から救出・保護されたばかりの彼らに対して、それは鬼の所業だ。

　まぁ、主張している内容に関して、言いたい事は分からなくもないけどさ。

「アリスちゃん。気持ちは分かるけど、もう少し平和的な方法を取ろう？　彼かれ等らも今回の事件を解決するために協力がしたいんだよ。危険が無いレベルで手伝えそうな用事を割り振って、そっちに行って貰うことにしよう」

「他の用事ですの？　例えばどんな？」







「と、いう事で、騎き士し団だんがルーシーを捕らえて連れて行ったので、ルーシーに呪術師組織の仲間が接触してこないか様子を見に行って貰えないかしら？　そもそもギース様は姉ルーシーとの対決の為に飛び出して来たのよね？　ここらで貴方あなた達姉弟きようだいは話し合う必要があると思うの。ブライアン様にはギース様達姉弟が暴走しないように付き添ってもらえると助かるんだけど……」

　奥の部屋から出て来たギースとブライアンに、捕まったルーシーの状況を見に行って欲しいとお願いする。

　それに対して、ブライアンは赤毛を振り乱しながら拒絶を返した。

「俺が付き添ったところで、なんの抑止力にもならねぇから!!　任されても困る！」

　確かに魔術師姉弟の対決に、魔法騎士の卵のブライアンが割って入るのは難しいでしょうね。

　でも、大丈夫。

「ブライアン様の心配するような争いには発展しないと思うから、大丈夫よ。牢ろうを挟んでの対たい峙じになるだろうし、ルーシーは私のせいで瀕ひん死しの状態だから戦えないわ」

「なんで瀕死っ!?　お前何やったんだよ!?」

「何もしてないわよ。真上に魔法を放ったのに、横にいたルーシーが、魔法が当たっていないにもかかわらず、ウッカリ即死しかけたのよ。防御系のマジックアイテムで一命を取り留めたみたいだけど」

「全然、まったく状況が摑めねぇ!!」

　あれは私も予想外だったから、話だけ聞いて状況が摑めないのも仕方が無いわね。こればかりは、決して私の説明の下手さのせいじゃないと思う。

　その後は、納得がいっていない様子のブライアンと全く一言も喋しやべらないギースを大急ぎでスネイブル商会の馬車に詰め込むと、騎士団へと送り出す。

　ルーシーの収容先は分かんないから、騎士団で聞いてくれ。

　だいぶ時間を取られたので、四人で大急ぎで廃工場跡に向かって走る。

　瓦が礫れきに生き埋めになった状態から自力で這はい上あがって来るのには、やはり時間が掛かるようで、私達が辿り着いた時点では、まだ豚マスク達は地上に出てきていなかった。

　遅いと呆あきれるべきか、自力で地面＆工場の瓦礫の下から這い上がって来られるしぶとさを称たたえるべきか悩むわね。

　ひとまず、《色欲とうし》と《怠惰あんし》で地下を覗のぞき、明らかにアンデッド化してそうな人がいるので、『アイテムで意識を保ったままアンデッド化した呪術師を浄化』という、さっきと同じ滅茶苦茶だけどピンポイントそうな呪文で、浄化して消滅させる事に成功した。

　ちなみに、生きている豚マスクの三人のうち、二人は這い上がれずに地中に留とどまっている。どうも豚マスクに溜ため込んだＭＰも自分のＭＰも枯渇して力尽き、地中で身動き取れないでいるようなので、ウルシュ君と相談してそのまま置いておく事にした。かたが付いたら騎士団にお願いして、掘り返して貰おう。

　ただ、豚マスクの一人だけは這い上がって来ていて、止まらない。豚マスクもボロボロで既に壊れているんじゃないかと思うのだけど、そんな事関係無いみたいに這い上がって来ている、怖い。本当に人外なんじゃないだろうか？　いくら魔術師や呪術具を持った呪術師だったとしても、人族ならこの瓦礫の下から這い上がって来るのは、まず無理だと思う。

　多分、この這い上がって来ているのは、地下で戦った一番強い豚マスクの男だと思うんだけど……。

　さっきは落ち着いて鑑定出来なかったので、出来れば今のうちに鑑定がしたいのだけど、残念ながら同時に発動出来る魔眼は二つまで。

　真っ暗な地下を見る為に、《色欲とうし》と《怠惰あんし》を使っているので、《強欲王かんてい》を発動出来ないもどかしさ。

「ベラちゃん……。これ、瓦礫ごとドッカーンってしたら駄目ですの？」

　ん？　確かに、それで良い気がしてきたぞ？

　他に捕らえられている人がいないかとか、なにが目的なのかといった情報は、ルーシーと一緒に捕らえられた呪術師に聞けばいい事だから、奴が這い上がって来るのを待つ必要性は無いな。

　そう判断して、アイテムボックスからウルシュ君特製の、魔石を使っていない爆撃アイテムを取り出そうとした時、クリス様から制止がかかった。

「……アリス……それ、嫌な予感がする。……止めておいた方が良い」

「クリス様、その嫌な予感って、どういう方向性で？」

「……それは良く分からない……でも、感情の流れと言うか……その倒し方じゃ……心が逃げそうな……ボクも良く分からない……けど……止めた方が良い」

　心が逃げるってなんだ？

《傲慢王どくしん》の能力に、何かが引っかかったんだろうけど、ちょっとクリス様の会話スキルの低さのせいで、何が言いたいのかサッパリ意味が分からない。

　同じく意味が分からなかったらしいアリスちゃんとウルシュ君が、首をひねって考え込んだ。

「う～ん。心が逃げるかぁ。……あっ!!　僕、分かったかもぉ」

「え？　ウルシュ君、今の分かったの？　どういう事？」

「僕、地下で防御壁を張りながら、豚マスクの鑑定してたんだけどねぇ。一人だけ名前が二重になっていたんだぁ」

　名前が二重？　私、そんな鑑定結果を今まで見た事ないんだけど、どういう事？

「不思議だったんだよねぇ。なんで名前が二重になっているんだろう？　って。もう少し詳しく調べたかったんだけど、イザベラと豚マスクの人が凄い速さで動き回っていたから、名前くらいしか鑑定結果を読む事が出来なかったんだよねぇ。時間もあまり無かったし。でも、今のクリス様の発言のおかげで、名前が二重になっている理由が分かったよぉ」

　そう言うと、ウルシュ君は拾った石で地面に二人分の名前を書いた。

　ライアン・ヒルソン

　アーロン・ニック・ヒルソン

「『アーロン・ニック・ヒルソン』が現ヒルソン子爵の名前だよぉ。で、『ライアン・ヒルソン』は四代前のヒルソン子爵の名前。ライアン・ヒルソンはロゼリアル王国の魔術師団に所属していた呪術師で、初代ヒルソン子爵だよ。彼は、とある事件を解決して子爵位が転がり込んできた人なんだぁ」

「なんで、その初代ヒルソン子爵の名前が、現ヒルソン子爵の名前に重なっているの？」

「ちゃんと鑑定できてないから、あくまでコレは予想だけどねぇ。多分、禁術。文献でしか読んだ事が無いけど、自分の血を引く人間に代々憑ひよう依いしていって、肉体を乗っ取る術というのがあるらしいよぉ。だから、ちゃんとした倒し方をしないと、その術者は次の身体へと逃げちゃうんだぁ。クリス様が言っている『心が逃げる』って、つまりそういう事じゃないかなぁ？」

　自分の血を引く次の肉体って……ヒロインか、その異母姉妹である、ミリアーナとバーバラ姉妹か？

　駄目じゃんっ!!

　しかも、その三人以外に隠し子とかいたら、もうお手上げ。追いかける方法が考え付かない。確実に逃げられる気がする。

「そ、その術を使っている術者を倒す『ちゃんとした方法』って、どんな……」

　私が言い終わらぬうちに、ウルシュ君の後ろの地面が噴き上がったかと思うと、土煙と共にヒルソン子爵が地上に跳び出してきた。

　ヒルソン子爵は、驚いて振り返ったウルシュ君の首に喰らいつくと、その首の肉ごと装備していた『反魂の首飾り』を一本引き千切った。

　首飾りを引き千切る際に、ウルシュ君の首か頭に負荷がかかったのか、それとも首の肉を食いちぎられたせいか、残っていた『反魂の首飾り』が即死と判断し発動。首飾りが砕け散ると共にウルシュ君は瞬時に蘇そ生せいされ、そのまま前へと倒れ込んできた。

　慌ててウルシュ君の身体からだを支えたところで、アリスちゃんの悲鳴が聞こえてくる。

「クリス様っ!!　クリス様しっかりして下さい!!」

　ウルシュ君の身体を支えたままアリスちゃんの方を振り返ると、倒れたクリス様の頭を抱き起こすようにしてアリスちゃんはクリス様に呼びかけ続けていた。

　警戒して周囲を見渡すが、ウルシュ君から『反魂の首飾り』を奪ったヒルソン子爵の姿が見えない。

　そんな時、ウルシュ君が呻うめき声ごえをあげ、よろめきながら自力で立ち上がろうとする。

「ウルシュ君!!　気が付いたの？　蘇生したばかりなんだから、もう少し安静にして座ってて」

「ん[image: ][image: ]……うん。……イザベラ、ごめんねぇ。どうやら僕、首飾りを一つ取られちゃったんだねぇ」

　私に身体を支えられながら、ゆっくりと地面に座ると、ウルシュ君はそう言って謝った。

「ううん。良いの、首飾りなんて。ウルシュ君が無事で本当に良かった。それよりもヒルソン子爵が地上に上がって来ているのを知っていながら、話に夢中になって警戒を解いちゃった私の問題だよ。危険な目に遭わせて本当にゴメン」

「仕方ないよぉ。あんなに早く這い上がって来るなんて、僕も思っていなかったんだぁ。気配はだいぶ下の方にいた筈はずなのに、急に上がってくる速度が跳ね上がったんだもの。予想外だったよぉ。それにねぇ、僕ってば、着替える時にウッカリ首飾りを隠す為のバンダナを、巻き忘れていたみたい。そのせいで首飾りを狙われたんだねぇ」

　言われてウルシュ君の首元を見ると、首飾りを隠す為のバンダナも、首飾りも付いていなかった。

　あれ？　ヒルソン子爵に奪われた首飾りは一本。ウルシュ君を蘇生させる為に発動して砕け散った首飾りが一本。私が皆に配った首飾りは『三本ずつ』のはず。あと一本はどこに？

　私の疑問が顔に出ていたのか、ウルシュ君はズボンの裾をたくし上げながら、悪戯っぽく笑う。

「最後の一本はココだよぉ。こんな事もあるかもしれないと思って、一本だけ別にしてたんだぁ」

　そう言うウルシュ君の足首には、反魂の首飾りが巻き付けられていた。あの時、首飾りを二本とも食いちぎられていても、足首に隠してあった首飾りが発動していたのか。流石さすがウルシュ君。盗難対策といった危機管理がしっかりしている。

　アリスちゃんと、クリス様にも首飾りを分散して身に付けるように言っておこう。

　──────……って!!　そうだ!!　クリス様!!

　クリス様になにかがあったらしい事をウルシュ君に伝えると、急いでアリスちゃんとクリス様の元に駆け寄る。

「アリスちゃん!!　クリス様がどうかしたの!?」

「ふえぇ……ベラちゃん。さっき、ウルシュ君を襲ったヒルソン子爵？　が逃げようとしたのでぇ、クリス様がその人の腕にしがみ付いて捕まえようとしたのですぅ。だけどすぐに振り払われてぇ……クリス様が転んでしまったんですけど、そのままクリス様が動かずになにか言っているのですぅ」

　アリスちゃんに膝枕をされた状態で、グッタリとしているクリス様に近寄ると、視線の定まらない虚うつろな瞳で、ブツブツとなにかを呟つぶやき続けている。

　命に別状は無さそうだけど、ヒルソン子爵に振り払われた時にできたのか、顔に引っかき傷が出来ていた。急いで治癒魔法で傷を治し、念のため浄化魔法もかけておく。その間も、クリス様はなにかを囁ささやくように話し続けている。

　クリス様のこの状態は、一体なんなんだろう。首をかしげていると、後から追ってきたウルシュ君が、私の後ろからクリス様を覗のぞき込んで言う。

「イザベラ。どうやらクリス様のスキルが暴走しているみたいだよぉ」

「スキルが暴走？」

「うん。何が原因で暴走しているのか、どのスキルが暴走しているのかは、僕の《絶対鑑定》じゃ見えないけどぉ、とにかく今のクリス様の状態は《状態異常：スキル暴走》だよぉ」

　それなら、私の《強欲王かんてい》でなら、原因が探れるだろうか。

　私はクリス様のステータスを鑑定して、状態異常の項目をさらに深く探った。
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　最悪だ。護身の為に大量に付けさせたアイテムが、悪影響を与えている。

　検索結果をウルシュ君とアリスちゃんに伝えて、すぐに安全に取り外せるアイテムを、クリス様から取り外す。

　大量のアイテムを付けている所為せいでスキル暴走を起こしているみたいだけど、この状態で状態異常を回復するアイテムを追加で付けさせても大丈夫だろうか？

　かえって悪化しないか心配だ。

「暴走を収めるには、他にどうしたら良いんだろう……」

「ふぇぇ……原因の一つになっている、クリス様とヒルソン子爵の血液が接触って、なんでしょうかぁ？　付いた血を拭いたらいいんですの？」

「多分、お互いの血が触れたっていう事だろうねぇ。地面から這い上がって来た時に、子爵が指から出血していてもおかしくないからぁ、引っかかれた時にクリス様の血に子爵の血が混ざったんじゃないかなぁ。だったら拭いても意味が無いねぇ」

「ウルシュ君、魂が直接触れたっていうのはどういう事だと思う？」

「それは僕も良く分かんないやぁ。でも、ライアン・ヒルソンが現ヒルソン子爵に憑とりついているのなら、クリス様がしがみ付いた時に、ライアン・ヒルソンの幽霊部分に触れるか、すり抜けるかしたんじゃないかなぁ？　あくまで予想だけどねぇ」

　そう言いながら、ウルシュ君は履いていたブーツを脱ぐと、その中に手を入れてゴソゴソしている。

「ウルシュ君、何しているの？」

「ん？　僕のブーツの底は二重になっていてねぇ、靴の中敷きを外したら、靴底を開けられるようになっていて、その中に物を入れられるように創ったんだぁ。この前、山小屋でクリス様に貸した『亜空間ポーチ』のブーツ版だねぇ」

　なぜ、ブーツの中に亜空間を……。確かにポーチと違って、ブーツはそうそう盗まれないだろうけどさ。

　そうこう言っているうちに、ウルシュ君は靴の中敷きを取り外すと、ブーツの亜空間から銀色の腕輪を取り出した。

「これ、クリス様の為に山小屋で創った『スキル封じの腕輪』の改良版だよぉ。《傲慢》が《傲慢王》に進化して常時発動じゃなくなったから使う機会が無くなったんだけどぉ、何があるか分からないからねぇ……念のため改良版を創っていたんだぁ。前のより強力だし、デザインもオシャレになったよぉ」

　そう言いながら、ウルシュ君はクリス様の腕に、改良版『スキル封じの腕輪』を取り付ける。腕輪を付けられたクリス様の呟きは、少しずつ緩慢になり、そのうち呟くのを止めて静かになった。

　アリスちゃんは、虚ろな目で沈黙するクリス様の手を握ると、泣きそうになりながら声をかける。

「クリス様ぁ、大丈夫ですかぁ？　返事をして下さい」

　しばらくアリスちゃんが呼びかけ続けると、クリス様は数回瞬まばたきをし、呻き声をあげるとゆっくりと息を吐いた。

「ふえっ!?　クリス様、大丈夫ですか？　意識が戻りましたかぁ？」

　アリスちゃんの呼びかけに、クリス様の視線がしっかりと定まり、そのままアリスちゃんへと向く。

「……う……ん。……大丈夫……ここは？」

「ふえぇぇぇ……良かったですぅ!!　クリス様が気が付いて良かったですぅ!!」

　アリスちゃんが泣きながら、抱えていたクリス様の頭を抱き込む。

　少し困ったような表情で、アリスちゃんの腕を撫でながら、クリス様は私達に視線を向けた。

「クリス様。クリス様はヒルソン子爵を捕らえようとして、振り払われる時に引っかかれて、スキルが暴走して意識が無くなっていたんです。覚えていますか？」

「なん……となく……。……心配……させて、すまない。……それで……子爵は？」

　クリス様の質問に、ウルシュ君が気まずそうに首を振る。

「ごめんねぇ。あっさり逃げられちゃった上に、僕が『反魂の首飾り』を奪われちゃったんだぁ」

「ごめんなさい、クリス様。私が警戒を怠ったばかりに……」

　二人でそう謝ると、クリス様は泣き続けているアリスちゃんに視線を向け、その肩をポンポンと叩たたきながら首を振る。

「……気にしなくて、良いよ。……そう、……彼は長年探し求めていた、本物の『反魂の首飾り』を……手に入れたんだね。……だったら、行き先は……分かるよ」

「長年探し求めていた？　クリス様には、ヒルソン子爵の目的が分かったの？」

「……うん。……ボクは今、彼の……ライアン・ヒルソンの長い人生を覗のぞき見ていたんだよ……。彼は……長い間、彼の妻のリンゼイっていう女性を……生き返らせたかったんだ……」

　クリス様が言うには、ライアン・ヒルソンは妻を生き返らせる為に、『反魂の首飾り』を創り出そうとしたが、人の一生分の時間では創り出せないと考え、禁術を使って自分の息子達の魂を喰くらい、その体に憑りつき乗っ取ってきた。

　そうして彼は身体うつわを変えながら、何十年もかけ『反魂の首飾り』を創り出すための材料となる、人の魂を手に入れる為に、誘拐を繰り返し彼等を犠牲にしてきたのだと。

　珍しい髪色を狙って誘拐してきたのは、『反魂の首飾り』を創りだす為の文献に、『それぞれ違う色を持った人間の魂が五つ』必要と書かれていた為だと言う。

「え!?　待って!!　この首飾りを創るのに、五人分の人間の魂が必要なのっ!?」

「イザベラ……人間一人を死の淵ふちから完全に復活させるんだよぉ？　どれだけ身体が吹き飛ぼうと、ＭＰ・ＨＰ含めて、何一つ欠けさせる事無く全て復活させるんだ。魂五人分は無いと不可能だと思うよぉ」

　え？　本当に？　確かに、死んだ人間を完全復活させるって、なにかの理ことわりに反する事だけど、そんなに犠牲が大きい物だったの？　どうしよう。便利アイテム的にポンポン使っちゃったけど、知ってしまったからには、もう使う気になれない。

「ウルシュ君、どうしたら良い？　私、このアイテムに五人の魂が使われているなんて知らずに、使ってきちゃった。どうしよう。なんて謝ったらいいか、どう償ったら良いか分からない」

　血の気が引いて震えている私の背中を、ウルシュ君は撫でながら優しくなだめた。

「気にしなくて良いよぉ。イザベラが創ったんじゃないしぃ。それに既にアイテムになっている時点で、その人達は帰ってこないし」

「気になるよっ!!　誰かの魂を犠牲にしちゃったんだよ!?」

「その、犠牲になった人達だけどぉ、多分、この世界では、まだ生きてるよぉ？」

　ウルシュ君の言葉に、一瞬呆気あつけに取られる。

「え？　なに？　どういう事？」

「だってそれ創ったの未来の僕でしょ？　でも、僕はまだ『反魂の首飾り』なんて、創ってないよぉ」

　あれ？　そうだ。確かに……。

　でも、この『反魂の首飾り』が存在しているっていう事は、五人分の魂が犠牲になったという事で…。だけど、まだウルシュ君は首飾りを創っていないから、これの材料にされた人達は生きているわけで……。

　じゃあ、このアイテムはなんで今ココに存在しているの？

　え？　頭が、こんがらがってきた。私は一体どうすれば良いんだ？

「とりあえず、話を子爵に戻そうかぁ。たしか、子爵は色の違う魂を手に入れる為に、珍しい髪色の人達を狙って誘拐、そして首飾りの材料にしてきたというところまでだったよねぇ？」

　そうだ……今は目の前の問題に集中しよう。今は、子爵の問題を解決させるのが優先だ。

　えーと。『反魂の首飾り』を創るために、珍しい髪色を持つギース達が狙われた。という事だけど……。

「ねぇ、魂の色って、髪の色に現れるの？　私には、どうもそうとは思えないんだけど」

「……うん……そうだけど……髪の色と、持って生まれる魔法の属性の色が……近いという……話があるから……だったら、魂も……と、彼は考えたんだ」

　なるほど、そういえば赤毛のブライアンは火魔法が得意な設定だったし、青い髪のギースは水魔法と氷魔法が得意だったはずだ。

　他に、魔法が使える人の髪色と、持っている属性魔法を比べてみようと思い出していると、ウルシュ君が首をかしげて、口を開く。

「う[image: ][image: ]ん。その、魔法属性と髪の色が近いっていう説は、かなり昔に否定されてる筈なんだけどねぇ……。そもそも、水や風に色とか無いしぃ、火は温度によって色を変えるでしょ？　光だって虹を見たら分かる通り色は一色じゃないからねぇ」

　……そうなんだ。一瞬、属性魔法と髪色が近い説に納得しかけたよ。確かに言われてみれば、属性魔法を正しく色分けなんて出来る筈がなかった。

「まぁ、魂の色は置いておくとしてぇ、いくら『反魂の首飾り』を手に入れても、ヒルソン子爵は奥さんを生き返らせる事は出来ないよぉ？」

「えっ？　そうなの？　どうして？」

　私の疑問に、ウルシュ君は不思議そうに答える。

「え？　だって、『反魂の首飾り』は、『装備している人』が、死亡もしくは即死攻撃を受けても一瞬で完全復活出来るアイテムだよぉ？　既に死んでいる人に後から身に着けさせても意味が無いよぉ。それにリンゼイさんっていう子爵の奥さんが死んだのは、何十年も前の話でしょ？　既に魂が天に還かえっているか、転生でもしてるんじゃない？　だったら、反魂も何もないよねぇ」

「確かに、死亡時に身に着けていないから、発動条件に当てはまらないわね。転生していたら、いよいよ無理よ」

　私みたいに世界を越えて、異世界で新たな人生を送っているかもしれないし、寿命の長さによっては数回転生している可能性だってある。

　だけど、クリス様は私達のその考えを否定した。

「子爵は……奥さんの魂を閉じ込めている……んだ。『魂の牢ろう獄ごく』っていう呪術で……子爵は、奥さんを復活させるために……その『魂の牢獄』を置いてある場所に向かったハズ」

『魂の牢獄』？　あれ、それどこかで見た事があるぞ？　そうだ。ソレは確か、ルーシーに連れて行かれた廃はい墟きよになった教会の地下で見たんだ。

　連れて来られた廃墟の、ジメジメと苔こけの生えた石造りの地下に、魔法陣上に乗った樽たるが並んでいた。

　キッチリと封をされた樽の上には、セージの束と骨がクロスするように置かれていて、樽の表面にも魔法陣の呪術式的な物が、びっしりと書き込まれていて……。

　私は、それを《強欲王かんてい》で、調べたんだ。

　その時に出た、鑑定結果が『魂の牢獄』。
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　そうだ。ソレだ。私、ルーシーにその材料にされかけたんだよ。危うく、材料と一緒にスライムの酸で溶かされるところだった。

　いや、そういえば私、毒無効があるのと物理耐性が強すぎて、スライムの酸では溶けなかったわ。

「え？　あれ？　まって？　その中に子爵は奥さんを入れたの？　それ、死んだの子爵のせいじゃない？」

「……死にかけている奥さんを……その中に入れたんだよ……その場所から出られなかったから……その場で奥さんを……助けられなかったんだ……だから、そこから出られたら、どうにかして奥さんを復活させようとしたんだよ」

「そんなに都合よく、その場に『魂の牢獄』の材料が揃そろっていた訳？」

　一体、どんな状況なんだそれは。

「……そう。……当時の国王に、どんな呪いも弾はじく霊薬を創るように……彼は命じられていたんだ……その霊薬の材料には、人の魂が材料に必要だった……それを創っている秘密を守るために……彼と奥さんは閉じ込められた……彼は、ライアン・ヒルソン子爵は……この国を恨んでいるよ」

「当時の王様、酷ひどいわね……」

「……ボクは他人ひと事ごとじゃなくて……申し訳ない……気持ちだ。……当時の国王の息子が……ボクと同じ《傲慢王ルシフアーの耳》スキルの所持者だったんだ……国王は……その呪いスキルを霊薬で解こうとしたんだ……」

　なるほど、カラーズコレクターが起こした誘拐を含む犯罪の動機は、なんとなく理解出来た。

　ヒルソン子爵の過去には同情するし、奥さんを助けたかった気持ちは分からんでもない。そして、当時の王様の息子を助けたい気持ちも理解しよう。

　でも、やり方が不味まずいわ。

　他人に降りかかる不幸や迷惑が大きすぎ。なんで、お前らの大切な人の為に、関係無い者が命を落とさなきゃいかんのだ。ぶっ飛ばすぞ。

「クリス様。当時の王様の所業に申し訳なく思うのも、ヒルソン子爵に同情するのも構わないですけど、すでに彼の所業は許されないところまできてます。落ち込むのは後にして、彼の行き先を教えてくれませんか？」

「……うん。そうだね……彼の行き先は……彼の職場だよ……そこに、ヒルソン夫人の入った樽が隠されているんだ……」

　ヒルソン子爵、職場にリンゼイさんの入った樽を隠すって、チャレンジャーだな。

　えーと。ヒルソン子爵の職場……職場。って、ヒルソン子爵の仕事ってなんだ？　身分が子爵っていうのは覚えているけど、なんの仕事してるんだっけ？　前にウルシュ君から教えてもらった気がするけど、思い出せない。

「ウルシュ君、ヒルソン子爵って仕事何してたっけ？」

　私の質問に、ウルシュ君は笑顔で答える。

「王宮の政務官だよぉ」

「そっかぁ。王宮の政務官かー……王宮の政務官っ!?」

　待て、待て待て待て。

　王宮の政務官っていう事は、職場は……うん。王宮だよね。

「王宮にリンゼイさんの入った樽があるの!?」

　私の驚きよう愕がくに、ウルシュ君はなんでもないかのように頷く。

「うん、そうだねぇ。そもそも、ヒルソン子爵は王宮に閉じ込められている時に、奥さんを『魂の牢獄』に入れたわけだしぃ。魔法陣の上に置いてある樽を、魔法陣が描いてある床ごと剝はがして、遠くまで運ぶのは難しいかもねぇ。イザベラみたいに【クローゼット】を持っていても、収納できるか判定が微妙な物だしぃ」

　それを聞いて、慌てて立ち上がると、ウルシュ君に向かって叫ぶ。

「やばいよウルシュ君!!　私、さっきブライアンとギースを、騎き士し団だんのある王宮へと送り出しちゃったよ!!　王宮で鉢合わせるかも!!」

　言い終わらないうちに、王宮の方面へと駆けだす。

　まぁ、ギース達と子爵が鉢合わせたところで、『反魂の首飾り』を手に入れた子爵は、わき目も振らずに奥さんの元へと突き進むだろうけど、王宮へと急ぐのに越したことはない。

　一番重要なのは、王宮を守っている近この衛え騎士達と、若干暴走気味の子爵が戦闘になる前に辿り着かなければいけないという事。

　近衛騎士達は王宮を守っているだけあって、強い。特にウチのダイモン兄様とか。

　だから、うっかり近衛騎士が子爵を倒しちゃうと、子爵が次の身体からだへと移動してしまって面倒な事になる。

　王宮のある中央地区へと駆けていると、夜が明けて空が徐々に白くなっていく。

　あぁ、一晩の間に色々ありすぎた。昨日の夕方に女装したポールさんと、囮おとり捜査していたのが、昔の事のよう。まだまだなにも終わってないのだけど。

　ようやく見えてきた中央地区は、深夜の騒ぎが噓うそのように静まり返っているが、騎士隊や憲兵達、冒険者達が一部残ってアンデッドの残りがいないか捜索していた。未いまだに起きて外の様子を窺うかがっている住民も、チラホラいる。

　中央地区に入ってしばらくすると、ウルシュ君がキックボードにトンボの羽を生やしたような乗り物で追いついてきた。

「昨日のアンデッド騒ぎは終結したみたいだねぇ。街なかに倒されたアンデッドが転がっていないからイザベラの浄化魔法が効いたのかなぁ？」

「それよりウルシュ君が乗ってるそれ何!?　宙に浮いてるよね!?」

　ウルシュ君は私の質問に、キックボードのような物を見下ろしながら答える。

「あぁコレ？　僕の体力とスピードじゃ、イザベラに追いつけないからねぇ。移動用の乗り物を創ってみたよぉ」

　あっさり言うけど、それ凄いよウルシュ君。

　私と追いかけっこした時の軍馬の全速力よりスピード出てるし、なにより飛んでいるよ。障害物も難なく上昇して避よけている。もはやファンタジーと言うより、近未来ＳＦみたいだ。

　アリスちゃん達も同じ物に乗っているのかと、振り返るが姿が見えない。

「アリスちゃんと、クリス様は？」

「これ一機しか創ってないからぁ、後で馬に乗ってくるよぉ」

　おう。置いてきたのか。思わず遠い目をしていると、遥はるか先、斜め前方向から爆音が上がった。

　すぐさま音の方向に視線をやると、建物が爆発かなにかで吹き飛んだのか、瓦が礫れきが飛び、土煙があがっている。

「まさかアリスちゃんっ!?」

「……それはないよぉ。馬で僕達を追い越して前にいる筈はずがない」

　じゃあ、何があったんだ？

　爆発音に住人達が窓から顔を出したり、建物の外に出てきはじめた。

　王宮に向かって走り続けながら土煙の方を見上げていると、建物と土煙の隙間から、青黒い花火のような物が見えた。その瞬間、さっきよりも大きな爆発音と地響きが走り、一瞬遅れて建物と建物の隙間から爆風が襲いくる。

　とっさに腕で顔を守り目を細めて、飛んでくる石礫をやり過ごす。小石が目に入るし、砂や粉ふん塵じんで口の中がザラザラになる。

　すると急に爆風が収まったので顔を上げると、ウルシュ君が私達の周囲に防御壁を張っていた。

「ごめんねイザベラ。ちょっと飛ばされかけて、防御壁を張るのが遅れちゃったよぉ」

「ううん。私なんて防御壁張る事自体が頭から抜けてたよ。ありがとう」

　ウルシュ君が張ってくれた防御壁の中から、爆発の方向を見る。

　近くの建物からは大勢の住人が跳び出してきて、爆発方向から離れるように駆けだした。

　その逃げる人達の波に逆らって騎士や冒険者達が爆発方向へと向かっている。

「どうするイザベラ。王宮へと向かう？　それとも」

「爆発方向へと向かうわ。私、今の青黒い花火みたいなのをゲームで見たの」

　逃げまどう人と駆けつける人達で混雑しているので、どう進むか考えていると、ウルシュ君がキックボードの上へと引き上げてくれる。そのまま二人で防御壁を展開したまま上昇していく。

　少しずつ爆発が起きている通りが見えてくるのと同時に、再び炸さく裂れつした青黒い花火のような物を、はっきりと見下ろす事が出来た。花火の中心にヒルソン子爵の姿も見える。

　カラーズコレクターの、鬼畜シューティングゲームの弾幕みたいな攻撃魔法。それを実写化したら多分あんな感じだろう。自分を中心に、禍まが々まがしい大型の打ち上げ花火が広がる感じ。

　それを見下ろしながらウルシュ君が呟く。

「……ああいう広範囲に広がる攻撃魔法は、あまり近くに人が寄っていって混戦になると、逆に危ないんだけどぉ、事情を知らない人は爆発方向に駆けつけてくるよねぇ」

　確かに。一番いいのは遠くからの狙撃かな？

　いやいや、普通に倒したら次の身体に子爵の魂は移動するんだった。

「ウルシュ君、子爵の行った禁術の術者を倒す、正しい方法ってどうやるの？」

「肉体じゃなくて、魂を倒すんだけどぉ……その方法までは分かんない。ゴースト系の魔物とは違うから浄化魔法じゃないしぃ。魂だから物理攻撃は無理だしぃ。魂だけに攻撃を加えるような魔法も知らないなぁ」

　どうすりゃ良いんだそれは……。

「まずは、子爵を建物の多いここから引き離すね！　ウルシュ君、どこかこの辺りに開ひらけた場所が無いか知らない？」

　こんな街中で広範囲攻撃をする子爵とドンパチやってたら、中央地区の被害が大きくなると考えて問うと、ウルシュ君は周囲を見渡した後に西方向を指さした。

「王宮の西側、魔術学院と騎士学校へと向かう大通りに沿って、都立公園があるよぉ。まだ明け方だし昨夜の騒ぎもあるから人も少ないんじゃないかなぁ？」

「あぁ、あの水着姿で日ひ向なたぼっこしている人達が転がっている公園ね」

「最近、水着で日光浴は禁止されたらしいよぉ。この前行ったら禁止の看板が立ってた。騎士学校の生徒が訓練したり周囲を走ったりしてるんだけどぉ、その妨げになるからって事だろうねぇ」

　なんで水着で日向ぼっこしたら、訓練の妨げになるのかしら。言いがかりじゃない？　疑問に感じていると、再び眼下で子爵の広範囲攻撃が炸裂する。

　冒険者達の中に、シールドを得意とする魔術師がいたようで、子爵の攻撃を防ぎながら距離を詰めていっている。

　このままだと街中の被害が大きくなるし、下手をすると子爵が倒され、次の身体へと逃げられてしまう。

　私はウルシュ君と短く作戦会議をすると、キックボードから飛び降り、すぐ下にあった建物の屋上へと着地する。そのまま建物の上を飛び移りながら移動し、子爵の前へと着地し立ち塞がった。

　明るくなってきた空の下で見る子爵は、すでにボロボロだ。

　瓦が礫れきの下から這はい上あがってくる間に、両手は土や血で真っ黒になり、全身土つち埃ぼこりで汚れている。

　既に豚マスクは引き裂かれていて、頭に被っていると言うより、頭にまとわりついていると言っていい状態だ。

　だけどそのマスクの隙間から見える両目は、不気味なほどギラギラとしていた。

《強欲王かんてい》発動。
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　ウルシュ君が言う通り、名前が二重になっている。更に名前だけじゃなくて、年齢も。

　レベルやＨＰ・ＭＰがプラスされているけど、身体の持ち主のアーロンさんの分にライアン分が上乗せされているって事だろうな。身体の持ち主だったアーロンさん、政務官なのにレベルとＨＰ・ＭＰが高いな……アリスちゃん以上だよ。

　珍しいスキルとかは持ってないみたいだけど、ライアン分のＨＰ・ＭＰの高さが厄介。

　代々乗り移っていって、長生き（？）しているとは言っても、私みたいなチート転生無しでココまで高くなるものだろうか？　流石さすがにＨＰは私の方が多いけど、ＭＰは子爵の方がかなり上。コレは普通だったら削るの大変だわ。

　ゲームでなかなか倒せなかったのも納得の強さ。ただし、今はゲームと違ってかなり有利な点がある。

　さっきの地下空間崩落で豚マスクはボロボロになり、魔核が壊れたのかマスクが機能していない。つまり攻撃魔法を吸収しての、ＭＰ回復が出来ないのだ。

　さらにもう一つ、私にはチートなスキルがあるから、魔法攻撃をして貰えれば、ＭＰを削るのは容易たやすい。

　子爵のギラついた目を正面から見返し、不敵に見えるように笑顔をむけて言い放つ。

「奥さんの命を助けたければ、私を倒して行きなさい!!」

　あ、なんか違う。この煽あおり方じゃ、私が悪役みたいだわ。

　私の挑発に乗ったのか、すぐさま子爵はお得意の広範囲攻撃、その姿が見えなくなるほどの魔弾を自分の周囲に噴出した。

　だけど、無駄よ。

「《暴食かいしゆう》」

　子爵の放った魔弾は私の片目に渦巻きながら、吸い込まれる。と、魔弾が消えて子爵の姿が見えたかと思うと、彼は目の前まで接近してきていた。

　彼の横よこ薙なぎにするような蹴りを、片腕でガードする。

　子爵は、私に防がれた片足を支点にして回転するように跳び上がり、もう片足で私の頭を狙って蹴りを放ってきた。その蹴りを放つ足を空いている方の手で摑むと、ハンマー投げのように回転して、遠心力を付け子爵をぶん投げる。

「ふははっ!!　両足とも地面から離すからだ、馬鹿めっ!!」

　過去に子爵とおんなじ攻撃を仕掛けてダイモン兄様に返り討ちに遭い投げつけられたセリフを子爵に言い放つ。

　自分がされて嫌だった事を、他人にするイザベラちゃん。悪役令嬢七歳です。

　そのまま子爵の方に向けて左手を振り下ろし、青黒い魔弾の雨を降らせる。

　お前の魔弾は、さっきの《暴食かいしゆう》と同時に《嫉妬ふくせい》済みでしてよっ!!　危ないから、子爵みたいに四方八方に放ったりしないけど。

　自身の身体をシールドで覆っていた子爵は、あまりダメージは受けてないが、進んで魔弾を受け続ける気もないようで、魔弾の雨の中を立ち上がると、後ろに跳び退のき距離をとる。

　私も跳び退く子爵を追いかけるように、踏み込んで距離を詰め、そのままボディーブローを叩たたきこもうとしたが、バックステップで難なく避けられてしまった。

　この七歳児の短い手足が悩ましい。リーチが短すぎる。

　子爵は私の攻撃を後ろに下がって避けながら、黒い電気を放つ靄もやのような物を私に叩きつけてきた。……が、私に変化は無い。

　黒い靄もやが効いていない私に、一瞬目を見張った子爵は、私の攻撃を避けながら次から次へと同じ靄を叩きつけてくる。

　…………なんだろう、この靄。

《強欲王かんてい》で調べてみると、即死系の呪いのようだ。

　あぁ、子爵。すまんね。私、七歳児にして《状態異常無効》スキルがあるのよ。何度やっても呪いや毒は効かないよ。

　私を呪うのに諦めた子爵は再び魔弾を放つが、私の《暴食かいしゆう》に吸い込まれ不発に終わる。

　本当に、この《暴食かいしゆう》に吸い込まれている魔弾は、どこに消えているんだろう？

　そういえば、アリスちゃんの巨大爆撃魔法陣を吸い込んだままだね。

　魔弾を放っては私の眼に吸い込まれるという行為を何度か繰り返し、私の片目は放出系の魔法を無制限に吸い込む事が出来るという事を学んだ子爵は、魔法を纏まとう戦い方に切り替え、電気を纏った両手足で攻撃を仕掛けてくる。

　その攻撃を子爵に倣い、シールドで覆った身体で防御する。

　正直、いくらＨＰが高いとは言っても、体格差がありすぎる。特に体重が軽い私は、踏ん張っていないと身体が吹き飛ぶので、重心を低くしないといけなくなり、必然的に攻撃が子爵の足元に集中する。それは子爵も理解しているようで、私の攻撃は全て防がれる。

　地下のような狭い空間でなら、立体機動を使った空中戦をするんだけど、今それをすると子爵に逃げられてしまう。

　彼が今一番優先している事は、私を倒す事よりも、奥さんの魂を隠している王宮に向かう事だ。あまり間合いを開くと、その隙に方向転換して王宮に向かわれかねない。

「喰くらうといいわ　《地ち中ちゆう雷らい》」

　私が言い終わらぬうちに、子爵と私の間の地面が吹き飛ぶ。

　それを避けようと、子爵は後ろに飛び退くけど、残念でした。《地中雷》は追尾型爆撃魔法よ。下がっても下がっても追いかけてくる。

　猛スピードで後退する子爵を、《地中雷》と一緒に追いかける。追いかけながら魔弾の雨を降らせるのも忘れない。

　しばらく走り続け、子爵に追いつけずに大通りを吹き飛ばし続ける《地中雷》を追い越すと、そのまま子爵の横に並び、思いっきり子爵に体当たりをして、大通りから横に外れるように弾き飛ばす。そのまま子爵ごと芝生の上に転がるように着地すると、《地中雷》を解除した。

　すぐさま飛び起きた子爵に、ウルシュ君が言い放つ。

「ヒルソン子爵。捕まーえたぁ」

　言い終わるのと同時に、私とヒルソン子爵の立つ都立公園が、防御壁で封鎖された。

　カラーズコレクター、もといヒルソン子爵を都立公園に隔離する事に成功し、ウルシュ君と考えた作戦の第一段階が完了した。








第八話









　公園に誘導され、閉じ込められた事に気付いたヒルソン子爵は、狂ったように防御壁に攻撃を加えて破壊しようとしているが、なにも準備無しで地下空間で張った防御壁とは違い、僅かだが前準備が出来た今回の防御壁はそう簡単に砕く事が出来ない。

　しかも今回の防御壁は、私がヒルソン子爵を誘導している間に、ウルシュ君が周囲にいた冒険者達の中でシールド展開が出来る魔術師に協力をお願いしているので、数人がかりの防御壁だ。強固である。

　彼を隔離する理由は沢山あるが、まず周囲の被害を防ぐことが第一。次に、ヒルソン子爵が別の身体からだに移動するという事情を知らない騎士や冒険者達により、ヒルソン子爵が倒されてしまう事を防ぐ為ため。

　ヒルソン子爵自身は、すぐにでも奥さんに『反はん魂ごんの首飾り』を届けたいので、死んで身体を移動させてる場合じゃない。だから、その方法での逃亡は行わないだろうと考えた。そもそも死んでしまうと、ようやく手に入れた『反魂の首飾り』が発動するかもしれないし。

　そして最後に、ライアン・ヒルソン子爵の魂だけを倒す方法を探す時間稼ぎだ。

　ヒルソン子爵を閉じ込めてすぐに防御壁から出して貰もらった私は、防御壁の外側で地面に手をついて防御壁を保っているウルシュ君の横にしゃがみ込み、状況を確認する。

「ウルシュ君、乗り移っていく魂を倒す方法は見つかりそう？」

「うーん。それが、その禁術自体があまり知られていないからぁ、その対策方法を見つけ出すのに時間が掛かると思うんだぁ。母さんにも調べて貰うよう伝言を頼んだんだけどねぇ……多分今頃、沢山の商会職員が情報収集と情報伝達に駆り出されていると思うよぉ」

「ウルシュ君のお母様とスネイブル商会の職員さん達なら、伝手を辿たどって調べる事が出来そうだけど、それまで防御壁は持ちそう？」

「微妙かなぁ。マジックアイテムで補強しているから防御壁の強度は心配ないんだけどぉ、僕達のＭＰ量がねぇ……強度が高い分、ＭＰ消費が大きいんだぁ。ポーションも飲める量に限界があるし」

　そうよね、アリスちゃんが気合と気力で飲めた量が十三本。でも後から聞いた話によると、普通は胸焼けや胃もたれ、あまりの不味まずさに精神的に受け付けられなくなるのと、胃の容量的な理由で物理的に受け付けられなくなる等の理由で、十本が限度らしい。

「だったらヒルソン子爵のＨＰとＭＰを、かなり削って戦闘不能にするしかないわね」

　再度、ヒルソン子爵の鑑定を行いＨＰとＭＰの残量を確認する。

[image: ]

　…………思ったより削れてないな。

　ココまで連れてくる間に、かなり削れていると思ったんだけど、予想外だ。軽くショックを受けていると、横でウルシュ君が首をかしげながら呟く。

「……おかしいねぇ」

「ん？　ウルシュ君、なにか気になる事でもあった？」

「うん。ＭＰの消費緩和や自動回復、高速回復といったスキルを持っていないのに、ヒルソン子爵のＭＰの減りが少ないし回復が早いんだぁ……他にも、持っていない筈はずのスキルを沢山使っているように見えるんだよねぇ」

　確かにヒルソン子爵は能力の割に、鑑定結果に出て来るスキルが普通だ。大した事ない。

「もしかして、鑑定や看破を妨害するようなスキルでも持っているのかな？」

「イザベラの《強欲王かんてい》を妨害出来るとは思えないんだよねぇ……あ、そうかぁ!!」

　言いながら、途中で思いついたように、ウルシュ君は声を上げた。

「見えているのは、アーロンさんの方のスキルだ！　でも中にいるのはライアン子爵の方。ライアン子爵は自身の持っているスキルを使っているんだよぉ。ねぇイザベラ、ライアン子爵を鑑定する事は出来る？」

　ウルシュ君に指摘されて、腑ふに落ちた。

　言われた通りライアン子爵の方の鑑定をしようと試みる。が、どうしても鑑定が出来ない。

　どうやら、スキルを確認する為にはライアン子爵自身を視界に収めないといけないようだ。

「ごめんウルシュ君、無理みたい。見えているのがアーロンさんの身体だけだから、ライアン子爵のスキルが確認できないの」

「そっかぁ、確かに本人がいない、見えないのに鑑定なんて出来ないよねぇ」

　そう、ウルシュ君が言い終わらないうちに、ヒルソン子爵の蹴り上げた防御壁に亀裂が入った。

「あー……大変だぁ。ねぇイザベラ、僕、両手が塞がっているからイザベラがＭＰ回復薬ポーシヨンを口元まで持ってきてくれないかなぁ」

「うん！　分かった!!」

【クローゼット】からポーションを取り出し栓を抜くと、ウルシュ君の口元へと持っていく。

　ウルシュ君はポーション瓶を銜くわえると、そのまま上を向いて一気に喉に流し込み、ポーション瓶から口を放した。

　私は落っこちるポーション瓶を慌ててキャッチする。

　ウルシュ君、飲み方が豪快だ。男らしい。素敵。

　ウルシュ君のＭＰが回復し、防御壁の亀裂が少しずつ修復され塞がってきている。ウットリとウルシュ君を眺めていると、少し離れた所から声がかかる。

「ね[image: ][image: ]！　そこの女の子っ！　もし、他にもＭＰポーション持ってたら、私にもちょうだーい!!　私、もう防御壁張り続けるの限界きてるー!!」

　声の方に視線を向けると、ライトブラウンの髪をツインテールにした女の子が、ファンタジー感満載の魔女っ子っぽいステッキを防御壁に構えながらこちらを見ていた。

「はいっ!!　あります。今持って行きますね!!」

　ポーションを持って駆けつけると、彼女はステッキから片手を放してそれを受け取る。

「ありがと♡　今、ウチのパーティーのメンバーが皆、魔術師ギルドや冒険者ギルドに情報伝達に行っちゃってて、ポーションの手持ちが無くて困っていたの。後でちゃんと返すからね♡　あと、そのトラ耳カチューシャどこで買ったの？　超かわいい。私も欲しい!!」

「こ、このトラ耳は……試作品でまだ売ってないんです」

　予期せずトラ耳カチューシャに話を振られ、かろうじて誤魔化すと、彼女は残念そうにしていた。

「そうなんだー！　ざんねーん。私、可愛かわいい物大好きなんだー。それが商品化されたら絶対買うから、そこのスネイブル商会のお坊っちゃんにも商品化をお願いしといてー」

　そんな可愛い物が大好きな彼女は、白を基調とした学ラン風と言うか神官風の恰かつ好こうをしていた。

　詰襟の白い膝丈の上着は前を開けて着ていて、インナーに薄い緑色のハイネック。下は白い上着と同じ素材のホットパンツに、ニーハイ。ライトブラウンのベルトが巻かれた白のショートブーツ。

「えーと。貴女あなたは神官さんですか？」

「え？　違う違う。私は冒険者だよ。後衛の魔術師兼回復役ヒーラー」

　彼女は今朝まで、王都のアンデッド騒ぎに駆り出されていた冒険者の一人との事。パーティーメンバーは、ウルシュ君やスネイブル商会から知らされたヒルソン子爵の特性をギルドに報告、対策方法の情報収集に動いてくれているとの事だった。どうやら沢山の人達が動いているらしい。

　王都周辺の連続誘拐にアンデッド騒ぎに、今朝の広範囲攻撃による爆発騒ぎ。

　本当は周りの人達を巻き込まずに、自分達だけで片付けたかったのだけど、それは自うぬ惚ぼれが過ぎたのかもしれない。

　もっと上手うまくやれれば、という気持ちが無いわけでは無いが、それでも今回の件は私達だけでは手に余る事態だと判断して、もう少し周囲の協力を得ていた方が早期解決できたのかも。

　落ち込みかけていたところに、他からも声がかかる。

「お嬢ちゃーん。もうポーション無ねぇかぁ？　俺もそろそろＭＰ枯渇するわ」

「こっちもだ！　おーい誰かポーションくれや」

「私はＨＰポーションが欲しいわ。昨夜から駆けずり回って体力が限界なのよ！　もう、立ったまま寝そう!!」

　私は考えるのを止やめて、慌ててポーションを持って駆け回った。

　防御壁を囲うようにいた魔術師の人達に、ポーションを予備用も配り歩いてウルシュ君の元へと帰り着くと、アリスちゃんが泣きながら立っていた。

「ふえぇぇ……ベラちゃん。やっと会えましたぁ。クリス様と王宮まで行ったのにベラちゃん達がいなくてぇ、クリス様と一緒にベラちゃんを探しに行こうと思ったら、王宮の人達にクリス様が連れて行かれちゃったのですぅ」

　まぁ、第二王子だしね。一晩いなけりゃ当然王宮の人達も探し回るわな。

　きっと、騒ぎが落ち着くまでは王宮から出して貰えないだろう。

「私も、そのまま王宮にいさせられるところだったのですが、城壁を乗り越えてベラちゃんを探しに来たですぅ」

　七歳の令嬢に越えられる王宮の城壁に思うところはあれど、まぁこの騒ぎだし、騎士達も出払っていて手薄だったのだろう。そうだろう。決して、アリスちゃんが爆撃魔法で、制止する近この衛え騎士を蹴散らして来たのではないと信じたい。

「いっぱい引き止めてくる人達がいたのですがぁ、前にベラちゃんから教えてもらった『もえきゅん』とかいうので逃げてきたのですぅ」

　違った。爆撃魔法じゃなくて魅了魔法のほうだった!!

　魅了魔法って本来は足止めに使うものじゃないんだよ!!

　確かに一番初めにそういう使い方をさせたのは私だけど、それ、そういう魔法じゃないからっ!!

　色々と気になる事はあれど、それ以上に疑問に思う事があるので、先にその疑問を解消するため、アリスちゃんに問いかける。

「ところで、アリスちゃんの後ろにギースがいるのはなんで？」

　そう、アリスちゃんの後ろにギースがついてきているのだ。

　ギースは少し不安そうな表情で、アリスちゃんの袖をつまんでいる。

「城壁を越える前に会ったのですわぁ。彼、発動中の魔法をけんさく？　とかいうのが出来て、調べる事が出来る『魔道辞典』というスキルを持っているそうなのですぅ。だったら、豚さんの乗り移る禁術もそのスキルで分かるかと思いましてぇ」

　それを聞いてギースの方に視線を向けると、彼は黙って頷いた。さすが攻略対象、やっぱりチートスキルを持っていたのか……。

　ところで、城壁を越える前に会ったのなら、ギースも城壁を乗り越えた事になるのだけど、アリスちゃんはともかく彼はどうやって越えてきたんだろう？

「ねぇ、アリスちゃん。ギースを連れて、どうやって城壁を越えたの？」

「ふえ？　ベラちゃんが前にやったみたいに、『よいしょ』って投げたのですわぁ。ちょっと重たかったですぅ」

　城壁の向こう側に向かって投げたのか。しかも馬車とかの入れ物に入った状態ではなく、そのまま生身の状態で放り投げたらしい。

　その時の事を思い出したのか、ギースは涙目になって震えている。

「アリスちゃん、昔はフォークとティーカップより重たい物が持てなかったのに、成長したんだね。頑張ってるね」

　アリスちゃんの涙ぐましい努力に、少しジンときてしまう。これなら、クリス様は中々アリスちゃんのレベルを超えられないだろう。

　さて、お喋しやべりはこの程度にして、ヒルソン子爵の方を片付ける事にしよう。

　周囲にどんどん魔術師団や冒険者ギルドから派遣された、魔術師達が増えてきているので、防御壁の持続時間の心配が減ってきたとはいえ、そろそろ街中が活動しだす頃だ。いつまでもここら一帯を封鎖している訳にはいかない。だけど、ここまで大掛かりかつ大人数になってしまうと、好き勝手に動けなくなるのよね。

　誰か、状況を指揮してくれる大人がいてくれれば良いのだけど……。あと、私にも指示が欲しい。

　私はリーダーシップに向かない特攻部隊系令嬢だから、上手に動かしてくれる司令官コマンダーがいてくれたほうが助かるんだ。

　普段はウルシュ君が手綱を引いてくれるけど、私達だけならともかく、この大所帯では七歳児の指示を聞いてくれる訳もなく。とか考えていると、背後から頭のてっぺんを誰かに捕まれ、持ち上げられる。

　ジタバタともがきながら地面から引き離される私は、手の持ち主の正体を暴こうと背後に意識を向けた。

　あ、ヤバイ。この背後から感じる怒りの波動に心当たりがありすぎるっ!!

　頭を片手で摑まれたまま抵抗するのを止め、ブラブラとぶら下がりながら、恐る恐る視線だけで背後の様子を窺うかがっていると、私を持ち上げる男、近衛騎き士し団だん所属の我が次兄、ダイモン兄様が低く唸るような、怒りで絞り出されるような声で問いかけてくる。

「ベラ、お前はクリストファー殿下を巻き込んで、一体何をしているんだ？」

　ひいぃぃっ!!　修羅が来たっ!!　私が一番苦手な鬼が来たっ!!

「ち、違っ!!　私は巻き込んでないですっ!!　クリス様とは、アンデッド騒ぎの最中にたまたま会いまして……そのまま合流をっ」

「その後、王宮に帰せば良いものを、そのままクリストファー殿下を引き連れて中央地区から出て行っていたのはお前だろうがっ!!」

「うっうぅぅぅ……はい、そうです。申し訳ありません」

　私が謝ると、ダイモン兄様は大きくため息をつき、屋敷に戻ったら躾しつけと称して訓練させるぞと脅した後、私を地面に降ろした。躾と称した訓練ってなんだよ怖い。

「そういえば、クリストファー殿下が王宮に帰館後、騎士団長のご子息と近衛騎士達を引き連れて王宮内を大捜索されているが、一体何を探しているんだ？　お前宛に王宮内の棺ひつぎの捜索は自分に任せて欲しい、と伝言を預かったが、お前が殿下になにか言ったのか」

　あぁ、クリス様。王宮内から出られないから、王宮内で出来る事を引き受けてくれたのか。そしてブライアンも手伝ってくれているんだね。ありがとう。

「その防御壁の中で暴れているヒルソン子爵が、奥さんの魂が閉じ込められた棺を王宮内に隠しているの」

「ん？　ヒルソン子爵は最近離婚して、元奥方はディアナ王国で再婚したんじゃないのか？」

　どうやら王宮内の近衛騎士団には、まだ情報が行き届いていなかったようだ。ダイモン兄様にこれまでの経緯を簡単に説明し、これからどうすれば良いかの指示を要求する。

「よし、分かった。とにかく奴は陛下達がいらっしゃる王宮に、絶対に近づけるな。俺は近衛騎士だから街中については管轄外だ。俺は今すぐ戻って王宮の警備の強化と、棺の捜索を続ける。既に騎士団や冒険者達が集まって来ているようだから、彼らと協力しながら対応策が見つかるまでとにかく押おし留とどめてくれ」

　そう言うとダイモン兄様は、近くに集まって様子を見ていた騎士団員と憲兵に、公園から王宮までの直線距離の封鎖と避難誘導に行くよう声をかけて、王宮に戻っていった。全力ダッシュで。
















　ダイモン兄様、ココまで走って来てたんか。馬に乗れよ。

　走り去って行くダイモン兄様の背中を見送った後、ウルシュ君とアリスちゃん、そしてギースに視線を向けて提案する。

「じゃあ、今の時点で出来る事として……。まずはギースの《魔道辞典》とかいうスキルに、〝血縁者の魂を食べては、その体に乗り移る禁術〟と、その対応策を検索して貰う事にしようか？」

　ギースは頷うなずくと、口を開く。

「僕がこれまで目を通トレースしてきた書物に載っていれば検索できますが、そうでなければ出てきませんので期待はしないで下さいね」
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　ん[image: ][image: ]。ギースのステータスを見た感想。

　スキル《魔道辞典》は確かに凄すごいと思うけど……。正直、前に見た姉のルーシーのステータスの方が凄かったぞ？

　将来に期待するとしても、実際問題ギースがルーシーの年齢になった時に、ルーシーに追いつけるかと言うと疑問。確かにルーシーが言うように、ギースには魔術の才能があると思うけど、それはルーシーにも言える事だ。

　さらにルーシーは、女性でありながら当主として認めてもらいたい気持ちがあったため、血ち反吐へどを吐くような努力もしてきたらしいし。

　なるほど。自分の方が実力が上だったからこそ、ルーシーは当主の座を諦めきれなかったのか。

　まぁ、いいわ。ルーシー問題は置いといて、ヒルソン子爵だ。

　防御壁越しにヒルソン子爵を見ては、スキルで検索をしているらしいギースに声をかける。

「ヒルソン子爵の禁術についてなにか分かった？」

「それらしい禁術の名前と、その術者を倒す魔術の名前だけなら出てきましたが、それが正しい情報かは判断がつきませんね。たとえそれが正しい情報だったとしても、分かるのは名前だけです。その魔術の具体的な効果や、行使するための詳しい方法は載っていません」

　ギースは残念そうに言うが、名前だけでも分かれば調べやすくなるだろう。

　そして、ギースが検索した禁術の名称は……。

『魂喰いグラトニー』

　まんまかよっ!!　っていうか、それ、ヒルソン子爵の称号に載ってたよ!!

　私、すでに答え知ってたんじゃねーか!!　なんか悔しい!!

　あれ？　そういえば『グラトニー』って『暴食』っていう意味じゃなかったっけ？

　豚のマスクが『魔力喰ぐらいのマスク』別名『暴食の豚』だったり、やたら暴食関係出てくるな。

　そういえば、『魂の牢ろう獄ごく』に必要な樽たるも『怠惰の棺』とか、七大罪系がちらほらと……。もしかして、『魂喰いグラトニー』に対抗する魔術も、七大罪系かしら？

　そう予想して聞いた、『魂喰いグラトニー』の術者を倒す魔術の名称が……

『地獄門ヘルズゲート』

　残念、七大罪系じゃなかったわ。なんか七大罪系よりも物騒な名前の魔術だった。

　名称を発表した後も、しばらく検索を続けていたギースだったが、残念そうに首を振って顔を上げる。

「地獄門ヘルズゲートでも検索しましたが、詳しい内容は見つかりませんでした。僕が今まで見てきた書物には、載っていなかったようですね」

『魂喰いグラトニー』と『地獄門ヘルズゲート』の情報が記載されていた書物は、過去に存在されたと言われている失伝魔法について書かれた本らしく、ほぼ神話や伝説みたいな物で、本当に実在したか怪しい魔法も多く記録されているとの事。

　そんな実在したのかすら怪しい魔法を探し出すのは、難しいんじゃないだろうか？

　でもなぁ～。なーんか聞き覚えがあるんだよなぁ『地獄門ヘルズゲート』。

　前世で聞いたのかな？　いや、今世？　どっちだ？　なんかの映画や漫画のタイトルだっけ？　いや、そういうのではなかった気がする。なんだっけ？

　思い出せずに、ウルシュ君なら知っているかと聞いてみる。

「うーん？　『地獄門ヘルズゲート』。聞いた事ないねぇ……。ところでイザベラ、なんかヒルソン子爵の様子がおかしくない？」

　ウルシュ君に言われてヒルソン子爵を見ると、防御壁に攻撃を加えるのを止め頭を抱え込み、上半身をお辞儀をするように激しく上下に振っていた。

　耳を澄ませるとなにかをブツブツ唱えているが、低くて上手く聞き取れない。

「ウルシュ君、あの人……なにしてるの？」

「さぁ……僕にもよく分からないねぇ」

「ふぇ……怖いですぅ」

　アリスちゃんの呟つぶやきに、ギースが無言で頷うなずき同意を示す。

　周囲に集まっていた魔術師や冒険者達もヒルソン子爵の行動を警戒し、固かた唾ずを飲んで見守っていた。

　しばらく上半身を上下に振っていたヒルソン子爵は、頭を抱えたまま前屈姿勢で動きを止める。そのまま微動だにしなくなった子爵の様子に、周囲がざわめき出した。

　動かない子爵に困惑しながらも、彼が次にどんな行動に移るのかを見張り続け、そのまま一〇分ほど経過。

　周りの人間の緊張が緩んできた頃、頭を抱えていた子爵の腕がブラリと落ちた。

　もしや、次の身体からだに移ったのではないかと疑っていると、ヒルソン子爵は操り人形のようなユラリとした動きで上半身を起こす。そして緩慢な動作で、頭にまとわりついていた豚マスクの残骸を剝ぎ取った。

　表情は抜け落ちているが、ギラギラしたままの瞳を保ったヒルソン子爵の顔が露あらわになる。

　マスクに覆われていなかった部分が土つち埃ぼこりで汚れ、まだら模様みたいになった顔を気にする様子も見せず、彼は豚マスクの中に手を入れると、マスクの頭頂部に付いていた砕けた魔核を引き千切った。

　残ったマスクの残骸を捨てると、彼は魔核を素手で握り潰し…………それを飲み込む。

「あ、イザベラ……なんか嫌な予感がする。少し防御壁から離れた方が良いかもぉ」

　ウルシュ君の発言を聞き返す前に、ヒルソン子爵に変化が訪れる。

　皮膚の色素が白く、薄くなってくると同時に、全身の血管がまるで透けて見えるかのように浮き上がり、水分が抜けていくかのようにやせ細っていく。

　その変化を呆ぼう然ぜんと眺めていると、両腕を広げ、上半身を仰のけ反ぞらせるようにして天を仰いだヒルソン子爵が咆ほう哮こうした。

　ヒルソン子爵の咆哮に空気が震え、防御壁が振動し、防御壁を張る魔術師達の表情が歪ゆがむ。いつまで続くか分からない長い咆哮に、魔術師達が脂汗を流しながら、防御壁を保持しようと踏ん張る。

　呆気あつけに取られていたが、ウルシュ君の呻うめき声ごえに我に返り、私も防御壁の強化の為に魔力を注ぎ込む。

　徐々に防御壁が強化されていき、少しずつ振動が収まってきた頃、ヒルソン子爵の咆哮がピタリと止んだ。

　周囲がホッとしたように息を吐く。

　同時に、皆が口々に喋しやべり出し、ザワザワと騒がしくなった。

「おいおい、今のなんだ？」

「知らねぇよ、悪あがきじゃねぇか？」

「おいっ!!　今のうちに魔術師連中にポーション配るぞ。ほら頑張れ」

「アイツ、魔核を喰ったぞ？　なんだアレ、どうなるんだ？」

「魔核を食べた人なんて、初めて見たから知らないわ」

「気ぃ抜いてんじゃねぇぞっ!!　警戒を怠るなよ!?」

　周囲のざわめきを聞きながら自分の動どう悸きを聞いていた私に、配られたポーションを飲み干したウルシュ君が真剣な声色で、話しかけて来た。

「イザベラ、多分これで終わらないから戦闘準備していてねぇ。出来ればアリス様とギース様も、王宮へと続く道への進路妨害を準備してくれるかなぁ」

「ふぇ……。もしかして出てくるですかぁ」

　アリスちゃんの言葉に、ウルシュ君が頷いた時、周囲から声が上がる。

「おいっ!!　アイツ笑ってやがるぞっ!!　またなにかする気だっ!!　警戒態勢を取れっ!!」

　誰かの声が言い終わらぬうちに、ヒルソン子爵は顎が外れそうなほど大きく口を開けると、深く息を吸い始めた。蜃しん気き楼ろうのように空気が、空間が、揺らぐように彼の口に吸い込まれていく。

　それは少しずつ強さを増し、渦巻くように、防御壁に込められた魔力と、それを保つ魔術師達のＭＰをごっそりと喰らっていった。

　防御壁を強化していた私も、それによって一気にＭＰを吸い取られてしまったようだ。意識が朦もう朧ろうとする中で、バタバタと倒れていく魔術師と、ウルシュ君の姿が視界に入る。

　急激なＭＰ減少で眩暈めまいがするが、なんとか踏ん張る。ＭＰ枯渇まではいっていないようだ。

　多分ＭＰだけじゃなく、ＨＰもいくらか吸われてる。

「押おし留とどめろぉぉぉっ!!　ここから奴を出すんじゃねぇ!!」

　周囲で沢山の人が騒いでいるが、まるで水中にでもいるように、音がくぐもっていて聞き取れない。揺らぐ視界の中で、倒れたウルシュ君の方へと進んで行く。

　ほんの一ｍほどの距離なのに思ったように前に進めず、ようやくウルシュ君の傍そばに辿たどり着つくと、そこで膝をつきウルシュ君を抱き起こした。

「倒れた魔術師達を回収しろ！　戦闘に巻き込まれるぞっ!!」

　ウルシュ君に回復魔法をかけようとするが、身体がグラグラして上手くいかない。

「無事な魔術師をかき集めろっ!!　休んでいる奴も叩たたき起こせぇぇ!!」

　回復魔法が使えない。まずは自分の回復をしなきゃ……。

　ウルシュ君の頭を膝に乗せたまま【クローゼット】からポーションを取り出すと、震える手で栓を抜く。

「くっそ!!　なんて力だっ！　化け物か奴はっ!!　防御壁張れる奴らはまだかっ!?」

　ポーションを一気に飲み干すと、視界と思考がクリアになり、段々と周囲の音がハッキリと聞こえはじめる。

　ようやく頭がしっかりと回り始めた私は、ウルシュ君に回復魔法をかけながら【クローゼット】を開く。

　中から『ＭＰ高速回復アイテム』を取り出すと、自分とウルシュ君に装着した。ＭＰの多い私が、ＭＰ回復アイテムを身に着けるのは初めてだ。これからも慢心せずに身に着けておこう。

「ちょっとぉ!!　倒れている魔術師の避難を早くっ!!　踏んづけちゃいそうで戦闘に集中出来ないわっ!!」

　ウルシュ君のＭＰが回復していく事を確認して、ようやく落ち着いた私は、状況確認する心の余裕が出来た。

　一体なんだよ、あの攻撃。ＭＰ吸引攻撃？　エナジードレイン的な奴？

　吸引力の変わらないただ一つの子爵かよ。今日からヒルソン子爵じゃなくて、ダイ〇ン子爵って呼ぶぞ。

　って、あだ名付けてる場合じゃなかった。

　状況確認だよ、今やる事は。

　周りを見渡すと、ヒルソン子爵に騎士や冒険者が総攻撃を仕掛けていた。

　ヒルソン子爵の姿は変わり果て、胴と両手両足の長さが二倍ほどに伸び、髪はまだらに抜け、口は裂け、顔全体がのっぺりと、かつ正面に向かって伸びていて、目がどこにあるのか分からない。

　ナナフシっていう枝に擬態する虫を白く、かつ中途半端に擬人化したような不気味な姿だ。元々が長身の為、伸びた今は三～四ｍくらいになるだろうか。とにかく細長い。

　ＨＰが小型地竜並みで、魔弾を撃ってくるヒルソン子爵だが、対する冒険者や騎士達も引けを取らない。大人数なうえ、職種が違えど息があっている。

　近くの建物に登り、壁や窓枠に張り付いたまま狙撃している冒険者達もいる。

　この国の冒険者と騎士……強いな。さすが魔物のいる世界で生き抜いてるだけあるわ。

　いくら私が転生チートでも、この国で無双は無理だ。数で来られたら余裕で負けるわ。場数が違う。

　変に戦闘に参加するより、補助に回った方が良いかもしれない。私は大人数の戦闘だと足手まといかも。

　でも、これ放置してたら、〝ウッカリ倒しちゃいました〟とかなったりしないよね？　みんな、分かってるよね？

　皆様を信じて、私は補助に回ろう。あんまり派手な事したら後日ダイモン兄様から怒られるし。

　それでは私は、あのＭＰ吸引攻撃ダイ〇ンを受けた人達の回復と、出来ればＭＰ回復強化のアイテムを配りたい。

　倒れている魔術師を探していると、先程トラ耳を欲しがっていたツインテールのお姉ちゃんが倒れているのが視界に入った。

　急いで近くにいた筋肉質なドワーフ冒険者のおっちゃんに、ウルシュ君を任せて駆けだす。

　戦闘でごった返す人の間を抜けながら、ツインテールお姉ちゃんの方に向かうのだが、彼女のいる位置はヒルソン子爵の進行方向だ。

　冒険者達が進行妨害をしているけど、少しずつツインテールお姉ちゃんが倒れている位置へと近づいていく。

　なんとかヒルソン子爵より先にお姉ちゃんの元へと辿り着いた私は、【クローゼット】を開き、ポーションを取り出し、アイテムを探す。

「お嬢ちゃんっ!!　そこから離れろぉぉぉっ!!　来るぞぉぉぉっ!!」

　声に振り返ると、ヒルソン子爵が進行方向を塞ぐ冒険者達を片手で薙なぎ払い、こちらへと向かって来ていた。

　やばい、ヒルソン子爵の進行を止めないと、お姉さんと一緒に、はね飛ばされるっ!!

　魔法攻撃？　駄目だ、私のは大技すぎて周囲の人を巻き込むっ!!

　アイテム？　【クローゼット】から探している暇はないっ!!

　どうする？　どうする？

　何があった？　足止め出来る物は何があった？

　──────……コレだっ!!　《憤怒いあつ》発動っ!!
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　は……はあぁぁぁぁっ!?

　ちょっ!!　この一大事中に何？　なんなのこの質問!?　【裏クローゼット】とか開いてる場合じゃないからっ!!

　慌てて【裏クローゼット】はキャンセルして、【クローゼット】も閉じる。

　その間にも、ヒルソン子爵との距離が縮まってきている。今度は必ず、《憤怒いあつ》を成功させないと！

　普段は七大罪の魔眼に魔力を込めたりしないんだけど、相手のＭＰが私より多いので、意識して目に魔力を集める。

　他の人に当たらないよう、高い位置にあるヒルソン子爵の頭に狙いを定めて……




《憤怒いあつ》っ!!




　ガックンと揺れて、ヒルソン子爵の動きが止まる。

「《氷の牢獄アイスプリズン》」

　その時どこからともなくギースの声が聞こえたかと思うと、ヒルソン子爵は一瞬で氷に覆われた。

　周囲から、歓声が上がる。

「よっしゃぁぁぁっ!!　動きが止まったぞっ!!」

「捕獲装置用意っ!!」

「奴の近くにいる奴らは今のうちに離れろぉっ!!　巻き込まれるぞぉっ!!」

　ツインテールさんの上半身を抱き上げ、引きずってヒルソン子爵の進行方向から移動する。が、すぐにヒルソン子爵は氷を内側から砕き割って振り払うと、恐竜みたいな咆哮を上げ進行を開始した。

　さっきほどの強力な咆哮ではなかったが、それでも空気がビリビリと震えて肌が痛い。

「ちっ!!　もう一度だっ!!　一瞬で良い!!　誰か奴の動きを止めろっ!!」

　なんとかツインテールさんを引きずり、通りで待ち構えていた治癒士らしき人達に彼女を預けると、咆哮を繰り返しながら、公園から出てきたヒルソン子爵の方へと駆けだす。

　あの、空気をビリビリさせて周囲の動きを鈍くさせる『咆哮』良いな。あれを《嫉妬ふくせい》で手に入れて、『咆哮』と《憤怒いあつ》を重ねたら、効果が強くなるんじゃないだろうか？

　ちょっと試してみる価値はある。

《嫉妬ふくせい》を発動させ、ヒルソン子爵を視界に収めて『咆哮』する瞬間を待つ。

　ヒルソン子爵の裂けた口が開く……咆哮、来たっ!!

　空気の振動に耐えながら、ヒルソン子爵の『咆哮』を見続ける。

　よっし。手に入ったか？　手に入ったか？　すぐにステータスを開き確認する。




■固有スキル

《雷属性魔法》《聖属性魔法》《闇属性魔法》《空間魔法》

《爆撃魔法》《音波攻撃》[image: ]ＮＥＷ《接触型ＭＰ吸収ドレイン》[image: ]ＮＥＷ




　いやったぁぁぁ!!　スキルゲット!!　って……《音波攻撃》？　咆哮じゃないんだ。

　あと、《接触型ＭＰ吸収ドレイン》とか見た覚えないんだけど、そんなの発動させてたのかヒルソン子爵。

　ヒルソン子爵に直接触るのは止めておこう。

　では気を取り直して、早速手に入れたスキルを使ってみましょう。

　女の子の私には『咆哮』といった雄々しいものは無理なので、『悲鳴』でいきます！

　両手をきつく握りしめ、両足を踏ん張ってヒルソン子爵の後頭部に向けて悲鳴を放つ!!

　喰らえっ!!　《憤怒いあつ》を重ねた《音波攻撃》!!

　叫ぶと同時に、空気が波紋のように波立つ。あれ？　ちょっとヒルソン子爵のと違う。『咆ほう哮こう』じゃなくて『悲鳴』だからか？

　でも、効果は抜群だ。

　ヒルソン子爵は足を止め、両手を耳に当て苦しみだした。

「ぐあっ!!　なんだこの叫び……脳が揺れるっ!!　揺れるっ!!」

「耳が痛ぇ!!　頭が痛ぇ!!」

　…………騎士や冒険者達にも、効果は抜群だ。

　ちょっと早く、ヒルソン子爵が進行を止めてる間に、誰かなんとかして欲しい。

　肺活量はある方だけど、そろそろ声が続かない。

「怯ひるむなお前らっ!!　奴が動きを止めている今がチャンスだ、そこをどけぇ!!　捕獲装置用意っ!!」

「対象確認っ!!　……四機全ての照準が標的に合いましたっ!!」

　この世界、ファンタジー世界だよねっ!?

　なんか周囲から、軍事兵器を起動させるような会話が飛んでいるんだけど、何事っ!?　コワイ!!

　ヒルソン子爵から視線を外せないから周囲の様子を確認できず、何が起きてるのか分からないから余計にコワイ!!

「放射用意!!　……放てっ!!」

　号令と同時に、私の肺活量が限界を迎え『悲鳴』が止まり、代わりに稲妻が走るような音が響いた。

　大きく息をして、むせ返りながらヒルソン子爵を見ると、彼は青い電流のような物で幾重にも縛り付けられていた。

　電流の縄は四方向から伸びてきていて、その先を視線で辿たどると軽自動車サイズの砲塔を無くした戦車のような物が停まっていた。砲撃を放つ砲塔の代わりに、五〇㎝くらいの青白く光る透明な半球がハマっていて、そこから電流が流れている。

　乙女ゲーム世界が急に特撮映画っぽくなってきたな。

　この世界の世界観がイマイチ把握できない。

　戦車みたいな機械の上には、さっきウルシュ君を預けたドワーフの冒険者が立っていた。

　他の三機の上にも人が立っているが、その内の一つには十歳くらいの白髪、金目の少女がピンク色のロリータ風ミニスカワンピースをなびかせながら、腕を組んで仁王立ちしている。

　彼女はなぜか私をじっと見つめていたらしく、視線が合うと、それはそれは嬉うれしそうに笑って、大きく両手を振ってきた。

　彼女と、どこかで会ったっけ？

　いや、あんなクリクリした瞳の可愛かわいい女の子には、会った記憶がないな。

　疑問に思いながらも手を振り返して、『捕獲装置』と呼ばれている装置を改めて見た。装置の側面に、スネイブル商会のマークが入っている……。

　あ[image: ][image: ]。これ、スネイブル商会のマジックアイテム（？）か。という事は、あのドワーフの冒険者さんと、白髪の女の子はスネイブル商会の人なのね。

　一体どんな生き物を捕獲するのを想定して造られたのかが疑問な、色々とツッコミどころの多い、スネイブル商会製の捕獲装置はひとまず置いとこう。

　ようやく進行を止めたヒルソン子爵だが、彼を拘束している電流みたいなのが危なくて、近寄れない。

　非接触型のＭＰ吸収ドレインに倒れた魔術師達も回復して徐々に戻ってきているが、魔法攻撃をしようにもＭＰを吸収される恐れがあるので不用意に攻撃も出来ない。防御壁も同じく、また吸収されてはかなわない。

　詰んだ。

　恐るべしカラーズコレクター。ギースルートのラスボスを張るだけあるわ。もはや、ゲームではなぜ勝てたのかっていうレベル。

　いや、待てよ？

　ゲームでは他の身体からだに憑とりつく設定が出てきてないから、なにも対策せずに倒したぞ？

　……え[image: ][image: ]。ゲームで勝ててないじゃん。逃がしただけじゃん。なにも解決してないよ。

　あのゲームのエンディング後に、ホラー映画みたいに復活したカラーズコレクターが現れて、再び惨劇が繰り返される展開が、簡単に想像できちゃうんだけど……。

　遠い目をして、拘束された子爵を眺めていると、ヒルソン子爵は唸うなり声を上げ苦しみながらも王宮に向かって歩き出した。引っ張られる形になった二機の捕獲装置が、石畳を削りながらゆっくりと引きずられていく。慌てて冒険者達が捕獲装置を押さえるが、ヒルソン子爵の歩みは止まらない。

　ダイモン兄様、コレを王宮に絶対に近づけるなって言うけど、どうすりゃいいのよ。

　一ひと思おもいに討伐出来たらどんなに楽か。

　ＭＰを使わずに捕獲となると、やっぱりマジックアイテムとかが有効かな。

　こんなの捕獲できるアイテム、乙女ゲームの『ラブ☆マジカル』にあったかなぁ？　ミニゲームでも、基本的に捕獲じゃなくて討伐だったからな……。

【クローゼット】を開いて、アイテムを探す。

　そういえば……。さっき【裏クローゼット】とかいうのがあったな。中に何が入っているんだろう？

　この状況を打破してくれるアイテムが入っていたら、嬉うれしいかも。ちょっと中身を確認してみよう。

【クローゼット】を開いた状態で《憤怒》を発動させる。

[image: ]

『はい』を選択して、【裏クローゼット】が開くかと思いきや、次にチェック項目が出てきた。




　□　次回からこのメッセージを表示しない




　パソコンか。

　確かに急いでいる時には、そんなメッセージにいちいち反応していられないので、マスにチェックを入れておく。

　チェックを入れるとようやく【裏クローゼット】が開いた。
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　なんてこったいっ!!　これ【クローゼット】から消えてたエフェクトだよっ!!

　さらに、山小屋で《暴食》で吸い込んだアリスちゃんの巨大魔法陣とか、さっき何度も吸い込んでいたヒルソン子爵の魔弾とかもココに収納されていたのかっ!!　っていうか、それエフェクトじゃねーからっ!!

　そもそもエフェクトって、ホーム画面でアバターの周りにキラキラしている奴じゃん？　現実世界でどうやって使うのよ……。

　あ、詳細の▽が付いているから見てみよう……。

　えーと、どれを見よう。私が覚えてるエフェクトは……『ハート♡ぶれいく!!』かな。

　アバターの胸の辺りでハート型が割れて、ピンク色の光る粒へと変わっていくという、結構綺麗でノーマル品にしては人気の高かったエフェクトだ。


※ノーマル『ハート♡ぶれいく!!』（使い切り21回分）▽

　・《憤怒イーラ》使用時に選択すると、視界に入れたターゲットの心臓が破裂する。



　怖いわっ!!

　なにが『ハート♡ぶれいく!!』だよっ!!　名前の割に、効果が凶悪すぎるわっ!!

　視界に入れただけで相手の心臓破裂させるって、もはや人間辞めてるだろっ!!

　あ[image: ][image: ]。なんか焦ったわ。

　もう少し、綺き麗れいな癒される感じのはないのか。

　あ、これとかどうだろう？

　私がホーム画面でよく使っていたエフェクト『スター☆レイン』。

　アバターの後ろで、黄色くキラキラ輝く大きめの星型が次々と降ってくるエフェクトだ。


※ＳＳレア『スター☆レイン』▽

　・《憤怒イーラ》使用時に選択すると、視界に入った全域に、黄色く燃え盛る彗星が降り注ぐ。



　私は神か。世界が終しゆう焉えんを迎えちゃうだろ。

　人間辞めてるどころの騒ぎじゃないよ。

　……もう嫌だ[image: ][image: ][image: ][image: ]。もう確認したくない。

　キラキラ素敵に可愛いエフェクトですら、視線で殺す系の恐ろしい物へと変わっている。癒し系をくれ。癒し系を。

　それが無いのであれば、せめてカラーズコレクターをどうにか出来そうなのをくれ。

　周囲がヒルソン子爵の進行を止める為に大騒ぎしている間にも、無表情で【裏クローゼット】を頭の中でスクロールして、使えそうなエフェクトを探す。しっかしエフェクトの数が多すぎる。

　名前をチェックするだけで、どれだけかかるやら……ん？

　この辺りは、ハロウィンシリーズだな。

　ゲームのハロウィンイベント時のガチャでゲット出来るシリーズだけど、残念。この世界に復活祭ハロウインは無いんだ。魔女とか狼おおかみ男おとことかの仮装をしなくても、普段から本物が街にいるし。

　そういえばハロウィンイベントで、どのくらいお菓子を作って配れるかを競うのがあって、既定の得点に至ると貰もらえるエフェクトがあったな。

　祈りの形に組んだ大きな銀色の髑どく髏ろの手で、開かないように封じられた黒い扉が、アバターの正面に現れ、髑髏の手が祈りを止めると扉が開かれ、中から黒紫の靄もやみたいな大きな手が、画面の方へと出て来るエフェクトだ。

　片目を閉じて見ると、３Ｄっぽく見えるエフェクトだった。

　確かエフェクト名が『へるずゲート!!』

　……。

　あ[image: ][image: ]……なるほどね。

　どっかで聞いた気がした筈はずだわ、《地獄門ヘルズゲート》。

　あのエフェクトが、その失伝された魔術とは限らないけど、名前が一緒だわ。多分、字じ面づらは違うだろうけど。

　私達の求めている魔道の《地獄門ヘルズゲート》が名前以外、どんな作用なのかすら分かっていないから、《地獄門ヘルズゲート》と『へるずゲート!!』が同じ物かどうかは分からないけど、一応内容の確認するだけはしておこう。

　えーと、私『へるずゲート!!』持ってたかな？　得点達成プレゼントは、ゲームウルシュ君が贈呈してくれるから、多分手に入れている筈だ。

　あぁ、あった、コレだ。


※最高ポイント到達景品『へるずゲート!!』▽

　・《憤怒イーラ》使用時に発動させると、視界にいる者の中で、一番カルマ値の高い者の魂が、地獄門の向こう側へと引きずり込まれて逝く。



　……あぁ、多分これだ。私達の求めている《地獄門ヘルズゲート》は。

　名前がちょっとふざけてて、日常系ほのぼのアニメのタイトルみたいになっているけど。

　だけど効果は確実だ。魂が地獄に直行という事は、カラーズコレクターだって逃げられない。

　ただ一つ気になるのが……『カルマ値』ってなんだ？　視界の中にいる、一番『カルマ値』の高い者に対して発動するという『へるずゲート!!』。

　だけど、『カルマ値』がなんだか分からないから、不用意に発動させられない。

「こんな時にウルシュ君がいてくれれば……」

「呼んだぁ？」

　一人で悩んで呟くと、後ろからウルシュ君の返事が来た。

　慌てて振り返ると斜め後ろでウルシュ君が、にこやかな表情を浮かべて立っていた。

「ウルシュ君!!　体は？　もう大丈夫なの!?」

「うん。イザベラの治癒魔法と、着けてくれたアイテムのおかげだよぉ」

　フニフニと笑うウルシュ君に抱き着いて回復を祝うと、ウルシュ君は抱きしめ返してくれた。

　ふぉぉぉ!!　ウルシュ君が元気になって抱きしめ返してくれている!!　幸せだ。

　そのまま抱きしめ合った勢いで、ウルシュ君が問いかけてくる。

「それでぇ？　一体何を困っていたのぉ？」

「えーと、『カルマ値』っていうのが分からなくて」

　するとウルシュ君は、私を抱きしめたまま少し上半身を放し、私の顔を見る。

「なんでそんな物が知りたいのか知らないけどぉ……『カルマ値』っていうのは『業ごう』の深さを表す数値の事だと思うよぉ」

「ごう？」

「そう。『業が深い』とか言うでしょ？　簡単に言うと、魂レベルで背負っている『罪』みたいな物だねぇ。それがどうかしたのぉ？」

　そこで、ウルシュ君に今発見した【裏クローゼット】の事、そこにあった魔道《地獄門ヘルズゲート》と思われるエフェクト、『へるずゲート!!』を見つけた事を、順を追って説明する。

　エフェクトについては、なけなしの語彙力を使って、仮の身体アバターの周りに纏まとわせる動く絵だと説明して無理やり納得して貰う。動く絵がなぜ魔道へと変わるのかなど、ツッコミどころが多い話だけど、そこの説明はもう無理なので、そういうものだと受け入れてもらうしかない。

「ふーん、なるほど。多分その『へるずゲート!!』っていうのは、確実にヒルソン子爵相手に発動するんじゃないかなぁ？　だって一〇〇年以上に渡って、沢山の人達を呪術の材料として殺してきたわけだしぃ、なにより自分の子供の魂を食べて、その人生を四代にわたって乗っ取ってきたからねぇ。ちょっとやそっとの業じゃないと思うよぉ？」

「でも、もし他にもヒルソン子爵より業が深い人がいて、その人が巻き込まれたらどうしよう？」

「……どうもしないよぉ。世界が少し平和になるだけだと思うよぉ。ヒルソン子爵より業が深いって、よっぽどの悪人じゃないかなぁ」

　確かにそうね。ヒルソン子爵以上に人を殺しているか、外道な事をしている事になるわけだものね。

　私が納得していると、ウルシュ君は首をかしげて考え込んだ。

「なるほどねぇ、前々から『七大罪の魔眼』と呼ばれる特殊スキルにしては、《憤怒イーラ》が『威圧』という効果だけしか無いのは疑問だったんだよねぇ。他の、例えば《嫉妬ふくせい》と比べるとあまりに効果がお粗末だなぁ、なんて思ってたんだぁ。まぁ今の問題は、ちゃんと発動するかどうかだよねぇ」

　ウルシュ君が言うには、視界に入っていれば発動はするのだろうけど、『門ゲート』と呼ばれているだけあって、出現した位置から移動できないんじゃないかという危惧があるらしい。

　つまりヒルソン子爵が移動して、地獄門ヘルズゲートの間合いリーチから外れてしまい、不発もしくは効果対象が変わる可能性があるんじゃないかと。

　周囲には冒険者や騎士が多く、盗賊団の討伐とかで人を殺している人もいるだろう。だけどそんな致し方のなさそうな物まで『カルマ値』に数えられるかどうかは地獄門ヘルズゲートにしか分からない。

　今ココで街や王宮を守ろうと頑張っている人達の誰かが、第二候補として地獄門ヘルズゲートに引きずり込まれていくのは防ぎたい。

「つまり確実にヒルソン子爵が門ゲートに届く位置で、発動をさせなくてはいけないという事だね」

「そうだねぇ。出来れば彼の真正面で門を出現させたいところだねぇ」

　ならばすぐにヒルソン子爵の正面へ移動しようとしていた時、引きずられていた捕獲装置二機が耐え切れずに横転し、拘束していた電流が二本消失した。

「あー……対地竜用の新型捕獲装置が……まぁ試作機だから良いや。あれ創るのに結構時間をかけたんだけど、あの調子じゃ改良がかなり必要だねぇ。ワイバーンをギリギリ捕獲出来る感じかなぁ。イザベラ、急いで正面に回ろうか。多分残りの二機じゃ、これ以上ヒルソン子爵の動きを止められないよぉ」

　ウルシュ君の予想通り、拘束電流が減った事によってヒルソン子爵の進行速度が上がってきた。残りの二機を必死に大勢で抑え込んでいるが、その人達ごと引きずって進んでいく。

「イザベラ、向こうの方から行こうかぁ」

　そう言ってウルシュ君は通りの反対側、ドワーフの冒険者さんが上に乗っている捕獲装置側を指さす。

「ウルシュ君。わざわざ向こう側に回らなくても、こっちから進めば良くないかな？」

　そう疑問を口に出すと、ウルシュ君は表情をなくして首を振る。

「とにかくアッチ側から行こう。こっちの捕獲装置に乗っている人とは、目を合わせたら駄目だよぉ。さぁイザベラ、急いで」

　そう言ってウルシュ君は私の手を取ると、通りの反対側へと走り出す。

　通りの反対に辿たどり着つくと、そのままドワーフのオジサンが乗った捕獲装置の横を通り抜ける。その際ドワーフさんから手を振られたので振り返しておいた。

　でもなんで向こう側の捕獲装置に乗った、あの白髪、金目の女の子と目を合わせたら駄目なんだろう？

　まるであの子を避けるようにして、こちら側に来たみたいに感じるんだけど、ウルシュ君と仲が悪いのかな？　良い子っぽそうで、友達になれそうな感じだったから、少し残念。

　そのまま走って、ヒルソン子爵と横並びになる。

　子爵の足が倍に伸びている所為せいで、一歩の歩幅が大きく後ろから見るより進行速度は速かった。

「これは、彼の足を止めないと門ゲートを発動させられないねぇ」

「でも、今は彼自身が『暴食の豚』と同じようにＭＰを吸収する能力を持っているのよね。魔法以外で足止めさせる方法から考えないと」

「奥さんを生き返らせる悲願を前にして、とうとう人間辞めちゃったかぁ。あ、イザベラ。このまま進むと危ないかもぉ」

　そう言ってウルシュ君が走っていた足を止める。驚いてウルシュ君の顔を見上げると、彼は通りに並ぶ建物の上を指さした。他の人達も気付いて足を止める。

　数人の騎士達が前方から、こちら側へ向かって走りながら叫んだ。

「全員退避ー!!　皆下がってくれぇぇ!!」

　慌てて、捕獲装置を押さえていた人や、上に乗っていたドワーフさんも捕獲装置を置いて後方へと退却する。

　見上げた建物、通りに面した左右の八階建ての建物の角を、斜めに切り取るような形で巨大な魔法陣が貫通していた。

　あ、あの魔法陣、見覚えがある。アリスちゃんがいつも使っている爆撃魔法の魔法陣……って、え？　まさか。

「ですとろーい!!」

　どこからともなくアリスちゃんの声が響いたかと思えば、頭上で爆発音が鳴り響く。

　そのまま建物の角が爆発で斜めに切り取られ、通りに向かって滑り落ちてきた。

　誰だっ!?　建物の爆破を許可した奴はっ!!

　思い切りが良すぎるよっ!!　避難していた住人が帰ってきたとき、呆ぼう然ぜんとするわっ!!

　だけど、かなりの犠牲を払っただけあり、流石さすがのヒルソン子爵の進行は止まった。

「犠牲は大きいけど、ヒルソン子爵の進行が止まったわ!!　お手柄だね、アリスちゃんと建築物!!」

「止まったっていうより埋まっているよねぇ。あ、瓦が礫れきの隙間から手が出てきたぁ」

　流石ヒルソン子爵。倒壊した地下空洞と廃工場の下から這はい上あがって来た実力と執念は、ダテじゃないようで、じわじわと脱出をしてきている。しかし、途中で身体からだが引っかかったようで、もがき出した。

「体格が細長く変わったせいで、挟まりやすくなったのかな？」

「形体進化フオームチエンジがアダになったねぇ」

　ウルシュ君、形体進化フオームチエンジとか言うの止めて。

　ボスキャラって、第三形体まであったりするから。

「とにかく、動けない今がチャンスだね。『へるずゲート!!』を展開させちゃおうか」

「あー。待って、イザベラ。その前に面倒事の対策を取っておきたいから、アリス様とギース様を連れて来てくれるかなぁ？」

「へ？　良いけど。すぐ連れて来るから待ってて!!」

『色欲とうし』と『千里眼』を使ってアリスちゃんとギースの居場所を摑つかんで、すぐにそこへ向かうと、見つけた二人を俵のように両肩に担いで、ウルシュ君の元へと最短距離を選んで全速力で帰ってきた。

　ウルシュ君の元に辿たどり着いた時には、なぜかアリスちゃんとギースがヨレヨレになっていたが、気にせず彼らをウルシュ君の前に降ろす。すると、休む間もなくウルシュ君から、『演出』の打ち合わせが始まった。

　なぜ、演出が必要なのか私にはよく理解できないが、きっと必要な事なのだろうと素直に話を聞いていると、途中からギースがキラキラした目で興奮して、ノリノリで演出に必要なセリフを考え出した。

　すると今度はギースの考えたセリフに興奮したアリスちゃんが、立ち位置とセリフの配役を決めだす。

　私一人だけ、ついていけずにポカンとする。というか、背後でウゴウゴと瓦が礫れきから出ようともがいているヒルソン子爵が気になって、打ち合わせに集中できない。

　なんなんだ、この状況。誰か私にも分かるように説明してくれ。

「じゃあ、ヒルソン子爵の顔が瓦礫から出てきた事だしぃ、皆、打ち合わせ通りにいくよぉー」

「「はーい!!」」

「は、はーい……」

　なんか分からんまま打ち合わせが終わり、配置とセリフが決められてしまった。




　まず、皆でヒルソン子爵の前方三ｍほどの位置に移動する。

　私がいつでも『へるずゲート!!』を発動出来る状態になったのを確認して、最初にウルシュ君が高らかに声をあげた。

「我ら四人の愚者の願いを、誓いと対価のもとに、地獄の底より聞き届け給たまえ」

　私が続きを引き継ぐ。

「おくる魂無き、無念の葬列を創りし呪われた罪人はここに」

　私の後をアリスちゃんが引き継ぐ。

「地の底より漆黒の慟どう哭こくを引き裂き、灰銀の門番をここへ」

　そして、ギースへ。

「還かえらざる数多あまたの魂を喰くらいし、悪しき魂に裁きを下せ」

　最後に四人で声を合わせる。

「「「「来たれ、断罪の門《地獄門ヘルズゲート》!!」」」」

　ギースの考えた中二病なセリフを言い終わると同時に、『へるずゲート!!』を発動させる。




　発動させると、晴れて明るかったはずの周囲は、急に冷たく青暗くなった。様子を見に集まって来ていた騎士や冒険者達も、身を固くして蒼あお褪ざめる。

　耳鳴りがしそうな静けさの中、どこからともなく鐘の音が響き始めると、私達とヒルソン子爵の横に、地獄門それは、次元を裂くかのように現れた。

　見上げるほどの大きな門だった。高さは五～六ｍはあるだろうか。

　どんな素材かも分からない、光を反射せず吸い込むような漆黒の扉の中央には、扉を固く閉ざすように、左右から伸びた銀色の骸骨の腕の手が、祈りの形に組まれていた。エフェクトでは小さくて見えなかった扉の銀色の縁取りは、苦く悶もんの表情を浮かべた沢山の顔で出来ていて、蠢うごめき呻うめいていた。……やばい、怖い。

　周囲の空気も蠢き始め、空気が形を成したような、透明の溶け崩れたような人達が辺りを舞い始める。

　少しでも身動きをすると、なにかの呪いを受けそうな不気味な空間の中、その場にいる者達全員が身を固くし地獄門の様子を窺う。その間も、鐘の音が反響し、急せかすように鳴り響き続けていた。

　とうとう精神的に限界が来たのか、横に立っていたアリスちゃんはふらつき、そのまま気絶して瓦礫の上にぶっ倒れるのが横目に見える。正直、私も倒れたい。

　倒れたアリスちゃんに、透明の女の子っぽい影が近づいて行くのを見て、心臓がヒヤリとしたが、その透明の少女は心配そうにアリスちゃんを覗のぞき込んだだけなので、害は無さそうだとひとまず安心する。

　と、アリスちゃんの様子を窺うかがっていると、地獄門の骸骨の腕が、ガラスを引ひっ搔かくような音を立てながら祈りの形に組んでいた手を開き始めた。組んでいた手が解ほどけた瞬間に、こちらへと扉が吹き飛んできそうな勢いで開かれた。

　門の向こう側は真っ暗で、風鳴りがすすり泣きのように響いている。

　その奥からザワザワとなにかが這はい出て来るかのような音が近づいてきて、大きな手の形をした黒い靄もやが吹き出してきた。

　いや、違う!!　これ、靄じゃないっ!!　蟲むしだっ!!

　黒い虫が大量に集まって、固まって、大きな手の形をしているんだっ!!

　それが、瓦礫に埋まっているヒルソン子爵に、虫の大群で埋めるようにして襲い掛かったかと思うと、どす黒い煙で出来たような人型のなにかを蟲の手が持ち上げた。

　どす黒い煙の人型から、耳にタールかヘドロを注ぎ込まれるような不快な叫びが撒まき散ちらされる。

　あぁ、きっとアレが、ライアン・ヒルソン子爵の魂だ。

　そう理解した瞬間、その人型の煙の口元が裂けたかと思うと、そこから今日聞いた中で最大の『咆ほう哮こう』が放たれた。その『咆哮』による衝撃波で、子爵の魂を摑んでいた蟲の腕が散り、子爵の身体を埋めていた瓦礫が噴き上がった。

　瓦礫の上に立っていた私の身体は、足場にしていた瓦礫と一緒に宙に舞い上がる。ふと、私の視界の端で意識を失ったアリスちゃんも、人形のように力なく舞い上がっているのが見えた。

「アリスちゃんっ！」

　アリスちゃんの名前を叫びながら空中で手を伸ばすが、自身も宙を舞っている中、上手く体勢を変えられず、手が届かない。それでも必死に手を伸ばしていると、それは聞こえた。

「護まもれ風よ！　《抱擁の風ホールドウイング》」

　次の瞬間、私とアリスちゃんの身体は温かい風のクッションで包まれ、ゆっくりと地面へと降りていく。

　その下で両腕を広げて待ち構えていたツインテールの冒険者のお姉さんが、私達を抱きしめるように受け止めてくれた。そこにウルシュ君とギースが駆けつけてきた。二人は地面に転げるように吹き飛ばされ、無事だったそうだ。私がお姉さんにお礼を言うために、彼女に向き直った時、上空から再び『咆哮』が聞こえてきた。

　上を見上げると、飛んでどこかへと逃げようとする、どす黒い煙のようなヒルソン子爵の周囲を、集まって来ていた透明な人達が飛び回り、逃がすまいと絡みついている。

「ヒルソン子爵は、次の肉体へと逃げようとしているんだわ」

　透明の人達は数こそ多いものの、ヒルソン子爵の動きを封じる事は出来ないでいるようだった。このままでは逃げられてしまうと焦っていると、地獄門ヘルズゲートの奥から地響きと大量の羽音が聞こえてきた。

　地獄門へと視線を向けると、門の奥から濁流のように黒い蟲が吹き出してきた。とっさにウルシュ君が私の上に覆いかぶさる。

　私達を押し流すような蟲の奔流は、その流れを上空へと変え、透明の人達を振り払い逃げようとするヒルソン子爵に襲い掛かった。ヒルソン子爵は再び『咆哮』を上げ蟲を散らそうとするが、その子爵の魂が放つ『咆哮』を封じるかのように、大量の蟲が群がり、子爵の魂を埋め尽くし固めると、そのまま門の奥へと来た時と同じように、地響きがするほどの羽音を立てながら戻って行く。

　蟲とその羽音が門の内側に消えると同時に、勢いよく門ゲートの扉が閉じ、骸骨の手が祈りの形に組まれ、あっという間に門は、鐘の音と共に次元の向こう側へと帰っていった。

　門が消え去ると同時に周囲は明るく晴れ渡る元の姿に戻り、飛び回っていた透明の人達も跡形もなく消えていた。

　ただ、さっきまで鳴り響いていた鐘の音が、まだ耳の奥にこびりついている感じがする。

　一〇〇年以上に渡り沢山の罪も無い人達を誘拐し、呪術の材料にする為に樽たるの中で溶かし続けてきた男が、今ここに倒れた。

　だけど、喜びの歓声が上がる事もなく、あまりの衝撃に人々は無言のまま立ちつくし……と、思っていたら、遅れて歓声が響いた。大歓声だ。

　集まっていた騎士や冒険者、その他、協力していた人達が手を挙げ、肩を叩たたき合い、抱き合って喜んだあと、解散する人達や瓦礫の撤去を魔法や自力で始める人達で、急に賑にぎやかになった。

　これが、魔獣や魔物のいる魔法世界に生きる人達か……メンタル強いな。切り替えが早いわ。

　ほっと一息ついたところで、私の隣でアリスちゃんを護るように抱きしめていたツインテールのお姉さんに向き直った。

「お姉さん、私とアリスちゃんを助けてくれて、ありがとうございました。あの、でも、もう身体は大丈夫ですか？」

　そういえば、私がさっきお姉さんを治癒士の人に預けたとき、まだ意識が戻っていなかったはずだ。そう思い返して体調を聞けば、お姉さんは私のトラ耳カチューシャの位置を直しながら答える。

「私は可愛かわいいトラ娘ちゃんのおかげで、怪我けがも無く絶好調よ♡　私の方こそありがとね。私の事を助けてくれたって皆から聞いたよ。私はちゃんとお礼が出来る冒険者なんだから、これは当然の事なの」

　そう言って笑うお姉さんの頭に、私は自分が着けていたトラ耳を外して着けた。

「お姉さん、本当にありがとう。これは私の大切な親友を助けてくれたお礼に受け取って」

　お姉さんはトラ耳を喜んで受け取ってくれて、『困った事があれば、お姉さんが相談に乗るからね』と言いながら笑って手を振り去って行った。

　お姉さんを見送った後、振り返ってウルシュ君に抱きつく。

「ウルシュ君もありがとう。あの時、魔王に近い私が地獄門の向こうへと連れて行かれないように、覆いかぶさって庇かばってくれたんでしょ」

　そう言うとウルシュ君は、私をギュッと抱きしめ返すと、私の耳元で小さく呟つぶやいた。

「僕のイザベラが、どこにも行かなくて、本当に良かった。ねぇ、どこにも行っちゃ嫌だよイザベラ」

　その震えるウルシュ君の声を聞いて、私はウルシュ君をさらに強く、ギュッと抱きしめ返した。

「うん。どこにも行かないよ。私はウルシュ君の傍そばにずっといるからね」

「…うん。…………イザベラ……苦しい……骨……折れそう」

　慌ててウルシュ君を離すと、ウルシュ君は顔色を真っ青にして、ぐったりしていた。

　……しまった。力加減を間違えた。

　ひたすらウルシュ君に謝り、ウルシュ君の体調が戻ったところで、ヒルソン子爵の残された身体を掘り返す為に、意識を取り戻したアリスちゃん達と瓦礫の撤去を手伝っていると、王宮から近この衛え騎士が馬で駆けつけてきた。

「イザベラ様ですか？　王宮で王妃様と第二王子殿下がお呼びです。一緒に王宮まで来て頂けますか」

　そういえば、クリス様は王宮で、ヒルソン子爵の奥さんであるリンゼイさんが入った魂の牢ろう獄ごくを探していたな。

「なにか王宮で問題でもあったんですか？」

「いいえ、問題という訳ではありません。お探しの樽が見つかったらしいのですが、鑑定も看破も全て弾はじき返かえされるので、それが探している物で正しいのか判断が付かないそうです。そこで王妃様から高レベルの鑑定持ちであるイザベラ様をお連れするよう言われて参りました」

　そういえばお茶会で王妃のステータスを鑑定したり、看破を弾き返すクリス様のステータスを鑑定して、呪いの原因を明らかにした事があったな。だけど、なんでリンゼイさんの魂の牢獄は、鑑定を弾き返すのだろう？

　ウルシュ君達も一緒に付いて来ても良いとの事だったので、四人で王宮に向かう。

　王宮の敷地内、政務官のいる棟から王宮の奥にある白い塔へと続く、人通りの少ない小道から少し外れた場所に、蔦つたに覆われた今は使われていない石造りの倉庫が、隠れたようにして存在していた。その倉庫の中、階段の下に隠し通路があり、その奥に石造りの地下室があった。

　ここに来るまでに、等間隔に近衛騎士が立って警護していたが、地下室の中には近衛騎士だけではなく数人の魔術師達も集まっていた。

　その人達に囲まれるようにして、クリス様と王妃様がソファに腰かけている。こんな所に豪華なソファが設置されている訳がないから、わざわざ運んできたのだろう。従者の方々、ご苦労様です。

　王妃様はソファに足を組んで座り、背もたれに身体を預けたまま口を開く。

「待っていたよ、イザベラ嬢。私もこんな地下室じゃなく、街中に出て子爵と対決したかったんだけどね。彼らが煩くて、外に出られなかったんだ。だけど無事に君達で対処出来たようでなによりだよ。聞いた話だと、比較的平和な王都にいる冒険者達の実力も、まだまだ捨てたもんじゃないね。まぁランバート領の最前線にいる冒険者とは比べようがないけども」

　そこまで一方的に語ると、王妃は立ち上がり、地下室の奥で花に囲まれた樽まで歩み寄り、その樽に浅く腰かけ片手で樽を叩たたく。

「さて、来てもらって早速で悪いんだけど、この樽を鑑定してくれないかな？　魔術師団の高レベルの『看破』持ちも『鑑定』持ちも、スキルを弾かれてしまってね。これが、例の『魂の牢獄』だろうとは分かっているんだけど、確証が取れないんだ。ついでに安全に撤去、浄化できるかも調べて欲しい」

　クリス様も立ち上がり、私達の元に来ると小声で話す。

「……ボクが見た、ヒルソン子爵の記憶は断片的だったけど……多分これが奥さんを入れた『魂の牢獄』で、あの周囲に供えられた花はヒルソン子爵が持って来たもので間違いない……でも、ボクのスキルは秘匿される事になっているから……樽の正体を証明する証拠として記録できないし、安全性を証明する事も出来ない……んだ」

「安全性の証明もなにも王妃様、あの樽に腰かけてるじゃない。大丈夫でしょ」

「……一応、形式的に、対応できるスキルを持った第三者の確認が必要……らしい」

　仕方がないわね、と樽の鑑定をする事を承諾する。念のため、ダブルチェックを兼ねて、ウルシュ君にも一緒に鑑定して貰う事にした。

　それでは《強欲王マモン》先生、お願いしますっ!!

[image: ]

　こんな所に、『大罪王スキル』の一つがあった[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　しかも、既に半壊状態で『怠惰の棺』を壊せば完全消失とか、不戦勝感半端ない。

　いや、不戦勝じゃないな。カラーズコレクターと戦わなければ出現しない、レアスキルと考えても良いかも。

　でも、一つ気になるのが……。

「ウルシュ君、なんでこの『魂の牢獄』は失敗作になったのかな？」

　気になって、ウルシュ君に小声で尋ねる。すると、ウルシュ君はさも当然のように答えた。

「レシピに無い材料が入っているからだろうねぇ。シチューを作るときに、レシピに無いブドウやコーヒーを入れたら失敗するのと同じだよぉ。これでなぜ、呪術師達の創った『反魂の首飾り』が粗悪品になったのかが理解出来たよぉ。材料となる魂を手に入れる時点で失敗しているんだぁ」

　もう一度、目の前にある『魂の牢獄の失敗作』を見る。ドレスや靴下といった物は、リンゼイさんが身に着けていた物だろう。そういえば、私もルーシーに、服を着たまま樽に入れられたな。

　半消化の食べ物は彼女の胃の内容物か。食後あまり時間が経たっていなかったのだろう。花とヌイグルミはきっと、ヒルソン子爵が彼女の為に一緒に入れた物かな。彼女の為に入れた物達が、彼女の魂を分解してしまう原因になってしまうなんて、ヒルソン子爵は考えもよらなかったのだろう。

　ウルシュ君は、少し呆あきれたように呟く。

「ヒルソン子爵は呪術師としては実力があったのかもしれないけどぉ、物創りには向いてないねぇ」

　しばらく、『魂の牢獄の失敗作』を眺めた後、王妃に向かって声をかける。

「中に、魂が溶けてエネルギー体に変わったものがあります。それと、エンシェントスライムの酸も。それに注意して頂ければ、破壊して問題はありません」

　それを聞いた王妃は頷うなずくと、周囲に指示を出す。

「そうか、では派手に粉砕する事にしよう。エネルギー体とやらがどう作用するか分からんから、王宮内で破壊するのは危険だ。王都の外に早急に運び出せ」

　すると周囲にいた王宮魔術師が早急に樽の周りにシールドを張ると、運び出す準備を始める。王宮内に、いつまでもこんな得体のしれない物を置いておきたくない、という気持ちが表にありありと出ている素早さだ。

　それを見ながら、今まで黙って様子を見ていたギースがポツリと口を開いた。

「ここに父上がいなくて良かったです。父上がこの場にいたら、魔術師団の研究施設に持って帰って調査したい、って言い出したでしょうから」

　なんだそれは、本当にギースの父親である魔術師団長がこの場にいなくて良かった。

　王妃には言わなかったけど、《暴食王ベルゼブブの両手》スキルが残存している以上、私としては早急に対処して貰いたい。そんな事を考えていると、王妃が私達の前に立った。

「君達はどうする？　今回の件に深く関わっていた君らだ。最後まで見届けたいなら、一緒にあの樽が処分されるところまでついて来る事を許可しよう」

　その言葉に、私達は飛びついた。

「「「「よろしくお願いします!!」」」」




　王都の外壁を出て、その荒野に着いたのは、日が沈んでしばらく経ってからだった。

　荒野の真ん中で私達は、『魂の牢獄』になる筈はずだった物が防御壁に囲まれ、浄化の炎で燃えていく様子を見守っていた。

　浄化の炎に耐え切れず壊れた樽の隙間から、桃色がかったグリーンのオーロラのような物が溢あふれ出す。それは、夜空へと階段を作るように昇っていくと、樽が燃え尽きると同時に消え去った。

　こうして完全に、私達とカラーズコレクターの戦いに幕が下りたのだ。








エピローグ









　混雑した騒ざわめく王都駅のホームを、ウルシュ君と歩く。歩きながら、この前から気になっていたけど聞けなかった疑問に対して質問する事にした。

「そういえばウルシュ君、あの地獄門ヘルズゲートの時の演出というか、小芝居はなんだったの？」

「あぁ、アレねぇ。ああする事によって、地獄門が数人がかりでないと召喚出来ないんだと、周囲に思わせたかったんだぁ。イザベラが一人でアレが召喚出来ると周囲に知られたら、僕との結婚に横よこ槍やりが入るかもしれないからねぇ」

　なるほど、確かにあまり規格外を知られるのは不味まずいな。そこまで頭が回らなかったよ。

　アリスちゃんやギースを交ぜる事によって、召喚者として注目される人間を分散したんだね。

　ギースは魔術師団の団長の息子だし、アリスちゃんはあの騒ぎで爆撃魔法を連発しているから、魔力や魔法の才能がある事が周囲に知られている。ウルシュ君はスネイブル商会のマジックアイテムを創り出す、天才錬金術師として一部で有名だし、私はいつぞやの鬼ごっこで規格外として有名だ。その四人がかりとなれば、地獄門を召喚しても納得されそうだ。

　さらに、召喚方法を聞き出そうにも、身分が公爵令嬢に侯爵令嬢、魔術師団長の子息に、平民だけどなんだか敵に回すと怖いスネイブル商会の息子とくれば、強引に聞き出す事も出来ない。

　四人全員に聞き取りをするのは難しいだろう。王族でもない限り。

　王族はなんとなく気が付いているけど、クリス様のスキルの隠匿の件もあるし、私も元王女の娘で王族の親族だから、という事で、なにも聞かずにいてくれている。

　ちなみに、王妃からランバート家に嫁に行かないか？　という話がきたけど、バッサリ断っておいた。王妃は未いまだに冒険者をやっている変わり者なだけあって、結構気安いやり取りが出来るのに気付いたので、最近は遠慮なく話をしている。

　ランバート家への縁談を断っても、王妃はあっさり引いてくれて「そうだと思ったんだ。一応、聞いておいてくれと実家から言われたもんでね。確かに声はかけておいたよ。これで頼みは聞いた事になるからそれで良い」と笑っていた。

　ところで今日、王都駅にやって来たのは、ランバート伯爵領の隣にあるシシム子爵領へと旅立つ〝ある人〟を内緒で見送りにきたのだ。

　実は見送りに行ってはいけない事になっているのだが、どうしても見送りたくて、ウルシュ君にお願いして連れ出して貰もらった。遠くから見るだけで、決して声をかけてはいけない。という条件付きで、お母様もコッソリと許可を出してくれている。

　彼が汽車に乗り込むのを、ウルシュ君と一緒に、離れた所で見守る。

　もう、二度と会えないかもしれない事に悲しくなっていると、ウルシュ君が背中を撫なでてくれた。

　彼の姿が見えなくなると、ウルシュ君の胸にしがみ付く。ウルシュ君はそんな私の背中に手を回して、そのまま私が落ち着くまで抱きしめ続けてくれた。




　お元気で、トレヴァー兄様。

　どうか無事に、生きて帰って来て下さい。

　見送りに来られなかったけど、お父様もお母様も、ダイモン兄様も、貴方あなたが無事に戻って来る事を願っています。







　王都駅に停車した蒸気機関車の最後尾車両。そこに、元トーランド伯爵令嬢のルーシーは、拘束され乗せられていた。行き先はシシム子爵領駅、そこからランバート伯爵領へと向かう。

　その地にある、このロゼリアル王国最大のダンジョン『ゼルバンダム』は、三年前に四十五層までは確認されている。それから三年間、四十六層まで到達する事が出来ず、ダンジョンの探索が停滞していた。

　彼女は今回の事件の関係者として罪に問われ、そのダンジョンの最前線の四十五層へと五年間、地上に出る事は許されず、未到達とされる層への戦力として送り出される。

　彼女のダンジョンでの生存率は、高く見積もって一年目が二十五％、二年目で七％だと言う。

　本来ならルーシーは処刑されるところであるが、王家の人間が持って生まれてくるという特殊スキル、『宣誓魔法』を使っての取り調べの結果、ギースの誘拐・殺害計画と、イザベラの誘拐・殺害計画にしか関わっていない事が証明され、そのどちらも未遂に終わり、被害者のイザベラとギースが身内である事を理由に、訴え出なかった事で減刑された。

　減刑された彼女は、ダンジョンで五年間生き残る事が出来れば、自由の身となる。

　減刑とはいえ、ダンジョン四十五層行きは事実上の死刑と変わらない。五年後に無事生存して戻って来る可能性は絶望的だった。

　拘束され床に座り、汽車が発車するのを待つルーシーの乗る護送車両に、トランク片手に帽子を被かぶった長髪の男が乗り込んで来た。

　その男の姿を確認したルーシーは、驚きで目を見開いた。

「まさか……トレヴァー？　そんな、なぜここに？」

　トレヴァーと呼ばれた無精髭ひげの男は、帽子を片手にルーシーへとウインクを投げた。

「大事な婚約者を一人で旅立たせる訳がないでしょ？　私も一緒に連れて行って貰おうと思ってね？　補助や支援しか出来ないけど、手先が器用で、その場で色々作れる便利な男だよ、私は」

「何言っているの？　私は、トーランド家から勘当された身よ。婚約なんてとっくに破棄されているわ。それに貴方は公爵家の長男でしょ、私と一緒にダンジョンに潜って良い訳が無いわ」

　その言葉にトレヴァーは首を振りながら、床に座る彼女の前にひざまずく。

「私は婚約を破棄した覚えはないよ。それに、両親に頼んで廃嫡して貰って、君と同じに勘当されてきた。ねぇルーシー。五年後、無事に役目が終わったら、小さな可愛かわいらしい教会で君と式をあげたい。君の望んだ当主の座ものは与えられなかった私だけど、君へ沢山の愛を贈り続ける自信はあるよ。だから、私と結婚してくれませんか？」

「……あ、貴方って、本当に馬鹿ね。……本当に、救いようのない馬鹿よ」

　ルーシーは泣きながらトレヴァーの胸に額を擦り付ける。

　泣きながら馬鹿だと呟つぶやき続ける彼女の頭を、トレヴァーは強く抱きしめ長い間そうしていた。





◆◇◆◇◆






　ホームの騒めきの中落ち着いてきた私は、ウルシュ君の腕から出る。

「じゃあ、そろそろ駅から出ようかぁ。駅周辺は輸入品とかの珍しい物があるんだよぉ、良ければ少し見て帰る？」

「もちろんっ!!　喜んで!!」

　ウルシュ君との南地区デートに、落ち込んでいた心が浮上してくる。私の幸せは、ウルシュ君と過ごす日々にあると言っても過言ではない。

　そんな浮かれ気分でホームを歩いていると、知らないオジサンがウルシュ君に話しかけてきた。どうやらスネイブル商会の、取引先の人らしい。

「イザベラ、僕がお願いして頼んでいた物が、なにか行き違いを起こしているらしいんだぁ。すぐに話を切り上げるから、あそこのベンチで少しだけ待っててくれる？」

「良いわよ。時間はまだ沢山あるから、慌てなくても良いからね」

　そう言って、ウルシュ君から離れてベンチに座る。

　しばらくオジサンと話しているウルシュ君を眺めていると、横から女の子が驚いたような声で話しかけてきた。

「えっ!?　もしかして、イザベラ？　イザベラなの？」

　その声の方に視線を向けると、胸辺りまでサラサラのピンク色の髪を伸ばした、清純系の可愛い女の子が、私に向かって恐る恐る手を伸ばすようなポーズで立っていた。

「えっと……。はい、そうですけど」

　この子、誰だっけ？　と内心首をかしげながら彼女を見ると、今度は彼女は驚いたように、自身の両手を見ていた。

　一体なんなんだ？　この子。

「そんな、魔術学院の入学式じゃない……。こんなに早く、子供の頃に記憶が戻るなんて初めての事だわ」

　なにか一人でブツブツ言い出した彼女を不審な目で見ていると、彼女は急に勢いよく顔を上げ、私に詰め寄ってきた。

「そうだっ!!　イザベラ、貴方は今、何歳？」

「な、七歳だけど……えっと、どちら様？」

　そう答えると、彼女は私の両手を摑つかんで喜び出した。

「七歳っ!!　まだ七歳なのね!?　私はマリエタ。マリエタ・プレアよ!!」

　マリエタ……。どこかで聞いたな、誰だっけ？　マリエタ、マリエタ、マリエタ嬢……。

　あ!!　『ラブ☆マジカル』のヒロインだよっ!!

　ん？　でもなんで、まだ面識のないマリエタが、私イザベラを知っているんだ？

　そういえば、さっき変な事呟つぶやいていたな、『魔術学院の入学式じゃない』とか『記憶が戻る』とか。

　まさかっ!?　……彼女も私と同じ転生者か？

　考えても分かんないから、単刀直入に本人に聞いてしまえっ!!

「あ、あの。もしかしてマリエタは前世の記憶があるの？」

　すると、マリエタはキョトンとした表情で首をかしげる。

「ゼンセ？」

「えーと。前世だよっ!!　今回生まれて来た人生の、その前の人生の記憶があるか聞きたいの!!」

　すると、マリエタはパッと表情を明るくした。

「貴女あなたも？　貴女も前回を覚えているの？　貴女も繰り返して戻ってきてくれたの？　嬉うれしいっ!!　私は諦めていたのに、貴女は約束を果たしに来てくれたのね!!」

　ん、ん[image: ][image: ]？

　なんか若干、話が嚙かみ合ってない気がするんだけど、なにが行き違っているのかサッパリ分からない。

　そんな中、マリエタは私の前ではしゃぎ続けている。

「一人ぼっちで終わらない繰り返しの中、貴女だけは助けに来てくれたのね」

　そう言って彼女は、喜び笑いながら涙ぐんだ。

　私はマリエタに、『貴女、多分なにかを勘違いしていますよ』と言い出せず、黙って彼女を眺め続ける。

「そういえば、これまでと状況が全然違うわっ!!　叔母さんが無事に、それも入学前に戻って来ているし、今も汽車に乗って王都から離れる事になっているわ。イザベラ、貴女が未来を変えてくれているのね」

　そんな中、離れたところからピンク色の髪の女性が二人、マリエタを呼ぶ。

「あ、あぁ。もう汽車が出るわ。私、もう行かなきゃ」

　そう言って、私の前から汽車へと向かうマリエタを、私は追いかける。

　誤解を解かなきゃ!!　なにが誤解なのかはよく分からないけど、今すぐ誤解を解かないと後日話がややこしくなる気がするっ!!

　彼女の横を一緒に歩きながら、彼女に話しかける。

「えっと、マリエタ。きっと貴女は誤解しているわ。私の言っている前世の記憶っていうのは、ココとは違う別の世界で、別の種族の人生を生きていた記憶の事を言っているの。だから、貴女との約束？　とかなんの事だか分からないの」

　それを聞いて、彼女は足を止めないまま、驚き、悲しそうな顔をする。

「違うの？　私とは違うの？」

「ごめんなさい。どうやら違うみたいよ」

　そのまま、悲しそうに母親と叔母らしき女性に連れられて、汽車に乗り込むマリエタ。

　車両の座席へと移動していくマリエタを、窓越しに見つめ合いながら追いかける。

　ようやく、窓際の座席に座ったマリエタは、窓を開けて私に声をかけた。

「繰り返してないなら、貴女は知らないわね。イザベラは今、七歳なのよね。お願い、来年の春頃……ううん、それじゃ駄目。えっと、貴女が八歳を迎えるまでは、周囲の人間に気を付けて欲しいの。特にオレンジ色の髪の年上の女の子に気を付けて。貴女は彼女達に人生を奪われるわ」

「それは、どういう意味？」

「私の言う事を信じて貰もらえないかもしれないけど、その事だけは覚えていて。私は……私はこの世界を何十回もやり直しているの。何度も世界が滅んで、死んで、十五歳の魔術学院入学の日へと戻っているの」

　それって、ループしているっていう事か？

　真剣に彼女と向きあう。ちゃんと、彼女の話を聞いていた方が良い気がする。

「どうして、世界が滅ぶの？」

「それが、何度繰り返しても分からないの。私は何度か立ち向かわずに逃げたりしたから、繰り返しの人生を無駄に過ごしたのもあるし、それに滅ぶ理由も同じだったり違ったり。でも、そこに一人の大賢者が関わっている事だけは、前回の人生で摑つかめたわ」

　世界滅亡に関係する大賢者？　知らないな。

　ゲームでそんな物騒なキャラとか、会話にすら出てこなかったぞ。

「ねぇ、イザベラ。どうか、どうか私を信じて。ゼンセの記憶を持つという貴女は、今までの繰り返しで出会ったどの貴女とも違うわ。今、私の希望は貴女しかいないの」

　そう言って彼女は、大きな瞳から綺き麗れいな涙の粒をポロポロと零こぼし始めた。

　その時、汽笛が鳴り響き、ゆっくりと汽車が進み始める。汽車の動きに合わせて歩きながら、マリエタの綺麗な淡いグリーンの瞳をしっかりと見上げた。

「分かったわ。マリエタ、貴女を信じる。そして大賢者とやらに世界を滅ぼさせたりしない。私は結婚したら一緒に世界中を旅しようって大切な婚約者と約束しているの。私のその望みの為ためにも、貴女に協力するわ」

　少しずつ速くなる汽車の動きに、走って並走する。マリエタは窓から見を乗り出して私を見下ろし、とめどなく涙を流しながら頷うなずいた。
















「ありがとう。ありがとう、初めて会うイザベラ。お願い、一緒に世界を助けて!!」

　スピードを上げる汽車に、見送りに並んだ人達を避よけながら走り、叫ぶ。

「えぇ!!　約束するわ!!　前の私との約束じゃなくて、今の私との新しい約束よ!!　任せて、マリエタっ!!」

　ホームの端が来て足を止める私に、マリエタも汽車の窓から叫ぶ。

「イザベラっ!!　お願い、私を、この終わらない世界から救い出してっ!!」
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あとがき









　二巻を出して貰もらえた杏あんず亭ていリコです。こんにちは。

　書き始めはすぐ終わる予定だった話が、なぜか本一冊分になりました。不思議。

　今回は頑張ってシリアスなサスペンス風になるよう頑張ったんですが、キャラ達の性格のせいでいまいちシリアスになり切れていないという微妙な仕上がり……。次は不良漫画の抗争風にしたいのですが、私の力量が無いので、どうなるか分からないです。（次があるかも分かんないし）

　さて。ココで、『悪役令嬢は、庶民に嫁ぎたい!!』を支えてくれている、イケてるメンバーを紹介するぜっ!!

　光源の魔術師、封ほう宝ほうさん！（イラスト担当）カラーイラストが特にキラキラしているよ！

　補完の匠、なびこさん！（コミック担当）暴走するキャラ達を、うまくコマに押し込んでるよ!!

　特殊解読班、校閲さん！　どんな誤字や脱字でも、正しい文字や単語を瞬時に判別するよ!!

　ツッコミの奇才、担当さん！　設定上おかしなところを、鋭く突いてくれるよ！　ちょっと痛いよ！

　流れの解読者、野生の校閲さん！　ウェブの感想欄で誤字や設定の不備をチェックしてくれているよ！

　皆様、感謝です。本当にありがとうございます。








杏亭リコ

RIKO ANZUTEI

ジムで筋肉育成中です。

ラノベとかで、よく大雑把な『脳筋』キャラって出て来ますけど、実際に筋肉鍛え始めたら、細かい事が気にならなくなった気がします。（個人の感想です）

気分が湿っぽくなったら、太陽浴びて、筋肉育てるのがオススメ!!



















イラスト　封宝

デザイン　百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）












悪あく役やく令れい嬢じようは、庶しよ民みんに嫁とつぎたい！！ ２








杏あんず亭ていリコ
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